



へ 安 滞ず 强勃驾 ごヶち 前の 昭和 十二 年 四ち 化は 偶々 な 時 我に 敦 甘ら れを職 巧 上の 巧 巧に 厮 
t 一 - - 

がして、 世界を 固に 於け も ユダヤ人 問題を 系統的に 調 巧硏究 すべく お大 なる 計 裳を 立てた。 
巧 巧 十一 一一 年に 巧 剧に附 された 『防共 獨 •伊の ユダヤ人 巧 蹈』 を碍 初と して、 をの 後 全が のな 
問題に 阴 する 巧 巧 巧 かを 巧 ホ 巧 表した。 昭和 + 冗 年のを、 大陸の ユダヤ人 閒趙 現柳调 巧の た 
め 中. 化ち、 お洲を 地を 親 おした。 

私は かねて わら ユダヤ人 問留を おに ユダヤ人 0 みの 問 擅と して 他の 一般的 思 お、 义化 、經 
巧 力ぎ 民な の 諸問齒 から 切り 館して 考察す る ことを 傑らず おつて ゐを •そこで‘ 大憐視 島 か 
らお 巧 後間 もを く 出版した 『協同 史 おへの お 向』 の 一節に めて、 化 界お的 見地から 見を ユダ 
卞人問 酉ク巧 おなる お 蘇と 巧な とを 規巧 しょぅと 試みを ので ある。 

ユダヤ人 問駐 は、 もはや 單にョ I 。 ブ パに めける § の 民な 削 巧 〇巧留 ではなく なつた • 
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替 S 0 慕 s ? 佛 •ホ •ツ s ずが 動いて 力た ことは 早く 力ら 知を で ゐた力 そ 
れら 敵性 諸國為 害厮餐 中には 世畜 、拉國 ま 的な ； X S 煤が 滿是 まれて ゐた f 
サゎ ろ, J れら 背後の— 力は’ をが# 巧の S につれ てみ 第 隻の假 巧を 巧つ て 壽に浮 

び 上つ て來 たので ある- 

化 ふに ドィツ、 ィタ リふ i なる ユダヤ人 排斥に ょる— 民の 一巧は、 シ ベリ ヤ i と 
舅航 おにょ つて 活 々とが 州、 8 に淹來 し、 ユダヤ人 岡 駐寞禮 の？ と— に忙 おさ れ 
クつ あつた わが 固に とづて、 嘉巧 接の 規巧疊 として 日程に 上つ で來 たので あろ 

大臺お2囊 ^^、 h WEK & liKM ダ1護0囊 屬 ii .1 ダ ヤ人 P 酉の 

化 巧お 的を を を 決畜を ものと なしち 米 •まは もはや S のか 當 巧ではなくて 


巧巧史 が活 g ち ミミ 目夕； < < ; し 

直接に し is を— S •等 米 •ソ& をと す i ミ人羣 si は、 巧 

6 历ゥ f 搭 章を にがて i 不可 かの 課涅 となつ たので ぁろ 
今日 ユダヤ人 問 盾は、 わが 两民 にと つては 毋 をる® 供 的を— わるばを でなくて、 をた 
裏 的に 把 担され をければ をらぬ 廈 接のを きた お f なつて わる •かく 0 雪藝 性に も ぉ 


主 ほ 的に 巧厦 5 れを ければ をら s 接 塞を たお f なて てた 々 


らナ 、この 問 垣は をは 一巧 智轟 唐の 間にが て涅 めて 捏 化に 考 へられて わる •それには 別に 巧 
巧 的な おがが ある わけでは ない •ただな 巧の 自由^ 的な 地と ユダヤ人 閒 坦に對 する 無 巧と 
がで がして わると いふ だけの ことで ある やうに 思 はれる。 

この 問題に 對 する 化の 最 巧の 計を は 到底 そのを なを 資現 する ことは 出 巧 さう もない •しか 
し、 を 間す でに 早くから を 種の な 門ぎ が 刊行され て 居り、 今後 もな々 と 新しい 巧 巧が 發をさ 
れる であらう。 本 さがを のために 一つの 拾 石と もなる ならば、 化に とづでは 望外の 仕 合せで 
あると 云は なければ ならめ •を ほ 本を 中に 誤記 あち 等が あれば 讀 をの 御 巧 f み庶 ひを した 
いと 思 ふ。 

巧 巧 十 セ 年 巧 夏 

著 者'- _ な 

■ 

(» 巧义 や、 H ダヤ 人を 及ぴ ■« おは ィ ー グィ ブシ - B I ドィッ 巧 4 を 田 B と oaA せる W 

序 ‘- H 


ホな々 ユダヤ ほで をる I を 巧 用した ところが 多い ので、 タタの ため ■に 巧 巧を 访 入して わいた。 巧 
♦にご CC 愛* ミ 弓 Q ? が t :6、 SS 了 2 養な 済 S ょ 6 ず 現 化に 於で け稱 
8 れて& ると ころに 化った 〇 巧し、 ぶ 巧 巧と して 日本化 されて* る ものは それを 巧 用した 0 
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アメリカの ユダヤ人 
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アメゥカ乂芭に65^るユダ卞人のおたは、 アメリカが 「新义搜」 として化巧文巧の巧おに 
S 巧した®® からは C 4 つた •卽 ちそれ は コロンブスの アメリカ 强 巧には じ まつた ので わる • 
t 1 。 ン ブス 自 がは スペイン 人で わるが、 彼の 读は ユダヤ人で あつた. コロンブスの 巧 方は ユ 
ゾヤ巧ょり.化ス.ゐ^<^いふ載も14るが明瞭でない《 

— Ml *,》プス叱 ^一^^ボルトガルに於て化の巧おが巧〇計まを立てたが：ホルトガルの ちを 
主の 巧が^ して A ダヤ 人で あつた ヴゴナ I ノ ( vechino ) がそれ に 反 おした むで、 まの 援助 
t 巧る ことが 出 巧な かつた。 ポルトガルは 當時 アフリカが おの 唯な にょる 巧 度 W 易 濁 占の 計 
たにな 中して ゐ セので、 コロンブスの 旨 險を廣 みな かつた 0 である •そこで 巧は スペインに 
せいた 0 で、 める が、 そこでは ルイス •ド. サン ダンゲ ル P も S de santanRel )、 ガブリエル • 


巧】 巧 アメリカ 巧 巧と スペイン 巧 アメリカの ユダヤ人 




n 】 タアィ 9 力 •ュ ダ' 卞 人の* た -四 

サン チ •'ズ (Gabrie】 Sanchez) 、ジ- アン •カブ レ ロ I(Juan oabrero) を、 スペイン 王室に 
おして 可を りを* 力 あるち 力な ユダヤ 巧の 人々 の 済を にょつ て、 おに イサべ ブ女 ちの 巧 助を 
得て その 大事 巧を 送ぶ したので ある • n 0 ン ブスの 巧 伴を 中には 夕 巧の ユダ卞 人が ゐ たと 見 
られ てね るが' その 中の 主だつた ものみく とも 五名 だけは お訟 されて わる。 卽ち通 巧を ルイ 
K •ド. トレス (Louis を Torr 法)、 外 巧 巧 マル n (Marco)、 巧 科巧バ I ナル (Ber 己と)、. 

アロンゾ •ド. 力 I レ (を 一〇 目 〇 を 0 をす 一 及び 前記の ガブリエル •サン ナ * ズが をれ であ 
る •そして 祭 一に アメリカの 止を 培ん タョ I 。 ッパ 人は、 宙に进 巧を たる ユダヤ人 ルイス. 
ド •トレ スガつ たので ある， 

巧大 隧の發 見と ホに ユダ卞 人は な々 流入して 來 ホが •特に この アメリカ が. 恰も スぺ 
インに 於け る ユダヤ人 おがに ょつて 一一 一十 萬の ユダヤ人が 世 巧を 巧に を 住した 時代に； 11^ した 
ので、アメリカへの流入も大規模であクたのである- 

スぺ イン の d ダ卞人は、 る代〇 > マが囲の盛時から化んで&たが、 第セ世|^^にはすでに 
カトリ， ク か 徒との 巧の {! 爱 上の 巧を が 起つ た •巧 八 世紀の 巧 巧に アラ ピヤの レ I ♦ン がス 


ペインを なおした が、 彼等は ユダヤ人に 對 してを がの 自由と 獨立 裁が 巧を 許な し、 ただ 人頭 
巧を® 說す るに とどめた。 この 回 かち おの 下に、 ユダヤ人は 巿民 として 巧み 巧 力を 獲得し、 
自由が 集の みならず 詩人、 巧ず 暑と して 巧 角を おはし.、 宵 吏と して 田を の斯 職に がく もの も 
多くを つた。 

第十 一 巧紀の末まから十二世紀にかけて、 スぺ インはゴ ート巧のち配からキリスト^の 
_ 巧 力 下に 移つ セが、 當巧 はを か 的を 迫を は 見られな かつた •がるに ぞ 配を 得た キリストめ 化 
は、 その 應 勢を 整へ る や、 笼に イスラム おを をず るム I ア人 及び ユダヤ かを ホず る ユダヤ人 
におして 異软徒 迫 寒を 巧みる に まつた •かぅ したおを 制 下のを 巧 的 お 寒の 背後には、 巧に 宫 
由 モ義ぞ 々にょつ て あおを くその 宗 な的裝 ホを かなぐり 捨てた 寅 本 モ巧的 利ぎ のが おが おれ 
てわたので わる •みな 民族た る ユダヤ人の 問 垣が、 諸 他の お まなる ち 救め 諸み 派の 閱爭と 共 
に 特に AS ぶを 1 となつ た 巧な は、 ユダヤ か 並に ユダヤ人 生活に めける 巧が 的に 强阔 をる を 
が 巧ち 的、 を 巧 的 特性に を 因ず ると ころがる 大 なる ものが わると いふ ことが 出來 る， 

一己 化 一年に セヴィ ラで 巧つ た 乂 唐 殺 事件は を スペインに 波及し、 ユダヤ人は 身を なて 因 

win アタリ カ 發且と K ペイン 領 7 メ 9 力の ユダヤ人 五- 


-« 一章 アイリ カ •ユ V ヤ 人の 度た V 六 
外にを c し、 巧る 活は キリストを にあを した •このを ちを は マラ ノス ( Man - ai ) とおせら 
れ たが、 をの 後長く 假裝 キリストを 徒と して 疑 はれた •スペインの 異端が 巧 巧 (す q 己 S 置- 
き) は 0 I マの それ と共にち 么 であるが： をれ は 一四 セ 八 年 法皇 シク K ナ - K 四 化の あ 巧に 
ょつ て おめ られ 、一四 八 0 年 フ** ル デ ナン ド 壬 巧び イサべ ラ 女王に L つて カスチ ラに 巧め て 
投 置され、 沒 いて スペインの お巧忆 もを けられを。 一四 八 一年に、 スペインの 異端 化 巧が は 
&に ユダヤ人を 巧 巧して 俱 キリスト 巧 徒 化と 巧 決し、 多 巧の ユダヤ人を あおの 刑に 廚 した- 
かお イス クムが 徒た るム I ア人 もこの 迫 まを 巧け たので あるが、 スペイン 大審院を トーマ 
ス •ド •卜 1 ケマダ (xho 吕 as を Torquemad とは、 グラナダょり ム I ア人を あ 放し’ ホ 
いで】 四 か 11 年には 大お 大臣た る ユダヤ人 アブ ラ パネル (>braba 日 el) の 反 對を排 して ユダ 
卞人离 外を 去の お 令を 巧を せしめた •このため 追 巧され た 一二 十 巧の ュ ，ダヤ 人は モ e ツ コ、 イ 
ク 51、 トル コ、 ボルト ガル 等の： な 隣を 地へ 巧 巧した が、 をのう ち 多くの ものが、 また アメ 
リカ 大睡 へを 巧を 巧め て 移 佑す るに 至つ たので ある。 一 五 凹 一年には スペインの お 領スレ ル 
モ でも A ダ卞 人が は 刑され た •異端が 巧 巧は 異端者 ぱ わりで をく、 巧种 、を お、 その他の 巧 



镑 をも肆 巧し をので* 風が 国 巧の 眞る ユダヤ、 a をで ち，；, £550 をな 奪」 I C 打 3」」 1 11 心 



德をも 裁 巧し をので •風化 習 巧の 異る ユダヤ人は 單に宗 巧 的な あまとい ふな 上に 人種的 僧 ぉ 
の お 倩から も 排斥され たので ある。 心 

(な】 インに 巧け る ユダヤ. < は 3 , n '， パ ご ダヤ人 而に特 巧な 地は を 占 & る も？ あつて、 
穂のを 糸口 悉く 1ー ダ ヤ巧巧 Q おもな さる SQS とされ、 すから 度 畜 まを 持つ 
て&た〇 巧巧あにそ の子孫は、 七フ*.1デ<ァム (菩す"を旨) 义はスバ -;,レン (ぎ| 
"口 空复と 巧せられ、 累ョ ，口， パの ユダて 卽ちド イブ、 ポ ，ランドみ のい は ゆる： 

. * ヶ ♦ザ r ム汲 (Ashk 呂民き の ユダ 卞た毋 して 苗の 巧 包な 巧を なしで ゐ る。 

「ス ヘイン 忆 めける ユダヤ 民族 Q 歴史が をはる ところち 7 メ "力 忆 がける ユダヤ 民族のを 
史が はじまる •興 端化閒 巧は ピ レネ I 半島に がける ユダヤが な 仰を 白の 最後の 章で あり、 西 
半巧の大隨にめける最巧のをであ*0」 4J力丢Iリ；\ク (M. Kayserling) はをいてゐろ 
スペインの 追 巧に よつ て大 藍に アメリカへ 流れ 这んだ ユダヤ人 蕾ち 當 巧は ここで もホ馨 

と 幕 0 生活 •を 管ねば ならな かつち スペイン 本趙 にを る囊馨 のず はこ こに も 巧び 

て 居た •新 大陸では 異端 化 問の 權 がは はじめは メキシコ や ペル ー へが 遇された 僧侶に 巧 へら 
れてゐ たが、 一 五 セ 0 年には じめ-て 巧 拽に巧 端化閒 巧が 設置され た。 さう しを 迫を にち 拘ら 
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- が V .. レ r . r い’ 


' : こ.. 或酱 累幫ん を 


0 


# 一巧 アタリ々 •ユダヤ人の 度た パ 

至 ダ X 笑 養を 住した •をを 七 化 蒙を 度曼 て、 K ペィ y ? ィ 。，プー 這 

は、 反を 民法を 發 おして t ア人 及び ユダヤ人が 幹 巧な くして スペィン 領アメ "方へ が 掌 
る ことを 禁止した •一六 一一 10 年には 多 お 2 ダ卞 人が. ヘル 1 へ 流れ & んガ •すでに 十六 化む 
の おりには チ？、 アルゼンチン、 《ルタ デ* ナ 及び ラプラ， 夕 には 駭 しご ダヤ 人が ほん 
で 居り、 それらの 地の て ストを 徒は ホ 第に 不 f 持つ に 至つ ち當 時の f 窒書 にょれ 
ち ユダヤ人は こを の 壬囲の わら ゆる 商業— ど獨占 的に ま 配ず る やぅな 地 化に & ちい 
は ゆる 晶 人の 哲は ユダヤ人 のみに 質して わた •小— や 法 輸美等 も 彼を に獨 ちされ て 

わたので あつた • 一 

第二 節 アメリヵに 於け る ポ八ト ガル 及 
- オランダ 植民地 等の ユダヤ人 


スペインに めける ユダヤ人 追め から 巧 年の 後、 イ ♦ベラ 蠢 はなに みき女# とを つた W 



^ トザ心 〇 マニ ニル 主に 封して、. 木： ガル 〇壬围 から*' グ X を 追放す る こと 4 巧し 



ルト ガルの マ _1 こ ル 壬に 對し て、 •ホルト ガルの ま固 から ユダヤ人を 追孽る こと！ 巧し 
ち 壬は スペィン 壬を 結婚す る ことによ つて スペィンの 全 半 良を ま E しよぅと をへ てわた 
ので、 一の 化 セ 年を に ボルト ガル i から ユダヤ人を 養した •但し、 マニ こ ル まは 器な 
上 十一 客を Q ユダヤん を 供は を S 親の 手から 引取つ て、 壬 室の 奮を なて キ 。スト 藉 
として 馨卞含 i 命々」 た。 cs よつ V 數千 Q 子 璧强制 質 洗 管 $ け 3 せられち 
そのため K 子供を お」 VS 分 等 も 裏す a 愛资」 たとい はれろ？ 2 ダヤ なお 制 
的に 囊サし わられて 巧キ， ストな 徒と なつた •をの 嘗 巧め をを 雲 も 香し ち おし、 
じれら Q 巧*。 スト 致 雪は そ § 弓 と更卜 方 ルから 去つ た •圉外 移 巧#® 巧が 《。に 
太 きくをつ たので、 を こ 男霎に まつて、 マニ こ ル 壬は 今度は f " スト 霧が 巧 巧 
& くして 壬 買へ お 住する ミを 登し をければ なら ミつ わ。 二 香； にす 
K ポン で囊が おり、 二 千-^ なま ユダヤ人が ホ 殺せられ たので この 巧 化々 は 一時 竊巧 せら 
れ たが、 ill 年には 巧び 舅を 持つ にを つち 一 置扛わ 年に 卽 ちた セ バス チヤン まち 
S を餐 して マラ ノス 系キ" スト お 徒) に 二十 置 巧の 自ホ巧 闭お巧 おを 巧^ち 彼の 巧む 

第二 B アメリカに 於け る ポルト ザル 及 ♦ランダ 巧を 化 巧の ユダヤ人 九 


第】 章 BT ィ リヵ •ュ ダ卞人 cjy 史 10 
二十 一年の 間に、 每年 一 曼の 化が お 罪人 (まとして をみ 的 お 罪人) と ユダヤ人 とを 巧 巧して 
ブブ ジルへ 向つ た •マラ ノスと ユダヤ あ ユグ卞 人 等は 巧 もな く、 すぺ ての ボルト ガル お 民 お 
へを 巧した •そこで 彼等は 巧が し、 ユダ卞 かを 巧 おした ので わる， 

「ポルトガル 植民地に がける ユダヤ人の おおは、 ブラジルに がける ユダヤ人の お史で わる」 
と 『ユダ卞人ア メリヵに來る』 の寒ちマ ， サ， マ ンとべ ィヵ1は善いてゐる(«イ ブクジル 
は 一 四 九九 年、 ポルトガル 人が 巧 見し、 ポルトガル 巧と なつを ものである。 ユダヤ人は 円 小く 
から 入り 达ん でね たが'、 特に ボルト ガルのを 巧 栽が のために ブラジル へを 浊に巧 ホした •ス 
* ペィンの おお 地に 反して、 ポルトガル 巧の ユダ卞 がな をは ブラジルで 巧 罰されないで リス ボ 
ンの 法廷に 送られた。 . ■ 

一ぶ 八 〇 年 ポルトガルが スペインの 支配 下に 属する やうに をつ てから も おの ことは 巧 巧 さ 
れ た。 しかし 京 巧め おを はが ホ增 夫した。 ポルトガル 巧の ユダヤ人は、 一四 化 二 年化づ セン 
卜 •ト ー マスに ±巧 して この 地に げ巧ェ 楽を 剧始 し、 巧に i 置 五 〇 年頃は 同 巧の ホが ェ 巧は 
甚ガぉ巧となり、 年々十だ巧了 。 ，べ ン (】 ァ。|べ ンは二十置#度) の巧巧を*13するをぉ 



お 六十 俩 巧を 巧して ねた •彼等は アメリカ 垣 初の 大規 巧を 指 民 巧の 巧ち おとなり、 その 致な 


巧 六 + 個 巧を ちして ねた •彼等は アメリヵ 鼠 巧の 大規 段な 慎 民 巧の 巧ち おとを り •その 致な 
した 多 おのげ お 工場には 一一 一千 名 巧く のュグ _ 口 奴练が 使用され てわた •ここから か 又は マ ブィ 
'•ラから か、 ブラジルの 砂糖 工業は 結局 ユダヤ人 にょつ て 移植され たので ある。 

(巧).- Tlie Jews.'com。 to >meri を f Masserm ぎ sd Baker- New さ 一 -k. 1932. 

ポ I チン ドには 一 狂 化 111 年な 前には ユダヤ人は ゐを かつた が、 フランス、 スペイン、 ポル 
ト ガル 等に がける ユダヤ人 お： おの 結 紫を 巧の ものが 移住す るに 至つた •彼等は 軸 もな くオブ 
ングの 商柴や 植民地 貫 易に 勞 力を 巧て オランダの 隆 畳に 巧 ホを 化へ た •しかし、 彼を は坡治 
的 経 巧 的に 穂々 の 掏 巧を 巧け てわた。 ユダヤ 入は 完を をる 巧 ほ 樵を 持たず、 キリスト か 巧と 
結婚す る ことが 化來 なかつ た。 被 等は また 小 巧 商 や 機械 器具 席 等に がが する ことを なぜら れ 
でゐた • 

一六 二 0 ザ-巧から、 オランダは ブラジルに 目を つけ はじめた。 一六 二 一年には オランダ 西 
巧 庵を 社が 剧 おされ、 一巧 二 四 ザには ナ ラングな 降が ブラジル 巧が のバ ヒア (Bahia) をら 
巧した が 同 二 置 年 巧び ポルトガルの 手に を 巧され た •オランダが 一六 111 1 ザに 上が ブラジル 

»二» アメ？ 力に かる ポルトガル 及 十 クン v« 巧 巧# の ユダヤ人】】 



t 

第 1 幸 ァィ 9 々•ュ グヤ人 CK た 一二 
の レ シフ ( Red ホ) を 巧 保した 後、 バ ヒア 度び その 化 ブラジルを 地の ユダヤ人は ここに 流ん 
し、 •ハ ヒアに めて 巧 世 ホ 最初の ユダヤ人 函が 創が されを •當巧 ブラジル 人口の 大巧 分は ユダ 
卞 人と あ 巧 人と でを つたが、 ユダヤ人は ゆ 巧 工業に ょつ て 居 まを 築き ブラジル 巧大 のを カザ 
とを つた •る 巧の ブラジル 結 巧は ユダヤ人の 巧 先を 持つ てわた。 ニ ハ ニ 九 年頃には、 な 地の 
ユダヤ人はキリスト！|^の二おに達し、 すぺての席業は巧實上ユダヤ人の手中にあつた， 

一巧 冗 四 年、 をに ブラジルは 完全に ポルトガル のが 領 となつ た。 ポルトガルの 總 巧は、* ブ 
ラジ ルから ユダヤ人の 退去を かじた •ユダヤ人の 中には 巧 里た る オランダの アム K チルダ A 
へ おる もの も あつたが、 その 大级 分は アメリカに がける 他の オランダ お 民 地、 ィギリス 植民 
巧 及び 西 印度 諸島 等へ を 巧した •一巧の ユダヤ人 はちに 化 アメリカ へを 出した。 

アメリカに 巧け るち かち 民 地に めても ユダヤ人は 重要な 役 抑を つとめて わる •フク ンス巧 
民巧マルチ*ュ，ク(3ちユミ音6)、グァデループ(0113£1企〇〇1>6)、サン-ドミンゴ(咨.1>〇- 
minRO) にがても、 ゆ 巧 H 巧は そのを 巧なる 宮 おで わるが、 A ダ卞 人は そのけ 糖エ典 並に ゆ 
糖 « ちを ぞ宙 して ゐ たので わる • 




第一 節 合 衆 國獨立 前 

一々 互 四 年、 ブラジルを 離れた 二十 一一 一名の ユダヤ人が、 化 アメリカの オランダ® lij 地 にん 
らぅと し ドニ 》 I アムステルダム (現 巧の 二 》 I 日 I ク) に 到を した •これより 前に ハドソ 
ン巧 沿海 植民地には 富裕な ユダヤ 商人が 在 巧して ねたと も 云 はれる が虛な 的では ない •當 時. 
ュ a I アムステルダム にがては、 イン デ， アン、 スウ* I デン 人、 イギ =^ス 人 等の 脚に 紛爭 
がわり、 そこへ 更に ユダヤ人 をん 柏せ しわれば 閒挡が 1 盾 面倒に なるとを へられて わち 特 
に オランダな 按 ピータ I .ステ** イヴ サン (peter stuy < es 》 ミ) は ユダヤ人を 巧 まなかつ た 
ので、 彼は この 二十 一二 人の ユダヤ人の 退去を 裝 巧した •そのこと が 未だ 決しない 中に 化の ユ 
ダヤ人 等が オランダ 本 W から 到を した。 

‘ これより 化， ステ •イヴ サンは アムステルダムの オランダ 西 印 巧な 社のを 役に おして ユダ 
卞 人の 巧 営に ついで 意見を を 巧 化して たたが、 ニ ハ EE を 四 巧 二十 六日 附の よりの 返* 

♦ 】 皮を ホ 用！！ な 的 一ち 

• - 、 

- 



峰 夕一 ♦化 アィ，々 に ホけ る ユダヤ人 ー ホ 

にがて、 「ユダヤ人は ブラジル 忆 めける す ン ダ® 煩を &挺滅 する ため 忆盡 力し、 且つ オブン 

ダ 養 度を 社は 巨 魚ので を 没 下 ザる 巧 主で ぁるから、 巧々 はみ のか 巧を なした • 

5 ヤ k 巧 2 r 妾 1 ランド (斐 オランダ お民搜 にお しても、 をた その 地に 於ても 
旅行、 交を 6 をし， 生 巧を をむ ことが 出來る •但し、 彼等の 中の 貧困 ぞが當 を 社が は 社會に 
巧して ち 巧を 董 しめる ことなく、 ユダ 又 自身の 手で 援助され る ことを 必巧 とすを とが 
ぺら て わる •これにょ つて、 ス チ-イヴ サンは ユダヤ 入の 入 田を 許可す るに 至つ たが し 

かし、 d ダ X が 公 居 就く C と 度び 小 奮 集 K 従 李す？ と襄 止」、 また 彼等が 点 己の 
化 巧を 持つ ことを なじち しかし、 その お 令は ホの やぅな 結びに をつ てわた。 「ユダヤ 入遙 
前 巧り 平 巧に 生 巧を ちみ、* - I アムステルダムの 巧 常の 巧 巧に めて をの ほおを 巧 接し、 モ 
の 巧ち にがて 平# i 己泛 SK# 仕」 f ...... 」。 かくして 化 7 メ委忆 《ける 最初の ゲ， 

卜 1 ( ユダヤ人 巧) が囊 された が、 それは ユダヤ人の 慕な 自治 組撼 でぁつ たので ホろ 
か資商 お 6 お ぜられ た A ダヤ 人は 海外 巧 忌に 向つ て®® ずるに 嗜り 、この 方面では 化# の 
ス牟 なるお 故の おた が もたらした 卒巧 ともい ふべ を、 巧 巧を 巧 特に 3 1 曰 7 パの ユダヤ人と 


の •連 格に ょつ て、 をち 化 アメリカの 海外 贸 易を 巧 占して 一た がを 巧した ので あろ また これに 
ミて、, 一 r ョ-ク はを に アメリカに 於け る 最大の 質 易 港と ミた ので わろ 

A ダ卞入 等は この 二 r こ K テル ダ A を蠢 して、 こ グアイラ ン ドて ハ ニ— 
口， ドア イラン ド、 フィ rK ル 化 7 メ 9 力 Q 諾絮 S がつ て 巧つ た。 ユダヤな 
巧ち ミ 地を 诏ち 的に 産 鼓し ょぅとして 活 斑なる 活動を 熙 おする に 至つ たので ある 

ニ ハ 六 四 年 イギリス 豎 ナャ-ル ご 一 化の 時代に、 コロネル ■: ルス— 〇 口 化 2を 妄 
の 指が する 英國 Q 霞は 一一。， 7 ム K テル ダ A を 占領した。 巧 龍 7 メリ さ 実な 地 巧は 
イ ギリ K — 配に 届す る ことと なつた b である •その後 S 紀 Q 間 二 rIK チル ダムの 
ユダヤ人は、 丢 リス 坦 使と 3 , ク公 (口昏 "。一 さを 巧の ゼ 1 ムス ー曼の 下に 霎す 
一〇 ことにな つち はじめは キリストが 徒との 阳に 若干の 問駐が あつたが、 お領 下にを るユ 
ダ ザ 人は 從 前に もせして 巧 巧を つづけた。 

革を (巧 立 巧爭) 時げ までろ ニュ 1 ョ 1 クの ユダヤ人は 、法律 的には まガ充 みとは いへ 
& かつた が 巧に 角巿民 巧を して わた。- 一 r ョ， ク在 巧の ユダヤ人 はお 述の やぅに 
第】 面を 崇 Hn 立 か ー セ 


タニ ♦化 アイ 》 々にか、 ける 4 グヤ 人の がた 一八 

大巧 か 巧 巧 商人 またはち 易 お 人で あつた。 彼等は、 をの 瞄 巧を マディ •'ブ 、 KY イン、 イン 

ド， 支那、 マフ リカ 等々 にを つを •西 印度の 資 易は 殆ど 全部 彼等の 手中に あつた •ルイス. 

ゴ メ ， ツ (Louis 〇〇ョ泻)、 ア ブ ラ ハ ム • ド . ル シ I ナ (Abraham を rucena )， ハ イ マ ン -> 
' - 

レヴ イ (田 yia r ミ y )、 サンプソン •シム ソン (sampso 己 wirnso 日)、 サミュエル. レヴ イ 
(58111ミ11.?30等は當畔のユ >|1ョ，クにめける著夕なユダヤ商人である。 】セををに、 
ユダヤ人 ベン ジ ♦ミン •セイ クサ ス ( wenjamin seixas )、 エフレ イム •ハルト (Ephraim Hart ) 
の 名は ニ ューョ I ク巧式 取引 巧の 創立を のぅちに を w され、 デピ ，ド. フランクス (Darid 
で anks ) はが 巧 巧 をの 兩 、化 アメリカに めける イギリス 巧 隙の 委員で あつた •しかし、* • 

1 み I クに めける ユダヤ人 口は 餘り增 ホし を かつた。 をか昭 巧の おおに ユ •し B I クにゐ た 
ユダヤ人は 四百 人を 出で なかつ たと 云 はれる。 . 

しかるに ユュ ー ョ I ク Q A ダヤを 人口は ー セ 00 年の 四千 名から、 ー セ セ A 年には 二 巧 一二 
千 名に 巧び 上つ て わる (芭】 •じの かなの ユダヤ人が、 二 •！ ョ I ク のみを らナ 、そこを 巧 じ 
て 化 アメリカ 全 おの 巧 巧に がて ま 巧を る 巧 削を 巧 じたので わつ て、 ゾ A パルト も その ま 「4 


ダ卞 、と 短 苗 生 巧 J (Werner Sombart, SDie Jud 呂巨 d を s wirtschaftslebeo: Letpz 方， 
だ 一一」 の 中で r . 合聚 困を しで 今日 あらしめ たものは、 化 アメリヵに 於け る 英团の 巧 民 地が 四菌 
の 率 巧に めぐまれて 巧 合ょ く 巧つ たため、 をに 巧な な 在を 可能と する までに 巧 力と をつ たか 

ら である • 而 レで この 植民地が かく も大 をな すに 至つ たにつ いては、 巧々 は A ダヤ人 

がま 一人 巧で ありを も 巧む をる 每 巧のを けを であつ たこと をなる ので わる」 とちいて わる。 

(な) 】 氏 にょれ ぱヮシ y トンの 時代 巧る-七 八 〇 年 巧に アメリヵの ユダヤ人 口は 四千 人であつた 
4 いふ 〇 そのを ポ大 をナぞ るが、 拓拍な がない ので 參ホ をに » おしてな <• 

< • • 

第二 節獨 立を 命 時化の ユダヤ人 

■ 

巧化巧爭のをかにがて、 ユダヤ人は可な^を裝を役期を巧じてわる。 ョー。'，パにがける 
セ 年 巧を はち 大陸を 巧 度の 巧 想に おれ、 がを 巧乏の ィギリスは その 柏 巧 地の 收 寒に 巧 巧を か 
け セ。 これは® 立 耽爭の 近因と をつ たもので ある •十八 世紀に がける® 地 巧な 进 巧のを 乂 
♦ 116 « を 革を# 巧 e ユダヤ 人 1 か 


- V 


タニ 巧 化 T メ 9 力に がける ユダヤ人の K 化. .一一 〇 - 

なる 巧 後は、 初期 突 本 主を の特 をた る更 巧主赛 にを く 本 团玫府 の*^ 地 收餐巧 巧に あつたと 
いふ ことが 出來る •植技 地は 本 闻に對 して 本团 にがて 生を されざる 物 安を 巧 給し なければ を 
ら ず、 また 本 聞のを 菜と 巧爭 する ことにつ いては 勿論、 外 固との 交易に ついても 泣 度に 本圓 
の 制 おを 受けた •更に 巧 巧 おは 本幽の 巧を、 巧 事 巧を 資巧 せしめられて わたので ある •尤も 
この 本团 のを 商主结 はを 巧に めて は 植民地の 產巣 おおに 寄 巧す ると ころも あつたので あつで、 
巧へ イギリスは をの 必裝 とする ヵロライナの 巧 度 是ヴァ ，ジ ア の 巧を を 巧、 をの 他夕 
,ル、 ^^ブナ、 大巧等のお造に奥膽をを巧へてわろ 從つてこの方曲にがけるユダヤ人の巧 
業は イギリス のが 宰と 一. 致して わたので わる •イギリスは その®^ おに おして 本图巧 品を 强 
が 的に 巧 入 せしめた ので、 ち お 地の 資瘍 はつねに 逆 勘定と をって おえず 本 巧に 向けて 巧 巧 S 
流出し なければ をら を かつち がるに 化アメ "力に めける 丢 .リス 賛 地の ユダヤ人は V 
巧 米 特に 西 印度 諸 息 や ブラジルとの 贸 易. によつ て、 その 地方から を 化する み压 のち^* を 巧' 
得する ことによ つて 8 が 地の 篡鬟を 調整し、 経 濟の獨 立を 簿 する ことに 黄が したの 


である， 



を ミ け 虽 たし r ぶ 己 こつ で ィギリス とのが 萬の な遙ひ 力が 大す るに 


しかし、 ユダヤ 会 冀 力が 强大 となる 忆 つれて ィギ "7 と 0 利 雪 哈遙 ひがせ 大す るに 
至つ ち： リヵに をる 饱子巧 造 や毛搏 巧の 巧 造 等は ィギリス 畜の常 謹 f 保？ る 
とい ふ 見地から？ の 抑 おを 受けち 菱 おにつ いても 同様で わろ 通商 質 易に おする ィギ 
リス 畜 Q 統制は 7 メ 。又 特に 商 養 族で をる？ ヤ人 S 最矣 をな 苗 痛と なつた •一 
K 五一. 年の が海條 例は その後を々 强 化され、 特にげ 巧' 羣 、棉花、 巧靈 、毛 だ 等を た》 
ィギ， ス畜暮」 て Q み货 S 巧る とい ふ 望 0 如を は、 こ C 畜に めて 特にみ くの 巧 本 
を 動かして わを-ー ダヤた とつて 不利 •と 强ぜ をち 一ち ハ 阳ミ妳 おな 例を を i 支 
,^亦ィギリス本图とアメリヵ*11^地との巧をの對立をが化した《 

かし 合 巧网巧 臺勒 のをの 第一 かと もい ふべき ち 一 矣狂累 —條例 (1 C > ろ 
で わらぅ •それは ィ ギリ マ 本岗〇 植民地に 對 する 租視收 ぞ〇强 化 巧大で わつ ちを に對す 
る 同年 Q 7 メ " S めける 反 薑 動に めて-- f , ーョ— ミ I W 望— 君 •• § 名著の 中に 

は 化 人 2 ダ わち ー セセ霉 〇一賈 迫」 た 皆を 宾人 2 ダて® ぶが 1 を 

ろち した 反對 にょつ て； 六 六 年に 印 化な 例は お 阿され また ゆ 巧 お 例 も お正され たが、 
誰 二 面* な 革み 時 巧 e ュグヤ 人 こ 一 



巧が の お 時 がをお 綻の妃 がに 巧して 円 d のをが 巧を 巧 じて 公 化に 應 巧した •ゾム バルトに よ 
れ ば、 化 アメリカの 諸 植民地の 闊 巧が 巧な し 巧る に 至つ たのは、 唯 これを 1111 のち 力なる ユ 
ダヤ 商館の 支持に よつ たもので あつて、 合 衆 图は驳 呼に がける おの ユダヤ人の 物 巧 供給 ホに 
必要を る 巧を のが おによ つて はじめて をの 巧 立を 計り 得た ので ある。 ゾム バルトは また、 ユ 
ダ卞 人が 巧 代 資本主義 阁 みのお あにめ てま 巧を 巧 削を つとめを のは 一般的な 現を で わつて、 
ひとり 合 衆 凹の みでは をい とかけ かへ てゐ る。 

この 濁立戰 巧の 巧、 イギリスの 巧 人が ニュ I ョ I クやユ -T ポ ー トに过 入つ て來 たと き' 
ユダヤ人の 大部み は フィラデルフィアに 避 雑し を。 をム て、 を こで 合萊闽 にめ ける 指導のを 
ユダヤ人 會 迸の 一つを 作つ た •尤も その 會 貝の 大级 分は ポ ー ランド 巧 及び ドイッ 系の ユダ卞 
人で いは ゆる ア シュケ ナデ I ムが でを つた •しかし 革命 巧には ぞくの ユダ卞 人が 巧び 二 -1 
ョ 1クに輸つたので， フ ィラデルフ ィアの ユダヤ人を藻はを速に码められた。 を諸のが巧お 
乏の結 ま、 ユダヤ人 のみ をらず 非 ユダヤ人から も お 助を のいだ。 面白い ことに 當 梓べ ンジャ 
ミン •フランクリン も 置 ボンドを 寄附して ゐる (巧、 シ • フ y ，ディア ムとア シ ュ ケナデ1 
ホ ニ 面 巧な 巧み 巧 代の ユダヤ人 11111 


誰 二 ♦ 化 ァィ 9 力に めける ユダヤ人の K た 一一 巧 
A とはし つくりと 協同して 巧く ことが 出來を かつた， 

(な) フランクリンは 一七 八 九 年の 巧みに がける 巧 おで、 ユダヤ人の 巧窠 的、 おな 的な 巧、 その 巧 
同化 まま、 反 キリストを をを g し、 ユダヤ人は 「因 やちに 一つの 困を 巧り、 その】 たびなれ 
を 受ける や、 あらゆるを 段を おして その 困を 巧 巧 的に なさん とする ことは、 スペィン や ポル 
ト ガルの 例に a しても おわで をる」 とま ひ、 「ユダヤ人を わが 巧を にょつて 巧が々 ょ」 とお 
んでゐ る 0 

ュュ ー ョ I クに 歸來 した ユダヤ人は 益々 發展 して 巧つ を。 彼等の 或るを はを おのが 巧 巧 金 

\ 

や 家が を 巧 有する に 至つ た。 ー セ 化 化 年に がて 二 千 ポンドな 上の 巧 巧を 折ち する 三 a 13 — 
ク 人名 巧の 中には、 ユダヤ人 ベンジャミン •セイ クサ ス、 ソロモン •サンプソン、 アレ キサ 
ンダ I •ツンツ (を exander Z 旨な)、 エフレ ィム. ハルト 等の 么が 見られる •毛 巧ち 易で 大 
お產を作つたハ ィム • レヴィは， 當時の ニ ュ 1 ョ 1クにめける最も富裕なユダヤ商人の 】 人 
であつた。 

ユダヤ人の 本能は 三* I ョ I ク 市を ユグヤ 商 菜 上の 幾 凶と 感じた ので ある。 向 おは 今や ァ 


メリ カを 輸出入の 大贷 巧に 勤す る認 税の廊 門で あつて、 アメリカ にめ てを された 事 楽は、 舉 
つて その 資本家た る ユダヤ人に 朗貢 する 場 巧と なつた、 とへ ンリ I •フ ♦•■ドは 善いて ゐる 
つ ミ 巧 national Jew ろ 1920.) 。ユダヤ人の 大部分は 富裕な 贸易 商で あつた。 彼等は 決して 事務 
的な 腊業 にもを 業に も從 ホ ササ.. またが 造 工業 巧 勘に も從 巧せ ず、 ただ 商人と して おおの 段 
貝に を 力を 板 注した。 ユダヤ人が 一 股に 生 產に從 ホす る やぅに なつた のはず つと 後の ことで I 
ゎる。 . 

ィ 

第一 一一 節 アメリカを 衆 國の劍 成と 
舊 約の 創世記 

ィギリスは ー セ 八 一一 一年に おつて 遂に アメリカの 獨 立を 承認し、 十三 一州の 外に ミシシ プピ 州 
な 東の 地を 7 メ "方に！！ 彼した。：" 《は 一 欠 セが に 患 法を 制 足し、 啦巧糾 織の 巧 和 巧 
治、 を 州の 自治、 一一 一巧み 立 おおを 苗 施した。 第ー ホ 大統領に ワシントンが 逐 ばれ、 昔 府を二 

wlllfi アメリカを ホ！ 5 の扣 巧と*: わの 抑サ E 一一 瓦 


が 二韋 化 アタリ ホに 於け る ユダヤ人の 歷巧 二 巧 
* 1 ョ I ク 、ホ^で フ < ラデル フ < ア 、を 後に ワシントンに 巧め を •化ア メリ カ 巧 ほ 地の 獨 
立は 近世 自由 ま黨 運動の 一大 炬火と をつ た •イギリスは これにょ つて 巧 商 ま 義の映 陷を凳 り ■ 
その 植民地 巧 巧に 大持 換を來 した •ー セ セム ハ 年 アメリカ 獨 かの 年に アダム •スミスび 『窝齒 
論』 が 地 ほされ、 自由 貫 易 ホ 義の大 口火を切 るに 至つ たので ある •アメリカの 濁 立が フラン 
K をを に 重大を お 巧を な ぼしを ことは、 すでに 巧 かのこと がらで ある • 

巧せ 巧爭 後の 合 巧 闭のホ 立に ついて 巧々 はみ の 如き 巧 巧 ある ユダヤ人の 巧が を 巧る。 これ 
は 巧に 巧 味が ある ばかりでなく、 また 巧 唆に をむ ず 柄で ある。- ' 

アメリカ のぎ 名を 巧 治を で ユダヤ人 である オスカ I •シュトラウス •ソ 。モン (osg 

Straus Solomon , 1 泛 5—】926) は、 「若し 合み 留が 共和 巧に なつた とすれ ぱ それは ヘプ ライ 

の 田を がを 現した 民主 ま 巧 共 巧 田の モデルに ょつ たもので ある」 とを いて わる。 彼 

は 合 ホ 因の トルコ 大使 その他を 耍を 地な にを つた ことがあり、 アメリカ •ユダヤを なをのを 
A であつ た。 『ユダヤ人 アメリカに ホる』 の お 著を は 「アメリカ 巧が のへ プライ 的 巧 源」 につ 
いて 次の やぅに 記し' て わる • 



アメリカに 於り る ユダヤ人は、 俩 人的には 長い 阿 巧 下げられて ねたが、 ユダ个 かその もの 
は アメリカ 巧府と デモ クラシ I の お 成 おに 發展 にめ ける を も 窮驳を 要素の 一つで あつた •ア 
イリ カの デモ クラシ I は、 ョ I 口， パの キリストが 凹みで をく 古代へ ブライ 闽家 (〇】 ュ田 T 
brew Commonweal さ) の 中に をのを 師 とが 勘 者を 見出しち アメリカの 法が 作 化を 達ヵア 
メリ カの 固を 的を 礎を 築かねば ならを くな つたと き、 彼等は 舊お聖 おの 中に そのを 內 とか 一巧 
とを見出したのである， 彼等は^^一^^ へ'ブライ围ま —— ± 巧 記 (JU を 空) の 下にめ ける (ブライ 
人のを 巧 —— の 記事を 巧み、 この 古代へ ブライの めが を アメリカの ± 地に 移植し ょぅとした， 
へ ブライ 固 藻は 一一 一つの 部をから 巧 成されて ゐ た。 卽ち ± 所-''」 呼ばれる 理驳 された 長な (を 
巧)、 サン ケド リン ( sankedr ちとして かられた セ 十 人の 長を 行蔚 、及び 人民の 總 をが これ 
である •これは アメリカ 政府の 一一 一つの 部み •卽ち 大統領、 惑を、 が 巧 大審院に 照應 する。 

一六 一ニ セ— 一一 一八 年に マサ チュ ー セブツ (Massac US っ tts ) の ユダ卞 の 被 追放 若 等が-ー ュ I 
ボ J トサ イドを びボ ー ツマ ウスに 植民地を 見出した とを に、 彼等は コブ ディン グ トン (col 
ddingto 口) 巧を 選を して 長官と し T ユダヤ 民族の 晒に 長くな 在して わた 政府の 形 おを 巧し こ 
' #1 二 巧 アイリ カを ♦田 0 が 巧と « わの が 世 E ニ セ 


_ 巧 二 巧 化 アメリカに 巧け る ユダての 窒 1 K 
± 節の 稱 號を與 へた。 數ヶ巧 後には 一一 一人の 長を が 彼の 助力 者と して 澤 ばれた。 アメリカ 政府 
の最 がの おおは、 巧 かに、 をの あらゆる 本投 的な 部分に 於て、， 'ユダヤの 梅大な 法律 制ぶ おモ 
I ゼの 下に ユダヤ人が 組立て たを 府のあ 態に ならつ て 作られた ものである。 この アメリカの 
神權 なお (Theo 马 acy ) は 一六 四 S 年から 八 四 年まで 四十 一年間 續い ちそして 後 H の 十 己 
州の 聯邦の 基礎と なつた。 

ユダヤ おと 舊が とけ 單 にな 府の强 展に對 して のみでな く、、 また アメリカ 民衆の ホ 巧と 恩 想 
に掛 して 極めて 重耍を 意義を もつ を。 ユュ ー ィングランドのを 巧者 等に とつて は聖 おは 誤な 
にがけ る 案のを であり、 を 巧に がける か科專 であつ た。 彼等は 落 約を をび、 をれ を資ホ 巧に 
適用した。 彼等は 彼等 自身の 困難と 歴化 とが、 モ I ゼやョ シュアの 下にめ ける ィスラエルの 
子等のを れに凉 くべき 類似を 持つ て 居る のを かつた。 彼等は' 肖 己の 巧 遇を 「 H ジプ トの監 がご 
として 恃を づけた。 ジ - — ムス ー世は 「ファラオ」 と 呼ばれた •大西洋と をの 危險 とは 「紅 
海」 であると 語られた。 アメリカは 彼等の 「荒野」 ( wikierncss ) であり、 ロ シン トンと ア 
ダ ムスとは 度々 化 巧の モ— ゼやョ シュアに 理 へら 化た。 / 


淸お徒 等 も 新め よりは 舊 約の 方を 引證 する ことが を かつた •彼等は 自分 逢の 子供に 洗 巧を 
施す のに、 もはや キリスト か 聖者の 名に よつ てで をく、 へ ブライの 巧言を や パト リア I チの 
をに よつ てした •ベン デャ ミン、 ダビ， ド、 ヨナ サン、 ダニエル、 ア I ロン、 ヨ シュア、 イ 
スラ エル 等が 一巧に 男の子 等の 名と をつ た •女の子は ラケル、 レべ 7 力、 エスタ ー を どで あ 
る •アメリカは、 へ ブライ 助に。 ュ I •カナ I ン 又は ニュ I •シオンと 呼ばれた。 

人々 は 巧 巧の 精钟ガ けで をく、 文字を も 採用した •へ ブライ 語は アメリカ人の げくべ から 
ざるが 凄の ミ 巧と さへ をつ た •イギリスとの 決な の 後は へ ブライ 語が 英語の 化 用を なした ほ 
どで ある •それは 大を であ 授 され、 大臣 等に 理 がされ セ • 

ピュ ー リタ ンも ユダヤ人と 同樣 に、 ま 息 口に 巧 理や巧 街を すを ことを 装 じた。 教 をでは シ 
ナ f ク忆 めける と同資 男女は^ 忆分 鹿され た •ピ r " タニ ズムは 宵管厕 する ご 
テス タントの ルネ, サンスで ある。 革み 時代の アメリカ はかを 設備を 巧いて わた。 アメリカ 
人の なをは 扱を にめ て 作られた •かを は 巧 巧で あり、 新 巧 紙で わり、 宗 かと 巧 治に 脯す るを 
巧の 中 わで わつ た •を こで 巧が 代を 創 成しつつ あつた 彼等は、 苔 巧に めける 古代 ユダヤの 因 
#111 面 ァィリ カ 合 衆 巧の か 巧と* わの 抑 世 E 二 化 


さ 一々 化；。 力に 《ける ユダての お《 至 口 
まから デ モク ブシー の 巧 押を 學んガ ので あつた •彼. 等は を お 君 ま 制に 勤して 巧 お 的に 段つ た。 
壬の 神 f おく 理 f 持つ た. n - n ， パは、 彼？ とつて は 巧し くき おされを する 初期の 
義团 忆對す 5 霎を 睹番 物で 言 ま 草で みつた。 民を は 根本的を 農と ic C 0 奴な 的 
か 巧を 非 巧して 聖 をのが 巧 神と ぶの 意義に 反する ものと をし を。 彼等は ヘプ ブィ 内 まの 巧」 _ 

をに 描い ちそ」 5, こ； Q 奮と 誅_1 巧み、 諸 S 麦票& す， 〇馨 寒の 

言 おを 訝んだ • 

ミの か vO て、；" 《人 QS と を慧 根は？ 卞か QS を 畫？^ ろされ て 

行つ た、 — とい ふので ある • 

し 力し、 ベン ジ卞ミ ご フランクリンは アメリヵ 冨に對 して. この 雲の アメリヵ 濁 立 

面？ S せんがた をは d ダて S 凶廷 蠢」 を だばなら g とおへ、 「馨 にして、 も 
し 本る 巧 寡 ii 《て 〇 Q t | ダ卞民 巧を 合 お 苗ょ. 〇 排炼」 をい なを、 彼等は 一言 年を 出で し 
て わが 因に 巧 衆 巧 梁して この 团を ぞお する であらぅ •また 彼等は 巧々 ア メリ 又が そのため 
に 化を がし、 生か 財産を 衡 つて 巧 得したち 由を 徐牲 にし、 巧々 が最 落の 理 巧を W て 巧 ひ おつ 


た わが 巧 辟を をち にして 留 おする であらぅ J と 云つ てゐ る。 上記の ユダヤ人 巧を の 巧が とフ 
ランク リンの それよ は チ 盾す るが、 アメリカ人と ユダヤ人との 阳 のこの チ 盾は、 イギリス か 
らお 巧 されん とする 當 巧の 新 大隨の 巧 民を としては、 そのが をを 共通に して ゐ たために 获巧 
されな かつた ものである。 獨立 後の 资 屡は アメリカの 內 的ず 盾と しての 民族 對 なと 脚 巧 お 立 
とを 巧み 明かに しはじめ たので ある • 


節 アイ 9 力み ♦田の M 巧と 舊 約の 削 化 E k - 

i . 
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巧ニタ 化 アィリ カに めける ユダヤ人の 度ち 至 〇 
茨から デ モク クシ I の 精 おを をんだ ので あつた。 彼等は を 制 君主 制に おしてが 蘇のに 巧つ た e 
壬の 神 巧を 說く 理論を 持つ たョ In 7 パは、 彼等に とつて は 新しく 建 鼓 されん とする 巧 期の 
共 巧 团に對 する 柔耍 な睹ぎ 物で あり 毒草で あつた。 民衆は お 本め な 巧 おとを 順の この 奴な が 
が おを 非 巧して 聖窜の 巧 巧 神と なの 意義に 反する ものと をし を。 彼等は へ ブラィ 巧 まの 巧 じ 
をむ においた •そして サミュエルの 巧 巧と 誅 言を 苗み、 諸々 の 壬の 不正に 對 する 巧言を 等の 
言葉を 試んだ。 

かくの 如くして、 アメリカ人の 生活と を 治の 根は ユグヤ 巧の ちかを ± 巧の 中に わろ されて 
巧つ た、 — とい ふので ある • 

しかし、 ベン ジ卡 ミン •フランクリンは アメリカ 巧 民に 對 して’ こ 0 新生の アメリカ 獨立 
巧 まを 15 巧 せんがた めには ユダヤ人を 凶 かに お放しを ければ ならぬ と拆 へ、 「諸 巧に して、 も 
し 本 巧を おにが てこの ユダヤ 民 巧を 合萊 届ょり 排陈 しを いならば、 彼等は 二百 年を 出で ずし 
て わが 31 に 巧 衆が 梁して この 民を 支 K する で わらぅ •また 彼等は 巧々 アメリカ人が そのため 
に 血を 流し、 牛み 財 巧 6 衡 つて 巧 得したち 由を な 巧に し、 巧々 が最 をの 理 巧を W て 巧 ひ おつ 


た わがめ 巧を をち にして 苗ぎ する で わらぅ： 一とち つてね る •上記の ユダヤ人 巧者の ながと フ 
ランク リンの それとは チ 盾す るが、 アメリカ人と ユダヤ人との 两 のこの チ 盾は、 イギリス か 
らお 放されん とする 営 巧の 巧大 隨の拍 民を としては、 その 利を を 共通に して わた ためにを 巧 
されを かつた もので わる。 巧 立 巧の 巧 度は アメリカの 內的 チち としての 民族 對 をと 階が おな 
とを 漸ホ巧 かにし はじめた ので ある- 


•a n T *9 々を A 田の 谢 味と « 巧の 削 WE .31 
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第ー ニ 章 合衆國 ユダヤ人の 歴史 



第一 節獨立 革命 後の ユダヤ人 

スペイン 人、 ポルトガル 人の アメリカへの 移住は、 十六 世紀の 最後の 十 年間に 始まつ で 十 
八 世紀の 最後の 十 年間を 巧いた •卽ち アメリカに 於け る ユダヤ人の 胞 をの 最初の 一一 百年 晒は 
巧 ど シ* ファ I ディブ ク •ユダヤ人の おおで わつ を。 しかしを の お 史は獨 立 載を をな て 終つ 
たので ある • 

革を後の ユ ダヤ人は特に目立つた發度はしなかつたが、 徐々 ^?^確固たる地盤を作つで巧つ 
を。 を萊國 成立の 時代を 巧 じで、 ユダヤ人の アメリカへの 流入は 不断に 行 はれた •巧 化 おの 
を 固からの を 民の 中には 必ず 若干の ユダヤ人が 巧つ てわた •合 衆 凹の 南部 及び 化が 地方に め 
て、 ユダヤ人は 「爆 お 植民 者の 巧に がける 商業を の 役割」 をな じた。 リ ，ナ モンドに めても 
ユュ ー ョ I クに みぐ 巧展を 見た •しかし 十一 一一 州 中の 他の 諸 州 にがては 餘り谜 おを 兒 なかつ た。 
一八 巧〇 年代には 筋に ドイツ、 ポ ー ランドの ユダヤ人が 續 々と 合 萊闽に 移 件した。 

#】 面 獨立巧 かなの ユダヤ人 乙 田 


#111 章を 衆 田 ュダャ 人の K を 一二々 

ナポレオン 巧爭 後の ョ I 。 ， パには 反 セ A 主義が 勃 巧した。 「ゥ ♦ I 夕 I 日 I の 巧は ョ I 日 
，パ. ユダヤ人 心と つても ホウ* I 夕 I 口 I であつ た」 (マ， サ\ マン】。 メ ，テルニ ブヒ と 神聖 
同盟は ユダヤ人を 排斥し、 その おおを 剝 をしたり 制限した りした •ボヘミア、 ポ I ランド、 
ドイツの ユダ卞 人は 巧大 隆へ绩 々と 避 巧し 始めを •一八 四 0 年の ルイ •ナボレ オンの 革命、 
特に 一八 四 八 年め パリ ー •コン ミ， I ンの 革を の 失敗と 巧に アメリカへの ドイツ •ユダヤ人 
のを 巧の 波が 始まつ た •この 時化は 义資に アメリカに 於け る產業 革命の 時代で わると いふ こ 
とが 出來 る。 

アメリカは ホ 長しつつ あつた。 領± と 人口と 巧を 文明は 洪水の やぅに 巧 大した。 新しい 地 
巧が ホ 第に 聯邦の 中に 化は り、 國 がは 徐 々に 太平洋と ハ ド ツン稱 方瞄に 城が つた。 一八 0 S 
年に ルイジアナが フランスからの 買收 にょつ て アメリカの 領± となつ た。 ミシシ 7 ピ河 をが 
えた スペイン 領へも 進出した。 

十九 世紀の 中葉を に テキサスを 巧 得した。 ケン タッキ ー は ー セ 化 二 年に、 四 年後には テ 本 
シ I が ステ I 卜 として 認められた。 一八 一一 年には ゥ * スト •ス ロリ ダが、 その 巧 做 もな く 


イ ー スト •フ n リダが スペインからの 巧收 にょつ で アメリカ 領± として 宦 言され た • 

を 衆 因に がける 入口が その お± のな 大 と共に 增 化した ことは 云 ふまで もない。 しかし、 ア 
メリを 人 や 巧 巧を 隻の增 度 ± 地の 巧 大 には 及び もつ を かつち 7 メリ 《の 银ま巧 
張を 九 世 おの 巧 巧を 中 巧を ミで わつ たが、 ミ もの まと 寞 はむしろ 中寶巧 

のこと である •をの 增化 人員の 大巧み は 巧し い 移 巧 民で ある。 世紀の 初めには 約 四百 巧で ホ 

つたが 中期に ち罕 看ち そ 0 巧は 忿若 增大 しち 莫隨 にがけ る 審的不 まや 自ホ思 
巧に おする 駕 、生活難 等は 巧 大陸の 豆を なる を 源に 向けて 移民の 流を 巧 生せ しめたので 
わろ 一八 四 八 年 カリフ* ル-； にを るを 巧の 巧 見は これに おを をを ち これらの お 巧 
民は 合 衆 田に おしい 民 巧と 文化の 夕お 性を W した， 

この 巧 狂的を 時化に、 巧祐と 巧を と 巧を とが 巧 動を はじめた •一八 吉 四年フ J フデ t の電 
巧 化を の 等 巧 fi の 法則が 巧 表された。 十 年後には モ I ズが おおのを 巧に 成 巧した •巧 刷 巧と 
巧 間 巧な の巧展 、励 植巧巧 上の 巧 お、 諸 巧の 巧を 巧 厮の設 面、 巧を 特に 外 巧手 術の 巧展 を々 
大巧を には 海底を おが 巧 かれた •巧モ とを 培 法の ホ 庭に ょるな 集の 巧 お、 度 道 あおのを 鼓に 
第】 面 « 立 革命 隹のユ V ャ人 己 七 


タニ ♦々♦田 ユグ卞 人の 歷た 互、 

ょる 巧 通運 接の 資度等 も 麻 世 的な ものが あつち 《おすべを 巧 集 去 霞は、 をに 照 巧し 
わ 巧を、 ホを、 巧學 、ちみ 等の 巧晓 をを と共に •やがて アメリカを 衆巧自 おにが ける 巧化自 
由 主義 革を 卽ち南 化巧畢 を巧備 する もので あつを。 十九 巧 把の 巧伟 民は アメリカに 巧大 なる 
ホ 菜を をを 巧し、 巧 代 資本 主を のが' 巧を 築いた ので ある • 

ドイツ 5 ダヤ な、 かかる 時代に 7 メ "力 忆到來 し、 この 氣 进忆乘 じて 大いに 發展 する 
とみに、 このな 巧 そのもの をち 大いに 促進す る 力と なつた ので ある • 

ちめ スペイン 巧の 七フ K , ディ アム は、 巧來の ドイツ 巧 ユダヤ人を 巧 蔑して ゐち お 
し， 巧者は やがて 巧自の シナ ゴ ー グを がり 巧 力を 巧大 する. 一共に、 巧な お婚 にょつて セフ 7 
J ディ アムとの 化が 上の 巧を とこれ に まつは る贵 巧モ義 的を 偏見を 打 巧す るに 至つ た。 それ 
は アメリカに めける ユグヤ あのち ホ 主 窝的改 おを もを 巧す る ものと いふ ことが 山來 る。 ドイ 
ツ巧 ユダて は阳级 地方に 柏 民し ち 南部に 流れ込み、 化 部に 進 山し ちそた はやが て化ア 
メリ カ 合衆閣 QS が 一を かとを 0 巧 Q 巧 度に 大きな 役 削を 巧 ホる でを らぅ。：" 力に が 
ける ユダヤ人の 歴 あの 第 品が スペイン 巧诚 化と 云 ひ 巧るなら、 をのを 商は まさに ドす' ソ 


巧 悼 巧と 名 づける ことが 川 ホる • 

' 第二 節 南 化 戦 爭と戰 後の ユダャ人 

アメリカ 領± の 大巧 張と 人口 おか 並に 產 業の おおち ここに 新たな 全 おのが 一を 必巧宜 つ 
必 がなら しめたが、 それには 種々 のをが 障害を 克服し なければ ならな かつた。 

獨立 後の 急激な 巧 度に ょつ て、 を 衆 齒は不 巧に 新しい ± 地、 人種、 文化 等の 夕樣 おを 獲得 
し、 そこに 種々 をる 問題を 惹起す るに 至つ を。 就中を のを も 重大な ものは 南部 諸 州と 化 部 巧 
州との 對 立で あつた •この 對 立は 極めて 根强 いもので あつて、 ひとり 南化戰 争と いふ 巧が ぞ 
をを 勃 お 甘し めた のみならず、 巧々 が 後に 見る やぅに 第ー ホ 化 界戰爭 後に 至 つても を ほその 
明白な 徵 候を 巧して わる ほどで ある •をの 緒 巧ず 巧に がても 南 化は 著しく 巧り、 化が はおし 
て 自由 人を 雇 巧した が 巧 部は 奴な (主として お 人) を 化 用して ゐ た。 

巧 立を 時に がて 化 巧には 約 四 巧、 南が の メリ I ランド、 ヴ 7 1 ジ ニア、 南 化 力。 ラィナ、 i 
誰 二® 巧 化 « 爭 4 W 役の ユダャ人 I 二 九 


巧 三 巧 合乘田 ュグヤ 人の* た 四 0 
ジ •ルデヤには 六十 巧ち の 巧な がわた •北 巧は 巧 候 や 文化が ョ In ， パに 似て 居り、 移化ぞ 
もみ 巧で 白人 券 街ち が 多 かつた し、 その 産業 も 巧 工業が まで あつた •これに 反して 南部は を 
の氣候 白人の 巧衡に 適せず、 を 房 者 數も少 かつた ので 砂糖、 棉巧 等のを 培には 夕 巧の 黒人 化 
隸を 使用す るに 至つ たので ある •め 治 的に も 化 部は 共和 海、 南部は 民 ま 療が夕 く、 巧 豆に が 
立して ゐ たが、 一八 六 0 年に 至り かかる お 立の 涵點 にめ て 巧 熱が 止 論者 リンカ I ンが 大稀領 
に 遇を される になんで、 南部 十一 州は ユュ オンから 分離し ょうとして 別個に アメリカ 聯 がを 
化稱 して 抗争、 をに 南 化 革を 載 爭の勃 巧と をつ た。 

ユダヤ人は 元 巧 その 古げ エジプトに がける 自己の 奴 漆 的 地な からのが 巧な 來 、一 殺に 巧 球 
おには は對 すべき 巧 向が ありさう にも 巧 はれる が、 宵瞭は 必ずしも さう ではな かつた。 南米 
にめ ける 巧 戴貨易 等に ついても 、ユダヤ人の 活路が 顆著 である ことは 見易き お理で わる。 十 
セ 世紀の ブラジルの 砂巧エ 菜に めて ユダヤ人は 夕 数の グ〇奴 隸を化 巧して ねた •アフリカ 
の ニグ. 口を がな として 南米に な 入し、 奴练贸 おにょ つてち 大な 巧を を 得た ものが 主として ユ 
ダヤ人 e わつ たことは、 當 悼の 商 萊が巧 ど 彼等の ち 苗す ると ころで わつ たこと からを なに 埋 


がされる ところで ある •化 ホに めても 南が 諸 加の ユダヤ人の 夕 くは 巧淺制 巧に 巧 情 的で あり， 
自分で もが 隸を 巧ち する ものが 多な 巧 在した •度 第 特に ユダヤ人が おど 獨も せんとしつつ わ 
つた ゆ巧柴 には 奴 巧が 潭 山に 使 巧され た。 

尤も 南部の ユダヤ人の 中に もな 談 おなお 巧は ゐた一 「奴 隸制反 お アメリヵ人 及び 外人 協を」 
の 巧み (一八 豆 111 年〕 の 中に、 若干の ユダヤ人が 南部 訊 州に めける 「人間に おする が巧憐 をが 
否し 南方 人の が隸巧 有を さへ 巧 否した」 ことが 巧え てゐ る。 しかし、 南部 訊 州の 奴辣 反對お 
は 何も ユダヤ人 のみに 巧つ たわけで はない ことを も 注な しなければ ならない •第一‘ 奴隸が 
ホの 巧は、 勿論 その 中には 大きを お 史的 進化のを 味が 含まれて ゐ たことは 云 ふまで もない が、 
S 瞭 にめ ては 南渾 のを 巧 的、 封を 的 支 K に 勤す る 化 部の 巧 代 資本ち お 的 お 力の 抗 巧で れつて* 
巧 後 南部の ニグ D が 化® にがて 巧 化 巧が 奴な として 円 人 巧 本の 收 をに ょり 從が にもが した 苦 
しみに 陷 つたこと を をれ ては ならぬ。 それは 巧 一次が 巧戰巧 後の 經巧巧 慌の悼 化 にん 巧の な 
化の 閒爭を 惹起す るに ちつた。 . 

このみ 亂の 四十 年 も 前から 引き つづいて ア メリが へを 巧した ドィツ 系 ユダヤ人の 乂が 分は 
度 二 あ 巧化垃 をと 度 巧の ユダヤ人 巧】 


第 I 二 ♦合 崇面ユ V ヤ 人の »た 巧 二 
ななおに 反 勤して わた •篇 世界に めける 自由主義 的 諸 巧 動は 彼等の 思 巧に 强力 なお 巧を な ぼ 
して ゐを •彼等は 巧 巧を る 共和 巧の そ 持ちと をつ た。 一八 六 0 年に リンカ I ン にょつ て 推 お 
された 固 民 共 巧を 委負 のぅちの 二を モリ， ツ .ピナ J (Mori な pinner)、 リュ I ィス •ナフ 
七ィル •デム ビ ，ツ (Lewis zaphthale Dembi な) は ユダヤ人 であり、 リンカ ー ンの 友人に 
もユダヤ人がゐた。 y ン カ 1ン自身はユグヤ巧フリ》 • メ1ゾンの裔役なであつたと.いはれ 
でゐ る， 

巧錬庭 止の 戰爭 にがて、 ユダヤ人は 时玫 、巧 治、 ちが 等に 可を り 巧 動した が、 巧 搂職稠 に 
を 化した もの も 多 かつた。 を 衆 肉の ユダヤ人は、 新たを る 移 巧に ょつ て 一八の 八をから 一八 
六 0 年の 間にが 十 巧 人 巧 加した •この 十二 年 脚に 特に ドィツ 巧 ユダヤ人は その 巧を をし く 巧 
化しを。】 八 四 0 年には な 衆 固には 一巧 冗 千 名 化の ユダヤ人が ゐ たのみで あるが， 一八 四た 
年には 置な に、 一八 六 0 が (南 化 巧 爭の巧 お時化) には 資に十 瓦 萬 近くの ユダヤ人が 巧 在し 
たので ある， 

南 化 巧 事に 巧 人と してを 化した ユダヤ人の 巧は 明確では ない が、 蹄た 巧 (化 巧) に 一巧 二 


千* 南方 おに】 离力至 一な 二 千と 見 がられて ゐる •成は 化ボ にがが せる もの 六 千、 南 巧 w 千 
化に すぎな かつた ともい ふ。 

一八 巧 置 年を にお 軍 破た 南 化は 統一され た。 これょり 二华 前の 一巧 一日 リンヵ I ン はお 
巧隸が 放の 宫 言を 巧ち し， 同 丹 一二 十一 日 合 衆闊歲 '法は 「が隸 制度 巧は な 志に 反する 化 巧 
のか 何を る もの も、 を萊聞 巧に 巧 在すべからず」 とお 正された が、 戰爭の 結 あこれ はな 現 ま 

れち ' 

巧 爭お了 後の 十 苗 年 阿卽ち 一八 六 冗 1 八 0 年の 脚に を 萊闽の ドイツ 巧 ユダヤ人 はを お 巧の 
巧 おと 共に 圾 常のを 巧を 來 した •おしい 紹 巧と 文化が もたらされた。 ず院 、シナ ゴ I グ、 应 
を、 をの 他の お備 、巧 巧、 ホ ー ム 等が 剣設 され、 ユダ卞 人の子 おも 夕く大 をに をん 巧。 

しかし、 この 期間に ドイツからの お 民は 著しくが 退した •それは ドイツに めける ちがを# 
おが ユダヤ人の 海外 移 化を 不必驳 としをから である。 卽 ち巧佛 巧ずに 巧いて プ 。シ卞 のへ ゲ 
モユ ー の 下にら つた ドイツを 固は 經濟 、文化に ホを おの 巧 おを 來 し、 法が は 一巧と 育由に な 
り、 ユダヤ人 おお もな々 した •ユダヤ人は、 がか、 をが' ち 巧 等 にがてす ぐれた 地 化を 占 & 
»二》 巧 化« 争と w 巧 0 A ダ卞人 巧 _ 二 


# 


1 う： 


が 111 ち 合 ホ 困 ュダヤ人の 巧を - 巧 四 
るに 至つ たので ある • 

合 衆 固に めける ドィツ 系 ユダヤ人の おを にも 巧らず、 新しい ドィツ 系 ユダヤ人の 巧 入の が 
みとい ふ 特種を ホ 情の 下ぶ、 その後 おくべき 大最の D シヤ系 ユダヤ人が アメリカへ 移 化した 
ことにょ つて、 ここに アメリカ •ユダヤん の おしき 巧 階 卽ちロ シヤ巧 ユダヤ人の 時化が はじ 
まつた ので ある • . 

第一 一一 節 アメリカに がける ロ シヤ系 ユダヤ人 

巧-巧 京 部 ョー ロ ツバの ユダヤ人が 斥と 
ア / リカへの を 住民 

n シヤ 及び 才 I スト リ I の ユダヤ人は U がから み しづつ 流入して ゐた 。一八た 0 年には な 
ホ 巧の n シヤ巧 ユダヤ人 はお 亞モ名 わた。 一八 八 0 が 頃には 約 近な 化に なつた。 をれ はを な 
衆 巧 ユダヤ人 口の 置み の！ である。 赏 呼-一 • I ョーク にぶ 八 巧の ユダヤ人が 化んで たた。 


一八 八 一年には、 D シ卞系 ユダヤ人の アメリカへの 移 化 0 班の 离 調に めて、 巧に 二 巧 巧な 
上の ものが なガれ をんで 來 たので ある •これは なを 国に めける 化 化 ユダヤ人を その ホ 巧 巧ぶ 
のな の 中へ 巧き 込む に 足る ものであつた。 

日シヤ にめ ては、 その 中興の 英主 ぺ I トル 大巧が 智識を がく 化 おに 巧め、 ョ I n ， パの 文 
巧 ft お 入す ると 共に、 十 狂 世紀 中葉 W 來 禁ぜられ てわた ユダヤ人の 〇シヤ 巧 巧を 巧び 許可す 
るに 至クた •その後 > エリザベト はまた ユダヤ人を 追放 (一七 四 = 一年) したが、 カタリナ 第二 
世に 至つ て 一二 たび 移住を 許可した。 一八 0 豆 年な 來〇 シヤの ユダヤ人は 度 莱の円 ホを 疏ハ へら 
れ 、商 等の 學府に 入を する ことを 許された •ま. た ユダヤ人 自身のを 校を 挥營 する こと も 許 巧 
せられた。 〇シヤ 巧府は 更に カウ カサス 及び ジョルジ ヤ 地方と 同じく ニコラエフに ユダヤ 巧 
民 地を 設置す る ことを 許可した が、 ニコラス ー世は 巧び ユダヤ 巧棺 民の 自 曲に 制限を 加へ た' 
ア レキ サンダ ー ニ世 (一へ 五 五 11 八 八 1) は ユダ卞 人の 地 化の 向上に つとめた が、 彼の 時代 
は 日 シ卞の 近代化へ のち ホを 踏み出した 時代で ある •卽 ち、 一八 六 ー ザには 巧 巧が 解 ホされ 
た •ホ もこの おかは まだ 不完全な もので あつて、 を 民に 對 する 課 稅も巧 酷であつた。 

第 I 二 面 ァメ J 力に 巧け る ロシヤ 系* ダヤ人 巧 だ 


銷己章 合 ♦« ユ V ヤ 人の « 史 巧々 
I 八 八 一年、 ア レキ サンダ 111 化け 一 お 無 巧 貝の 手で 暗殺され た •それと 共に n シ卞 にが 
ける ユダヤ人の 「巧を 時化」 も 去つ たので ある •巧を 的對 立が 晒び な 巧を 風を S 間始 した. 
巧來 二十 あ 年に わたる 大〇 シ卞の 「ポグ 。ム」 (PO 巧 03 . ユ ダ卞 人な り)、 は、 巧 ホと 餘 りに 
有名で あるから をは ここに その 詳細を 記述す る 必要を 認めぬ ほどで ある •必巧 者は いつでも 
先 づが專 にょつ て、 ホいで あらゆる 穗叛の 巧 巧 害に ょつ て、 巧 易に これを ホる ことが 出來る 
であらぅ。 實に Tn シ卞 •ユダヤ人の 一二み の 一は 追 巧し、 一一 一分の 一は 中 リスト かに ホ {示# し 
め、 ーニ分の 1 は殺すこと」 がア レ キサ ンダー立世の掛ユ ダヤ人お巧であつたと云はれてゐる 
ので ある。 • 

十 化が 化に めける。 シヤ巧 ユダヤ人の 合 衆 図への 洪水の かを 流入に 比す^ば、 十と •八 化 
がの スペイン 巧 及び ドイツ 巧 ユダヤ人のを 住の 如きは、】 寸 しを 夕立の 雨扶 化に 過ぎない* 
n シ卞巧 ユダヤ人の 移住と 共に 才 I スト リ .■.•ハン ガリ ー、 ル I マニア、 ドイツ 等の 柬なョ 
I C ， パの ユダヤ人 も话 々お 入した が、 それ も e シヤ巧 ユダ卞 人に 比して は 蹄り に 大きな » 
巧が ある • 


今、 これを 諸種の 巧 かにょ つて 示さぅ， (巧 宇は、 于 .へて 巧が.. ゴ 5 Jew « pme to A 吕 e ユリろ 
にょ 6) 
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代に めける。 シヤ巧 ユダヤ人の 合萊國 への 移住が、 化の 諸 固からの をれ に 比して 巧 脚のに 多 
巧で あるかを 巧れば 足りる であらぅ。 

を ほ、 ついで 乍ら が 計が な 在す る まを に才 I ス トリ I •ハン ガリ-- 度び ル I マ ーー ア からの 
fl ダヤ 人の 合聚 固への 移 巧が 巧を も 一巧して 置かぅ。 
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パ 人 (ユダヤ人を をむ) の 世 巧を 地 特に アメリカへの 
ホ 水の 化を 移 化の 最大 原因は、 西が ョ 10 ， パより 後れて 東が ョ I 。 7 パに i し來 つたを 
寡を をのが 餐 によるが 巧 的中 ル 商工 楽を の 巧 落、 モの 他の 巧 代 寅 本モ巧 的 社を すまで ホる • 
當時 束部ョ In ッ パは 世界 ユダヤ人 口の 大夕巧 を 巧 巧して ゐ たが、 典型的を 巧巿居 化を とし 
てなが 的な 中小 商莱 度び 手工 集に 從# して ゐた鞭 等の 大巧 分は、 この 巧し い 巧 化め 巧が 巧が 
によつ て 決を のな 惭 おを 巧 へられた ので わる •巧が ョ In ， パに めける 產棠を かの 唯一のを 
巧を が. ーダヤ 人で あると いふのは かお 既 をで わるが、 ユダヤ人の 受けた 打 巧が 特に 大き かつ 
たとい ふことは’ を おのま 裝な崎 おにが ける ユダヤ人 とが ユダヤ 〇 比率を ホす ホの 巧夕 によ 


つても 推 かする ことが 出來 よ， 


—を 及び ェ袭. 


巧 果及ぴ 眉 氏な. 


を 巧及ぴ 自由 苗 美. 
其 化の •巧 


1 ダャ人 
.四 •九 

.吉 二人 

•量 ••八 

.二 •モ 
. 五 こ 一 
.一八 •ホ 

090 


ホ ユダヤ人 
五 五 •ホ 

ニニ •六 


】 〇 90 


これは 今世紀の 巧め、 ロシ卞 、ガリ シア、 ハン ガリ ー, ドイツ 度び ル I マニアに がて 巧は 
れた 团巧泪 をから 抽出した 統 がの 摘 巧で わる • (A.W さ sky. -Jews i 口 Palestine" Lo 日 戸口-ち 35. 
になる ) 

巧 本 主 巧 化を にがけ る 反 セム 主 おは 中世を 封 含 おみの それと 巧ク て、 京 巧 的 巧な よりもむ 
しろより 夕<ぉ 巧 的 根が にを < もので わる ことを もう 一度 巧 巧す る ことが か 巧で わらう ，十 
化 世た ホ おに 至ってち 巧ョ I 。 ブ パの 巧 巧のを 巧を 田 まは、 巧 自身の 民族、 巧 民の 巧 易 ザろ 




- 々に 於け るロシ ヤホユ V 卞人 


さ 一一 章 合た 田 ユダヤ人の g お - 五八 
巧 H おを、 自由 ほ 業を の 巧を 巧大 し* 新しい 民族 黄 本の 巧 おを 見つつ あつたので 、彼等は 么 
がに 古くから 地 おを 持つ た ユダヤ人と 巧 突す るに まつた ので ある。 

われわれ はまた、 產 おを をに ょる 多 巧の ユグヤ 中 巧 階 巧の 沒 巧の 蔭に、 一面 赏に 巨大を る 
ユダヤを 巧 商策 ホに 窝和巧 資本の 集 巧が 巧 はれた ことを 見失つ ては をらない •これら ユダヤ 
が閒 にと つては、 を 美を かは 巧 巧 的を 寅 本を 搜の 時化で あつたの である •化 巧 的を 府 巧を 持 
つ ユダヤ人 はいは ば 世界的な 民な 貫 易を 社を おはし、 を 貸 美から おおした 銀 巧、 巧 曾の 巧 巧 
り、 が 式の 仲買、 手 お 仲介 著 等と して 巧 巧 的を 規模に がて 巨大な 利を を 巧 得した。 今 n にが 
ける 世界 ユダヤを 巧で おはこの 時代に その お 犬なる 基石を 築いた ので あつた， 

第二 項 □シヤ 巧 ユダヤ人の 致 居 

上記の 時代に を 衆 K へ 渡 巧した。 シヤ巧 ユグ卞 巧 民は、 大 ほに 於て これを 一一 一つの 巧 巧 的， 
お會的 グル I プに 国別す る ことが 出来る。 巧 一はを も义 きな もので、 巧な 巧が お及び 瞬 人の 
グル I プ 、巧 二は 咨おま •商人、 を 巧し、 巧 一二は いは ゆる 巧誦巧 巧で を 巧を 巧柔 なび 巧 中の 


グルー プ である • 

第一、 第二の グル I プは大 な 分。 シヤ •ぺ I ル (巧 cssian Pa ド) の 小さい 町々 から 來 たも 

ので、 な 百年の 巧統 にょつて 育まれた 特殊の 生' 活樣 式を 持ち、 京 巧 的に も閒 まつて ゐ た。 

〇 

がつ て 合 衆 困の 新しい 生' 活 には 仲々 なじみ 難い ものが あつを。。 シヤ •ベ I ルと いふのは 中 
世紀の 巨大を ゲット I せ あつて、 巧 部な び 巧 南 0 シヤの 十 瓦 地方を をんで ねる。 卽 ち、 ヴィ 
ルナ (<i 一呂)、 n ヴノ (Kovno)、 ミンスク ( Min を)、 グ 0 ン ドノ (Grodno)、 モヒ レフ 
( MO 星 eff )、 ヴィ テウス ク (<it をを)、 ヴ ♦ル ヒユア (vomynia)、 チール-ー ゴフ (cherni- 
RO<) 、ポルタ ー ヴァ (Poltava)、 ポロ I デ， アへ polodia)* キエフ (否 ミ、 キエフ 巧を 除く)、 
ベ， サラビア (巧 es を rabia)、 タウ リダ (Taurida、 ヤルタ 市を 除く)、 ケちン (Khersen)、 
、ィ王 ハ トリ ノス ラフ ( Y を 》1: OI - inosltfv ) なび ポ ， ランドの十州(5ミとグ狙を夕\¥33口3、 
Ka を ジ 置 eke, ILOmza- L 島 一ざ P を riliow, 巧 look- wadom 」 が これで ある。 

智識 階級の 精神的 傾向には 大お 二通り ある。 第一は へ ブラィの かちを 受けた 連中で、 いは 
ゆる マ スキ リム (Maskilim) が これで ある •彼等は。 シ卞の 島 等を 巧や大 をで 巧 育を 受け、 

#|二0 アィ 9々に 於け る ロ シヤ巧 ユダヤ人 五 化 


夕 111 章を 余田ュ V ヤ 人の K た ホ 〇 
へ ブラィの お 說やユ ダ ヤ敎巧 タル ム I ドの ち 剣を 研究者で はわつ たが、 な呼ョ I 。 ， パ にれ 
て 流 巧し つづ あつた 自由主義 にを 巧され て その 熱 也な 追 巧を とを つて ゐ た。 彼 笛は、 符統 の， 
かま 的を ユダヤ人 生活の 化 結を をを した •彼等の がるを は 不可 か 論お^ 無神論 おたなつ た。 

巧 一一の タィプは、 高等 學巧 や大 をの f で、 智的 にも 文化的に も 〇シヤ 化された ものである， 
巧る をは。 ンヤ 、ポ r ランド、 オ ー スト yl 等のを か 巧の 秘密結社に 化 入して ゐた •をして， 
班を ホ 革 や 巧 5 巧 動、 巧は 社を ま義 、無み 府ま義 について をんで ゐた •又 彼等の がるを はコ 
ス_モ ポリ タンで わつ た •彼等は その 革々 的 活動の お 巧 •シ ベリ ヤ 追放の 巧 命が 身る に 迫つ た 
ので アメリカへ 逃れ 來 つたので ある •彼等は、 合 お 苗の 勞傲进 助、 を革进 動、， 社を ま義 等々 
に 於て 可を り 童 弦な 役 勘を つとめる に 至つ た •合 衆 因の 巧 供 巧 助 或は 社を 巧 動は、 蘭 化巧爭 
巧のを 業の 急かな 巧技に ょつ てみ 第に を 巧な 意義を 持つ に 至つた •人 円の せ 化は 大が 巧の 興 
度と 大工 策の 資展を » し、 巧げ 自由 主を 的 寅 本 主 篇のネ 盾た る 巧 まの 階級 阅 争を 結 巧す るに 
至つ たので ある • 

n シヤ ザが ユダ' 一-巧 民の 大巧み は 巧 巧め 除 因から 移卽 した 0 であるが、 巧 部 W はを く 巧が 主 


巧 的、 或は 巧 お 的を 巧 巧から 移 巧した ので ぁろ 蜜イ はな 宵に がて、 ユダヤ人 のな 巧 お 民 
巧を 建较 しち これは、 召が に餘 たとい ふ 一巧の 巧が 理巧主 祭の 現 はれで ぁつち 巧 ご 
シヤ巧 ユダヤ人 等じ當 時の！！ シヤ にめ ける 著を を 急を 的 お 巧 お 連の 於 巧を 强く 受けて わた， 
例へ ば、。 シヤな 民の まかな ホ活 を 道 街 所を ものと して 理巧 化した トルストイ や、 彼と 岡 じ 
< を 民を 巧 萬し ミ I ルやッ 7 ドル I ガ 等の。 シ卞 村落 共同 隨の 巧が 物を 理巧 化した ナ。 1 ド 
n キ (人民の ち G 思 巧 等が それで わる •それは 薑の パレスタインへ 0 お 化 ほに も 信 f 
れ てわたと ころの もので わる •尤も かぅ した 協同 お 的が 巧は 一面に 於て モ巧 百年 來の ユダヤ 
民族 巧 雲活巧 式に 資ムと ミ 巧め て乂で わろ お 著 『は间 た® へ 〇畜」 寞ま 二の々 ぉ一 

8? 和 十 立 年 五 巧ち 材肚 巧】 

合 衆 K にめ ては 彼等 ロミ 5 グ卞 人は 化 •南 ご夕 、オレゴン、 ミシガン、。。 ラ ド 等 
の 植民地に がて こ G 理想を R 現しょぅと」 た •.した、 囊 S は 低して 失改で わつ た •ユ 
グヤ民 巧は、 一 促め にち つて 晨莱民 巧で をい とい ふことは ここで もホ淸 巧され た 彼 巧は 额 
市に 集中した •商人で を、 エ应で わつ ち アメリヵの ユダヤ 養は、 結な 巧 巧ぶ になつ た 

誰兰德 アイ > 々にがけ る 0 シ ヤ系ユ グヤ乂 ホ】 


#1 二 ♦を* 田 ュダヤ 人の 拓巧 々二 
現 巧 でら アメリカ 合 衆 南には 十 お 巧の ユダ卞 み 民が ゐ るが、 そのぅちの 多くは 巧が 阅 やお 容 
巧の 巧ち 者で ある T + 一は ユダヤ人の 身 唐から 巧け 山て しまつた」。 白が に 席る ことは 失敗で わ 
ク たので わる， . 

そこで 智說階 殺の ユダヤ人は 二 HI ョ I ク市の 「コン ミ。 I ン」 に 目を つけら 0 「ユダヤ 勞 
饋巧お 盛」 は 一八 八 五 年から 八 セ 年に かけて、 アメリカに がける 社 含 主義 プ曰 パガン グの中 
わで わつた •無を 府主 まを 等は 「自曲 王 岡の 南 巧を」 や 「自由 王 团の晓 主 等の 組 煤を 作つ 
た •社を 主を をでは アベ •力 I ン (Abe cahan )， ルイス. ミラ I (Louis M 岂 er )、 ユ ム. 
ザメト キン (M. zasetkin) 、フィ，， プ .クランツ ( phiHP 巧3 旨)、 モ I リス •ゥ f ンチ 
■ヴ スキ I (Morriis Wlnchev を 0 、 モ I リス •ヒルキ， 卜 (Morris H 苦を it) 等、 無 攻が主 
をを では 01 マン. レ ゥ<ス (woman rewis )， ゾ ロタ。 フ巧 ± (Dr. Zolo な 3 な)、 エス. 
卞 ナフ スキ ー (S. Yanafsky) •ジュ I .モリソン 话± (Dr. J. Moryson) 、エッチ •ワイン 
バ I グ (H. weinberR )、. エ A . 力， ツ (M . 巧 ぉと、 マイケル • n I ン 巧± (Dr. Mic す么 C- 

ohn ) 第が 寒 名で わつ た。 彼 宰の理 動は いづれ も 後に アメリカの 卜し I ド. ュニォ ニ ズム〇 


舞 故の 基礎を なしを o である。 アメリカの ユダヤ 巧 巧を の 犬み- 數はホ ー^を 健んで ホ 巧に 谨 
をな した。 D シヤ系 ユダヤ人の 夕 くは エ底 やお 脈瞄 人で あつたの でか 仕事は 留 巧し 易 かつた 
からで ある。 - 

をを 的には、。 シヤ系 ユダヤ人 はいは ば d ダ 卞敎の 正が がで あつた (は W 。 彼等は な 衆闽に 
がける ドイツ 系 ユダヤ人 のをを め自 もま 義や アメリカ 風を 「ゴ イム」 (打 oyim ■が. 卽 ち非ユ 
ダヤ をを) と 殆ど 同視した。 ドイツ 巧 ユダヤ人 も ホ。 シヤ巧 ユダヤ人とは {示 か 的に 別個の 巧 
勘を 採つて ゐ た。 そこで 後 おは、 彼等 巧自で 集を、 シナ ゴ J グ 、慈善 閒 •。，デ、 祇烫 クラ 
ブ等 S 作つ をが、 勿論 この 對 立は 他 民族に 封す る ユダ卞 人の 協同を 妨げる ものでは なかつ を。 

(店〕 巧 政 一巧を な 巧 ナるユ ダヤ民 巧に とつては 、その 盾 仰は その 政治的、 巧會 的、 括 巧 的な 巧と 
不可み にち 合して &る T ユダヤ 正 巧 まなは、 はじ わからを 巧と いふょりも むしる ユダヤ R * 
を 巧 巧す るた めの、 をな 的裝 ホを！ ■へる 两爭但 度と いふべき ものである」 とシ ♦ - I スト 巧 海 
をァ— •ルツ ピン w ± は 5 つて ゐる ( A . ぎ 召ぞ SDie Juden der oege 曰 sarti 1904.〕。 この 
こと ロ ホら ゆる ユダホ 人の MM についても 去へ る C 4 である 0 

"シ卞 系 ユダヤ人は アメリカ にがてを 大な巧 力を 形成した •义化 的には、 彼等は アメリカ 
♦己— ァユ 》 々に 於け る a シ 卞系ユ V ヤ人 六 己 


巧 111 巧を ホ 巧！！ ダヤ 人の おを 々巧 

に 巧て 他の いかなる 图の移 ほょりも 大きを 役割を 巧 じた。 彼等は 著名な 美が を、 著述 寡、 音. 
#巧 、巧が* 巧學 が、 思な 家に をつ た •しかも 多くの 新 機釉を 出して ゐる 。アメリヵの コン 
♦ I 卜の ステ I ジ には ロ シヤ巧 ユダヤ人が ねた •せ 等は ハ リウ ブ ド をが ちし、 アメリヵ のが 
ホ ft 支 おした •また 大產 おに も參 化した。 

第 四 節’ 第一み 化 界戰爭 と 合 衆國の ュダヤ人 

_ 第一 巧 大技の 巧 致と アイ U 力 •ユダヤ人の 發屏 

一九 00 年の はじめから 世界 大巧の 勃 資した 一九 一四 年の 夏までに 一、 阳四八 > 111 一六 人 
のュダ卞人がを衆团にを化した^ 卽ち平お一年にが十萬巧のお巧民がぁつたゎけでゎる。 そ 
のぅちの セ 十 パ I セントは。 シヤ 及び ボ I ランド 巧で、 巧 餘のご 一十 パ ー 七 ントの 大巧 分は ル 
I マ 三 7 系と 才 I スト 9 — •ハン ボリ— 系で れつた • 


アメリカ •ユダヤ人の ホ 巧は、 明かに。 シヤ •タィプが モ拓 的と なつで 來 た。々 やア メリ 
力は 巧 巧に 於け る摄も 長大を ユダヤち お 民の 社を を 持つ やぅに なつた •アメリカン •ジ •ゥ 
ィ，シ1 • コミ，チ<1やケヒルが おみた のもこの時化のことである 
か < もち 大 をる ユダヤ人 (特に。 シ卞 巧) をが し， しかもを の 中から アメリカ 义 化の あら 
ゆる -1^ 面 にがてを 巧を 地 化を 占める ものを 巧した 合萊找 が、 ユダヤ人 特に アメリカ 因 婿の ユ 

ダヤ 人に おず る 巧を。 シ卞を 府の待 巧 巧 超 (》 ジヤ では 一' 切の ユダヤ人を ユグヤ 人と し 

てき 別 待 沼した •アメリカ •ユダヤ人 も ア~ メリ カ巿 民と してで なく ユダヤ人 としての 待遇を 
なした) —— に 巧が して、 I 化 一二 年 あに 米 巧な 的 S が 榮す るに 至つ たの も i といは ざる 
ft 得を い •アメリカに 於け る ユダヤ人の 巧 治 的 巧 カロ、 最早 や 牢固と して 巧くべからざる も 
のにな つて 來 たので わる •これが 第ー ホ 化 界大戰 勃 巧 直前の 狀 おで わつた • 

しかし ••か < も 大 をのが 巧く 驚の 流入は 流 おにが 大を アメリカの 領± をな てしても 問 巧 
化せざる & 得を かつた •先 の 生 巧みが とち ふこと が閒隘 とを つた。 そこで § な 化に が 
胜を 化へは じめ、 な 巧狀が やが 職までの 生活 保 括を 保の 巧を、 人頭 稅の 引上げな どが 巧 はれ 
誰 田 節 第】 ホ 世 ホ «爭 と 合 か 田の ュダヤ 入 ホ 五 


巧 =1 巧 を 巧 田 ュダヤ人の おち ホ Jr 
た •そしてを に 移民 お 限 法の がを を 見る におつ たもので ある • 大昭の 勃 獲は 一^^^の 流 A 
ft 切断した。 

-九 一四 年 巧 月 二十 八日、 ポ K ュ アの サラ ユボに 於て 七 ル ビヤの 1 巧 年が 放つた 巧 禪ょぃ 
巧に 化 お 巧を に 巧 火した (才 I ス トリ I 太 公 フ-ル デ ナン ド 夫妻を かおした プラン シッフと 
いふ この 巧 年は ユダヤ人で あつを) 〇闷年 十一 巧 、 n シ ヤの對 トルコ 宣 牌が 告 にょつ て. をの 
年のぅ ちに 殆どす ベての ョ I 0 ， パ 誌闽は 武器を 巧つ て 立ち上つ を。 十八 化 化な 來ョ ー n ， 
ハ諸强 囲の 巧 導 下に 巧诞 しを 世 巧 資本 モ義 、自由 ま 絵の 才 盾、 卽ち •各轉 巧に めける 巧货の 
お 立 お學 J 資本の 函 瞭的對 立、 理巧主 窝と現 巧 主義の 抗爭 は、 あにを の 化 巧 的 破綻を おおす 
るに 至つ たので ある •この 第】 み 化 巧巧爭 は、 資本ち 義の必 が 的を 物た る 階級 岡爭を 巧膀民 
巧 的 規模 にがてち 現す るの 結果を 來 しち この 巧 畢を巧 機と して 英佛米 等の 資本ま^^ おに 
おして 0 シ卞 にがけ る 巧が 者 巧 裁の 共を ま まの， 讯 現を 見、 世界は ここにを の お あの 强お 
に】 つの 線を 卸す るに 至つ たので ある •そして この 巧窜 は、 アメリカの ユダヤ人に とつても 
が】 つの エポ ブクを 巧す る もので あつた •アメリカ 〇 ユダヤ人は、 これにょ つて ホを のこ 巧 


巧 ユダヤ 民 巧の 指導を とを つたので わる。 アメリカ •ユダヤ人 はを 胺 としての A ダヤ 民族の 
唯一の 希望、 唯一の か濟 となつ たので ある。 巧 產主酱 とち 本 主義の 二股 かけての か ダト 人の 
奇 をを 活動 もじ こに 世界的 規模に までをを 顯は しはじめた。 

世界® 巧は ョ In 7 パの ユダ卞 民族に とつて は、 巧る 窓 味に 於て スペィンに めける 迫 かな 
來 最大の 破局で わつ た •何 おたら 時を の 最も 激烈で あつた ± 巧は ユダ卞 人の 最大のを 化 巧で 
わつ たからで ある •を こには* に 巧 百をから の ユダヤ人が 住^で ゐ セので わつ セ •彼等の 犬 
多 巧は 家 や ± 地を 失 ひ、 歡 巧の ものは 巧 人と して 巧 おに 立つ た。 

勿論 この 戰 巧ち 括の 巧 巧の 巧 巧と しても、 ユダヤ人は 他の 民族と 同樣 に. 巧は をれ なよ に 
、 考ぶ さるべき ものを 持つ ことは 明かで ある •何と をれば •ユダヤ人の 同 際 おと、 その 商 お 巧 
巧 的々 がモ篇 ホに これから 芽を ぇた ユダヤ 民巧特 ちの 「1^」 意绩 におく ユグヤ 巧 巧 そ祀の 
巧 巧は® 特 のな 義を もつ て わるから である •また この 巧を にょつ てョ I 。 ブ パの ユグヤ 人が 
完全に 巧が しまつた とい ふわけ ではない •この 巧爭 にょつ てお大 のが 巧と なつた ユダヤ人は 
*. 主として 中流 巧 巧 W 下の もので わつ た •大 ブル ジ •ア •ユ グヤ 人は 巧 巧み 巧の 中に 巧り、 ま 
W 内宙 巧】 ホせ ホ 戰 巧-^- 合 ♦田の ユダ卞 人 ホセ、 


き 鸟 々《一! ユダヤ人の 歴ち 《八 - 

た 交 巧み 囲の 商に か 在して 巧爭 から 襄大 のが 益を 巧 得した ので わる。 

大 R 前 十 年 •卽も 一 化 0111 年に ス年 スのバ J ゼル ( Basle ) にがて 巧 催された 化 巧 シオ ユス 
卜 を 気に がて、 ユダヤ 巧 まを 巧 投サん とする ユダ卞 人は、 化 巧 戰爭を 計 巧して 化 おのち 力 民 
族を 消 巧 せしめ、 特に ユダ卞 迫酱团 たる 巧玫 n シヤ 並に ユダヤの 勒敵 ドィツ 巧 围を娩 じせし 
めを けれ ぱ をらぬ とい ふ 巧 巧を 行つ たと 見られて わる (か 萬 これは 英 团のョ 10 7 パ大陣 を 
巧に 合 巧す る ものが わる ことは をれ て をら をい 巧で ある】 〇化界 にがけ るち 力を ユダヤ人が 巧 
巧找 爭に乘 じて ユダ卞 の 世界ち 配を を 巧 せんとを 国し、 を 治、 巧 巧、 义 化の あらゆる 面に が 
て その ホ 巧を をめ てわた ことは ななに 巧 < ない •實隐 にがて 巨大を る ユダヤ 阐際巧 本は、 各 
固に がける 新随® 信# 菜 S 支 おして 各！！ がの 封 立を 巧みに 使 巧 巧 用し、 巧 巧 や 巧 お 含 社を ち 
配し を 留の巧 府內に 巧 化を 占わる ユダヤ人 ホに フリ I •メ I ソンのを 貝に 巧 巧を 提供し、 
その お 闽ま的 お 巧に ょつ て、 巧 巧 お 苗に お大 をる 巧 お 品を 巧り 込んで 闭瞭 的な 長が を衍 した 
ので わる •この 巧爭 にょつ て 世 巧は 四千 ほ 囲のを を 消失し、 I モ 巧の 死な あを 出した が、 ユ 
ダヤ人のが巧はか<ともニモ巧网に巧したとさ へ云はれてわる。 へ ン リ ー • フ * 1ドりぉ^ 




たとい ふ。 

か論大 載に ょづて 和を を 獲得した のは 決して ひとり ユダヤ 民族の みでは ない •周 巧の やぅ 
にわが 日本 も アメリカ 合 衆 固と 共に、 當時涅 めて 有が を 地 化に 立つ て ホせ おの 巧 巧 降 呂を見 
るに 至つ たので あるが、 アメリカと 日本と では その 吸收 した 巧 益の 巧對 致に がて 比較に をら 
ぬを 異 がわつ たので める。 

アメリカ 合 衆 齒はョ 10 ， パ諸围 の® に應 ずる 最大の 供給を とを り、 又 3 1。 ， パ々 お 
諸閉の 海外 巧 場を を 巧して ま 曾 巧のを 棠界の 资廣を 巧し、 扱、 巧 お、 石油、 銅、 ホを 物を は 
じろ 紛窗 、自動車 整な' 映 ま 等の 企 お 方面に がても 「巧 お 第 こを 誇る に 至つ ちを おは 
か 論 異常な 好況を 示し •极 前には 世界に めける 大倩巧 囲の 一つで わつ た アメリカは、 悅爭お 
巧には 外 巧を 全な 皂扶 したの みならず 、巨額の 金を 交 巧 3 モの 他に 贷 付けて 逆にが 巧 一の 巧 
巧朗 となつ た •アメリカを お 資本の 世界 ま 配は 大巧 後の 著しい 現み であつ て、 巧 あを おの 中 
むは 〇ン ドンの ロン •ハ I ド 街を 離れて ュュ I ョ I クのゥ * •■ル 街に おつた とち ふこと が 出 巧 
» 巧®#】 ホ 世 巧 « を t 合 ♦田の ュダ卞 人 ホれ 


#1 二ち を ホ 困 ユダヤ人 0* ち モ〇 

る* 

しかし、 アメリカ のこの お大 をる 営の 集 巧は 巧して 誰の 手に がした ので わらぅ か •大 職に 
よる 合 衆 团のホ 曾 有の お 巧 的巧展 にも 巧らず、 アメリカ 巧を と大夕 巧の 团民 大衆とは 巧爭の 
末期 にがては 經 濟的資 巧に あぇいで わた •わの 沸 巧す る 大景氣 の 中に あつて、 む お 凶 かがは 
々しも 富裕に なつて ゐを いのみ か， むしろが 巧 的 危機に 陷 つて ゐ を* 1 九 一四 年に 九 六 セ、 
九 置 S ， 000 ドルだつた アメリカの 聞 償は •大巧 末期には 二 四、 0 六】、 00 0、 000 
ドル 卽ち 前を の 二十 五倍 拐に 巧 大して わる •アメリカ 固 民の 間にが ける をを の慰隔 はもつ と 
ましい。】 を充 年に 於て は 合衆国の 物質的を の 置 分の I 一な' 巧 民のぅ ち 僅か ニ パ， セント 
の ものが 巧 有して わた。 1 これ こそを 谣巧 能の アメリカに がける 金规 資本の 獨裁的 巧 化を 物語 
る ものであるが、 それは 『アメリカの 六十 家族』 の 著を フ TI ディナン ド •ランド バ I グ 

(Ferdinand 。己ま穿另) によれば (な〕， モルガン a P. Mor 君 口)、 0 ， クフ*! ラ I ご 香 n 0. 
巧 ock 窒 ろな 下の 挺 も 富めえ ハ 十 案 族に よつ てぶ 配され、 これに 次ぐ 九十を 巧に よつ て お 
持され* これを 中む として おに 十 巧 ドルな 上の 巧 巧 をれ する みを む I 二百 だ 十 某 巧が をが 瞄を 



巧 巧八郎 巧の 巧み 巧 『米 田*? 爭ち 巧の 解な」 (科# まを ェ巧か 版〕 が ある。 


じれら の大が 巧は 第ー ホ 世界 巧爭 にょつ て、 南 化 巧 爭な來 の 大巧 巧に 窓 まれ、 異常に だ大 
& が 潤を 巧收 したので ある。 ほんの】 二の 例を をげ る だけで も、 デュ •ポン 家 (DU Po 夏 こ 
のぞ 配す る デュ •ポン 商を は、】 化 二三 年末のを 產はセ 四、 八 一七、 八 二 六 ドルで わつ たも 
のが、 一义 一八 年には 1110 八、 八 四 六、 二 九 セ ドルと なり、 置 ヶ年閒 にの 十二 巧 點に巧 化し 
で わる •また モルガン 巧の ユ ナイ テ, ド •ステ I ッ .ス ティ ー ルの 資 巧は、 一九 1 巧 年に 一 - 
セ 六 お、 二 おと、 四 化 ニ ドルで あつた ものが、 一九 一八 年には 二、 置 セ ー、 六 ー セ、 一と だ 
ドルと をり、 セ 倍 巧 百な ドルな 上の 巧 化を 見せて わる •モルガン 商を のかき は 大巧 直前には 
ちュ ーョー ク 州の « 道 巧を に 失敗して 巧 巧のを 挣に當 面して わたので あるから、 悅爭 にょる 
化 话は巧 ど 巧を 的で わる 4 云へ るで わらぅ •かぅ したが 巧 集 巧の 例を をげ れぱ膀 限がない。 

巧】 ホ 世界 巧爭の 原因は 秩 々な 巧す るに しても、 か < の 巧き 口 •大 をが 盛た 巧が したお 大な 
» 巧 巧 巧】 ホせ 巧戰爭 i 合 ♦巧の ユダャ 入 セ】 


' さ 一章を 衆弓グ 卞人 eg た 七 一一 
商が、 が 巧の 無 おおを 吸 化を 目的と して ョ 10 ， パ大 « の お 巧に 力 》 •アメ U 力の 多 巧に 巧 
をを かけた ことは を 易に 巧知され ると ころで わる •それは また S 瞭 にがて 巧 巧 巧 表された 種 
をの 資 特によ つて 今日では 巧 かす ことの 出 ホめ 推 巧を 巧 へられて わる •な 上に よ. つても 化 お 
R 爭の 原因 や 大巧に よる 宜 大和 巧の 吸收 が、 巧して 單に绍 り ユダヤ人 のみに 餘 甘ら るべき も 
のでない ことは 巧 白で あるが、 しかもを は アメリカに 於け る ユダヤ人が この 辟爭 によつ て 巧 
得した 巧を —— 直接の の H 的 巧を のみでを く —— は 貪に 巧大な ものが あつを ので ある。 

ユダヤ人が この やぅに 巨大を 巧 固を 昭 化し 得る お 因の 主たる ものは •前に 級 返し 述ぺ たや 
ぅに、 ユダヤ 民 巧の 商業 的な が あに その 世界的み 巧、 卽ち 彼等の ち 力な 团巧的 同族 厮 係に 在 
るので わる •今 試みに その 具 括 的 一例を 示 サぱ 、 H ■! ョ I クの 世界的 大金が を社ク I ン. 
日 I ブ .エンド. カンパ ニ— ( Kf — roeb 巧 Co. ) がわる •このを 社は々 からが 半 世 化 前 
に、 ド イブ 巧 ユダヤ人 アブラハム •ク 1 ン (> す aham Kuhn ) 及ぴツ 0 モン •日-- ブ ( sol — 
630 n T‘oeb) と ロ シヤ巧 ユダヤ人 ゥ * ルフ (W010 によつ て 卸 立され たもので あるが こ 
れに人 化せる ド ィブ 系 ユダヤ人 ジ * 1 コブ •シ ，フ こた S で 5 •掌ブ 5) の活邱 によつ てを に 


巧 巧に 巧け る ユダヤを 巧の す 巧の 一つと なつた ものである。 シ ，フ はがを 者。— ブ のが テ レ 
サ ( Teresa ) と 結婚した が、 シ ，フの 娘フリ I ダ ( Frieda ) は ドイツの 乂 がむ 家た る マ， ク 
K •ゥ *1 •ハ ー グ (Max 2. Wai-b 弓 K ) の 兄弟 フ ''リブ クス •ゥ *1 バ I グ (F を be M . Wa - 
rburg ) だ 嫁して わる •さらに n I ブの 一三 女 卽ちシ ，フの 妻の 妹-一 I ナ (Nina I . Loeb ) は 
マ，クス •ゥ* 1 バ 1 グの兄であるボ，ル •ゥ* 1 バ 1 グ ( Paul M . warburR ) に嫁してわ 
る。 ポール •ゥ * 1 バ I グはク I ン • nj ブ を 社の ま 函人で あり、 を 米 準備が がの 削 立 おで 
あり、 ゥイ ルツ ン大が 巧の 目附 巧と して 合 萊聞大 な 省の 巧 おを 攀摧 して ゐ た。 世界 お 争 常時、 
シブ フが アメリカの 參 おを 遲延サ しめて ドイツを 摄助 する】 方、 直接 聯合 阀 側に 夕虽の 武器、 
苗藥 、を 巧 等を R 巧して 居が S 巧した の も、 かくの 如き 超国ぷ 的を 血族 關 係に 巧 ふところみ 
大 であつ たので ある。 かぅ した 团險的 ま 族 おがに 對 しては、 流石に 有力を 非 ユダヤ 的ァ メリ 
力が 网も 一巧を 稳せぞ るを 得を かつた。 化界戰 争を 契機と して モルガン、。， クフ* ラ I そ 
の 他の 7 メリ カ 巨人が 巧が、 ジ -1 コブ •シブ フ 、オ ブト I •力 I ン (030 田. 巧 ahn )、 ポ 
I ル •ゥ *1 •ハ I グ 等の ユダヤが 阳と巧 密を聯 おを 結び、 進んで おが 视 がに 入る に まつた の 
» 巧 面 巧】 ホせ ホ巧爭 i を ホ 田の ユダヤ人 七 云 


.き 三 さを 巧 国 ユダヤ人の 巧た モ巧 
も 巧して おなき ことでは ない • 

义戰の^^^£後に出現しを ユ ダヤ .パレスタイン^ナシ-ナル.* I ムや阐瞭聯盟の巧成等 
を 見ても、 交 巧證团 梓に 聯合 因 側に 於け る ユダヤ人の 巧 化が いかに 链 がな もので あつを かを 
かる ことが 出來る •この 二つの ものには •イギリス と共に アメリカの ユダヤ人が 巧に 深い 挪 
がを 持つ てね たので ある •しかも この 巧を によつ て、 ユダヤ人の 人口 数から 玄 つても また そ 
の 巧 巧 的を 巧 力から 云 つても、 世 巧 ユダヤ人の 巧 力は イギリスから アメリカ 合 衆 巧に なり、 
アメリカは 世 巧 第一の ユダヤ人 R 家と なつた ので ある •この 巧を を 通じて 諸 他の 巧に がける 
ユ ダ卞敎 力に も 巧ぶ り 大きな 務 動を 見る に 至つ た • 

第二 巧 アイリ々 •ユダヤ人の 大巧ち 獲 民な 巧善柴 

々巧の 勃强と 同時に そ メリ カ. ユダヤ人 巧に がて 第一の 問 超と をつ たことは、 巧 おの 火中 
にわる ョ — 0 プ パの ユダヤ 避稚 民を か 助す る ことで わつ た。 この おか 夕 菜は、 昭单 によつ て 
巧 巧 的に 巧 わて 打 W た 巧 化に わつ た アメリカの ユダヤ人 によつ て卜 •巧 賠に爲 しを 干られ た。 


いち 早く 巧 巧を 酱 けて アメリカへ 巧 ホした ユグヤ 人 や、 ョ In ， パの ユダヤ人と 俩 人むな 規 
々巧は 姻戚 曲 係に わる ユダヤ人が 多 かつた ために この わ 助 作 策は 巧に 熱 也に 巧 はれた。 シナ 
ゴ ー グを 中む とする 大會 がなん に 梓 たれ、 夕巧 のみ 助曲應 が組媒 され、 お 百 萬 ドルのを が お 
送され た •大巧 勃 お 後ー ニケ 巧の 一九 一四が 十月 一一 十四：：！ には、 すでに アイリ カ •ユダヤを 負 
會 (Am 马 icanjewbhnom ョミ ee' (な】 によつ て ユダヤ 軟巧を 貧を (Jewhh 巧 elief 〔0mm— 
ittee) が組搪 され、 团民的 規模に がける かか 運動が 企てられち をれ は ルイス •マ I シャル 
(Louh Mar をと) を 巧な ちとす る ユダヤ 巧な 革 お (Ref ミョ) の 人々 の 運動で ある。 同月、 
ユダヤ か 正が 派 (orthodox) によつ て 中央 お 巧を 貝を (C 呈 tral 巧 elief C 03 ョ ittee) が化概 
された •それに 引き 活 いて、 固を 話ち にして 社を 主義者た る メイ ヤー •ロンドン、 (客 ミ er 
尸 さき n) を お 巧を として 急進の 巧 かを 等に より 人民み 助を 貫を (people-s 巧 色 ミ Commi 下 
tee) が 組 揺され た •かかる 巧 向を 見ても、 在 アメリカ •ユダヤ人 ホに ユダヤ 避 雑 巧の 晒に 種 
a なる 分が や 階級 的兹異 がな 在して ゐ たこと が かられる。 この 他フ * リブ クス •ゥォ I バ J 
グの巧 導す る アメリカ •ユダヤ 说合拓 恰委. 員會 (>ョ を can Jewish 夕 i 呂 Di を ri ぎユ on 

» 巧 面 #】 ホ 化か 巧を i 合 ホ 田の ユ V ヤ人 セ 田 


#111 章 合 ホ田ユ V 卞人 0* た 七々 
committee ) をは じめ、 口， デ、 クラ プ 等に 至る 至で 巧 どず ぺて のち 巧を ユダヤ 闲麽 並に 诗 
w が活 巧した •说合 配恰を 員を は、 I 化 I 四— 11 四 年の 十ヶ 年間に 東が ョ I。 ， パの ユダヤ 
人 か 助の ため 五 モ九百 巧 ドルを 送つ て ゎる • 

(お) アイリ カ •ユダヤ々 員會 口】 九 〇 々年な 朱 田に 於で が 立* V れた〇 その 目的は 化 ホを 化に めけ 
るユダ •ヤ 人の な會 的、 をな 的な 植 利の 巧 » を 巧 ダ、 担を にょつて おる 巧 柄を 輕巧ナ るに ある _ 
，巧 口會 S 巧の 思 ホ ち なに ホべ るタ ロシヤ にかけ る ユダヤ人の ホた あつちを’ 貝 會 
- はみ 力を ホち ナる アメリカ ホ 化 方の 巧を ホ 並に 田 巧 的 ユダヤ 席画 «0 巧 巧者から 巧 巧され て 
& る。 その 事 菜は 犬 M におて W 巧 4 肚會敎 有の 二つで あると されて ゐ る。 一 化】 四 年の 巧 * 
氏 お 巧 事な にがては 、アイリ カ •ユダヤ R がを 貝 會の巧 巧の ま 巧な 巧みを お巧ナ るに まつた - 
1 化 一ニ ザ は、 アメ ，力 巧 民た る ユダヤ- < にお ナミ シヤ 政府 Q 塞 別 待 a に 反 おし、 アイ， 
々及 麻を のかして ホ— 供 わを W 巧せ しめる C とに 典つて 力が をつた 〇 それは また パリ ー ホな 
會議に ホち を涅リ 、ホな 條 約に めける ゆ數巧 巧の « 巧 巧 おの ゎめに 巧 力した。 つ -vallentine** 
Jewish 巧 nc ミ lopedia- 、 Londor 一-ち 38 •にょる 一 

* _ 

か 巧を をぷ 動は •アメリカに めける ユダヤ人 0 化阀對 なを 一 梓のに 按 かしてが WQ 巧 動に 


巧は しめた。。 シ卞系 ユダヤ人と ドイツ 巧 ユダヤ人 も活巧 的に 協力した 

换助巧 おに 活路した 主なる アメリカ •ユダヤ人は， 上記の かに ュュ I ョ I ゾ •ケヒ ラの 首 

- . 

巧 にして 化 巧を たる ユダヤを 郁ジ •ダ W レオン •マグネス (を良 MagnesX ち、 ジュ 
リアス • Br ゼン ワルド (Julius wosens をら、 ネ ー サン •ストラウス (Nathan Straus ) 

ジ *ln ブ •ン ブフ 、大使では ヘン r イ •モ I ゲン ソ ー (Henry MorRenthau ) や アブ ラ I 
ム • I •エルカス (Abram I . E 一臣 S ) 等ぎ 名な 人々 がわる •一 化 ー セ 年には 一千 萬 ドルの 基 
をが おめ られ たが、 そのぅち。 I ゼン ワルド ー人 だけで 百 巧 ドルを 寄贈して わる。 

(芭) » 1 ョ I ク •ケヒ ブ (New York Kehirrah 义は Kahar 】 ケヒ ブ とは 困な、 藥會 、巧理 

等を* 味ナる 《プ ブイ 巧で ある •ケヒ ラは ュダヤ人み 肢 巧に ホけ る ュダヤ 巧 巧の 特 巧む 巧 度 
巧 « であって、 自己 «巧植 を々 し 警巧行 皮、 « 生拥 巧、 巧 巧 巧 巧 巧を 自ら 巧る 〇 フランク リ 
ンのいはホる「困ゃ苗を作る」ュグヤ-<のせ級«がこれでる5*ケヒラは乂巧後も束巧3» 
n ，パ の&巧に巧をして*たが、 巧にパ 91や巧會»は*1ブ ンド、 ル》マュァにおしてじ 
れを R ® する ことを 旺 巧した •ニュ 1 S 1 クも 巧な であ 50 二 *13-1 ク •ケヒ ラロ、 アイ 
9 々•ュダヤ さ 《 ♦がを ァイリ カの ュダヤ人 担 織で あるのに おして、 まとして ュダ卞 人の* 
W 田 》-# 一夫 化 ホ*# とを ♦田© ュグ卞 人 セ + 



第 吉章合 ホ 田 ュダヤ 人の 度た セ、 

- I a 1 クや 々巧 皮 機 M とも 巧ら るべ ♦ものである • 

大巧 孰 巧 巧 巧 もな く、 アメリヵの 各 ユダヤ 困 度は I 巧して ユダヤ人 會窥 (A3 を呂 Jew- 
ish Co 己马注 S ) を お 巧し 基〕、 「すべての 固に がける ユダヤ 民を の 完全なる 睐 が」 を 主 おし、 

I 切の 反 ユダ卞 的を 律を 巧 化する とい ふ理 巧を 锅げ を。 この 理 巧を g 際 的 化 織に 移す につい 
ては 5 の 對ま至 をが、 結局 最も 民主的を 諸 曲度が 勢力を 得て、 I 化 こ ハ 年 言 一 壬 ハ 
日フ ，ラ デルフィ アで 义會組 巧を 具を が 巧 催せられ た。 その 結 巧、 ユダヤ人を 證の 出が 者は 
をアメ "力の ユダヤ人 G 强を ミつ て 決定す る ことと をつ ち ユダヤな おを が や 巧 正が ぁ、 
ホ 巧 巧な 曲歷 、自由ち ち 者、 畫 、僧侶、 シオ-； 卜 等の 晒に へ ゲモニ ふ爭巧 巧が 巧 はれ 
たおち 一九 ー セ 年の 六 巧に 至つ てが く 巧を が 行 はれち ユダ卞 人を 謝を 最も 熟む に 支持し 
たものは シオ- 1 K 卜 でを つち アメ "力 かがが シオ ニ ごに おして 非常を 巧 かを お へ たの も 
この 時代の ことで わる •理 おにょ つて 出席を は 決定した が、 恰も アメリヵが ョ I 。 ブ パの 乂 
なにを 戰 する ことと をつ たので、 を 話は 化 巧の 巧く 後まで 巧 巧され る ことにな つた。 

( C ) ァメ — 力** グヤ人 貧* 口 J 化】 七 年 圧 ホに 巧 立し、 B 巧は ヴ王ル サイ ュが巧 お K へを 进す 


る ユ ダ ド人巧巧をがぉナ ると い ふ 1 時的目的を持つ たじナざなか つ たが、 1 .??二0ザに巧 つ 
て巧久 的な 巧 巧と なつた 。その 目的は、 何* で t ユダヤ人の 柏 巧が々 がさ 4 た 巧を にこれ を 
巧 巧す る こと、 並に ユダヤ •ナシ •"ナル •ホ ー ムの資 あを 凹る にある。 この 會巧は 巧 巧の ユ 
•♦卞 ホ 巧な wffi のま 持す る シオニスト 围 にょつて か畫巧 おせしめられた ものである 〇 1 九】 
八 年の 化 巧 後、 ユダヤ人み 巧は パリ ー ホ 巧み おへを 目 W を お 巧した 〇 】 化 I ニニ 年、 间ザ 巧は 
ユダヤ 世 巧を 巧の 巧を をを 巧した が、 ホ 巧の ユグヤ 人は 一 おに それを 去 持し なかつた 〇 =1 己 
年に それは アメリカ •ユダ ヤホ貞 を ホに プ ナイ •プ g K (巧 nai .をユさ〕 とお 力して 随 がま 貝 
會の巧 卸を 行 ふに 巧つた。.、： Valle ミ ine ぶ Jew 方 h Encyclopedias ) 

プ 'ナイ •プリ X は ヘプ ブイ 巧の 「化を」 のをで ある。 これは 巧 ユダヤ •フ y1 •イ 1 ッン秘 
巧 おおた る 巧菌巧 巧で、 W 巧を 十一 管 巧に々 つて 巧る 〇プ ナイ •プ リスは 一八 四 |二 年ア メリ 
力で 抑 立され、 シカゴに 本部が ある 0 

アメリカ 巧府は ユダヤ 巧 巧 民の わ 助に 巧 巧の なな 助を 巧へ ち 大巧 勃 巧巧附 もな く、 パレ 
スタインに がける ユダヤ人の 巧 ど ホのは、 トル n 軍陈 のみに ょつ て その 地を ホち 退かねば な 
らを かつた •そのな アメリカの 跑巧が それら 避 錐 房を ア レキ サンド リヤへ 速んだ。 一九 一 だ 
年、 パレスタインの ユダヤ人が 飢餓に がして ゐ るとの 巧 道が あつたと き、 巧び 合が 曲の だ 巧 
# 四 »»】 ホ 世 ホ 巧 争と を ♦田の ユダヤ人 モ乂 


纪 II 妄 合み 图 ュダヤ人の おお A0 
お 『ヴ T ルカン」 は、 化百顿 のを 綺と 二人の アメリカ •シオニストを おせて 敕 助に 赴いた， 

一 化 ー セを には、 ユダヤ 哲師 をの 一巧が アメリカから パレスタインへ 破 遺されを。 巧 去谨々 
の 巧 巧に よつ て、 合 衆 固巧務 省は アメリカ •シえ ニ スト 西 郁 會に對 しで、 巧 許 状と をの 衡争 
たる I ■ダビデの お」 (MORSDavid) とを 與へ ちそれ はこの 度師 をを アメリカ ホ 十を 社と 同 
毎の 巧 位に 置く もので わつた。 

巧 111 巧 アイリ カの 夕 货とア / U 々•ユダヤ人 

一 か 一六 年 十二ち 一十 日、 ゥイルソン 大統領は 巧 巧 諸菌の 代表を を巧聘 して， 「巧 掌 お 結の 

な 件に 願して を 自の巧 恃の見 巧を 閱陳」 させた •を 見は 一致し なかつ を。 當 時化 巧は 巧 ど 巧 

盾に をら を かつた ので ある。 巧 巧 話 囲は アメリカを 味方に 引き入れよ ぅとして あらゆる 巧 力 

ft なみた。 アメリカ 囲內 にも 平和 論と 多 巧 論、 ドイツ 派と お 合 因が との お 立が あつた •ユダ 

- - 

ヤ人 のこれに おする 應 度は 勿論の ことで あるが、 寅 本 ま 窝を おの アメリカに とつても. 闻巧 
のみを はまと して お 巧め 科を によつ てち むさ 化た。 アメリカに とつて ji ' 朽前 中を ホに がけ 


る ドイツ 商品の 進出に あしても、 ドイツが そ 田 隔が戰 の 巧ず 阁と をる ことは 明かで ホつ た 
また 任 巧 逆 商の 扔を 庭つ てね た海留 イギリス も アメリカの 強力を がすで わつ た。 この 巧が 手 
は 一面に がて 戰を によつ て アメリカ 物 寅の 大 顧ぎ ともき てゐ ち-^ かし、 何とち つても 巧 
を 因は 狸. 巧、 伊 等の 同盟 围を 包菌し アメリカとの 交通を 遮断す るに 至つ たので、 アメリカ 
のの 巧は が ホ晚 富に おしての み お出でれ るに 至つ ち 縣な齒 側に おする ア メリぶ 巧の 巧 
大 はが 合坦の 巧が におす る アメリカの 期待を 決を 的な ものにした。 し 力し を 巧には 道 梅 〇 を 
〇宙 が必 巧で わつ た •それは、 ドイツ お 水 K の デス ご— 卜な 活動に よつ て 巧へ をち 
一九 一六 年 一二 弓 一十 晋’ イギリス のぞ 祐 「サゼ ，クス」 が ドイツ 潜水 巧に よつ て 無 奮 
R 化さた 多な のア メリ 又が 巧 f 受けち 一 化 一と 年 二月 一至 ハ ロには、 同じく イ T 
K の 巧 柏 「ラ コニ こが 巧 化せられた •をた は 八 人の アメリカ"^ が乘 瓶して わた 一需 
後には 话 固へ 向 ミ 歸抗ま 一一 曼ミメ "為髮 # 化を ち 合 ホ团忆 於け る 反 巧 お 巧は 
巧 弱に 逢」 た •かくて 同年 胃 音、 大統領 《イ ルツ ン は、 「合 巧 困と ドイツ 巧曼府 との 巧 
には 駐 掌が おがな 巧す る」 とのを 音を 巧した ので わる， 

巧 巧な 第】 ホ 世 ホ •争と を ♦田の ユダヤ人 ク- 


巧 I ニタ 合 ホ 曲 ュダヤ 人の K た 八 こ 
アメリカ 最大 巧の が 脚 モルガンせ び。， クフ t ラ I が •巧 巧の 當 かから 斯合國 側を 支持し 
てわた ことは 著 あを 夕度 であるが. アメリカを 巧の 度 前には、 すでに ユダヤ人を まむ ア メリ 
力が 隅は 殆ど すべてを 戦に ょる 和 因 收巧您 がを 完了して わた。 彼等 及び そみ 代が おは あら ゆ 
る 後蝴を 利用して 反留 熱を 巧り 立てた •ユダヤ人 のま おする アメリカの 耕 柳が をのを めに 巧 
じた 巧 割は 恃 をに なする ものが ある •大巧 勤 敍な巧 もな く、 モルガ y を 化 巧と する アク リカ 
をが 資本が ゥイルソン 大統領を して 聯を囲 公巧發 巧を 許可せ しめる や、 モルガン 商を はおが 
な 巧 五 お ドルを 巧 巧す る银巧 シン ディケ ー トの中 也と をつ たが、 この 公 巧に おする 個人 提大 
巧お荐の中にはユダヤけ脚オブト！ • 力》ンのをが見られる。 

合 萊國の 多 巧と これに 對 する アメリカ •ユダヤ人 のな 巧 一につ いては、- をに ホの 二つの 點を 
巧 概して 置く 必 巧が ある •をれ は パレスタインの 建 齒と巧 巧。 シヤ のが 壊で ある， 

イギリスの 首 巧 0 イド •デ ■—ジ が、 パレスタインに ユダヤ 团 家を な活 甘し める ことを 代 
巧と して、 化 巧 シオニスト-の 領袖 ワイツマン 巧± を 逆 じて がな 卸に おする ユダヤ 入の 巧 巧を 
得た ことは おがを ホ 巧で わる。 大 段の 巧 巧に がて、 ドイツみ 府が パレス々 イン 阿留に つ レて 


シオニストに 支持を 與 へる 可能 おがが 在した とき、 中々 田た る アメリカの ユダヤ人は をん に 
ドイツ 側に 巧き かけた もので わるが、 ドイツが 聯合 軍の 宽 圍に陷 るに 及んで、 ユダヤ人の ド 
イツに 對 する この 希望は 消散した 。残された 道は 職を 囲に 化存 する ことで あつた。 一义 11 H ハ 

年 二月 七日 附 『。ン ドン •ジ •ゥ イブ シ 。•ク n ニクル J ( London ザ wish chlonide ) にお 巧 

♦ 

されを 大風 當 時の イギリス 巧 府宣俾 部を ユダ卞 人 ナン ド マンの 手紙には ホの やうな 一節 がれ 
る。 『アメリカ 大統領を 動かして 世界 戰爭 に參 化せし める には、 ユダ卞 •シオニストに パレ 
スタインの 復活を 約束して その 協力を 得る ことが 唯一のを であつ た。 アメリカに めける シオ 
* ストは、 その 使 ホのを 行に 巧 巧して アメリカを 參巧サ しめた」。 な 上 一巧の 巧沒は 英米 外交 
のな 後に 在る 世 巧 シオ ュ ストの 巧げ なる 統一的 活動を 說 巧し 盡 して 餘 斑がない。 

、みに n シヤ 革を について 述べょう •巧 政 n シヤの ユダヤ人 寒别 待遇に おする アメリカ . n 
ダ卞 人の 反 お 運動が、 米 巧 通商 i のな 棄を 巧す 巧 因と なつた ことは 巧述の 通りで わる •义 
巧の 當巧 アメリカの A ダヤ 人が 親锅 的を 巧 向を 持つ た 理由の 中には、 n シ ヤに對 する がな 曲 
化の さう した 反な が 混入され てわた ことは 巧 かで ある，。 シヤ おを にょつ てツ 7 I リズムが 
第 四 B 誰】 ホせ ホ 度 巧と を 衆 田の ュダ卞 人 八 一二 


gill 章. 合 - I ダ卞 人の «た 八 巧 
# 巧し、 曰 シ卞が 巧を 西の 阵 をからが 脫 したために 、ユダヤ人の 巧を 阐 におす るち 持の 巧 向 
が强 化した •アメリカ 合 衆 因の 货を团 倒への 化盟夕 巧は， 苑 ど。 シヤの 巧脫 とんれ 代へ に 巧 

はれた。 卽 ち、。 シ卞を かは 一九 一七 年 一一 一巧に 教 巧して ケレン スキ 彼 も ユダヤ人 であ 

ると 云 ふ 人が あるが 明瞭で をい —— ク革か 胺巧府 が 出現した が、 その S 巧 月の 巧 日に アメ — 
力の 對獨宜 巧が おを された ので ある，- 

「アメリカの ユダ卞 人は わの 中で、 ロ シヤが 長い間 ユダヤ人に 對 して 强 制して ゐた 苦い 巧の 
巧を。 シヤ自 きが 嘗める ことを 深く 望んで わたので わる」 と、 『ユダヤ人 アメリカに 來 る』 の 
共ぎ 着た る 二人の ユダヤ人は 害いで わる •か 論、。 シヤの 共 產主猜 を おに 教 する ユダヤ人の 
沒 助は 》 この やぅに 單 なる 巧 復な琼 からのみ 爲 されを のでは ない •をれ はが 放を をみ る 中 巧‘ 
お産 ユダヤ人の 一つの 理な 主を の 現 はれで も あつたし、 また ユダヤを 顆ぞ 本の 他 民 巧からの 
和 巧 化 奪の 手段で も わつ わ •ユダヤが 阳が ポル シ ••ヴ ィズムを 巧 用す る ことには、 磐 巧 巧 
本との 世界 制 巧 巧に がけるな 治的槐 巧と しての な 巧が 含まれて わる •それは 试巧巧 本 まを 向 
掌の 巧 おに 巧む 巧 も おを 悲で 瓦つ 大規 巧な なおの 一つで わる， 


n シ卞 をを 寅を の 帝 驳を部 かが アメ 9 力の ユダヤを お 巧 本家から $讯 されて 石る 巧 巧に つ 
いては、 一九 I 九 年の 巧め アメリカ 陸 お 巧報渾 からな ホフ ランス 病を 巧務嘗 にず 交された 移 
なが 明確に 装を して わる •(巧を W 安を 氏 巧 『時 巧が 巧 力の お」 反な 》 巧 刊 參昭) 

それにょ ると、 〇シ卞 巧を が 巧 おされつ ヴ ホつ たことは 一 化 一巧 年 二月に かられて ゐ セが、 
この 革み ま 巧の ためにみ の 化き 人物 やを 社が 巧 がして ゐた •卽ち ユダヤ人 ジ *1 コブ. シブ 
ジ ，ガブ ダン^ イム (を ぉ 否 heim) ， マ 7 クス •ブライ トゥン グ 及び ク I ン •口 1 ブ を 社で あ 
るが、 このを 社の 幹部は ジ 》 ln ブ •シ ，フ、 フ-リ ，クス. ウ* —バ ー グ 、オ ブトー •力 
I ン 、モルティマ ー •シ ，フ (Mortimer schifo 、 ジ - nl ム -H •ハ I ハウ ア J 等であつた • 
I 九 ー セ 年の.！ シヤ 革を に ユダヤ 入が tiSgQ 巧 巧、 ほ 勤を がつ たことは 疑ふ餘 地が をい。 
A 除に がて、 ジ * I コブ. シ 7 フ は。 シヤ をを が 自己の が 的 捜 助に ょつ て 完成され たこと を 
同年 四 巧に 公表して わる • 、 - 
一九 ー セ 年を、 ジ *1 コブ •シ ，フは ユダヤ人 ブ J 日ン シュタイン (又の名 卜日 ツキ I ) 

わ 寅 金を 提供して n シ卞 革を 法 動を 組 巧せ しめた •ニュ ー ョ I クの ユダヤ 日刊な 『フ ♦アウ 
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餐 II 妾を ホ 田 IV 卞 人の 歷史 矣 
* I ド』 も 寄附 金を 提出した •マ， クス •ゥ *1 バ I グは スト， ク ホルムを 巧 じて 同 徐に卜 
ロ ツキー に賈 をを 供 拾した。 ユダヤ人 ボル シ- •ヴ ィキと ユダヤ 富を とのこの 結を には、 おに 
生ダ卞 •シン ディケ J 卜のゥ - K トフ リアン •レナン、 スト ブク ホルムの ニイ 巧 巧の 才 
レ I フ •アブ シ 。ベルクな ぴジヴ イ日フ スキ ー 等の ユダヤ人が 寅を 提供を として かは つて わ 
る •ジヴ * ロフ スキ I の あは トロ ツキ I の 妻で ある。 

一九】 セ 年 十月 ツヴ - 1 卜が n シヤ 人の 上に 巧 力を お 立した とを 多 巧の ユダヤ人が 馆 化を 
占めた •彼等は すべて n シヤ 式の 巧 名を 用 ゐてゐ た (店)。 當時ユ ダ 卞人ポ I ル •ゥ * I バ I 
グ はを 衆 困內の ボル シ ■ヴ ィキと 密接を 描 おを 持つ てゐ た。 

ユダヤ 法 巧 ジュダ K •マグネは ジ - I コブ. シ ，フの 親しい 友で シオニストで わり、 アメ 
リヵ 最 巧の ボル シ； ゥィ キ甜お 「人民のを 話」 の 組織を で わる •一九 一八 年 十 巧 二十四日、 
彼は ニュ I ョ ー クの アメリヵ •ユダヤ人 會讀の 巧 上で 自 みが ボル シ：ゥ ィキと 8 な 厮巧& 
持つ て わる ことを 公表した。 彼は 贫 をを シブ フ から 受け、 シ ，フと 協力して ユダヤ人の ケヒ 
ラを が按 し、 シオニスト 谢 なび ユダ 卞巧 S 6 巧 〇 軒 巧と をつ て 石る •巧で も ユダヤけ 巧と ユダ 


卞 •プ 。レ タリアー ト との 密接を 骑 おを 巧る ことが 出來る • 

を時勃资しをドイツの社を革をは ユダヤ人。 1ザ • ルクセ ンブルグが指遵し、 义ユダヤ人 
ハ ーゼは闻瞭ボル シ ■ヴィキ逐動の主おなる巧導をの 】 人とをつてゐた。 ドイツ革をも。 シ 
ヤ革 おと 同 樣に夕 巧の ユダヤ人が 指導して わる， 

クーン .口 I ブを 社は ドイツ 巧 ユダヤ人の シン ディケ Jh たる ゥ - K トフ 7 リアン. レナ 
ン 、パリ ー の 1 グ ヤ商會 たる ラ ザ I ル 兄弟 商を なび ぺ テル グラ I ド、 おな、 パリ I にめ ける 
グン K ブル グ商 會と斯 巧を 持つ て 居り、 更に 上記を がをは n ン ドン、 二。 I ョ I ク、 フラン 
ク フルトに 於け る スパイ エル 巧を 並に スト， ク ホルムの ユイが 巧と 密接を 厮 がを 持つ てゐ る。 

.これらの 巧から して ボル シ •'ヴ ィズムの 通 動は ユダヤ人の 通 助の 一 表現で わり、 一を のユダ 
ヤ铅 行が な 巧 動の 組 煤 化に 曲がして わる ことが 明かで ある。 

(芭〕 n シヤ 革を のま 巧を たる ユダヤ 系な 人 あは その 數が语 めて 多い し、 本 > には C れを枯 じ 列 巧 
するな 巧 もれい のでを 巧 ナる〇 ホ？ i をは 長 巧 川 巧の 巧な、 又は R • コ ソ モス 用 巧、 巧 祖男雄 
巧 B 『スタ ー リン 巧みの ユダヤ人」 夕 巧0吕38- =Jcde 扫里ま e" S な 穿 5 をを 照。 
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第一 I 赛合お 的 ユダヤ人の 度史 八 八 
アメリカの 參 巧と 巧に アメリカの 無を、 中を ユダヤ人 はが々 と 軍隊の 召集に 巧 じた。 犬 職 
中、 巧 ど 二十 萬を くの ユダヤ人が 合 衆 团軍际 に 勤 巧して ゐ たと 云 はれる •そのうち 闲 十八 パ 
1 セントは 玲兵 にお 入され、 信が 隊 にも 多 巧の ユダヤ人が ゐた •一巧 人 ばかりは ±官 で、 そ 
のうち 約モ あは おを ±官 であつ た。 一 一千 八 百 巧な 上の ユグヤ 軍人が 巧 死し、 化を 一 萬 人が 資 
なした， 

巧 後の ユダヤ人に ついて 云へ ば、 すでに 述べた 人々 の 化に を ほ ホの やうな 萬を な ものが わ 
つた。 卽ろ 大联中 殆ど 大级 みを ニュ I ョ J ク 財務官の 地 化に 巧り 瓦つ お 巧な 巧 郁の 息子で 
'あつた パ I ナ， ド -M . バル I ナ (田 q 旨 rd M.Barcch) は 戰時產 楽 巧の 長を であつ た •彼 
はお 巧 品の 生產 について 合聚团 のを 產 がに 對 して 掠 後 的を 德 力を 持つ てゐた •バル— ナ はお 
時 まを 局と その をに 彼 度び ユダヤ 时 巧と 瞄係〇 巧い ゥ ♦ J ル 街の ま拓 を、 を戚 •ホ’ 第ち 
本みとをの化理人を化入サしめた《 その中にはユダヤ人ジ - JUTK • 。1ゼンヮルドも巧 
つてむ る •バル I チは 年に 百 傍 ドルのを 化 巧を を お 巧した ので、 巧 巧 彼の やり方は 下院の グ 
ラい ム軍 寬產ホ 巧 巧を 巧を にょつ てな 巧され’ をの 提ち バルー チは を# 店 分に 附サ られた • 


しかし 彼は 寶原卜 大巧 頑 ウイルソンの わの 腕で あつを ので あつて， 平 巧を 巧で もつ ねに ウイ 
ル ソンの 身を にゐ をので ある •イギリス 首相 ロイド •デ *1 ジ は巧豁 巧を がり* ユダヤ 人工 
ドウィ ン . モ ンタ1ギ ュ にこれがお導を委巧したが、 モ ンタ1ギ H はアメリカのバ1ナ1ド. 
バル I ナに對 して 多量の 巧 需品を 茜义 して ゐる 。彼のな 在が アメリカ •ユダヤ人 特に ユグヤ 
が 問の 和 得に 貢がす ると ころ 甚大で あつた ことは 云 ふまで もない • - 
また阐民防*を讀の諮問1|^セ名のメンバ ー中111名は ユダヤ人である。 それはせのバ 1ナ 
I ド •ハル I チ、 アメリカ 巧 街 おを々 長 サミュエル. ゴム パ I ス ( samu 么 Gompersw 及び 化 ホ 
适大の 巧 信販 巧 商を' ン I アズ • 0 I パ 7 ク を 祉 々を ジ。 I リアス •》 I ゼン ワルド (ちご 居 
WOS 空 ミと さで ある。 オイ ダン •メイ ヤ I ( EugsMeyer ) は戳 時が 源路材 化を の 職な で、 
をに その 組合 長に なつた •ハ I ヴ， I ド 大學の あ授フ * リ ，クス •フラン クフ ルタ 1( 『た ix 
『 rank さ r ミ) は隆 海軍省の 生を 级門 並に 应單 大臣の 恃別 扶助 着と して 洁随 しち おは 更に 
瞄お なの 特別 扶助 者と して 巧 街 者 間の 商 争を 調 巧し を •マンニ I •ストラウス (Manny st- 
『田 居) は 较時脖 ホ 切手を 考案し、 ハ I バ I 卜 •ウ ♦ル フ (田 erbert Wo 一更は 巧 時が おな 除 
第 巧 節 誰】 ホ 化 ホ « 争と を ホ 巧の ユダヤ人 八 九 







第一 節 シオニズム 

巧 I 巧 シオ II ズ么 のを 況 

を 露ょり 闭 家の 滅 ことな 巧との お史を お返し、 n i マ 大巧 团 にょるが 脑鬟 をに ニモ 年 
の 永き にわた つて 亡团 流浪の民と 化し 去つ た ユダヤ 民族は、 諸 巧の 時化と 図と にがて 迫蒂と 
抗争の おおを 巧け、 自民 巧のを まを 巧め 巧の 夢を お ふ A 髮的 民族と 化する に 至つ た。 

シオ ニズ A は、 當 初は 異图の 地に 在つ て 生活の 巧 全を 巧め る ユダヤ人の お 望で わつ た •す 
でに 生活の 巧 全と 保窗 とを 獲た ユダヤ人に とつて は、 をれ は ユグヤ 民族の 結合と 文化と おお 
との シム ボルと をつ た •パレスタィンの 聖地 シオン 山に 對 する 憤憬と をとは、 一つの 扯 巧の 
をを として ユゾ卞 人の 精神の 级痛斯 となつ たので わる， 

々日 パレスタィンに ユダヤ 壬 凶を 巧 建し、 化 巧 諸 田家を 轉 没が 亡せ しめて ユダヤの 化 巧が 

\ 

保】 面 シ ♦ _1 ズム 化 己 


#囚章 アィ 9 々•ユダヤ人と パレス* ィン 两 » 化 巧 

巧を ち 現せん とする シオニストの 陰謀は、 果して どの 程度まで が 現* で わり、 どの 程 巧まで . 
が ユダヤ人 のぞで あるかを 明 おに 親を する ことは 困 巧で ある •現宙 の 可能と 萝 とを 混同す る 
のは、 を 敎的人 曲が 巧々 にして 陪る 錯誤で ある •この おれるな 信が 育な の 巧を 稱 りて 白 ホに 
巧が するとを、 世 巧の 巧 かは 巧る ベを 混 化に おれられ るので わる •白 己の お 魔 的な 神通力を 
巧 信し、 これを お 巧に な 巧す る ことにょ つて、 円 己の 力を 現 寅な 上に 巧め る ことは 可能で わ- 
る •これは を も a き 的な 巧 信で あると 巧に、 また 最も お 巧され た 精が 的 膜な ともをり 得る も 
ので ある T 】 犬な をげ えて 萬 犬 寅を 巧 ふ」 とい ふことは、 この種の む 巧 的 謀な のを 犬の 巧 あ 
サ わると 云は なければ ならめ •シオ ュズム の 巧 力の あ 信は、 その 過み が 巧と 同 巧に 巧が しを 
けれ ぱ ならめ。 

か 論、 祭を 一を を 巧 巧す る ユダヤ人 にあつ ては、 をな を 單に宗 なと して その ホをから 切り 
# して 見る ことは 出 巧を い •その お 味 にがては、 シオニズムの ながは 高が 巧 的な ユダヤ 裝巧 
拓莱や 金 お 資本の 巧 寅的理 巧と 巧密 なが 巧を 持つ て わる • 

巧 化 シオニズムの 巧 袖は、 十 化 化を の 巧 お モーゼ K •ヘス (MOSCS ils ろと ッ ••デ* •ヒ 


心シュ • カリ， シ ♦ 1 (zedi 占 irsch 巧 alischer ) とに よつ で與 へられた。 プロ シヤ のをを 寒で 
わつた へ スはプ ロ シ卞巧がによつてお巧されてパリ！ へじを’した。 被は、 ユダヤ人はパ レ ス 
タイン へ<01386するなかにが放も涅立も萬み得をいと說いた。 カリ ， シ *1はパ レスタイン植 
民の ために ユダヤ 巧 會の投 立を 强围 し、 そのために w 合 イスラエル 大 をは パレスタインの ジ 
卞 ブ フ， ( Jaf な) の 巧 巧に ユダ卞 度み 巧を ななした •しかし 右の 巧 人は その 巧 動が 充 みなる 
な 巧を をげ ない うちに じくな つた •十八 化 化に がける B I 。 ， パ S のぞ ホ 的を®^ が一* 
動ち ユダヤ人の 理 巧と 巧な に 油を そを いち 特にが 巧 的を 主の 薑 的が 益に おする ドイッ、 
イ タリ I の 田 民 巧な の 巧 巧は、 31 口， パを 大回 によつ てな 化 化阳抑 おされつ づけて ゐた少 
巧 お 民 巧に 大きな 巧 望を 巧へ た。 ユグ卞 人のう ち 特に 巧 巧な 巧な 上の み 巧、 大巧 等に ホんで 
わた 靑年 巧は、 さう した 苗 民な 政の 巧 巧に よつ て 魅惑せ しめられた •彼等は ユダヤ人 0 古い 
g 巧め 生活 巧 ホの 巧 巧を 痛感した •彼等は 當時 巧し <巧 つた 反 セム ま おによ つて 巧 おされ、 
をの ためによ 〇强 固な 巧な め 莫 巧の 上に ユダヤ人の 生 巧を 巧 巧し ようとち へ、 その 地を パレ 
タタ インに 巧め たので わる？ 

♦1 B シ ズ -4 化 五 


> 因 車 アイリ カ •一ー ダ卞人 4 パレス* イン 町* 九 ホ 
一八 八 一年の n ン卞 にがけ る 揉 度の 反 セム 进 巧は、 シオ ーー ズム におして 巧し い剌 巧を 巧へ 
た •。シ 卞 にがけ るユ ダ卞两 民主 まの 第一 人を で わつた ペレ， ブ •スモ I レンス キン (Perez 
Smol 留 skin ) は、 他 民 巧に 同化す る ことは H ダ卞モ をの 目的と をつ ては ならぬ、 ユダヤ人は 
一定の ホ 化、 言語、 生活な まを 持つ 民族で わり、 これを 巧く までが 持し をくて はならぬ、 と 
ち 言した •スモ I レン、 キンの このを へは オ デ， サの巧 巧 レオ •ピン K カ ー( Leopinsker 〕 に 
よつ て 發展サ しめられ、】 八 八 一一 年に 曲 版され た 彼のぎ 香 『自己が 巧 J ( aut - Eidpation ) 
にがて 思 巧 化された •彼は ユグ卞 .ナシ •ナル. ホ I ムの 建設 こそ ユダヤ人 問 超の 解か ガと 
結論した ので わる。 彼は また 後に、 巧 巧 パレスタイン •ユダヤ 移民の 大部分を 占 かた 「シオ 
ン の 巧 ま 」 (Lover of ziou ) 活動の 巧 巧者と なつた T シオンの 愛を」 は。 シヤの 若い シオ ーー 
スト 連に よつ て 作られた 會 のをで ある。 

巧 巧の シえュ スト 送は、 反 セム 主 茜の 巧 巧と 同化の 否定と によつ て その 信を を 固めた •を 
が ユダヤ人の 晒には T モ I ゼの倍 仰を 持つ ゲルマン 人」 の 生 巧を する ものが 多 かつた が、 シ 
オニス ト径 はこれ を W て 姑 も不自 がを 快 情な 現を と 巧 做した •さぅ した 同化を をへの 最も 化 


% 


巧 的な み析 は、 へ ブライ 巧 學をア ハ ド •ハ アム (拿 口むな WW3) の 著 著に 見られる 彼は 同 
化 者を 音 由 Q 壬围亿 がける S」 巧と 巧した。 彼に ょれば、 巧 31。 ， パ 0 上流 ユダヤ人 
は內面 的が 隸 たる ことの 代但 として 外見 上の が 巧を 貢つ たので ある •ピン スヵ J や ハ アム 等 
は、 巧部ョ ， 口 ，パ にめける巧巧の シオ ユ スト巧動に對するイン スピ レ J シ ■ ンとなつたの 
で わろ を ほ、 當 時の 〇シヤ にを る トルストイ やナ n , ド ユキの 急進 篡愛 若い ユダヤ 
人 逢の シオ ニズ i 動に 拍車を かけた ことは 旣に 述べた 通りで わる。 

な 上述べ 來 つた 諸 择 の 原因が は 思想 お 動§ ちご マ タインに ナシ •ナル •ホ， ムを持 
つと いふ シオニスト のな 動は をに 巧 段 的 & 段階に 到達す るに 至つ ちそれ はいは ゆる ビル ゥ 
巧 動で わつ て、 大を 生の グル I プが單 純を る巧究 からが け 化して、 自ら パレスタイン にがけ 
る ユダ卞 お 民 地の 巧が まとを つたので わる。 

(巧〕 ピ ルゥ (留 1C) とは 《ブライ 巧の 受 ベ 賢 ミ •富 C U 口 elchp の 巧 おでを つて、 その 意 巧は 「ヤ 

3 プの ミに ぅ JCHOCS を J§ ヴ-ー ミ ぷ §•) とい ふこと である • 

一八 八】 年の n シヤ にがけ るポグ P ムの 直後、 ピル ゥ巧 動は 念 速に 巧展 し、 東部*" 1 口， 

> 1 B シ ♦ A ズム た t 
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-カ ニダ 卞入 4 パレス f イン 巧 s 


パの ユダ卞 人は アメリカ と共に パレスタインへ も乂 をに 移住した •一八 八 一一 年、 を 巧の ビル 
ウの一 困が パレスタインへ 到着した •常時 パレスタインの 人口は 巧 一三 十 瓦 巧で、 をの 大が分 
は アラ ビヤ 人み 民と アブ ビヤ 人 逆 巧 民と で わつ た •ユダヤ人は 一一 一巧 人 化し かわを かつた。 ビ 
ルウ 巧 巧は 渐み 束な ョ 10 ， パ 各 巧に 巧が り、 パレスタイン へのを 住を 見た が、 巧 お 地での 
なお 的 度 巧に よる そのを 巧は 西雞 であつ た •フランスの n K チ* イ ルド 巧 巧は これらち お 著 
にを して 夕大の お 巧 6 巧へ た。 「シオンの 愛を」 もな 助の 手 ft 差し 巧べ ちか < て 一八 八 化 年 
には、 パレス ダイン K 11 十二の ユダヤ人 セツ ル メント を 持つ に まつた • 

しかし、 シオ ュズ A 巧 巧は、 正 離には 一八 义セ 年、 ハン ガリ I 巧 ユダヤ人 テオ ド I ル •へ 
ルツ ル 巧 ± (Theodora Herzl ) によつ てン オュス •卜 面が 曲 立され た 時に はじまる とい ふこと 
が 出 ホる。 ヘルツルは 一八 化 巧年モ のま 『ユダヤ人 田 ま J ハち den を a ぉ) にがて、 ユダヤ人は 
A ダ卞 田み S 建 おし 得る ± 巧へ 集菌 的に を 化しを くて はなら め、 その ± 巧は ユダヤ人 自身の 
ものでなくて は をら め、 と 主 おした •彼 も ホ、 パレスタイン こそ •そのを 巧 的、 おを 的を 巧 
から 一石つ て ユダヤ人の 拍民 巧と して、 他の 如何なる i 地よりも 巧は しいと 述べた •彼に よれ 


ば、 シオニズムは 反 セム ま 溝の 巧 時忙對 する ユダヤ人の ほ 巧で あつた。 

ヘルツルは 特に 束な ョ ， n ， パに 《ける ユダ 卞受雞 をに 巧む e 持つ ちご ダ ヤ人巧 ま』 度 
び ■それに ホいで 曲 おされた 彼の ま 香 『古く 新しを ± 地』 (を g 空昏 さは、 ユダヤ人 大衆の む 
に 巧い 巧 巧を 巧へ た •ヘル ブルの 傾 巧は 「を 治 的 シオ ユズ A」 であると いはれ て わる •巧い 
シオ n ズムと ヘルツルの ネオ •シオ ニズ A との 主たる 相違は、 パレスタイン-に がける ユダ 卞 
植民に ついて 政治的 考 巧を 巧 するとい ふ ヘルツルの 昂胆で わる •ユダヤ人は その 植民地に め 
て 巧 治 的 巧 力を 巧 得しを けれ ぱ をら め、 窜が をる パレスタイン お 住は ユダヤ人の ホ活 のを-全 
& 永久に お 泣し 得ない、 とい ふの が 彼の 信念で あつた。 

攻治的 シオ ユズム は、 巧 ホの ユダヤ人 によつ て 認められた。】 八 化 セ 年、 卽ち 『ユ グヤ人 
因を J 出 おの 密 年に、 ヘル' ソルは を 世界の ユダヤ人 代 まを プ ラ* ■グに 巧 集して 第一 回 シオン 
會證を 巧 化した •この 會活 によつ て、 シオニスト 巧 動の 目的は ホの やぅに 巧 ま 化された， 
「シオ-ー ズ A ち d ダヤ 民族の ために 巧 お 法に よつ て保窗 される パレスタイン •ホ 1ム6 が 
をす るた めに 巧 力す る もので わる •會 巧は この 目的を 連 巧す るた わに ホの 化を 手段を をな す 

» 一節 シ * - I ズム ブ化 


策 巧夕 7 イ 9 力 •ユ V ヤ入 t パレ K タイン 岡 « 100 

る* 

一、 ユ V クャ度 民な び 產業巧 巧を の パレスタイン お 民の ための 適が をる 諸方 巧の 促を • 

二、 各国の 法律に 卽 巧しつつ、 を 地方 的 或は 团瞭 的に 適當 なるお 脯 をな てす るを ユグ卞 民 
巧の 紀織 度び おを。 . / 

一三、 d ダヤ國 民麽巧 ホに 願わの 育巧强 化。 

四、 シオニズムの 目的 透 成の たろ 必要と認められる ところでは. 玫治的 同な を 巧 得する 
ためにず る 託 替の巧 お 手段」 、 

この 沿領 にょつ て、 古代に めて 消が しを ユダヤ 闽 をに 代る 新しい ユダ卞 •ナシ •ナル. ホ 
1 ムの 傾を が お 立した ので ある。 

因に、 ユダヤの 世界的 陰謀の 書と してち をな 『シオンの プ〇卜 n 1 ル』 は、 この 第一 圆シ 
才 一ー ストを 薄に 巧て 決を された シオニズムの 巧 巧 あ 巧の 納領 であると 云 はれて ゐる •或は こ 
の シオンを 讀に隨 伴して 巧 催される のを 例と する 純 ユダ卞 •フリ I .メ I ソンの 世 巧の 巧密 
ち社ブ ナイ •ブ 9 スの會 巧で 採 W された ものである とも 云 はれて わるが 明かで を レ •プ 。卜 


コ I ルの 筆者に ついても、 巧は ワイツマンと； だ ひ、 がは アハト •ハ I ムと云 はれで & るが， 
これ も 確を 的では ない •但し プ 。トコ ー ルの 内容は、 ユダヤの 聖典 『タル ム ー ド』 その他に 
巧 合すれば， 疑 ひもな く ユグヤ 的 性 巧を 盛つ たもので ある •(な) 

(だ】 こ eK について 口、 が 著 『な 问を觀 へのを 向』 巧々 巧が 二 巧 「ナナス 民な ま 萬と ユダヤ人 巧 
B 」 及ぴ » を 北山 巧 『化 ホの 巧 巧 J (政篇 寄を 刊) 巧 一二 邱 「シォンの をを 巧」 巧 六が 、 C 
「シォンの！！ お 書の 巧な、 傳 »、 R 巧」 をを お。 

巧 一回 シオンを 活當 時の 世 巧 シオニズム 組减 はが セを 八 千 人の メンバ I をち して ゐ たが、 

一 化 OE 年には 二十 巧 人となり 一を にょれ ぱ最 盛時には 立卜苗 人に 達した とい ふ 乂 

« 直前の 一九二 三年には 十ー ニ 巧 人に お下して わる， 

シオニズムの 巧 動は、 すでに 述べた やぅに、 を 巧は 極めて 理 巧主鞋 的、 お 神 的を もので あ 
つたが、 その後 イギリス、。 シ卞 、トルコ 等に めて、 をの 巧 動が 幾夕の 現* 的 困が に逛 あし 
て 巧 巧し、 を* に 現 寅 的、 貪な 的を ものに 巧 化して 來 たので ある •巧を とい ふことは シオン 
田の 最巧〇 大巧 留 とを つた •一 化 一一 年の 第 十 巧 シオンを a にがては、 パレスタインに めけ 
誰 】 c シ ♦ a < -4 】 〇 】 


第 田 章 アイ，々 •ユ V 卞 人と パレスタイン 巧芭 一 〇二 

る お 巧 李 巧の R 用を シオニストを 金から ち 巧す る ことを 決 請した •第 十一 一回 大 をでは、 ナャ 
イ A . ヴ イツ マン 巧 ± (ohaim Weizm き n ) は、 エルサレムに ヘプ リュウ 大學を 創 鼓す る进 
お S 提出した が、 その 巧 それは 巧 勘 的な ち 持を 巧 へられる に 至つ た • 

巧 一み 世 巧 巧 争の 勃爱は シオ 《ズ A 巧 巧を を 干 巧 巧さ^ たが、 これは おおのな の I つの 巧 
をに す ざを かつをの である- 

第二 巧 アタリ々 にかけ る シオ II ズム 

> 

巧？ — n ， パを 舅へ 流れ 入つ たる 巧の ユダ 卞お舊 の 中には ジオンの 巧 含に g 
する 若干 S シヤ巧 ユダヤな 交つ てゐ ちす で こ 八九霉 たは、 合 衆 田に も 「シオン 
の涅 を」 Q グル 1 プ 5 致 おな をて ゎた S 、 それは ま》 な 5 管 お 巧ず る畫に はおらを 
かヴ ちが te おお 巧の 巧 力は なされた が 失敗に おつた ので ゎろ 

アメリカに がける ユダヤ •ナシ ■ナ y ズ A の 巧 巧は、 1 八 化 巧 年の ヘルツル 讶± の 『ユダ 
卞人闲 家』 〇刊む U 來の ことで ある •そ 0 頃から 化 P 著 延み嗟 〇 ユダヤち 族 主 あに 蜗 する ま 


魯や新 節 記事 等が ホ々 に 現 はれて、 アメリカに 於げ る ユダ 卞团 ミち 费の意 轟が を 速に 巧 まつ 
て來 たので ある。 バ I ゼルで 巧 催された 第】 圓 シオン 會 薄の 後し ばらく しで、 アメリカの 指 巧 
的を シオニスト 十 巧 名は ニュ ー ョ I ク にを 合して、 「アメリカ •シオニスト 巧 etieration 
を American Zionis な) を 組 無した •それらの 人々 は、 ユダヤ 法師 ス テフ* ン •エス •ワイ 
ズ (Stephen S. wise)、 グスタ 1 フ -ゴ ブトハ イ ル 巧± (Gustav Gotth^) あびを の モリ 
•.チ* I 卜 •ゴ ，ト ハイル 用 ± sidla るを tth 鱼) —— な 上 一二 名は ユダヤ あ改 を 派の お 導まで 

わつ た 、 みに ハーマン • 。1ゼンタ，ル (Herman Rossthal)、 バ ー ナ ， ド • ド ラ ブ ナ 

マ ン (Bernard Drachman)、 ケイ* エ ，チ，サラゾーン (K. IL sarasolln)、 アダム • 口 
1 ゼン バ ー グ (Adam Rosenberw)、 デ ビブ ド •リカ イツ (David Likaitz)、 アイ •ディ*- • 
モリソン (I.D' sor 『を 〇 己)、 ア ブナー •タン ネン バウ ム (.A 昏 er Tannenbaum)、 マ ダク 
K •レイ ジン (Max Raisin)、 エス •シト ，ファ， (s. Schaffer) 等で わつ た。 この 威を の 
巧な な ホ、 每年 引き 巧いて シオ 三 ストの 例を が 巧 かれる やぅに なつた。 

アメリカ •シオニストの ユダ卞 巧を を 鼓 通 動に 對 して、 ユ ダ卞敢 改革が の 多くの 指 巧 おな 

か】 巧シ ♦ニ ズム 】0 云 
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び ュグャ 法師の 大部を が 反を した。 彼等に ょれ ぱ 、シオ ュズム は 巧い 世界的な 巧 かとん おの 
領域に わたる ィスラ ユルの 使命を、 巧瞄な 政治め、 巧 民 的 領域へ 巧ぢ哥 める もので ィス ラエ 
ルの 「な 官」 にを ふ もので あり、 をつ それは、 み 固に めて お 寄され つつ ホ^ ュダ卞 人を、 を 
ホ 非 同化 的な か 固 人と 看做される 結 まに 陷れ 、その 迫 香の 度を 增大 する に 至る だら ぅとい ふ 
ので あつ セ •シオニズムに 對 する さう した 反 おはを々 な 方を で績 けられた が、 結局 それは 失 
おに 終つ たので ある。 

シオニズムの 宣 なを 助長す るた めに、 二 づの定 巧 刊行物が 巧刊 された •一つは お 語の 月刊 
巧を 『マ， カ ボウ J(Maccabeau) で、々 一つは イ I ディ， シ* •語 (な〕 の 巧刊は 『イ ディ， 


シ 》 の 吾！！ (日 as Yiddische 『〇 ぞ) がそれ であろ 


(巧〕 ィーデ < ブ シ 》 巧 ( sddisch ) は 《 ブ ラィ»4化困巧とのおホしたす巧であつ て、 元ホは ス 
ブ ダを 田に 巧 はれた ユダヤ 系 ドイツ お ( J 己 deo - Ger 日 an ) をな 巧す る。 


アメリカの シオニズムは、 バルナ モアの ハリ I •フリ I デン ワルド 博 ± (苗. 『『3^ ， コミ 1 
swaul ) と二 '' 13 —クのルィス .，プスキ， ( rsiK で口田す】 との巧導下に 二 つ 〇巧しレ 


出 巧を 持つ た •この 二つの お 掠は 巧々 巧 段して 巧 巧と をり、 をれ をせ 巧と して 巧に 巧し いな 
巧の グル— プ がが 生した。 おを 主瘡 諸の グル ー プは 「民衆 シオン」 ( PSP すだ 03) を 結 ホし' 
赶 正な がの シオニスト 等は 「ミ ブラ I チ」 (Mizrac 昆) とい ふ® 技を お綻 した •巧 巧は 巧に 「ハ 
ダ 7 シュ」 (Hadda を) とがす る 巧 人 支部を 持つ て わる T シオンの 巧 巧の 子等」 (Theorder 
So 君 of Zio 口) の 結社は、 保險と 同跑厮 係の シオニズム お 巧を 結集した ものである。 「巧 年 
ユダヤ」 (YonR Jud 径) は靑年 シオニストの 世 おを する 巧 指で わる •また 「大學 聯合 シオ-一. 
スト 应 を」 (The 百 terc 空を にす Zionist >ssocia 江 oa) は、 綜合 犬を 並に 單巧 大巧の 单生 
代を の 化® である •その他 種々 の 巧 おや グル I プ がな 在した が、 ここには】々 巧 がをおげ な 
ぃ • 

第ー ホ 世界 度 争の 巧沒 と、 巧爭 にょる ョ I 。 ， パに がける シオニストの 巧 勧の がな にょつ 
で* アメリカの シオ n ストは 世界 シオニスト なおの 指 巧を となり、 シオニズム のち 巧を る ホ 
望と をつ た。 1 に 巧した 巧を シオ ニ ズ_ム 巧 動の 巧な おとしての アメリカ .ユダヤ人の 化 化 
は、 「一 化 シオニスト 問坦屈 時を 貝#」 (The provisio 口 色 00 mmittee す r Gener をピ onist 

# 一® シ ♦二 V ム 】 0 五 


HB 章 アィ— * • ユ V ヤ人& パレス タィ y 两 B 一 〇 六 

Affair ろの 鼓 置に ょつ て 1 R 强化 古ら れた •このな 巧は シ ■'メリ ア .レ I ヴィン ( schma - 
ryw rev を) の 指導の 下に、 アメリカに がける シオ ュ スト 活動の ま 巧 とを つわもの であ 

ろ - 

一九 一四 年の 大駐の 勃 巧は、 ひとり 31。 ， パの シオ ニズ A ぶ 動の み をらず、 また ア メリ 
力に がける シオニズム 巧 動に も 随碍と 巧 巧を W す 原因と をつ たので あるが、 アメリカ をが 巧 
にがて 有力を 地 化を 占めて わた ユダヤ人 特に ルィス •デム ビ ，ツ .ブラン デ ィス (Louis 
口き bi な Brandei との 活 巧は、 この 巧 難を 時代に わつ て 巧く まで 執 おに シオニズム 巧 巧を み 
けホてて行つたのである《 ブランディスは 一乂ー ニ年の大が巧透擧巧になつて、 ウ，ド。1. 
ウイルソン ( woo を 0W Wilson ) &ホ 持し、 ウイルソンが 大が領 になる やその 巧 年 直ちに 挽 
事な をの 地 化を 巧 へられた •彼が シオ ュズ ムに厮 むを 持ちは. じめ たのは】 义 1 0 年な 巧の こ 
とで ある • は 單にア カ デミ， クを历 むを 持つ てゐ たにす ぎを かつた 0 であるが、 世を 巧 
爭 にょつ て シオニズムの 危 巧が ホる や 突が にち 化して 資巧进 動に 裕つ たので ある •彼は】 が 
シオ-ー スト 巧 酉な 時 お 巧を 貝を のを 負に 涯 ばれ、 をた 大巧 唐理を 負を のを 岛 長に なつた •こ 



の 二つの 化 括は、 アメリカ •シオニストに 朋 する 抵時 諸巧留 をな 狸-する ために 闽 おされた も 
ので わる， 


かくて ブラン デ ィスは、 アメリカ 合ホ团 にがけ る シオ _ ー ズム巧 動の 巧 巧 的な 立 巧 巧の 一人 
とを つたので わる •彼の 支配的 巧 化は、 一九 一 巧 年の 化 巧から】 九 二 一年の 六 巧まで、 殆ど 
セケ 年 もの 阳巧 いた •その 間に アメリカの シオ ニプム は、 巧界 シオニズム 巧 動の 最も ま大を 
巧 まとを つたの _ であ &。 ブラン デ ィスは 一九 一巧を 十月に 合萊田 大を院 の判夕 になつ てな 來、 
專ら シオ ュズム 巧 動に 巧 おし、 アメリカ •シオ ュズム の あらゆる 巧 力を 集結が 合した •この 
活動を 巧 じて 各を シオニスト 巧 おの » と メンバ I とは 莫 しく 增 大した。 

一九 ー セ 年には、 シオニストな 動は アメリカ •ユダヤ人の 閒に めける 巧 薄 的な 動 別と なつ 
ち 一九 一九 年の 宣 頃には、 み 巧 シオニスト 田 於の メンバ 1 はな 計一网 九、 0 ニニ 人に 達し 
た- 

第 1 ■シ ズム 10 七 
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藥曰章 ア >9 々•ユダヤ人と パレス ダイン 問 巧 一 0 八 

第一 一節 バル フォア 宣-言 

第-巧 バレス タイ A 田宙 

ユダヤ人の パレスタイン 植民の 最 巧の 巧 ヶ年閒 、當時 パレスタイン をが 治して ゐた トル a 

巧府は 比ち 的 寛大で 巧には 友證 的で さへ あつたが、 ユダャ 移民の 巧が 增大 する につれ て’ コン 

スタン チノ J プル 當 局は ホ 第に 巧 巧を 始めた。 _ 一八 化 〇牢 には。 シヤ 、ル I マュア 、才 I ス 

トリ I 諸 田からの ユダヤ人の パレスタイン 移 巧を 疑 止す る ま 律が 巧が された •また それら 諸 
一- - . 

田の 公民へ パレスタインの ± 地を 巧讓 する こと も 巧 止された • 一 

しかし トル n の 巧 治. 钱 W の おさと、 巧 おを なて 巧が つた 植民の ために、 ちの 凝 化み々 は ホ 
をに S 巧され なかつ た •ユダヤ人は 「一時的な 訪問」 とい ふを 目で 引き 讶き パレスタインに 
移を した • S 房大及 おには， パレスタイン へを 化しょぅと 野ム ユダ 卞 人は， を まやを 荣 をを 


むに か 要 拿 段 さへ おして 坛 れち进 でも 思 ふま まに 移 化する ことが 出 巧た o であろ 

1 1 ニニが ゥ f I ンで閒 他され た 第一 回 シオニストを 绩 は、 ユダヤ 植氏 地に 曲す る おむ 的 
な 目論見を きち それから 六ヶ 月の 巧に 華 人の ユダヤ人 がご スタインへ 移 巧した 一 
八 一 完年忆 は ご； イン 在 凄 ユダ I 口は 懂三 萬 二 千 ばかりに すぎを つたが 一/ 
八 0 年には 三 萬季、 ISO 是はセ 萬、 大巧 當 初には 八 萬 お 千 乃至 十な 人に 需 してね 
たとい はれろ モミち 半 巧は； サぃ A に 住み、； こ AQ を 笑 夕數を 占めて むた 
ので ある。 一九 一四 年の はじめには’ パレスタインに めける ユダヤ人の 巧 寅は、 それな がの 
巧 何なる 時 巧ょりも 大 をな 金 窝に淫 する 見込で あつた • 

かかる ちがを § の 矢先へ 世 霧 爭が勃 覆した ので あろ 

ご スタイン— 戰場 Q 5 として？ 込ん 5 一々 世界 馨 は、 § にめ ける ユダヤ人 
の 活動を 停止 ホし め 植民の 發展を 巧を 狙 害した •のみ をらず 多 巧の ユダヤ人は パレスタイン 
を 退 ませねば ならを かつた •がらざる ものは トルコの 公民と をつ て巧爭 のを 巧を ち 巧し なけ 
れ ばなら を かつた •化 ふるに 巧爭が 巧した 化趙 とを 巧は パレスタイン 人口の 死 こ 率を 著しく 

第二 面 バルフ* ァ宜言 一 0 化 


第 円 章 r 々ニグ 卞人 4 パレ K * ィ y 問 B こ 0 
巧め た •さぅ した 理由の ために、 パレスタインの ユダ卞 人口は I 九 一八 年 I 月の 化 巧の 時に 
は 巧 前の 半な にな 试 した •かくて パレスタイン • d ダ卞 •ナシ •ナル •ホ— ムは 又しても 勘 
巧の 危 巧に 陷 つたので わる •それは A ダヤ皮 巧の 世界 ま S のためにが ホ R 爭を誤 巧 せんとし 
た ユダヤ人に とつて は、 自ら 巧つ たち 巧の 前に 立つ たやぅ を もので あつた。 しかし、 夕货ユ 
ダヤ 人の 巧な にも 巧らず、 否 その 民 巧同跑 の* 牲の 上に、 ち 人の 化き ユダヤ 团 おを お 資本は 
_ を 々その 巧 力を* 巧增 大して 行つ たので わろ この お爭を 超越した 巧を の 凹 お 的な 力ち 乂 
戦を 巧 じて パレスタインのょり 强 固を 巧-おの ためにを々 とその 巧！！ を 進めた ので わつ た • 
トル n が抵爭 にを 化する と 巧 ど 同時に、 チ* イム. ヴ イツ マンは 大巧 帝 面の 保護の 下に パ 
レス タイン. ユダ卞 •ナシ •ナル •ホ I A をを 鼓す ベを ことを 提唱した。 彼は 一九 一 脚 毕十巧 
にア I サ I* ジ - lAK •バルフ* ア曲 (Arthur James Balfour) と# 見した。 をれ から 
11 年を の-九 一巧 年 十 巧、 シオニストの 指導者 達は イギリスを 府 におして 公式に、 「パレ スタ 
インの 巧 巧 巧と シオ ユ スト 達® にょる ユダヤ人の パレスタインへの 巧な おのた めの 網 巧」 を 
巧 出した。 この 31 がの モ脏 おは T パレスタインに めける 别瞄の ユダヤ 巧 巧む 东 を」 と 「パレ 


スタインに 居 化する ユダヤ人の ための 特許 貪 おの 設立」 であつ た •バルフ* ァ 巧と リィ ツマ 
ン との 巧 渉は 可 ホり をい もので あつて* バルフ* ア巧 自身が 「一 化 〇 六 年頃 ワイツマン 巧 ± 
と 巧を したと き、 化は すでに パレスタインが 1 ダヤ 人の 巧 丈と して 巧 巧 せらるべき もの ザと 
信ずる に まつち」 と述 はを もらして ゐる •彼は また、 ポ I ランドの シオニストで ワイツマン 
と战に活巧しを ナ ヒ • 1 ム • ソ コ ロ フ陆± (2をごョ Sokolova とも 親巧を持ち、 j' ヒ 》 I 
A • y 。 n フの|^|^^ 『シオ ーーズムのおお』 にず文を書いてわる， 一 

シナ ニ スト 函とイ T ス玫 巧との 巧の 交 巧は 引を f 巧 はれち； ー セ 年 セ 巧、 シォ ュ 
スト 代表ち は、 パレスタイン にを する 宜昔 ずる 公文 寄を イギリス 政府に 提出した •そ 
れ は’ パレスタインを ユダヤ 民 巧の ナシ ■ナル •ホ I ム として 設め 、互つ パレスタインの 巧 
植民 及び 経 巧 的 巧 おのた わに ユグ卞 の 同 民 § 民 巧 同 お 合を お 置す る ことを 婪 ました もので 
ある. イギリス 巧府巧 局は、 これにを して 别の义 香で あ ホを 送つ た •それ こそ 後に 「バルフ 
* ア す 言」 (Balfour Declaration) として なられる に 至つ たもの のを おとを つた もので ホる • 
イギリスは バルフ* アを 言を 巧す るに ついて 貪 お 的、 巧が 的な 目的を 持つ てわた •その 一 
» 二® パ フ 宜言 ’ 一 こ 


u 


は、 イギリスが お 合 团のお 脚のを めに 化界の ユダヤ人 をが 用し、 その 巧 巧を 得ん とした こと 
であり、 次に、 もう 一つは マン チ-スタ I のオ ，エン •カレ， デ 化 巧 か 巧であつた チャイム 
ワイツマン 巧 ± が イギリス のために 巧爭 用の 强 巧を？！^ を舜 明した ことに 對 する 報酬を な 
巧す る もので あつた •しかし 更にもう】 つ をれ てなら め ことは、 巧 巧に めける パレス ダイン 
をの ものに 對 する イギリスの 巧 巧で わる •パレスタインは スエズ 巧 巧に 接し これを 防縮す ベ 
を 前 おおとして、 巧 巧 中 おにが ける 單根據 地と して、 インド 巧び 東洋への 空陸 巧 巧の 裝 
巧と して、 また 今 H の イラクから 石油を 巧 中 海岸へ をる を 油を のお點 として、 巧め てを 大な 
なおを 持つ て わる。 大巧 前に ドイツは いは ゆる 111 B 巧 道に ょク て、 バルカンから トルコ 巧 ル 
アジアに を 出せん をして、 イギリス、。 シ卞 のが 力と 封 立した ゐ たので ホる •イギリスが 大 
思を 巧と して、 トルコ 領 から ドイツを 巧逐 して 自ら パレスタインを 占 煩し、 巧 後 バルカンに 
巧 ル 田を 鼓け て ドイツと 巧 東との 巧に 巧を 作つ たのは、 さう した パレスタインの 棄袋 性から 
に 他なら ない ので ある。 

一九 ー セ 年 十】 巧 二：：！ —— そ 〇 とを パレスタインは イギリス 里 探が ち 的して 石を —— イギ 



，ス巧 かが シオニストの-巧 f 又れ たを. な 時 外相の 地 化に あつた バルフ* ァ闽 はり ス チ* 

イ ルド 巧に 宛てて ホの やぅに 著き をつ てね る。 

「親愛なる。 ス チャイルド 牌 

陛下の お府 Q セめ 忆脚£ し、 ホ 0 こと &御 通信 串 上げる ことは 奎忆と 〇 養 か 化と 
すると ころであります •卽 ち、 內 陌に捉 出され 承認され た ユダヤ：； ユス ふが 望に 同 
巧す るみの 宣言が をれ であります。 

『摩 下の 政が は、 5 ヤ 民族 0 ために ご X タインに ナシ •ナル •ホ， ムを建 鼓す る こと 
に 同意し、 その 目的 達 巧を 巧 かする ために 展 きの 巧 力を 盡 すで あらぅ これにつ いては 
現ち レス タインに 在住す る 非 ユダヤを 公民 谋並 にを が 的 巧 和 及び 他が に 於て ユダヤ 
人が きちして わるを 治 的 巧 化を 侵菩 する が 如を ことのな いことは 明ろ て ある』 \ 

ちの 宣言 ミオ ニ スト 協を に 御が か 下さら ば 幸甚に なじまて 巧み 

ア I サ ー •ジ *1 ムス •バルフ* 了」 

フラン K、 イタ" 1、 妄 はこ 0 喜と シオニスト 問題 忆對 する イギ 9 ス巧府 ® 霞に 巧 

#11 苗 ご フ * ァ宜 a 一一 云 


» 旧章 アイ 9 力 •ユダヤ人 i パレスタイン 二 » • 
巧を を 巧した。 アジアに がける 巧巧团 寒と しての 日本が、 その 光祥 ある 巧 闻の巧 神と おた 的 
巧が とに ょつ て* 巧 か 皮 お 巧の 巧 故の ために おち、 たおた ざるを 得な かつた ことは ち ふ 4 
でもない ことで ある •日本は ユダヤめ エゴイズム や 唯物主義に 對 しては 巧く まで も抗爭 する 
ものであるが、 この ことは ユダ卞 民族を 紹 なし 地上から 巧 おし 去る とい ふこと とは 自ら 別® 
の 巧 おで ある。 

アメリヵ 合 ホ 凶は トルコに おする 巧を が おには 這 入つ てね をかつた ので、 この 宜 言に 封し 
て 公 ホの ホ お & 巧へ る ぺを地 化には 立つて ゐ をかつた •しかし ゥイルソン ホが 街は、 一九 一 
八 年 八ち 一二 十一 日附で A ダ卞 法師 ス テフ- ン •ユス .ワイズへ 宛てた 手紙の 中で、 「パレ スタ 
インに がける ユダヤ 民 巧ナシ •ナル. ホ— ム のを おに おする 大 ブリテンの 巧 助に 脚し、 イギ 
y スを府 に 巧つ て バルフ* ア 巧が なした 宣言な 來合采 21 度び 瞄合 凶に がける シオ ュ スト 逆 動 
がな したお ホ」 に 巧して 辛 直にが をの 意を を 巧して ゐる •それから お 四 年を の I 九 ニニ 年に 
—— 當 呼の 大巧 巧は ハ— デ* ング であつ たが —— 合聚 田の 上下 南院は T ユダ ヤ识 巧の ために 
パレスタィンに ナシ ■ナル •ホー ムを達 巧す る こと、 巧し こたは か S パレスタインに がける 


キリストを 巧 度び 他の すべての 非 ユダヤ人のを 民 權’京 巧 的 誰 巧が を 侮つ ける もので ない こ 
と、 あに パレスタインに めける 聖巧 ホに 巧 巧 的を 造の、 あが 等は 充分に 保 藻され る もので あ 
る ことは 明瞭で わる」 とい ふ 巧 巧を お 巧 一巧で 採 おした • 

第二 巧 バルブ ホア 室 含と ア / リカ •ユダヤ人 

パル フ *7 を 昔 ft # した イギリス 側の 意 面に ついては 前述した U 外にな は插 々の 巧が 巧 巧 
されて わる •化 巧 まの 中には、 バルフ* ア育哥 は D シヤに 巧け る ケレン スキ I 码め府 が 的 巧 
の^^に陷つてわたのを妨巧するためにを进巧せられたもので、 啸を固にとつてはケ レ ン ス 
キ ，巧府 ft な 持す る ことは 涅め てが 巧で わつ たと 載く をが わる •その 理由は、 成る イギリス 
の 巧 治を かちへ たやぅ に、 シオニスト にち 同す る 育 昔を 巧 すれば、 〇シ卞 にわる 巧 百 巧の ユ 
グ卞 人を 味方と して 動 おし つづ わる ケレン スキ*" のち 配を 推 持 ホし める ことが 化來 、がつ て 
をれは急おせるボル シ *ヴ <キ革々を防お卞る力とをるであらゥといムのであつた。 

今一つの 點は アメリカ 合 ホ 田に W する もので、 イギ 9 スが シオニスト におして お 巧を 巧へ 
バルフ ♦•ア 立 首 1 1 お 


第 四 さ アイ， 力 •ユダヤ人と パレスタイン 巧 田 ニ ホ 

れぱ アメリカの ユダヤ人は 斯合团 をち 持す るで あらう とい ふ忠 をが、 バルフ* アを 言の 前に 
アメリカから イギリスに 巧 へられた とい ふので ある。 これは われわれが 旣に をた やうに 華 巧 
を 物語つ でゐ るので あるが、 をれ な 上に なは アメリカの シオニストは バルフ* ア师 となめ 直 
按の巧 巧 さへ 持つ てゐ たので ある。 

一九 I セ 年のは じめ、 アメリカの シオニスト 巧 巧を で巧府 の® 化に 巧つた ルイス •プラン， 
デ イスは ワシントンに めて バルフ* ア 抑と# 見し、 「宣 哥」 について 巧な せを して ゐる •をれ 
わらな ヶ月 後に ち 言が 獲せられ る や 否や、 ブランディスは 直ちに 巧 あの 計を にないて 機械の 
やうに 正 巧を シオニスト 巧 動を 巧始 した •ユダヤ 志 お 巧团と 坦郁说 合が 納 織され、 巧 巧 巧を 
( Res す ration Fund ) の 某 おが 置かれた •一九 一八 年に ち來 るべき 平和を 薄に がて ユダヤ 
人が 巧 巧す ベを 巧 巧を 巧を する 目的を U て、 パレスタインの お 史的な 巧埼 'を 踏 調す る 調 ま 困 
がお掠されを。 同年六月、 ピ ， ッ バ 1グ にめける シ オ ニ ス ト の約合でホの如をが領が煤揮サ 
られ た。 

一、 われわれは パレスタインに がける 人稱 、か、 をはな 仰の 區别 をく， 巧を の ホに々 化 


的 平等の ために 巧言す る • 

二、 わたれは ご スタイン •ユダヤ •ナシ ■ナル •ホ 1ム に 於け る 推を 巧 等を 巧 巧す 
るた ろ 現を の雜 がを 正 當に考 巧しつつ、 パン スタイン のす •へて 心 自が雙 愛び 公 
惹を該 地 Q 全人 民が 所有」 臺」 菅 如を 攻？ 8 する。 

一气を 人ち にょつ て 巧ち されち 拓 される ずべ ての 蓋は、 巧 ちの 班 f 継 奪つ いて 充 
分の 機を が 保 苗 S れ 5 如襄 S 下 § f ら-5^ なけれ K をらぬ。 

四、 協同の 原理ち i 、 工業、 囊 及び 金喊 等の すべての 企棠化 焼に がて 宵 S 可能 

な 限り 採 巧され ねばならぬ。 - 
ち 設置 さを 薑 なる 公共 樹 曲の システムは、 警の すべての 部門と 等が とを なをし 
くな けれ ぱ をらない， 

ちの 襲は アメリヵの シオ-; 卜代 まち 等に ょつ て 一九 一 罢の 平和を 證へ通 ばれた そ 
れ はアメ "力 Q シオ ニ スト它1。：2 盛に 提沒 した ご スタイン— 碧の 陸のを 
巧と をつ たもので あろし かし 平和を 巧では この 供 煩は 巧 下された。 

itllB パルプ* r を 甘 こ 七 


第 巧 巧 アイリ カ •ユダヤ人と パレスタイン 间« 1 一 \ 

一九 一八 年は 平巧會 巧の が 化の 年で わつた •パレスタインは イギリス のず 中に 在つ た。 そ 
の イギリスは バルフ* ア宜 言に よつ て パレスタイン •ユダヤ 团 まの 巧 おを が 巧して ゐ たので 
わる •ユダヤ 民族 二 千年 のぞがず にも 寅 現し さぅ にお はれた の も 無理から ぬ ことで あつた。 

一 义 ~ 九 年 二ち 一十 セ扫 シオニスト 巧は パリ I 平 巧を 菌 のぅちの ぶる を 薄に めて、、 を 
に 作成した ステ ー トメ ント をち 出しを •その 巧を は大 括に がて ホの かくで わつ た。 

第1列な聞5^ハレスタインにおするユダ卞民巧のおお的巧がとパレスタインにユダヤ， 
ナシ •ナル •ホ I ムを巧 建す るの 巧 和を ホ 哉す る こと • 

想 二 《レス タインは H 瞭が盟 のを 在に より、 大 ブリテン によつ てが を せら ミを こ 
第一 三 ま 巧 巧を のな 件と して、 パレスタインは ユダヤ •ナシ ■ナル •ホ I ム のを 段を な 巧 

し 巧 笛に みて 自治 田 ま (an きす nio 泛 〔 ominsea き) が 巧 館な 政ち 巧ち 成 9 
麽に坦 く C と •但し ご K タイン S なする， ー ダて Q 市民 宙、 宗か夕 おは 絮路团 にが 
で ユダヤ人 がす 有して たる 巧 和 や 玫治的 巧 化を おつける ことを きを 明かに する こと • 

第 四 さ 巧が を まは パレスタイン なびが 巧の ユダヤ人を 巧を する を 进の 協力を 巧め る こと • 


第 £ 委巧巧 治を は パレスタインに がける すべでの 悟 傍に 致す るな 巧的崇 拜の完 をを る自 
由ち パレスタインの f の 商に を かや 巧が にょるを 民 的み み 成は 公民 描に 差 がをおけ ない 

とい ふ保證 とを 巧へ る こと • 、 

これらの 巧 ホが いかに 充を せしめられ たかまた せしめられな かつた かは、 今日に 至る まで 

大きを 巧留を 巧して わる •これにつ いては ホの 巧で も 巧れ る ことにする が、：^ にかく おの や 

うな シオ ニスい な 活動の 中で も アメリカの シオニストは 極めて 重を な 役 削を つとめた もので 

_ - 

わる® • / 

- j 化】 化 年の ミ 昼ち に、 大統領 ゥイルソンは アメリカ •ユダヤ 巧蔚 のを 貫 達に 勤して み 
の やうに 語つ た T ちかは、 わが アメリカ 巧 お 並に アメリカ 巧 民の 完 をなる 協力 一致に ょり、 

お 合 諸国が パレスタインに ユ グヤ团 をの 基 巧を 當る ことを 承 露 せしめる やう 巧 力され たいと 
の 要求を 受けた ので ある」 と •せのを 貫と いふのは^ ック 巧ず、 ユ^ヤ 法師 ワイゼ、 ルイス • 
マ 1 シ卡 ル、 パ 1 ナ I ド • 9 ナャ ー ド 等で ある， ， • 

•4 ■ 

巧 二 面 バルタ* ァ喜 . 二 化 



第 I 二 巧イ半 リスの バレス タイン 玫 まと 
アラ ビヤ、 ユダヤ 巧 民族の 毋立 

イギリスの パレスタイン 巧 巧は 巧く まで 謀 格 的で あつた。 パレスタインを めぐる イギリス 
の ユダヤ人 巧柔巧 巧は、 單に团 お ユダヤ人を 巧 方に 引 入れん とする ため ぱ かりで なく、 また 
巧 東 特に パレスタイン そのものを 目的と しで ゐた •巧の 目的のを めには パレ スタ イジに がけ 
る 化 民の 大部み を 占める アラ ビヤ 人の 巧を を もが 耍 をら しめた， 

バレス タインを めぐる アラ ピヤ 人と ユダヤ人 とのが 舊は 柱々 の おにめ てが をれ ない ものが 
あつた。 この お 立を 巧棄 する には 長い 口 時と 歴史の 目 党め とがぶ 畏 であり、 また 游夕 のが 巧 

が 必要で あつた •しかし 巧 巧巧爭 とい ふ 當厮の 必耍に 掘られた イギリス しかも 貪 本 ま 黄 

的 巧 巧 主義の イギリスに はさぅ した 餘 が も 誠を も 無かつた。 ここに イギリスの パレスタイン 
め 邪に めける お 本 的 矛盾が わり 巧な がわり、 アラ ビヤ K 巧と ユダヤ 民な との 化の 悲劇のを 大 
を 巧 巧が わつ たので わる。 


グ 


イギリスは 大巧 前ょり トルコと ドイツの 提 巧に 夕 乂の厢 むを 梓ち' これが 對巧 として トル 

n 玫府の お 制 下に おつた アラ ビヤ 人に おして その 謀が の樹 ずを 延ばした ので ある。 

一 化 ニニ 年、 當時 H デプト にわた イギリス 隨巧の キチ ナ I おちは、 メッカ 巧 ま セリフ •フ 

セ インの み 男 アブ ド* ブ ー ( Abdunah ) とを の 弟 フ * イザ ル (『eisal ibn Hussei 己) 巧 

人 共に トル n 巧 代巧院 のな貞 であつ わ —— と说 巧を 持ち、 大巧 直前の】 化 一四 年 七月 トル 3 

をが と アラ ビヤ 人と ひ阳に 生じた 化 巧を 搏と してを にめ 治 的を を 見を 行つ ち 巧 争の 勃强と 

同時に アブ ド* ラ I は、 キ ナナ I を 巧 じて か 合と をつ た イギリスのを 巧官 スト ルスから 父の 

フセインへ 宛てた 手 巧を 手 巧され たが、 それには 「イギリスは トルコ さ 巧の 手中に あるな ま 

巧が、 アラ ビヤ 人に 巧な せられる ことに 巧 巧を 持たな」 との 一巧が ホつ た •それから ーヶ月 

をには、 イギリスの 隨巧 大臣に なス てわた キ ナナ ー か フセイン におし 可、 トルコが ソギ y 

K のが 巧と なつた ので イギリスは アラ ビヤ 人に 動して 巧 助を 爲す ことが 出來 るとの 旨を をき 
. _ ' 

をつた •フセイン はこれ におして 沈 おして わたが、 イギリス 側の 朽 化に ょつて 一九 一 五 年 セ 

巧 十四日に ぎり イギリスを 府に公 巧の お 巧を 巧り T アデンを 除く】 切の アラ ビヤ 人 居 化 巧 巧 

_ が 二® パル： ア S 1 二 1 


誰 四 章 


- 々•ユダヤ人と バレス* イン 押 » 


にがけ る アラ ビヤ 人の 獨立 におし イギリスょり 承が 色み へられる こと」 をな 仲と して アラ. 
ピヤ 民 庚は イギ リタに# する であらぅ とを へた •イギリスは これに 勤し、 时年十 巧 二十 四 
日、 エ ^^プ ト な巧イちリ ス 离等巧務官サ ー • < ン リ ー . マ ク マ ホ I ン (窜 ミ弓イ 2口0ョザ 
げ on ) の 名に ょり T メル シナ、 アレ キサ ン ドレ， 夕 地方 ホに ダマスカス、 ホムス、 アレ ブポ、 

い マを あ 方の 西に 化する シリ ヤの级 みは、 純 アラ ビヤ 人 地 巧と ち ひ 巧き を U て 提案の 範圍ょ 
りを く」 との お 正を 附 して 大 おお 了 巧 「アラビ^ 人の 巧 立を ホ嚴、 す、 る W おあり」 との 
言質を 巧へ ちかくて フセインは をに 一九ニ ハ 年 ス巧卜 こに 巧いて 卸ち、 四ヶ がに わたつ 
で お 脚を 化が したので ある • 

しかるに イギリスは 右の 巧が 後 セケ 巧 目の 一 化 一六 年 置 巧、 フランスとの 間に サイクス • 

が n 1 巧 お 協を (the Secret 夕 skes-Picot A 巧 cement ) を^^して ± 地分紀 をが し 「エル 
サ レムを 含む パレスタイン 中な」 について W お 巧 あを 施く ことを 決定した •そ もに 巧く もの 
が一 化 一 わ 半の バルフ* アを 言で わる •この 宮晉は h - 述の イギリスの 對 アラブ 巧 約とは 正面 
か 〇、 ず 巧す る も Q でれ つた •アラ ビ个 人は これに おして 猛 巧に 反を した。 一方 フランスれ フ 


ブ / ス で、 イギリスに 對 して サィ タス •ビコ I 椅 ぶ〇峽 巧を 姐つ てゐた • 

，しばら 乂の 間， 回を 巧 巧は おがた る ものが わつ た •トルコ 巧國 はお 溃の化 巧に 巧し、 巧 来 
のみならず インドにまで 不 巧が 碟つ てわた。 • 、 

、かわる 巧 東の 情 巧を 調査 硏究 する ために 巧 瞭惭鹽 から 派 遺された 公式が 節は、 A グヤ •パ 
レス タイン •ナシ ■ナル •ホ I ム について すがな がちを 巧した •閒蹈 とが 勢の 錯巧 化に つれ 
て •パレスタインに めける イギリス 軍の な动 令を とその 幕 お 等は バルフ* ア宵 音を 忘れられ 
た 大巧の ー ユ ピソ ー ドと 看做し、 パレスタイン のが 來 について は 他の 諸 計 菜を 持つ やぅに を 
っち 、 、 

バルフ* ア 宣言に 願して アラ ビヤ 人の 巧證が あつたと き、 イギリスは、 パレスタインは ダ 
マス カスの 巧 方に 當る おを なて マ クマ ホ I ンの 巧® S り アラ ピヤの 版圓 から 除かされて わる 
とを 張し を •これに 對 して フセインは •パレスタインは ダマスカスの 西方で ない とま 張した • 
はじめ バルフ* ア含 言が 巧を さがを とき、 フセインは 著しく ぷ隨 的で、 アラ ビヤ、 ユダヤ 巧 
民 巧は！ 冗 巧 共に 七ム 族で あるから パレスタインに めて 巧提 巧す る ことが 可能で わると をへ だ， 
第二 西 パル フ *ァ« 首 ニニ ニ 


がの 章 アメリカ •ユダヤ人と パレス ダイン 巧 お 二 一口 

一ん 一ん 年 十一 巧 セ 日、 イギリス、 フランス 兩巧 巧は シ す ヤに ± 着 人の 政府を 巧 おする こと 
ft 捜 助す るが 巧を したので、 シリ ヤは パレスタインを 包含 するとが した アラ ビヤ 人は 樂巧的 
でを つた •かくて 一九 一 化 年 一月 111H、 シオ ュ ストの 代を を チャイム •ワイツマンと フ セイ 
ン との 巧に、 巧 巧 巧は バルフ* アを 言の 下に パレスタイン 建 鼓に 瞄 力す ぺ しとの 俟 約を 締結 - 
したので あつた •アラ ビヤ 人は、 巧 後の 洪水の 如き ユダヤ 驚の 流入と その 經濟 的が 力を 巧 
なする ことが •出來 なかつ たので ある。 しかし 民衆の すを 勘 痛は お ふべ くもを かつた。 時と 巧 
に 情勢は 惡 化した。 

かかる が 態は rl ダヤ 人に とつで も ホ、 をの 輝かしい み 巧に 反して 陰 かなもの であつ ぞ •パ 
‘ ルフ ホア宜哥におする ユダヤ人の信賴はましく巧退したが、 しかしシ1? ュ ストは胞くまで巧 
巧の目的に向つて巧力を巧注した。 イギリスの外務大臣力1ゾン抑(1-弓&0弓さコ〕 がユダ 
卞 人に 對 する イギリスの 巧 約を 巧巧訟 し、 随 軍大畏 e I レンス (rus『ss) が シオ ュズム 
は 「今：！！ セム 巧の 巧し い 巧 おを ま定サ しめる 唯一の 宵 瞭的手 巧で ある」 との < ^を键 巧した 
とき、 シオ 三 ストは 巧し い 勇 おを おひ 起した。 しかし イギリス 单あ 內閒は 一が にがて パレス 


タィンに 於け る 南 巧な 巧 化に 反 シオニストを 充てで 居り、 また アラ ビ卞人 巧 謹 ザ 巧は レた る 
巧の まを が ホで 巧 臨して ゐ た。 

一义 二〇 年 三 巧、 をに パに スタイン にがて ユダヤ人に おする アラ ビヤ 人の 裝 動が 勃 巧した。 
同年の シリ ヤ請 含は シリ ヤの巧 立を ち 言し、 フ ''小 ザルを パレスタインを-をむ シリ ヤ のまと 
し、 その 弟 アブ ド* ラ ー を メツポ タミ マの 壬に を 我す る ことを 巧 讚した •フランスは シリ ヤ 
に單族 彼 港」 ミ-イザ ルを 放逐」 た • C た對」 7 ラビて は蠢 S 計 巧のを ク 1 デタ 
1 に 導き、 ヘプ チャズ S 化を 巧 巧し ち このを には ご スタインで 巧々 ユダて がぶ 巧せ‘ 
られ た。 

不戶 J スはフ * イザ ルを イラク 王に し'* アブ ド* ラ I を トラ ゾス •ョルダンの 肯を にした 
.が、 パレスタイン ははが として その 巧 おにょ クで 占領され たままで わつ た。 

アラ ビヤ 人の ク 1 デタ 1 はを 化 巧の ユダ 又の 抗著 みび 起しち ユダヤ人は そのち 配す 
るを 团の巧 道 株 曲を 巧 じて 導の ちを かつた •ィギリスの ホ臺巧 巧は、 イギリス 驚は ユ 
ダ卞 人に おする お义 にう いて 巧 巧な々 巧を ち ふべき であると モ 張した。 イギリスの 話を 並に 

第一 古 パル フ言 ア宜— 一二 五 


. 巧 巧々 アメリカ •ユダヤ人と パレスタィン 問 巧 一二々 

を 時 サン •レモ’ にがて 巧 催されて わた おな 苗 あなを 議に對 して 訝 お 巧が 雨の やぅに ホ がれた。 
ウイルソンと 彼の 內巧阳 巧 安は ユダヤ人を 巧 助す るを めに 出かけて 巧き、 シオニスト におす 
るな 等の 友情を 披歷 した • 

ユダヤ人の 巧醒 にょる これらの 親 ユダヤ 的 ー アモン スト レ J シ •ン にお 巧され て、 が 介闽の 

妾-員を はフ* •イザ ルを 召 おして アラ ビヤ 人は. パレスタインと シリ ヤを巧 巧す る ことは 出來ぬ 

由を 巧 達しを •その 結果 フランスは シリ ヤに對 してを 巧が 治を 巧 ふこと とを り、 まを イ ギリ 

スは パレスタインのを 巧 化資 となつ た •そして バル フォア 宜 言は、 同年 八が 十日 フランス 

の 七 I ゲルに めて 調 巧せられ た トルコとの 條が にを おせしめられる ことにを つを •イギリス 

/. 

首 巧 ロイド •デ J I ジは ユダヤ人 ♦ I •ヘン リ I •サミュエル (si『 He 弓 W Sam ミ ー) を 高 
官に巧 用 レ、 ここに も 新しい 希望が かけられ るに 至つ た。 

a ュ 1 ョ I クに於 ては、 これらの 成果に 對 して シオニストの 巧孰ブ モンス トレ 1 シ - 》 が 

巧 はれち 、 


第 s 節 パレスタインの 委任 統治 

第-巧 バレス タイ A の妄巧 統治な 巧 ， 

一九ニ ニ 年 セ 巧 二十 四：： 1 、 n ン ドンに めて 閒俱 せられた 曲 おお 盟 理事を は ，「パレスタイン 
に教 する イギリスを なが 治 お 項」 を 作ぶ 公認し、 これは 巧 年 九月 二十 化 U ょり 資施 せられた • 
このま 巧が 項は シオニズムの おおに めける を もま 裳な 文書と なつた ものである。 そのが 音 
にめ ては バルフ ホア ..宣言が 烘 おされ、 さらに 「パレスタインと ユダヤ 民族との お 史的が お 並 
に パレスタイン •ユダヤ •ナシ •ナル. ホー ム巧连 の 根 巧に 對 する 承訟」 を おへる ことが 附 
化されて わる。 を 化な 項の 本义に 於て は、 ユダヤ •ナシ ■ナル •ホ I ム のが 鼓な ぶ 持す るみ 
の 化き お 巧 目が 見られる， 

誰 三一 面 パレス > イン C 餐 巧な 巧 一ニ セ 


V 


一巧 巧 巧 ァ； 力 •ユダて と パレスタイン 問 苗 一一 一八 

'第二な 

.をな 統治 阐は •お 言に がて 述べた る 化く、 ユダヤ. ナシ- ナル •ホ I ムの淫 没 並に 自治 
巧 雨の 發展を 保 話す る 如きを 治、 行政、 巧濟が おの 下に 該 地を 置き、 さらに、 パレス タイ 
ン にがけ るすべ ての お 化 民に 封し、 稅 巧没ぴ をな の 寒 別な くその 公ぶな 並に 宗か的 お 煤 か 
を巧羡 ずべき 貴を な ふべき もので わる • 

巧四條 

パレスタイン •ユダヤ •ナシ ■ナル •ホ 1 ム のを 鼓 並に ユダ卞 民族の がを に 願 蹄し、 つ 
ねに が 治者の ま E を 巧け る 巧 巧、 社を、 その他の 巧 柄に ついで パレスタイン 巧 栽に 忠お路 
力し、 該 地の 舜 おを 巧 助し これに 瞄巧 する 目的の ために、 譚 がを るみ ダヤ •エイ デュ ンシ 
I を 公の 樓热 として 露め なけれ ぱ ならぬ •- 

シオニスト 曲は、 を 巧が 治 巧に がて その 組悅巧 巧を 適な と 認めるなら ザ これ をれ の 化 
き エイ デ， ンシ I として 公进 すべきで ある •をれ は ユダヤ •ナシ •ナル •ホ— ムの崔 がに 
巧して 進んで 巧 叫サん とする すべてむ ユダヤ人 0 協力を 瞄お マる たもに、 た ホ 降. ド 0 も 化 




との あ 註に 參 ちせ しむべ きち o で わる • 

を 六按 

パレスタイン 巧！！ は、 な 巧 人口の 巧餘 のが 分の 巧が 並に 巧化& 巧つ けざる ことを 保 おし 
て、 巧當 なな 件の 下に ユダヤ 移 の 巧宜を 田り •第 四な に規 巧され た ユダヤ •エイ デ* 
ンン ー と 巧 力して、 困ち 巧 並に 公典 目的の ためにが 要と せざる 巧蕉 地を 含む ± 巧に ユダヤ 
人を 巧 S 移住 古しわねば をらぬ • - - 
第 セ. な 

パレスタイン 攻廳 はま 巧を なて 苗 綜 巧を おを しなくて は をら ぶ •この 法 かの 中には、 パ 
レス タインに ホ 巧す る ユダヤ人が 公民 巧を 巧 巧す る 巧を をを ける やぅに 作られた 規 をを お 
をし をければ ならぬ • 

第 十一な 

攻廳 は、 自ら 直接に かまする ものは 別と しで、 公牢 正な をる 條 かの 下に 公共 巧 菜、 ホ 仕、 
なを 庞 おを 卸 造 貪 施し、 或は 該地 (パレスタイン) の自 がめ 巧 おの 巧 巧を 爲す ために、 第 

ホ ーニ 節 パレスタインの ホ 巧 巧 あ 一二 九 


# 内を アイ— 力 •ユダヤ人と パレス ダイ 一 互〇 

巧 巧に 巧べ た ユグヤ V エイ デ* ンシ— とがな せを# ねばならぬ* 

空す 二な 

パレスタインの 公用 箭は 英語、 アラ ビヤ 語 及びへ プライ 蘇と する •パレス クインに めけ 
るが 手 巧は 巧 巧に 厮 する ステ I トメ ント または 記 巧 巧 巧は へ ブライ 語で おおされねば をら 
ぬ •そしてへ ブライ 語で 記された ステ I トメ ント または 記 巧 ホ 項は、 アラ ビヤ 語で 操 おさ 
れ ねばならめ • - 

雪 ま凑' . 

パレスタイン 巧な は， それぞれの 社を の 化：：！ を、 その 社を の 巧ぶ むの ためにな 法的な を 
を H として 訟を しを ければ をら 

一 

右のを 任 お 項に よつ て、 ユダヤ 巧 巧は 一一 千年に わたつ て 巧を しつづけて ゐた ところの もの 
6 巧 巧した ので ある •巧し、 これによ つて パレスタインへ 移 化した ものは まとして 中流 牌 化 
W 下の ユタ 卞 人で わつ て •これを 巧 巧した；；：： 大な ユダヤが 巧は みして 自ら 挨化 をし よぅとは 


ご 工^コた ぺ これにつ いては 航 巧が 巧 『は 向 も « へ 0 を 向」 を ま 抑) 

しかしを にち パレスタインを 巧が 治の お 化と ホに、 古 化 ユダヤの 岡 ± へ 再びが 化する ため 
に 資金 調 遠の プランが 次々 に 作 巧され た •アメリカでは パン スタイン 巧 巧の ために 一 倦 ドル 
弱 連の 兼 計宙が 始められた •一九ニ ニ 年 合 衆 田で ケレン •へ イッブ ド (巧 9S Hey 法 od) に 
ょつて 九ち 萬 ドル 復興 巧を 運動が 巧始 され •巧 二十 ゴー 年には ご 一 百 萬 ドルが 調 透せられ た •一 
化 ご 六 ホには 五 百 巧 ドル 調達の 運動が 巧 はれた • 

一 か 1_11 一年には アメリカの シオ ュ .スト 諸刚 あり 兩に 削れ 目が 生じ セ。 卽 ち、 プラゾ デ イス 
化と 化 巧 シオニスト 巧杂を ワイッマン をぶ 輯 する】 派との 對 化が をれ である。 一 化 ニーザ 六 
弓クリ 1 ヴ ランドで 閒 催された 7 メリ カ •シオニスト 風のを 巧に がて、 ブラン デ イスの やり 
方に 對 する 非 巧の 吳が 上つ た •、.ブラン タイスに 反 おした 讀 長の ジ a リアン •マ， ク巧ホ 
看 ian W. Mack) と 一一 系 Q 有 夕を秀 具惡み 行を 貝 S メンバ 1 はを S 諸から 引 ホ.- k- げ 
てしまつた。 その中にはジ ■ 1コブ .デ ハ ア1ス CMnoc バ 1ナ1^^- • フ レクス 
ナ I (Bernera Flexn 巧 y フ ■リブ クス. フラン クフ ルタ ー 巧 ± .ハ リー •フリ I デン ワル 
♦三 一節 パレス タィ yc ホ 巧な お 1 =11 < • 


♦四 章 7 タリ々 . ユダヤ人と パレス* ィン 巧坦 二 一ーニ 

•卜巧 ± ( 迈 ar; Iriedens を d)' ユダヤ 法師 マ， クス •ヘラー (Max Heller) 並に ホ レ I ス • 
カルレン (Horace M. K と Isy ヒ ューゴ ー •パ. - A 巧 ホ (田 ugo Pam )， ユダ卞 法師 アブ 
♦ハ. シルヴァ I (Abba waver }、 ネ I サン •ストラウス 、ユダヤ 法所ス テフ- ン .ロィ ゼ、 
a バ I 卜 * スツ* 1 ルド (RO ず * Szo 己)、 サミ 》 エル •ワルド スタイン (wamu 么 E. wa— 
一 dstdn ) 等が ゐ た。 

み 巧-の 直を 巧 田は、 巧み 及び 玫巧 上の 巧を とい ふょりも がろ 巧# 的を 差を にぁつ わと いふ 
ことが 出來る •ワィツマンの おな# 巧は まとして ィ I ディ， シ* 語を おす 東が 3 V n 7 パの 
ユダ卞 人で ぁつた •これに おし ブランディス のぞ 持を 等は I がに 同化した アメ 9 力 人で 两部 
31。 ， パの 巧が で わつた •このみ 巧な 來 、ブランディスは シオニストの 巧芭 について は拽 
« めを 巧 勘を 巧 じ 度く をつ た。 彼は 侶々 の ユダヤ人を お 觸 おな# しめる 手段と して パレス タ 

A 

ィン 巧展 か 盟 (Palestine Developm さ 1: reagne) を 化 おし、 また パレスタインに がける お 
园 ザ 菜に 巧 貪ず るた めに パレスタィン 巧 阔を社 (Palestine noopera ユ on company) を 造つ 
た。 おに この おおの おを をが 货巧 させ、 をのが I を 保つ ために パい スタィン 巧 展を谦 (pa 了 


3t ミっ Dov ユこ p-ne ミ Cou ミニ ) を剧 なした •この 化 彼は なは、 巧 辟 M 巧 やを お 巧を を 取 巧 
ふた & に パレスタインが 源 お金 (で 田】 る ニ ミ 田 3 きさ ョ 空 一巧 C 己ろ を 設立した。 この 最 巧の も 
のを 除いた 化は 後に すべてが おしい 巧は 一八 二 五 年に パレスタイン 巧^ 按同机 合 (でを 巧な S 
Economic cooperation ) に 併合 せられち ブラン デ イスのを は、 パレスタインの 舜 •展 に. つ 
いて シオ ー; 卜非 シオ ニ K 卜を 問は すべて 2 グ卞ろ 科管阅 らぅと いふ 忆 あつた。 

一-九 二八 年 十月、 アメリカの シオニストを 中む に、 一一，， ョ ー クで ルイス •マ 1 シ ♦ル 

パ LouisMarshal) を 請 長と する を 話が 開かれ、 ワイツマンは 來資 として これに 出 巧した。】 
九 一一 化 年 八 巧には ス キスの ナュ ー リ ，ヒ でを に ュダャ •エイ デ* ンシ I が 設立され た •この 

エイ デ* ン T に 妾て、 を マ メリ カの ユダヤな ご K タインを 設に 劈す るた を 結合 
さたち そして 直ちに、 一を 二 0 年 內に六 百？ ルの 巧を を調淫 すべき 計 巧が きをた の 


である* 


»| Is アラ ビヤ、 ユダヤ 巧 民族の 巧ぞ 


巧 |二 面 パレ K ダインの 巧 任 巧 お 
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巧巧韋 


'力. ュゲ 'ヤ 人と パレスタイン 巧 巧 


k-liy, の ユダヤ. エイ デ- ンシ I が剧設 された 巧 日 巧、 パレスタインを ± にわた る 巧 巧の 占 

* 1 ス がを 化 巧に 巧 へられた。 をれ はへ ブロン (田 n す 〇 己) とサ I フ 王， ド/ (saf を) のアヵ 

V ■ • 

デミーで巧はれたち殺に於てを巧おに達しを。 巧夕に餘るユダ卞人が殺害され、 巧百夕は巧 
なした •テラ ヴィヴ (Tel Aviv ) では ユダヤ人は アラ ビヤ 人の 巧 巧に 勤して 巧强な 武力 巧 お 
^ 行つ た •これは 「なきの 巧」 ( wailsKW を 一) に 雨す る 静爭を 政 接の 巧 機と して、 アラ ビヤ 
人の ユダヤ人 巧をから. 兩民 巧の 化の 巧 巧と をつ たもので ある T がきの 壁」 は ユルサ レムに 在 
るソ D モンの 巧 巧の 巧 物と 倍せられ てゐる 巧で ある •ユダヤ人 はこの 巧の 前で 巧拜 する のを 
巧が として わたが、 恰も 卜の附 巧には 厨 巧の 巧 巧 オマル 寺院が あつて、 ユダヤれ 徒と 阿 巧 巧 
とが 同時に 盾拜に 集まる ので 種々 の學 ひが 起り、 回 か 徒は 「なをの 壁」 •を アラ ビヤ 人の 巧ち 
に 巧ず る もの だとち 張した ので ある •か 論衔 突の 巧 因は それが すべてで はなく、 また 聖地の 
異動 もこれ が 始めで ではない •前に 述ぺた 一九二 0 年 一一 一月の みおを はじめ、.！ 九 一二 年、 一一 
ゴ ーが、 二 冗 かと 袭 動が 巧 持し、 一九二 化 年な 後に がても 一ー ニニ ザ、 111 六 年、 ご充 年と 化 脂い 鞋 
おが 巧いて ゐ る。 ル さい 巧 巧に おつて はを どが がの やぅに 賴妓 して ゐ る。 


巧夕が アラ ビヤ 人の 巧 おに はじまる のは’ アラ ビ卞 人が 遺 ま 一千 年閒 とい ふ もの パン スタ 
イン 化 段の 大 多 數を おめ てゐ たと ころへ、 新たに ユダヤ人が お 入して ホた とい ふ おを とつて 
わるから である •大巧 前 パレスタインに 居 巧して ゐを ユダヤ人は、 その 巧 もみく 生活力 も旺 
巧で なく、 多くは 世 巧 各地の 親 巧 その他からの むを りで 生計を 立てて 居り、 をの 励 俗 も 募し 
く ± お化して ゐ たので アラ ビヤ 人との 對立 もみ かつた。 しかるに 大 戰後活 々と パレスタイン 
にお 化した ユダヤ人の おは 英大に 上り、 しかも 彼等は 巧 化 的な 能力を みへ 且つ 新 闲家巧 おの 
巧 望に おぇて 著しく 巧 卸 的であつた • 

メブヵ 系の フセイン、 フ •'イザ ルの 巧 おの 態度に もみらず、 その後の ユダ卞 巧 力の 巧乂と 
がに アラ ビヤ 人と ユダヤ人の 對 ホは 次 巧に 族 化して 巧つた •この 對 立は すでに】 化 ニニが に 
パレスタインが イギリスのを 巧が 治と なつて、 同年 九月 一口に パレスタイン 想 法が 巧を に 制 
をされ たと き、 その 運用に ついてはつ きりと 現 はれを ので ある •巧歲 ほは 巧務 を巧投 練を— 瓜 
びが かを 进に 委ねる と 巧に、 民 巧な 監 なび 二十】 一名の 化を 貝から ぶる 立法な をを 設置した。 
而 して その 代 迸 貝 中 十 名は 民を 激監 これを 巧みし、 巧る 十二 あは！： 巧が 八、 キリスト かな 一一 

巧 |二 巧 パレスタインの そ 巧巧 巧 ニニ 五 - 




♦田 章 アイ，々 • ュ' ダヤ乂 i パレス* イン 巧 お 一吉 ホ 
主 ダ ヤか徒 二の 勘合で 逐を にょつ て 決定す る こどに なつて わた • . 

これには アラ ビヤ、 ユ ダサぶ 方が 反 おし、 一九ニ ニ 年の 最初の 避# にがで これを ボイ コ， 
卜 したので わる •アラ ビヤ 人は、 この 立法 巧を への 榮 化は 結な パレスタインのを 巧が お ホに 
ユダヤ •ナシ •ナル •ホ I ム のを おを 承認ず る 結 巧になる ので これに 反み したので ある •をは 
ブラ ビヤ 人の 話な 巧が その 人口 比 ホに 比して ましく みく、 お 匿 指名の 誤ち、 キリスト お 徒を 
は ユダヤ人の 巧 謀す る餘 巧が 夕^こと、 さら ミ ギリス 人た る をな まなが 最 なの おおを 
担つ て わて 巧會は その ホ訟 なくして は 何 李 もな し 得を いとい ふこと も 反掛埋 由と なつて わる • 
.ユダヤ人 側 §對 理由は、 パレスタインは 巧て ユダヤ人の 巧 丈で わり ユダヤ人 はこれ をめ 
.棄 してね をい こと、 ユダヤ人は 今：！！ とお もを の 民な 的 村 巧を 保 巧して わる こと、 アラ ビヤ 人 
が团除 的に 認められた をな 巧 治と ユダヤ •ナシ ■ナル •ホ ー ムを設 に 反 おして わる こと 等で 
わろ 愛する に アラ ビヤ 人は ユダヤ人の 巧が を保耗 する ま 巧 巧 おに 反 おして ゐ るので あるか 
ら 、これを な 法に を 化せし める のは 枯險 でも わり 不な 巧で も わると いん 0 が ユダヤ 入 側の ま 
おで ある。 


イ ギリ K はこ Q 巧 蹈に闽 して 協 罰 巧を 舜 見せん として ミ 巧 九した がを 〔巧な くぶ こ 
九 S 巧 年に まつて 立法 就を は 否決され たので ぁる • 

兵を の窒を 《ミ袭 動に ついて、 ユダヤ人 並に 親？ ヤめ各 巧 入は イギ "ス を非銷 した。 
イ ギリ K 巧 ハレ スタイン •ユダヤ •ナシ ■ナル •ホ 1 ムに關 する をの 約束を 破棄した の だ、 
とい ふ 巧 巧が 胚んに 巧 はれち ゥラ デミ， ル •ヤ •ホチン スキ"' にお 巧を た贼 脚め シオ ニス 
卜 等の 批判は 恃忆 な烈を 極めた •ゥラ デ。、， ルは イギ "スが 7 ラビ 卞人〇 勇に なつた とを 
昔し ち イギリス でも— •幕は そのを 任が 警巧棄 したの かとの 薦 が*々 巧 はれち 常時 
マクドナルド 巧 S 內 阳が蹇 S 執つ てゎたが、 驚は 奮 統治を 饱 くまでを 巧 するとい ふ 
決意を 巧 霞した •雲 巧 政府は ご スタインに 調 泣 函蓋 遺した が、 その 報を はを 動力 
「アラ ビヤ 人 側の め 治 的、 民族的 ホ 望の 巧 失、 並に その 綺巧 一の 將來 忆對 ずる あぶに ょる ユダ 
ヤ人 僧恶」 に 基く ものと 斯 ぶした， そこで イギリス 巧府 は、 急がなる ユダヤ 移 巧を 綻和 する 
ため 一心 1110 年 E 月' *ー ダヤ 移民を 制限し また アラ ビヤ 人が ユダヤ人に 掛 して ホ 地を 巧 巧す 
る ことを 巧 化した。 「巧き の 普に ついでは、 同 ホイ ギリスが 闭隙 聯盟の 承 鼓を 約て スキ ス 

が Ills パレ Kf ィンのを 巧が 治 ニー ー七 


鑛 四 幸 T ィリ カ. ユダヤ人と パレス ダィン 巧 巧 ー ミ 八 

オランダ、 タク* I デン 人ょり 巧る 調査を 貞 をして 現地調査を 巧は しめた 結み にを ま、 「巧 そ 
の ものは 回 か 徒の が產 である •但し ユダヤ人に 自 ホ W 入を 許す」 と 巧を して 一 應の巧 決を 見 

た。 

か 論 これは 何等 問題を 根本的な K 決に 巧く ものでは なかつ た •一部の シオ ュ ストは、 これ 
をな て 死の 巧 M . であると さへ 看 化した、 巧に 梢# 的な 打 巧 だけで をく， シオニズム はち 際 的 
にも 综 がの 危機に 陷 つたので ある •一 化 ーニ〇 年に がけるな を 阿の シオニスト 巧 励の ほ 下は、 
バレス タィン 连設 資金の 調達を 著しく 巧 退せ しめた •チ卡 ィム. ワイツマンは、 ィギリスの 
か 膊み嘴 特に パレスタィンへの ユダヤ 移民の 制限に おする お 巧と 巧 巧から、 化 巧 ジオ ュ マト 
剛の抽 をの 地 化を 退いた •同 横の 理由に ょつ て、 フ * リ ，クス •ゥォ I パ ー グは ユダヤ •エ 
ィデ * ン シ 1の巧をを巧巧した》 

かくの 如き 危 巧に 常 面して、 アメリカに 於て は 一 化 1110 年 ブランディス 派が 巧び シオ ュズ 
ムと 協調し、 n パ ー ト •スツ *1 ルドが 巧 巧を となり、 ブラン デ ィスは その あお 者の 巧 削を 
つとめ、 マ 7 ク巧东 巧び ユダヤ 法师ス テフ* ン •ワィズは をの 補 巧 巧と をつ た •ユダ 卞巧あ 



を报も シオニズム じ 巧ず るを の诗 解を 巧 おする に 索つ た •か 含 ユダヤ 巧師の 中には シオ A ズ 

ム のが 戀を受 おれない もの もみ かつた が、 ホ 巧に 听默 のぅちに シオニズム 逆 酌を ぶ 巧す る も 

のが 巧 化しで 來た •目下 合 衆 巧には 化 個の シオニスト 朗隨 がが なして わる。 をの メンバ I は 

總計十 巧な 上に 達する •それは ホの 巧 おで わる。 

アメ^力《 シオニスト留 兵置口复 of^Ranistion ミ America) (巧)、 「ハ ダ ， サ度び シ オ 

ンの 秩序の 息子」 (sadassah 旨 d order sonw ミ Nio 日)、 「靑年 ユダヤ ぷ びアヴ カ」 (You 另 

Jil&ea and Avckah) アメリカ •シオン 巧 (>merican Nion oommonwealth) 、ユダヤ 社 
r * : 

會 ま 義 巧お黨 ポアぶ •シオン ( J § 於 h Socialist Labor 置 rt:y 巧 oa す Zio 己)、 ミツ ラ ー チ • 

いブツ *イ ル (Mizrachi Hatzoir )、 アメリカ •ミツ ラ I チ围 (Mizrachi o『Ranization of 

America)、 主ダヤ •パレスタイン 路我會 (Jewi を slestule Ex 言 ra を n woci を こ、 パレス 

タイン •へ ブライ 大學 アメリカ 委 貫を (American oommittee of the nebro€ U 日 iversity in 

Palestine)、 靑年ポ ア ル • シ ホ ン (Younw 巧〇口一〇 ziony シ オ ニ ス ト巧が巧 「ヒ タ チデ * I 

ブ •ブ*1 レ • シオン .オヴ， アメリカ」 (Hitachdut zeiro Nion of America)* 

か I 二 巧 パレス* ィンの 巧 任 巧た ご 一九- 



w- 


第 巧 章 アイリ カ •ユグ ヤ乂と パレス ダイン 問 苗 1 巧 〇 ， 

1 化ご二 年の巧巧シ ホ 三 ス トを巧にがて、 ナヒ*1ム.ダコ0フがッイッマ ンわ後巧とし 
て シオン 函の围 長に 還 ばれた。 • 

, ( K ) シオニスト •ホ I ガュゼ ー シ ■ソ •ホゲ •アメリカの 巧 巧は、 一 化 ミへ 年 セ 月、 ユダ ヤ法轴 
ステ フょン •ワイズから 时じ < * ダ ヤを押 プロ モン •ゴ 1 ルド マン (爸〇 目 含を s*ua ろに 巧 ft 
した。 I 一 
、 \ 

» 己 巧 バレ K タイ > に 於け る アイリ カ •ユダヤ人 

パレスタインに がける 瘡 もを 巧な ホが 化 おは、 まとして。 シ卞巧 及び ポ I ランド 巧 ユダヤ 
人が イニ シア ティ I ヴを 採り、 その 寅 金 も 大部み ョ f 。 ブ パに 於て 調 逢され て 方る。 それに 
おしては アメリカ 合 ホ 曲からは 殆ど 何等の 设 かもな されて ゐ ない。 一般に アメリカ • A ダヤ 
人と しては、 お界 A ダヤ人 巧に 於け るを の 人口 や 巧を のお大 さに 比すれば、 パレスタインを 
巧に 封す る 彼等の 赏 巧め 巧 カゴ乂 きくない。 大巧 巧の シオニストの 活削 によつ て、 アメリカ， 


ユダヤ人は 送* の シオニストち を 〇蒂附 には 參 化した が、 パレスタイン 肖 巧 にがては 巧 巧め 




を 巧 動を ホして むな. い」】 とゴれ 、巧ん ぷ廷も その 巧 巧には ぶず 巧な を要ボ しで 引 込みが 劣で 
あると 評されて むろた は 一を 二 年に、 パレスタインの ± 地 巧 入 及びが 的 巧 巧を 估 進す 
る 目的で 创 立され たて リカ •シオニスト 巧 (ぎ— or RlIn of Ain 巧 夏の 放 巧な 

政 巧に ょる 失が や、 シオニスト •エイ デ* ンシ ー の アメリカ人 執 巧 ま 員 やその 他の/レ スタ 
イン 諸 機 雨の 執行を さまの 思 度、 方 か 等の お 巧で あると も 云 はれて ねる • 

しかし、 7 メリ カ •ユダヤ 入 もが 次 パレスタイン 建設に 巧 極性を 示しは じめ 特こ化 二 
化 年な 來 I アメリカに めける 経 巧め 不 巧の 彩 巧 も 手 傅つ て I アメリカ •ユダヤ人の パレ 
スタインに おする 經濟的 活動は 藥 にを く 大規模、 请 化に 行 はれる に きづち 化し、 パレス 
タインで Q アメリカ • H ダヤ 入ち 身の 活動 棲が として 著しい を ホは 見# なかつ たが、 それ 
でも 諸 辖〇藝 植民地 並に 震拿忆 めて 響 S 展を 見せ、 なほ 3-。 ， パ • ？ヤ 人の 
企 集に おしても 「サイレント. パ ー ト^ 1」 として 夕 街の 寶 本を 巧 巧して わる。 

アメリカ •ユダヤ人が 囊 した ご スタイン 寞 のち 巧 地は、 地中海 岸に わる テ ラヴ-ィヴ 

化 方 十 狂 巧の 「ヘルツ リア」 (苗 qNuah ) で わる •ヘルツ リアの ± 地は はじめ アメリカ •シオ 
を 二 面 パレ； インの ホ 巧な ホ ー四 一 


巧 巧 さ アメリカ .ユダヤ人と パレスタイン 巧坦 一巧 二 

\ • 

ン围 ( America 口 Zk>n oommonwea 香) が辕 入した もので わるが、 笠が、 ホ レンジ 笨の巧 
培に ょつ て巧展 して ゐる 。このち 民 地には、 當 初の 失敗の ため アメリカ •ユダヤ人は みが 者 
となつ てゐ るが、 それを 含めて ー ニモ 置 百の 人口が あり、 猛 々おおを つづけて 巧きつつ ある • 
その 虫 地 も 年々 巧大 され、 巧い 巧來 には シ卞 I ロン 地方の おの 栽を 地と して 挺 大の巧 民 地と 
なる 可能性を 持つ て わる， 

アメリカ •シオン® の 巧設巧 楽の々 一つの 見るべき ものは、 苗 饒 なる エス ドレ D ン巧 なの 
中 也に ある 「イスラエルの 町」 ( nit 》 ミ Isra を) とその 近隣に わる バルフ ♦ I リア (Bal す ミむ h ) 
の 巧ち 民 巧で ある •前著は モ 人な 上の 人口を 持ち’ 交通の 巧 も おいので 將來 を鬼篇 されて ゐ 
る •バルフ *1 リアには 約 一二 百 人 化し か 居ない •アメリカ •シオン 函は そのを 盛 卿に めて、 
ハイ フ， (Hai す) と アスレ ( A 马 e ) の閒 にがは るぐ イフ r が 瞬の 巧大な ± 地、 度び ハイ フ， 
と ナザレ ( Nazar を h ) の 中間に わる 巧 林 地 巧の 一部を 瞧 入した が、 その後が 巧闲 難に ょつ て 
巧 方と も闻 民を を ( Natio 邑 1 『 und ) が 引 獲ぐ ことにな り、 移 巧を をつ てゐる • 

もつ と 小さい アメリカ •ユダヤ人の 堪 或巧杞 に ニュー ョーク •ア チュー ザ. アしフ (iww 


York >乙 ミミ a ミ-る 二が ある •そ’ 2 化ん ザは 主 •として 中 巧が がに 留し •巧 逆は 直ちに パン 
スタィンへ 移 化せず •おがに 巧 巧して からだ 巧华 巧つ て、 我 おされた 巧樹が 巧を 結ぶ やぅに 
なつて はじめて 移 化する。 7 ナュー ザは 出 地 煤 入、 協 岡 栽培を やり、 また ホ 戸、 なおを 作り 
村を 建設し、 公共 建榮 物を 巧て たりして 移 化を の 语を阐 る 仕 化に なつて ねる。 この 方法が 成 
巧 レた ので、 諸 他の 巧が 苗 もを れを棋 做す るに ぎつ た。 パレスタインに めける アナ ュ I ザの 
巧ぶ 巧は、 テ ラヴ， ヴ からへ ルツ リアに まる 中途の ラア ナナ (Raananah) —— 人：： 千 八 百で 
を 0 大部分は アメリカ •ユダヤ人で ある-— と パレスタイン 南が の ガン. ヤヴネ I ハ Gan Y ミ 》 
n を 一) にち お 地を 形ぶ して ゐる •な 上の 他に アメリカ •.ユダヤ人の ル 植民 脚 巧は、 ガン •ハ 
ダル (Gan 田 aaar)’ ヘル I ス (Here さ) が あり、 なは それら 協村围 おな 外に もょり 巧 本 ホ 送 
めを グル I プや 個人 經を 等が ある •ガン •ハイム (Gan H も m) や テル •モンド (Tel MOIld) 
等の 如きが それで ある • 

今一つ 注目 中ぺ き： SESiJ 谢駐に アメリカン •ハル チム (American 口と utzii ゴ) が ある。 それ 
は アメリカぶ がける 江 グヤ人 巧 A 者の パレスタイン 巧が 組 描で ある •巧述 のな 脚 配の 巧ぶ 貝 

.»-» パレスタイン C ホ 任な ホ 1内 =1 


• . 盏、 f .' 






# 内 章 アイ 9 力 •ユダヤ人と バレス タイン 問 あ 


1 巧网 


寞 部分 中產階 がに W し： ハレ スタインへ 移住 後ち 巧に めて k メリ 妾 巧つ てね たのと が 
略 同程度の 生活を 錐 持して 巧く が、 ハル チムの メンバ— は 殆ど 無一文で 移 化し、 パレス タイ 
ンの 「プロレタリア I 卜」 としてが しい 巧衡 にが 秦 する。 彼等は モ として パレスタイン 特 もの 
集 曲 巧 場た るキブ ナム ( Kibu な im ) を あがし、 おして 熟 巧な ユダャ 理想 ま 蘇を むを して わる。 
その 中には アメリヵに 於け る 大巧 卒業の 靑年 男女 も 交つ ており、 ち 本 主 裳を 排 して ユダャ 的 
巧 R をを 巧 立 せんと 巧 力して わる •彼等は パレスタインに めける - A ダャ的 ルネ， サンスを 化 
巧し ょぅと 考 へて わるので ある。 

(な) パレス ダインに めける 4 ダヤ 的な 间« I 特に キブ ナム 戊び クダッ *卜 巧の 巧 田齿巧 I の 
ちちめ 意沒 について はが 著 『な 问化 W へのち 向」 二 化 _ユ 真 W マを を 照。. 

パ レ ス タ イ ン の巧巧ちとして の ア メ リ 为 • ユ ダ卞-^^としてお殊な化睹に がする^^の にァ メ 
リヵ 人除陳 巧が ある。 彼等は 窠 一次 世界 おを 中 パレスタイン にがけ るが 隙に ちら 入换 したを 
勇 お だつ たもので、 度を を Q を ま お化して ゐ る。 を 0 巧は をく はない が、 南 巧で 碟 々の グル 
1 プをなして植お地をお成して むる。 


パレスタインに めける アメリカ •ユダヤ人は •宙お 的な 谁游巧 帥 •肖 動せ‘— •が •化て， 巧 
巧お 師を として 藝な 巧勒を 果してむ ると いはれ ろ 7 メ "力 •ユダヤ人 S ち 上 0 地 化は 
を々 を 巧を 表に をろ つ わろ しかし、 われわれ はぶ 直な とこる 世 5 ダヤ 人に とつて、 

巧 族 的ち 巧に 於け る ユダヤ.. ナシ •ナル •.ホ i は ご スタインょ むしろて， 力を ホ 
固 ミを では ミた 特に-一 。，ョ， クこ を宰の おの 王ルサ ごで •は ミた との 疑 巧 
を 巧 ホる ことが 冀ない 'Q で わる • 7 メ "力に がける ユダヤ人に とつて I " を 何を な 味 
する かは をず るまで もな i ミで わろ パレスタイン にがけ るを お 結を の 蒙 狂 •ハ 1 セント 
が アメリカ •ユダヤ人に 腾 する •ぶは み < とも 7 メ ，カ ニダ ヤ会巧 本に ょつ て經 をされ 
て わる。 

最後 心、 7 メリ カ • A ダヤ人 ミレス タイン 巧 鼓に 琴る 夕化 について は 一九二 直 年に 
ルイス •ブラン デ イスを 中む として 化 招され た パ， レス タイン 爲濟巧 同 供 合 (巧 •田. P ) の 巧 
巧を 巧る ず ことは 裝ち プラン デ イスが アメリカの シオ-； ム蠢に 於て ワイツマンの 支 
持霎 と々 巧した C とは 前に 述べた が、 巧は ワイ こ ン等〇 巧 治 的 •シオ ニズ A 忆巧 してむ し 
、第 I 二-® パレスタィンの ホ化畜 _ 一巧 五 


ミ ゴ 


弓！ 其を 与を が 專韦 


» 田タ アイ* 力 •ユ V ヤ 人と パレスタィン 闹» 一因々 
'ろ 径巧モ 巧 的を 見地に ホつ たので わる. パレスタイン 建 巧に ついでも、 ブラン デ イスの グル 
I プ はを 治 的、 义 化的厮 およりも 巧 巧め 巧 巧に 東點を 固を、： ハレ スタイン 巧 巧に 雨す る わら 
ゆる 巧 望を ハルた ム —— それは W 民を を 逢 動に よつ て 寅を を 提供され てわた —— に 結びつけ 
ようと 卞る當 時流 巧の 理想ち 義的偈 巧に 反して、 パレスタインの 巧 おのた めに 笛く まで お 人 
的な イニ シア ティ I ヴを巧 g する 現 » 主義 的な 場に 立つた •パレスタイン 巧濟 協同 則な は、 
さう しを 兒 巧から お 巧され たもので、 巧 初は パレスタイン にがて 態 築を しようと する 人々 に 
クレディ ブトを 巧 供す る ことを 目的と した ものである •をれ は パレスタイン 巧な が 巧、 協同 
巧厮 中々 おけを はじめ パレスタイン 化 里 シンデ'^ ケ—卜 、パレスタイン. ホ チル 巧 式 巧 社 等 
に 株式が お 者と して 巧を して わる •その パレスタインに がける 巧 巧 巧は が 一二 百 か ドルで ある • 
ブランデイスのグル》プは、 巧ザにをつて更にュ •1ヨ1クにがてパレスタイン經濟をな 

を (pa 一 注 t す* Econo ヨす Com ヨミ ee) を 創 鼓した •このま 員を はク a I ディ (田3 を e) とス 

ツォ ー ルド (夕 SS1 ろの おの お 巧の 下に、 パレスタインに めける 經讲調 巧を 巧 ひ パレス 
タィンへの 巧 化 やむ 巧に 酣 むを 持つ アメリカ •ユダヤ人に 封す る 報み を やつて わる。 それは 


テ ラヴ f ヴにリ 。ゥイン •エプ スタイン (夕产 esin 田ち す in ) を 巧 長と する 專務 巧を 鼓け をが， 
これは ナチ スの ユダヤ人 巧な にょる ドイツ • ti ダ卞 人の パレスタイン 移住に ついて 重大な 巧 
削を 巧 じて ゐる • • 

第】 み 巧み 大巧 後世 界お捐 を 夢み る アメリカ 合萊閔 はを の 傅が 的モ ’ン 。 J ま おを 中 南乂に 
まで 强裳 しで、 非 アメリカ人に 對 して その 門口を 閉ざさし める 玫 巧を 採る と 巧に、 他方、 が 
洲 、ちがを はじめ メツ ボタ ミア、 イラン、 イラク、 パレスタイン、 及び 東洋に めける オラン 
ダの 植段地 等に おして 盛んに 門戸 開め を 牛： 張し はじめた 。ユダヤ •パレスタイン •ナシ ■ナ 
ル •ホ I ムは單 に イギリス •ユダヤ人 及び イギリス 巧 固の お 民 巧た る のみでな く、 また アメ 
リカ •ユダヤ人 せび ユダヤ 的 アメリカの ちほ 地と なつて ゐ るので ある •をの 巧 巧には メソボ 
ク ミア 油田に 對 する スタン ダ I ド •オイル 會 社の 利 巧を おじめ、： 阳巧 アジア ニが ける ア メリ 
力の 巧 巧 利 巧 等が な 在して ゐる こと も忠れ ては ならない • 

• . 

か 一二 節 •パレスタィン のま 巧な お 】 巧 七 



络五 章. 第一 次 おを 戰爭 後の 

^ アメリヵ •ユダヤ人 



第一 節 アメリカ •ユダヤ人の 繁榮と 

アメリカの ユダヤ 化 • 

巧 シャイロック •ア /リカ 

巧 巧な 争は 世界な 巧の 中 也を mi 7 パよ 〇 を 衆 因に 移し、 巧 後の 巧 巧 ま 本 ま 塞の 新しい 
巧 巧は アメリカを 中む としては じを つた •大巧の 結 巧 築かれた アメリカが 巧の 基 巧は おおの 
化く、 特に 巧 工美の 巧 度は まし かつた •巧 後 •良 ま 巧を E して ハ I デ ィング、 ク I リ ，デ 
(cooli を e)、 フ ー ヴ 71 (Hoover) の 一一 一大が 淸を 曲した 共が なは、 まとして こわ 巧 巧せ る 商 
H 菜を 6 背 致と して わたので ある •大戰 後 共和 巧の 稱稱的 對か攻 巧に より、 アメリカは 戰爭 
による 巧强 のを 货に巧 じて 中南米は 勿論 アジア、 ョ In 7 パに わたり 化 巧 的 巧 巧 巧 おを 試み 
た。 

巧 化 アメリカ 大齒 について は、 モン！！— ままの 立場から 況 アメリカを 巧を 鼓 垣して 中 巧 米 
>】■ r イ 》 * V ヤん 0» 榮と アイ 9 々の ユダヤ 化 】 置 一 


T 


第五 ♦♦一み 世界 « を& のアメ •'力 •ユダヤ人 一 五一 一 . 

諸赶の 反感を 金 巧に ょつ て 抑 おし、 ちがに 巧して は 門戸 閱 巧、 巧を 均等を 唱 へつつ、 巧お突 

本 主義 アメリカは 何時の 巧に か アジア 乂 踏に 巧く その 根を 下した •ョ J 0 ッ パに 對 しては を 

治 的には 飽くまです 千 巧 主義を 巧榜 してね るが、 巧 後に 於け るョ In プパ經 巧の S 、 がは 

F イツ 賠 がを のま 巧 等の がみは アメリカの お 大な巧 金が 助な くして は 速成され 得を かつた し、 

まを 合衆國 としても ョ i ， パ 諸 困に 封 中る 巧值 ホに そのが 子の 回收 とい ふ おからし てこれ 

を 放 巧す る ことが 出來 をく をつ たので ある •しかし， この ヨ In ， パ 経 巧に おする アメリカ 

の 介入は —— 化の 世 巧に おしても 同 巧で あるが —— 巧く 4 で アメリカ 金 巧 寅 本の 世 巧 ま がを 

目指ず 奋が貸 的 お 巧を なて 巧 はれた ので わつ て、 これに おしては 流石の ョ 10 ッ パち 本主酱 

を 团も反 巧を 抱き、 フランスの 化き は アメリカを なて 二十世紀の シ卡イ 0, ク ( W ヴ 

I シ * I クス ピアの 有名を Kffi 『ヴ ••ニスの 商人』 中に 出て がるの 血 巧め を A ダヤ离 が 貸 

— でを ると 解 倒しち- かし 結局に めで アメリカの 巨 乂 をる ドル 外 巧の 前にち 巧 後の 巧 

垣に 巧々 たる 巧 ザ 0 扣き誌 巧は これに 封して 叩閔卞 るの 他は なかつ たので ある。 

かくて 十八 巧 だな 來 Q 巧 大陸 アメ 9 力は、 第ー ホ 化 お 大巧 お 巧 產ち義 D シヤと 並- んで イギ 


-gi くて 十 A せ だな 來の巧 - K 陸 アイリ カは、 寅 _ ホ 化巧乂 氏を 巧を 主 塞。 シヤと ホ. んで f ギ 



リスと 巧に 巧 巧 安本 主 茜の チ 盾の 1 大 動因と して、 世を ホ 的を 巧大陣 化の 巧 巧を 沒化 レて ホ 
たので わる •ちして それは また、 r 面に めて アメリカの ユダヤ 化、 アメリカを 巧 城と する み 
ダヤ 巧を 王 巧の お界ぞ 氏の 巧 おともを つたので ある •シャィ。 7 ク •アメリカと いふ 化 判は 
巧して 窜 をる 巧 喊 ではなくて 生を た 現 巧を 物語つ たもので あつ セ。 

巧を 巧 爭のお ホは アメリカの ィスラエルの おおに とつて 巧し い 時代を おする もので あつを。 
アメリカの ユダヤ人は 战爭の 巧に をみ 且つ 巧 巧した。 殆ど アメリカの 全產 策に めける ブ J ム 
狀 想は、 巧に 慧い ユダヤ人の 乘 ずると ころと なつを， 多を ユダヤ人の 從 をす る 衣 i 紫は、 
何百 巧と をき d I ュフ tlA の 霜 要に ょつ てま 曾ち の 巧を を來 した。 な 銀は 狼煙の やぅに 巧 
く 上つ た。 あらゆる ユダヤ •マ ヌフ 7 クチ ュア I や 商店は 巧 巧を おがしを。 外闽資 易の 巧 ま 
は云ふまでもない。 をの巧展振りは巧くべきものであつて、「,|ダヤ民族の歷か上ホガ巧てか 
くもみ くの ユダヤ人が 巧 巧した ことは ない」 と ユダヤ人 自身が 各 白して ねる 程で ある。 

つ * Jews Come す > me " icas ) 

巧 巧の 直を 新しい ユダ卞 移民の 一 闻が合 衆 約へ 巧來 した。 それは 從來 移な した ユダヤ人と 

Sr 一拓 アメリカ •ユダヤ人の ♦巧と アメリカの ユダ卞 化 】 五 己 




w 五巧掉 一々 世 ホ 載爭 なの アィリ カ. ユダヤ人 一 五 巧 
は 巧つ て 一巧 窩い階 巧の もので あつた •巧を の 多くは 束が 曰 I 0 ， パに めて 躲 巧して ゐ たも 
わで あるが、 棋爭 度ぴ巧 後のを かや 虐 おに 逸つて 巧浪の 旅に 上つ たので ある。 新しく ア メリ 
力へ を 化した これらの ユグ卞 人は その 巧 化 そ} 三十 巧で々 モ がを 多く をんで ゐ た。 彼等の 夫 や 
ダ 規は巧 争 中に 彼等を 泌れ て來ゐ ことが 出來 なかつ たので ある。 

巧し い ユダヤ お 民は な 前の それより もを かに 巧 易に 移 化する ことが 化來 ちが 等は 比較的 
»裕 であつ たし 》 また アメリカに 栽 巧を 持つ てゐ たので 衣を にむ おな く 移 化する ことが 出 巧 
た •この おしいを 民は アプリ カ •ユダヤ人の 巧 力 增大に 大きな 巧 索を 附 化した とい ふこと が 
巧 巧る •東が ョ I 0 ， パの ユダヤ人の 危 巧を お ふために、 アメリカの ユダヤ人は 巧に 何千 巧、 
巧 百 巧と いふ ドルを をつ てた るので ある • ' 
大巧 後 東渾ョ I 。 ， パの ユダヤ人の 狀游は 思は しくを かつた。 ポグ n ムと巧 殺とは ユ乂ヤ 
人の 生活を 巧 傑 させを •巧 百な ドルと なき 金が これらの 諸 田へ 送られた が、 をれ は ユダヤ人 
のち 慨を巧 巧ず るには 充分の 巧には ホた なかつ た。。 シヤ巧 かによ る お 就が ややを ぶしは じ 
A た 時 •このを をに よる ユダヤ人 搭お をには 中 產階捉 のをが 多い ことが 巧 かにた つた •しむ 


* た 時 •このを をに よる ユダヤ人 接 おを には 中を 階 巧の おがを いこと が 巧 もに たつた。 し.^ 



し 革を 後の。 シ卞は ユダヤ人に 封して 化 巧 ぁる 稱 ホを 約束した •これには をを は 巧 巧忙ち 6 
る ユダヤ人の 巧 力を 巧 位が をみ にを 巧して &る • 

一九二 六 年、 ソヴュ J 卜巧府 は クリミ ヤ 及び ゥクライナの 廣大を 地域に ユダ卞 推 民を みな 
を 化せし わる ことを 巧 おした • ± 巧は B シ卞 巧府が 提供した が、 が に勒 するな* の 巧 拾 
のは 主として アメリカ .ユダヤ人が 提供し なければ をら を かつた •他の 諸 因の ユダヤ人は 多 
<自 み 連が 巧爭 のを 巧を で わつた •一 化 一ニ ハ 年。 シ ヤの提 巧が ぁつて 巧 もを く、 一 一千 置 百 K 
ドル 調淫巧 おが 合 衆 苗で 巧 おされた •ユダヤ人 ジ • I リアス.。 J ゼン ワルドは 直ち 巧 ドル 
を 引 巧け、 ジ •ン •曰， クフ-ラ I ( JohnD . ROCkfdler . 巧の 方) が 五十# ドルを 巧附 した • 
この 資金に ょつ て 巧 巧の ユダヤ人 ま 巧が 被 等に 料當 てられを 巧 場に お化した。 

ロ シ卞玫 巧は クリミ 卞 とゥク 3 イナの 他に、 シ ベリ ヤ のと I ロ ビジ* ン (留 eraBij 邑) に 
がける 度 乂を地 巧を ユダヤ お 住民の ために 岡 放した •これには まとし で ゥクライナょり 手工 
おを 並 取 巧技 ユ ダ卞乂 がを 化し、 一九二 八 年頃には わ 一巧の 人口を 持つ にきつ た。 これが 彩 
住に 巧した 寅 金の 巧 十 置 パ I セントは、 アメリカを 巧 巧と して、 ドイツ、 フランス、 ア A ゼ 
度】 節 T イ ■'々••ー グヤ 人の* « と アイリ カの ユダヤ 化 一 五 五 



誰 五 章 策-ホ 世 巧 « 爭 巧の ァイ 9 力. ユダヤ 人 一 五六 
•ン チン 等の ユダヤ 諾巧 おから 送られた ものである •三 一十 お パ I セントを。 シ卞 巧が が、 そし 
て 巧り の 十 パ I セントを 移 化を 自身が 育 巧した •一九 一一 三 ハが、 巧 米ソ ヴ -1 卜 大巧 トラ ヤノ 
フ スキ I ( ユダヤ人】- は、 ユ • I ョ I クに 於け る ユダヤ人の 「對ビ I ロ ビジ 卞ン .ユダヤを 
住を 負を」 のな 上で、 ユダ卞 巧 巧 階 おの ビ 10 ビ ジャンを 住を すすめる 巧說を 巧つ た。 その 
をで同委ちを巧長たるブナイ .ブリス閒貝ウィリアム . n 1 H ンはソヴ* 1卜を府の巧案に 
な泌の 怠を をした •アメリカ .ユダヤ人の ビ I ‘ロビ ジャン 移が につ _ いては 桂々 のエ がが 巧は 
れ たが、 しかし この 地の 自が 的な 生活 お 件の ために アメリカの ユダヤ人 自身は® みかし かを 
住して ゐ をい • 0 シ卞巧 巧は、 この 巧へ ユダヤ人が 充分に 移住 すれば 新しい ユダヤ 共 巧 巧を 
建 おする とい ふか 蠢& 立てた • 、 一 - 

因に この ユダ卞 •ピ I 。 ビジ 卡ン应 は、 アム I ル 河流 巧 ハ •ハ。 フス クの两 方、 松 巧な の掛 
岸に 作られ セ もので 面 巧は パレスタインの 約 二倍 化で わるが、 アム I ル 迂回 巧 道と 巧 結す る 
のみ をらず、 シ ベリ ヤ廚逍 にょつ て ウラ デォ スト 7 クに 巧ず る單 巧的果 輿地 助で わつ て、 ソ 
巧 巧 括 おを H まの】 大 むを 抬が巧 〇 巧を がか 因され てむ ると レ ふ。 ドイツ 降が 大佐 アルフレ 



つもので ホつ て， 巧 束 特に 口 本 海を びオホ I ック海 巧 巧に めて。 シヤが アメリカに 巧が を 巧 
かする とい ふ 巧 駐は兩 聞 巧の 多年の！^ であつ たが、 これにょ つて 一を に 「ユダヤ 植民地」 
とい ふ 巧 道が おられる ことになる わけで ある • (Alfred stosz.-Der Ki る Zwische 口 Judeund ぞ 


pans Miinch さ • 1.934 0 

(ま' > なは ビ ー ロピジ *ン •ユダヤは について は、 ホみ 巧 » ホな、 巧 口 巧の 府» 『ッヴ 王 1 卜柏巧 
巧 太 人 怖 巧化ビ 0 ビジ* ン K 辛 WJ (昭巧 七 年) をを 閒‘ • * 

アメリカ こダヤ 人は 多 巧 ユダヤ人 S シヤ度 場への お隻 便を 阅つ たのみ ならず、 種々 
の 町で ユダヤの 工人が ぉ警巧 人し 店鋪を 設ける ための 寅 金を 寄附し 一禱 民に 巧れ ない ユダ 
ヤ人 のために 金 规組管 作つ て 他 S 生活を てし める やぅに 按 助を 典へ た。 彼等は、 f ラ 
ンド その他 QSB 1 a ， パ潇 团に對 しては ユダヤ人 囊を校 や 90 か 育 巧 助を をが 巧し 
ちかくて ョ 10 ， パに めける ユダヤ人の 生活は ホ 第に 巧な し、 巧つ て 従前ょりも 推 W なな 
展 をな しおめ たので わる • 

#】 面 アィリ カ •ユダヤん 0 IK 巧 4ア ィリ々 の ユダヤ 化 1 五 七 


ん か名餐 


策ち ♦誰】 ホせ ホ « 巧 ft の アタリ々 •ュダヤ人 一 瓦 八 

れ くの 化を アメリカ. んダヤ 人の 他の 巧 K に 勤す る 積 扭的沒 助は、】 面に めて 彼を がいか 
に 巧 1 巧して ゐ たかを 一巧ず ものである と共に、 他面に がて、 それは アメリカ •ユダヤ人の 
お 力が 他の お 田へ 巧 巧して 巧< 巧 程で あつて、 これが アメリカの 世 巧み 巧に とつて を 巧 & る 
がが を 巧ず るに 至つ たことは 云 ふまで もを いじと で わる。 

娜 二 巧 大度を の ユダヤ » 民と その M 面 

アメリカの おみを 巧 じて、 無制限の 巧ん 民に 反斯 する 聲 はしばし ぱ 卸れ れ たと ころで わる • 
をして、 これは 夕< の 巧を 路民お 巧 法の 貪 巧と をつ た* 

第ー ホ 世界 巧 學のお 巧と みに 移民が 巧の g は 一段とな くな つた •巧爭 の おおは 巧 狂的 & 巧 
み 気に が 水を 浴び#、 巧 外的に のみ 向つ てわた 力が I なみ 巧 的と をり、 巧 內餐理 のために 失 
なや 生 M が 巧くなる とみに 人口の' 油み がを めて 巧 酉と なつた ので ある •巧 民を 制限し をけ 
れぱ さらで ザに 人 U 遇 巧の アメリカは 洪水 0 やぅに 流れ 这むョ I 曰 ッバの 下！^ でち おする 

ゾ 

だら ぅと 1 M ふ 鉛 巧が 巧 まつて 巧た ので わる • 


大技 中を 衆 凶へ を 件した ユダヤ人の 巧は ホの 化く で わる • 


年 ホ を お 田への ユダヤを 住人 口 
化】 置 年 一ー ホ、 四 至 人 
ホ ー大 年 一ち 1 〇 八 人 
ホ】 七 年 一ち 111 四 二人. 

ホ】 八 年 己、 〇 八 七 人 

九】 化 年 |二、 〇 五 五 人 - 
お爭な T ちを の 一 か 二 0 年には-四、 二 化 二人の A ダヤ 人が 入 《 してね る •これは 巧 前の 
巧 おおに 比 ずれば ル さい 巧で あるが、 巧 後の お 濟的不 巧は 無 お 限の 移民 反 おに 口火を つけ、 
移民 おおの アデ チ I シ-ン は 巧 巧の 火の やぅに 巧 がつた。】 か 二 0 年、 下院 巧ち アルバ I 卜 • 
ジ ■ン ソン (を ber こ ohnson) は 曲への 移民を ニケ 年 巧 中 化すべし との IIM を提 山した • 
技 日 後には 上院 苗 負 ウィリアム. キング (W 芭 iam H. King) も ホ 同 巧の 巧 案を 巧 山した， 
それから ちに 巧 H をには 上抗 iW ウィリアム •ディ リン ガム (W 岂 iamP. 呂 lingham ) が、 
T でに を 巧 B にお 住した み 画 民の 人口 巧の 五十 パ I セントを に 移民を が 眼す ぺ しと Qit 
巧 一®;， そ； ての R # と アイ， 力 ご； 化 一 五 A 


♦五た#】 ホ 世々 冉爭 巧の アィリ カ •ユ ダヤ入 】々0 
巧 化して ゐる 。わくて 種々 あ 溃の結 あ 遂にが なおが か 成され、 一九ニ ニ 年 六な S 十 H をな で 
お 了す る その 年度に めて、】 化】 0 年に がける 合を S 在 化み 凶 巧を の 111 パ I セントを おちを 
が 限す る ことにな つた。 - . 

これら 绩 ぶに 現 はれた おお 法に をして、 巧々 の ユダヤ 酉 民 的剧巧 —— アメリカ •ユダヤを 
貝を、 アメリカ •ユダヤを 巧 巧 俯を、 巧 衡者サ I クル、 合 衆 因へ ブライ •トレ I ド、 へ ブラ 
イ遵 難民 並を 住ま 设助會 等 —— の 化を をに して 下院な おた る 人々 は 坂を な 杭 巧を 巧つ た。 し 
かし 證會 では このが をは 問 酉に されず、 巧 裳は をに ウイルソン 大が 巧の もとにを 附 された の 
で わる。 ウイルソンの 巧 巧には シ ，フを はじめと して お 力を ユダヤ人が ゐた 。ウイルソンは 
種々 の 移ち 制限 ま 案を 抑留して ねた • Ci ダヤ 人のを をの 目的は ウイルソンの 任期中に、 彼の 
ポヶ •'卜 の 中で この 法 おを 搪り 巧す ことで わつ わ • K 底に がて ウイルソン はちの 第 S 移民法 
おを もぶ 認 してし まつた ので わる。 かを 移民 制限に 反對 したのは 濁り ユダヤ人の みでは なか 
つたが、 ユダヤ人の 反 おは 省な おがで ぁつた • 

おおの 批 化に おする 左む 刖 巧の 巧爭 について は i で 述べる が、 巧に 角恼 楽の なち 没阳巧 



や教 即が豁 や、 或は 無を 見を 裝力 巧を が 巧 民 反 勤の 巧 動を おした •巧 巧な 勒 にも 机 巧な 巧 由 
がわる。 われわれは 「百 パ I セント •アメリカ 人前」 や 「ク .クル， クス. クラン」 (KC 

Klux 亞 an) などの 闭粹 主窝に 必ずしも 巧 同ずる ものでは をい が、 彼等の 移民 反 おや ユダヤ 

~ 、 . 

人排 巧は、 決して 單に 大巧 後の 反動と かみを 做し 得なぃ 一面を 持って ゐる •ぉぉの 起 化の 如 
何に 巧らず、 アメリカに めける ユダヤ人の 勢力が 巧大 し、 移民が をの 承 巧なる 一巧 巧と をつ 
て わる ことは 明かで ホる。 がつ て •移民 制限 そのものが アメリカに がける ユダヤ人 巧 力の 巧 
大を 物語る もので わると 君 つても 決して 逆說 には をらぬ であらぅ。 

ハ J デ < ングが 大が領 にが 巧して 梓 別 巧會が 召集され ると 共に また 巧 民 制限 法が 巧窠 され 
で 問駐 とを つた •その 法案は ウイルソンが 提り 巧した ものと が々 同じ 巧 巧の もので あつを が、 
それは k_ 下 巧院を 通 遇して ハ ー デ ィングの ま 名を 巧 巧して 來た •ユダヤ 巧 おを がの 巧 巧を に 
して アメリカ •ユグ 卞牽貝 會 のを 負を たる ルイス •マ ー シ + ルは、 この 法案に ついて ハー デ 
ィング 大が 巧に 强 巧を お 巧を なした •巧の お 部は ホの やぅを もので あつた， 卽ち 、アメリカ 
合 ホ 田は その 巧が 的 巧 巧を 拘巧 しつつ ある、 な 法案は 明かに 不公平で あり、 巧 巧 的 結を をが 

#一8 プイ 9 々•ユダヤ人の* 巧 ir 夕 9 力の ユダヤ 化 一六】 


> 狂 車 飾】 ホ 世 ホ If ザを の アイ— 力 •ユダヤ人 一々 二 

春す る もので わる •そのを 民 制 旧法は 西 半 巧の 諸 巧を 除外して わるから 寒 測 的で わる •历巧 

に ま < 巧 巧の が 巧は 不巧 をで* をれ はや がて 大きを 不 五と 不平と を 巧す で わらぅ •この 法ち 

の 巧 巧を 必巧 とす >る いかなる 理由 もな 在し をい •等々。 しかし 乍ら マ I シャルの お 巧 や ユダ 

卞人 まの 反 おに も 巧らず ハ I デ ィングは をに 巧 民 制限 法を に 署名した。 
i j 

おのを巧は 舊の曲當てち 合を团にめける 】 化 1 〇年のを闻巧伟民の己パ ー セ ン トと規 
をした もので わる •その 大 5! は 化な 巧 ぴ西肤 諸留に 有利で わつ ズ 、ス カン デナ ヴィア 、ドイ 
ヴ 、イギ 9 ス 等に 區 分され、 東な 及び 南 おには 不 巧で、 〇シヤ 、ポ I ブンド、 イ タリ I 等に 
分れてわる。 この制限なは 1 化ー ニ 年巧月ーニ十日から 1 化ニニ年巧巧吉十日を^?^となる當 
で ホつ をが、 一九ニ ニ 年 一 一巧に 至つ て闭 をは これを 更に 一九二 一一 一年 六 巧 一二 十日を 巧 巧す る こ 
とを 決 巧した。 これは をが ョ J 0 ， パの ユダヤ人 にと つては 大巧 巧と なつた。 

な 巧と なき ユダヤ人が ウクライナ 度び n シヤ から ポー ランド、 ル I マニア 度び をの 他の な 
‘围へ述^ J してアメリカへ巧る巧巧を化^^てゐたのでホる。 中ち隅妍な下のものは、 がをを# 
りョ I 。 ， バを 巧れ 去る ためにが-巧 0 】 けを む。 取した も 0 が おい。 ポ ー ランドは これらの 




ユダヤ人を 巧 巧し. おみは お 等を： みび。 シ卞へ 通び 返した •夕 巧の ユダヤ人は パレスタイン 
や ドイツへ 转 出した •巧 百を はキュ I パと メキシコへ 赴き、 また カナダへ 行 < もの もみ かつ 
た， 

が1ランドの ユダヤ人のお史は古い。 十字巧及びぉ死巧時代に两级ョ1。 ，パから追はれ 
た ユダヤ人は ポ ー ランド、 リトアニア、 ハン ガリ 1 をに 流れ込み、 そこでな 巧と が隸 との 巧 
の 中 晒階授 としての 待进を 受けた。 ポ ー ランド 固 王は 巧 等を 保 ましを 強の 自治を 巧へ た。 但 
し厨棠の逐挣にはおをな制限6化 へ られ、 また±地巧ちぉにずエ荣化を へ の化入*^<^化され 
てわた •しかし 十 置 世む から 十 セ 巧 紀 にかけ て， ポー ランドの ユダヤ人は 最大の 自由を が 輿 
して わたので ある •ボ I ランドが その 大部み を。 シヤに その他を 才 I スト リ I と プロ シヤに 
一一 一分され てな 來 、巧 地の ユダ卞 人 も S みされ 宜つ 自治を 巧 止された •ョ In 7. パ大 職の 結果 
ポ i フン ドの 158 ； が 巧 栽した^ き、 が 市人 口の 111 をの 一は ユダヤ人で あつた (： Ninetee 口 を 
ク 日 tury " Ma 只 h ， 1938.)* R 前ポ I ランド 商人の 十 中 化を は ユダ卞 人で、 ポ ー ランド 人は 主と 
しで 巧 まがは み 夫で わつた ••しかし ポ I ランド 人 自身の 商 棠が懲 巧す るに 至つ て、 ユダヤ 入 

>】0 アイ >々•》 V ヤ人 榮と アイ 9 々の ユダヤ 化 】 六 三一 


,# 五 巧 ♦】 々世界 •争 使の アイ 9 力 •ュ ダヤ乂 】 々巧 
との お 立は ち敎 め 相違の 域を 脫 してが く か 化して 來た •巧に】 义 一一 一年 —— 巧玫 。シ卞 と 0 
を 巧な お I ユダヤ 巧 人並に 手工が をに おする 耕 巧な 勤が 行 はれた が、 大巧の 勃 没は 一時 こ 
れを抑 おした。 我 爭のお 局と おに ユダヤ人 排 巧は 巧に が烈 となり •一九 一八 年には ユダヤ 商 
人に 封す る 化 縛 的な ボイコットが 行 はれ， 一九 一九 年 巧 巧には ユダヤ人 虐 おの 波が 巧し 帯せ、 
巧 百 名が 殺された •同年 末な 來排 ユダヤ ぷ 動は やや 緩和し をが、 それでも なほ 一九 一 ご 一一 年に _ 
は、 ポ I ランド 人 商店の 爵 には 「犬と ユダヤ人は 入るべからず」 とい ふ ビラが 貼られて ゐた 
ことは ち 名で ある。 

巧 後の ウクライナ でも ホ ま 曾ち の 流 化の 檢 ホが 巧 はれた。 ウクライナには 常 お 百 萬の ユダ 
卞 人が ゐ たが、 その 四 分の 一は 殺な され、】 巧の ユダヤ人は 飢餓と チブスと のために おれた 
とい ふ •屑 殺を 迷れ た ユダヤ人は、 巧 萬、 が 十 巧と 奇朗を 巧つ て 凶 外に 逃を した。 一一 一 百年 U 
上 ユダヤ人の 中む であつ た ウクライナは、 逆にを も巧邊 した 地 化に 追 ひ 込まれる ことにを つ 
たので ある •ル— マ ュアも 百を 近くの ユグ卞 人口を 持つ にぎつ てゐ たが •ここで も ユダヤ人 
巧 斥 速 肋が お化して 來 たので ある • 



巧留 がみし 描に 外れた が、 かぅ した ョー 。，パの 巧教は 益々 ユダヤ人の アィリ ヵ 移 巧む を 
促進した ので あるが、 恰も この 時、 例の お 民 制限 法が 巧 施される に 至つ たので わる。 その 結 
果は ホの 巧 字に ょつ て 一目 瞭が たる ものが ある。 

. 年 ホ を ホ 困への ュダヤ を 住人 口 
一九 S 年 11化、0|二々人 
一を 三年 五 I 二、 五一 一巧 人 
】 化 11111 年 巧 九、 セ 1 九 人 
- 一九二 円 年 巧 九、 セ ー九 人 

一九二の 年扛月 二十 七 H、 時の 大巧 領ク I リ ，デは 別個の がしい 巧 民 制限 法 おに 巧 名した， 
そのを おは、 一八 化 0 年の 合萊齒 にがけ るを 团紹 ユグヤ 人口の ニ パ I セント 宛 削 常て てこれ 
をーヶ 年の 許可 技と した もので、 それは 化肤巧 民に とつて は甚 ガザの ょい もので あつた •こ 
の 法ち は 同時に T 除外例の 外は 餘化满 をき 外闽人 のん 巧が 止」 を をんで ゐ たもので、 これは 
巧來 餘化權 のをい お洋 人は a 本人の みで わつ たたろ 人 n あおに 惜む わが 巧に とつでは を大 
巧 困と をり、 當 時の わがな 原な 米 大使は アメ 9 力蔚 をに 抗巧 寄を をつ たが、' その 中に 日本と 
巧】 巧 7 ィ—ヵ ニグ ヤ 人の* 巧と 7 ィ 9 力の ユ V ヤ化 一々 直 
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第五 ♦誰 一次せ ♦« 争な 〇ァ- 


-力 •ュ グヤ人 


アメリヵの 巧に 「を 乂 をる 結み を 生ずる であらぅ」 との 一節が わつ たため、 一 盾 大問坦 とを 
つを •を 時 ヵリフ* ル ユアの 巧 任を 珪 が、 巧 保のを い 巧 巧な 日本人のを 住に ホ 巧を 麽 じて、 
a 巧を 巧 日* 巧 やポィ n ， 卜を 巧つ たこと もち 名な ホ* で わる •これを 見ても 移民な 限な は. 
ひとり ユダヤ人 のみに をす るが 旧では をい が、 日本人 お 民の 巧に 比べれ ぱ 、ユダヤ人の 巧は 
餘 りに 大 されつ たので、 そのれ# も ホ大を かつをと 云へ る。】 が 一一 お 年に おの 法が が 巧 施 ミ 
れ たちみ、 > ダ 卞巧民 巧は が お 民 お 限 法に よる 一三 パ I セント 割當の 狂み の 一に 巧り つめられ 
る ことと & つたので わる •その 寅が は ホの « 字に 現 はれて わる •- 
# 年 ホ 合 ♦函 への ユダヤ 移住 人口 
> 1 ろ 一 五 ザ ー 0、 二 九 二人 
一九二 太 年、 】 〇 、二々 七 人 
一を ー セ 年 二、 占 八 I 二人 
1 化 二八 年、 二 、 -^ll 一九 人 
一九二 九 年 1 う 巧 七 化 人 


をれ で〜 尙 •巧 民な 旧の アデ テ I シ •ン とを 活 S は 好いた。- 化 一二 〇 年、 II 二を に 巧け る 


それで〜 话 ，お 民衛 おの 7 チ テ I シ ■ン と謎插 おは お レた • I 力 sc 卸 ミータに ぉり ミ 

を お 巧 おと 尖^ 化しを 失 菜が 渡と を 背 好と して、 移民 お 巧の 資は夕 第に 白 巧 化し、 一 留お巧 
なが 向を おすに おつた。- 义 一二 一年の 巧 會に提 化された 一法 案は、 過去の 削 常 法の 下で 韵さ 
れてゐ を 移民 巧の 九十 パ I セントを 削除 せんとす る も 0 であつ た •この 巧 案 どころ ではな か 
つた。 移民を 全 的に 中止せ ょとの 巧が を々 旺ん になつ て來 たので ある。 これは 極' ぜの失 装が 
おに 在つ ホ アメリカ人 巧 巧を を 保 巧す る 非常手段 として 提唱され たもので ある •フ ー ヴ 7 I 
大統領は をに アメリカ 領 ずに 對 して 貨 施を々 を 資し、 アメリカへの 路 段を 全 的に 中止して し 
まつた， か，->したを民制限運勒と巧呼巧して、 合衆固內部にがてな巧なアンナ. セミティズ 
ム 運動が 行 はれた ので あるが、 これにつ いては 後 節で 詳述す る。 

かくの 如き 移！^ 制限 或は 中止が —— 中止は か 論 一 梓 的で あつたが —— ま部ョ I 。 ： ハに め 
ける アメリカ 移住 巧 望の 巧 千の ユダヤ人に とつて 重大を 打が となつ たことは 云 ふを でも ある 
まい。 一九 S 八 年に アメリカ •ク - J 力 I が 徒が 配布した 「猎 難民に 施す る 巧 巧」 なる パン 
フレ ブトに ょれば、】 化 111111 年 ナナスを 府の ユダヤ人が 斥が 開始され てから】 化 S 八 年 六ち 
ホに 至る 約六ヶ 年の 間に アメリカに 流入した 避難民は 級が 四 S 、 0 四 二人で、】 ヶ年 平均 巧、， 
、' W 1® 7 ィ， 々ニグ ての 繁榮と アィ， 力 C ユダ 卞化 一々 セ 


- 錐 五 ♦第】 みせ 界« を 後の ァ >9 力 •ュ グヤ人 一六 八 
A 1 一一 一人に あ ダな かつた。 そのぅち S 十ー パ I セントは キリスト おに ホを せる 著で ぁつた。. 

を 民 制限は 合萊菌 巧の ユダヤ人の 生活に も 可 巧り のを 巧を 巧へ た。 それは が 外からの 牛-巧 
を 主 ダ ヤ窟識 とを 活 との 移入 色 おろ 化 ふるに 酉 內の反 ユダヤ まを 迸 動と 巧 おつて、 がる お 
度そしてが>^|^妒での ユダヤ人のア メリカ化と同化とをお進した。 大載後の平かおとがお的 
孤立主義 —— 各 因は 巧 後の 世界 恐 巧の 波から 自己を 巧 街 せんとした — にょつ て、 從來 '「諸 
ち 巧 0 巧が」 (Melting-Pot of 『ac 注) とお せられた アメリカ にも、 國家 ま義の おおに ょり 
「田 民の アメリカ 化」 巧 動が 巧展 したので わる •を 民 制限は また ユダヤ か 正が 化の 數 力を 拐 
め、 ゲ ブト I を 分な せしめた。 をれ は 特に ユダヤ 巧 ドイツ語 巧斷 にと つてを 大 なが g とを り、 
ドイツみ ユダヤ人の 巧 力を 著しくが おせしめ セと 云 はれて わる • 

、 

第 111 項牢巧 g 巧と アイリ カ •ユダヤ人 

一 化 一八 牢卜 一巧 十一 曰、 フランスの コン ピ * I ュュ にめ て、 ドイツを 跑 はがな 团〇巧 出 
したを な 件に をき 化 R おのに 巧 印した。 この 体畏 ts に 出席した み 田の 持单の 巧を には、 み 


た 諸 お 件に をき 化お條 おに 讀印 した。 この 化戰 ws に 出席した み 因の 特 ，がの おを 

巧に なじて カ ハルを 動かす ことの 出 巧る ユダヤ人 速が 巧 巧して ゐを •イギリスの ヘィ 詳窜の 
巧 後には サ ブス， ン •日ス チ ャイ A ド (Sassoon Rothchi 云)、 フランスの 將が 達の 巧 後には 
ド レ フ ュ ス ( nreyss )、 レ イ ナ ， ク seinarth Theodore ) をびべ ネデ ィ ク ト ^^ Benedite )が 

居^、 をの 他 各 闻の參 謀 本部、 隨軍 省、 を お舉お 巧、 お 煤み 巧が、 その他 舉霜 •武猎 辜 巧 巧 
等に 於ても ユダヤ人が 霞 些な地 化を おめでね た。 - j 

一九 一九 年 一巧 十八：：！ から、 パリ I の フランス 外な 省で 平が を 巧が がかれ た。 を 鋪 のち 腦 は、 
司を をた る アメリカを ホ岗 大巧 煩 ゥイ •ル ソン、 巧 長た る フランス 曾 柄 タンマン ソ I 、 度び イ 
ギリス 诗巧 n イド •デ- I ジの 一二 あで あつた •他の 齡な画 側 二十 四 ヶ闽は 紐を 化 外の ち おを 
巧から 除かされ、 また 败 化した 同盟 巧 側 四ヶ旣 はを が討绩 にを かする ことを 許されな かつた • 
當 巧が、 を 巧 事 巧は アメリカ、 フランス、 イギリス、 イ タリ！、 日本の お 大巧 代を にょるが 
巧 會讀で 決を され ク こと. になつ てゐ たので あるが、' 日本は が案厮 巧がない とい ふ理 ホで 一一 一月 
に 至つて 除外され、 また イタ リ I は フ* ゥメに 對 する 巧 巧が をれ られ ぬた め、 四 巧に みな か 
ら退 巧して しまつた。 かくて 平和を 绩は イギリス、 アメリカ、 フランスの 己 巧に ょつ て かぶ 
巧】 巧 アイ 9 力 •ユダヤ人 e» 巧と アイ 9 力 C ユダヤ 化 ー ホ 化 



誰 五々# 1 ホ ホ ホ If ザ « の アイ 9 力 •ユダヤ人 7も0 

讓を 担ら れる ことにを つたので わる •しかも、 この 平 巧を 巧を 牛なる 一二 人の 立 巧を の 周 用に 

はを々 有ち な ユダヤ人が わたので わる •クレマン ソ I 內 巧の 隨巧 大臣 アブラハム (A す ah - 

i) は ユダヤ人で わり、。 イド •デ- I ジ兽 巧の 巧 巧 中にはが. 密 顧問のう ち阴 人を ユダヤ 

人であり、 その^專巧を、 巧规货監等の地化にもユダ卞人がゐた， アメリカの陆巧大臣バ 

，力-- ( Backer )、 海 巧 大臣 ダユユ ルス ( Daniels )、 外 巧 度び 巧 暗 助 お 巧 係フリ I ド マン 

《 Freedman ) 等 も ユダヤ 系で あつた •一 兄 一九 年 巧ち す 八日に 締結 まれた ヴ* ル サイ ユな 

的と ユダヤ人との！ 一巧を 巧な する 一端と をる であらう • 

ゥイルソンは 平和を 證 にがけ る 最大の 立 役者で あつた •ゥイルソン がさう した モ 巧な 役 脚 

を果し 得た のは、 究巧 にめ ては 大巧を •通じて 化 巧 諸 民族を 自己の 巧 持を たらしめ た アメリカ 

を おる 本の 力で わるが、 この おにつ いては、 巧々 はまた、 この 大 おを 巧 巧と して アメリカが 

- 

世界最大の ユダヤ 勢力を 巧 巧す るに まつた とい ふ巧芭 を 巧び 想起し なければ ならを い。 平 巧 
か 巧は を 化 巧 數十ヶ 切 0 がを 得失に 脯 する 合謠 であり、 瓦つ をの 巧 後に かおみ 巧を 巧 おを 持 
つてむ てを ホ錯 なして わ たので、 比 K めち ホを を おに ホつ アメリカの 大 にして 巧 祐^ち を 


つて 石て を ホ 錯綜して むた ので， 比 巧の ち ホな 立 おに ホつ アメリカの 大 にして 巧 柏 5 まを 



夕 たる ウイル ツン が、 これを 司宰 する に最邁 巧で あつたと いふ 見方 もがは ぶ赏 であらぅ •し 
わし、 最 巧に 繫 げた 巧 由を を 過す る ものは 遂に おおの 提茵に 蹈れる ことが 出来ないで わらぅ， 
ウイルソンの 删 巧に、 ウイルソンが 大統領に を 遇する について を 乂 な 媛 巧を 與 へ、 お 巧中ア 
メリヵな巧を貝長としでを萊菌の巧時お濟を扔りおしてわたユダ卞人バ》ナ1ド • バル1ナ 
がね たことは 巧に 述べた ところで ある。 おはまた、 ウイルソンが プリンストン 大 みおを 時化 
にを じた 綺人丽 化に ついて 巧 巧の 巧を 掘つ てゐ たと も俾 へられて ねる。 . 

平 巧を 謎は、 統約 因が 巧な に巧爭 におへ ざる 巧 務を資 ひ、 「公明正大なる 巧 際 法の 巧 則」 に 
をいて、 み W 肋の 平 巧 的 底力を 化 進す るた めに、 ヴ •'ル サイ ユ條 約を はじめを 穂の 放が なが 
を 締結した •ヴ •ル サイ ユ おがは ドイツと がな 巧との 間の 巧が であつ て、 ド'':^ ツ W かの 岡盟 
がご 画は を 別々 に 巧和條 むを 締結した ので ある。 このみ 瞒和條 約の 第】 筒には、 化 約の 目的 
巧 巧の 後が たる 聞 際 お 盟に瞄 する 規約 二十 六ヶ なを 協を して ゎる。 この 聯盟 規約は ウイ ルツ 
ン がわ 血を 注い ガ もので、 彼の 理 巧を 盛つ たもの だと 岩 はれて ゎるが、 これにつ いて 一九 云 
二 年 八 昼 一十 E 日 か オン 會沒 のな 巧を みを 巧 長 ナヒ。 ，-ム •ゾコ 〇フは 「闭 巧が 盟は ユダ卞 
第】 S アメ 9 力 •ユ V ヤ 人の ミと アイリ ヵの ユダャ 化 ー セ ーー 




» 五 章# 1 ホ 世が 巧 争 巧の ァィリ カ •ユダヤ人 1 ち】 - 
の 思 あに 巧る もの 巧」 とを 白して ゐる •また 单 巧會窥 にがけ る ユダヤ 全 巧^^に してが 盟代 
まとを つた ルシアン. ゥ * ルフ pucien W をす) は T 國陈 税盟 は、 一九 一 化 年 パリ I に 於け 
る イギリスと アメリカの ユダヤ人 代表に ょつ て 丹を に 築き上げられな かつたち 墙 らく 崩 巧 
し 去つ たで あらぅ」 と玄 つて わる。 - 
化戰お約締巧後閒もなき 】 九 1 八年十二巧十置日、 フ ィラデルフ <アでア メリカ • ユダヤ 
人大 會が閒 かれた。 新大 障の ユダ卞 人が 世界の 他の がみへ 自己の なの 化 表 巧を 化逍 するとい 
ふことは 、ユダヤ人の おた 上 はじめての ことで ある。 フィラデルフィアを 蔚の ななには ジュ 
リアン. マ 7 ク巧 ホが 透ぱれ 、ルイス. マ ーシ* ルは 勘な 長に、 そして ジ-し コブ .H •シブ 
フ はを 計 方に なつた。 应进の 結果、 パリ I 平が 會 なへの が！？ ちとして、 ジュリアン .マ，. 
ク巧ホ . d ダ卞 法師 ス テフ- ン .ワイズ、 ルイス •マ ーシ* ル、 ジ •ゼフ •バロン デス (Y 、 
oseph Barondi) 度び モ I リス •ヴ '^ン チ- ヴ スキ I (MOIris Winch ミち こ 指名 さ 
れた .これらのを；： J は* 本を 註から、 〇シヤ 、ルー マニア、 ポー ランド 度び バルカン にがけ 
5 ユダヤ人のを 民 巧と ま敎 的ち 由と 6 巧 求す ぺ しとの 指令を をけ た。 また この ユダヤ人を® 


5 ユダ 卞 人の 公民 雇と 宗敎 めち 由と を 巧ます べしとの 指令を 受けた。 また この ユダヤ人を 巧 

は ホの 化き 巧 蔚をも 巧 おせしめた •それは， ちの ユダヤ人を なは 更に パレスタインに® ずる 
ユダヤ人の おを 的 巧ず 並に 田 おが 酷の ためこ-巧 おず る大 ブリテンのを 巧が 華に、 パレ スタ 
インに 別 おの 玫 がを 設ける ことを 毕 巧を 活に ま認サ しめる ため 巧く まで シオン 曲と 協 カサょ 
との 指令で あつた。 

-右の ユダヤみ薄巧么のま貞の他に、 ア_メリカ • ユダヤま貝をは、 ルイス • マ1シ ♦ルとで 
イ ラス. アドラ I 巧 ± とを-み 巧を 就 派 遺の 代 まを 員に 指を した。 その他 シオニストの グル I 
プれら若干夕が平巧な謎へ同巧することにをつた。 ルイス • マ1シ +ルは、 これらアメリカ 
ユダヤ 委貴 用の 病を 負 長に なつた。 

パリ I に 到 運した アメリカの ユダヤ人は* を 巧 巧 ユダヤ 民族の スボ I ク；、 y の やぅを 立 
場に 立つ た。 彼等は、 パレスタインが ユダヤ 民族の 母 W であると いふ お 明に 巧 力して みたの 
巧 功を 收 めた。 锭等 はまた、 ポ ー ランド、 ル I マユア 、その 化の 諸 巧ぶ との 巧 約の 中に、 昭 
がから が 在す る ユダヤ 入の 諸 棟が のみでな く、 また 巧 後に 軸 巧され わ諸槪 利を もな 巧す ると 
いふ お 項を 巧 入す る ことにぶ 巧した ので ホる。 

第一 面 アイリ カ. ユダヤ人の* 巧と アイ 9 力の ユダヤ 化 一七 2 


第 丑 さ 巧 ー ホせ ホ* 爭 巧の アメリカ •ユ ダ卞乂 一七 巧 

サイ ルツ； SS ポ 1 ランド 忆替る 反, ー ダ 卞的果 巧£ す 5 韵を 使節 S 巧を した Q もこ Q 
時代の ことで あつた。 この 調 巧函の 面を には、 前 トルコ 巧 抑 大使で あり、 瓦つ】 九 一六 ザの 
デモ クラシ I が 巧 巧 動のを 計 巧 巧を 引受けた ヘン リ！ モ t ゲンツ 1( 出咨 『y 弓で S さ g ) 
が 巧を せられた •ポ I ランドに がける 巧 巧 間の ホな 後、 モ I ゲン ソ I が 作成した 報 巧は’ ポ 
「ラ - V 卜人 S 巧は を大な ものでは ない とだ ふので あつち そのた 《に アメリカの ユダヤ人 
はか 論 世 巧を 地の ユダヤ人は、 モ I ゲン ソ I に對 する 非 おと 巧が の 言 おを 浴ぴサ かけた •か 
< て 彼は アメリカに がける 最も 不 人を な ユダヤ人と なつた •モ I ダン ソ I は、 さらに 彼の シ 
才 n ズム におす る 終始 一巧せ る反對 、特に シオ-- プ A はア又 リカ ニ ズムと 巧 立し をい とい ふ 
なのを 言に ょつ て、 シオニストからの 猛烈な ホ 巧を 受けなければ ならな かつた。 おは ア メリ 
力に がける 反 シオニストの 巧 導！^ であつ を。 しかし, 〇れ にょつ て 彼が ユダヤ 主義を 巧货 しを 
とお ふのは 大きな 誤を で _ ある。 これにつ いては 後に 述べる 錄會が あるで あらぅ。 

一 化 一九 年 十二月 十 冗：：：：、 アィリ カ •ユダヤ人を おのを 员は •合 衆闽聞 務乂臣 。バ >卜 • 
ランシング (巧 cbrT " rails ミ W ) の 許に 訪れ、 ゥ クラ > .ナ こわける あかを だ ユダヤ 運 勁に おし 


てアメ 9 力から 巧 まを 结 する やうに と萬廣 した。 これに 對 し--」 ランシングは、 目下の ぶ— ブ 
ン ドの 無を がが おを 化て しては を ホ 段は 如何 ともなし 樽ない が、 しかし 合萊 がが ゥクラィナ 
ft 承 語す る 時が 來れぱ 直ちに 抗活を 提出し、 が 去の 不正の 巧 正と みか 民族に 勒 する 公一 午なる 
侍 あとを 巧裝 する であらう、 とが 巧した。 

一九二 0 年 お 月に アメリヵ •ユダヤ人を 薄が 第二 回乂 をを 巧 他して ゐる とき、 平 巧を 巧へ 
、 巧 遺した を 良からの 巧吿 一! が 到を した。 この ユダヤ人を 巧は 當 巧は 一時的な ものと してから 
れ たので、 を绩の 目的が 巧 巧せられ たな 上 これを が おすべし とい ふ お 見が 出た が、 ななのう 
ん巧 十六 名は これに 巧 おした。 しかし 活 長の ジュ y アン. マック お单 はおを のが 敢を なして 
し 4 つた。 ユダヤ人を なが 化を したを で、 反を がは ホ久 的な 會 巧を 創設す るた めに 假 の ㈱ お 
ft 化な したが、 これは やがて 本が のな 永久 化 巧と なつた。 こ 0 を 議 は、 ユダヤ人の 滿 かを が 
進な 大 し、 ユダヤ人の 巧 かの みが、 破' 巧を 防 巧し、 を ほその 他 ユダヤ人 のがを に 邸す る】 切 
の 巧 巧を 巧 巧 ふこと を 目め とする もので あつた •會窥 はな 年閒 俄され る ことにを り、 ユダヤ 
を而ス テフ* y • S •ワイズが 一九 1110 年を 引き W を ま 長と なり、 その後は •ハー ナード •ド 

#10 グイ 9 力 •ユダヤ人の* ホと アメ 9 力 C ユダヤ 化 ーセ芭 



# 五 章 ホ* ホ戰爭 なの ァィリ々 •ュ V ャ人 1 七 ホ 

ィ ，チ* (Bernard S ， Deutch ) が 巧を の 巧な についた • 

わくして， アメリカ. ユダ卞 人は、 二つの » 底のを 大化 煤を 持つ に 至つ たので ある。 卽 ち、 
アメリカ •ユダヤを 具 會とア > リカ •ユダヤを 巧'- (American Jew が h Congr 法 ごとが 一 をれ 

で わる， 

、第二 節 反 セム 主義の 勃兴 

巧大 R 巧の 巧！！ 運 

アメリカの ユダヤ まなが お：® てな 烈を反 セム 主ち を おおし はじめた のは、 彼等が 战爭の 好 
5 巧 のぞから 运ゎ やらめ 巧 巧の 中 にがてで あつち 化かに をつ て わら 六ヶ巧 後 0 】 化】 化 年 
五月には、 すでに、 巧 巧十ヶ 年に 及ぶ アメリカが をのを 約の 化が 刚 おに 現 はれて 来た •天井 
なら 中の 及爭 致ち は， 巧を の 巧ち と共にを ちを かれ &を なに 巧ち 込んだ。 巧 本 まを 居み のみ 



が 菜け. •の 破な である •アメリカは ョ In ， パの 諸闊に 比すれ ぱ稱 巧の 棵 淵な すがの 梭 掏を が 
ふこと がか かつた が、 それでも 化 巧 的 巧 巧の 嵐は ここに も 吹き 说んガ ので ある •巧 時 巧萊の 
平和を 萊 への 巧 期が 替は 巨大な 谋牲を 巧 請した •工場、 を祖の 饼®® 壊、 失業者の 巧 水、 そ 
して 巧衡階 巧と 寅 木 ま 階級 間の お 立 譽は涵 度に が 化しち 戰繁ら の齡讓 人のを 大な數 
は蠢軍 Q 勢に 巧 おを けを。 對外問 S ために 賣 ご致函 結した 時代は まつて、 閒內に 
めける が雪對 なと 震の か 裂が 現 はれた •。シ ヤを はじめ、 ドイツ、 才 1 スト"， い ハン 
ガリ—、' フラン _. K 、 イ ギリ K 等を 吳 つたを み 的 風浪* 特に。 シヤの ボル： ヴ ィズムの お 狸 
は、 アメリカに 巧け る 階級 商 巧の 嵐 こ 段の 力を 化へ ちす でに ウイル ツンが 農縣盟 論を 
窝唱 して ゐた 時忆 、合 萊國 では 警 5 人；々 忆も羹 主義 革を や 或は C& 對 する 反を 
をが 起る だら ぅと 考 へて わち これを 試 明ず をの 如〜 な 時の 經濟巧 慌の巧 おの 中に がで' 
曼を 巧掛ぞ 巧の ストライキ や デ モン 7 トレ 1 シ •ンが 翔き、 また こ におして 資本家 巧の 
日， ク •アウト や 巧 巧 主義を の 反 ボル： ヴィ プム窠 動が 巧 巧し ち 
大我中 巧 供进勤 はを 々と 巧を 得、 をつ 极留 とを つて わた。 資案側 も 巧 力に のをを は 

#二 面 反 セム 主# のな*- 一七 セ 


•五々 任 一み 巧 ホ « 爭 後の アィリ カ. ユダヤ 入 ー セ 八 
サる ことを む 得て ゐた •を 力に 對 ずる 进 なは 自が 的を お 肉 おを の 栽 巧と 巧 侯つ て混说 £ 一巧 
义 きくした。 をれ は巧爭 そのものの お « にょると ころ 甚大で あり、 要するに 對か 巧を の狀お 
が、 休 巧と 共に おの 閒爭に 待 化した ので ある •联を 中す でに 巧ち 件餘の ストラィキが 遂巧さ 
れ た。 原因は まとして ホ 活が爵 品の 巧 格 巧 質に をく ちが 化 上げの 装 ホで あつを •巧掛 巧を が 
自己の 阐 結の 力を 白 巧した とい ふこと も 云へ るが、 営が の 巧が 通 動は おとして 經濟モ を 的で、 
トレ I ド •ユニ ォニズ ムの巧 向が 强 く、 お 外戰爭 のを 行中で あつたた め 巧 巧を 齒 のが 巧が 强 
かつた •か 論 それは 巧 協で あつて なのが 一では ない •巧を の 巧の 統一は、 巧 ニ ホ 化 巧 戰巧〇 
巧 迫と みに はじめて 巧 巧の 嚴垣 となり はじめた ので ある •如上の 巧衡巧 動の 巧 巧から して、 
ア^ 9 力め 府 もが、 當巧 はおを 力の 巧充 とお 莱 の 協調との ために 集 用 巧 約を おのした •この 
5巧な巧時巧お巧動のを铅こそ、ち名をユ>^^ヤ人巧か運お巧サミ*エル.ゴムパ1ス(53- 
i 么 Gomper とで あつた •アメリカ 巧が は 彼を トレントンの 朽 呼を なをに めける 谐化 にお 
る、 アメリカの 巧 估 著に 對 して ホ 巧が 到 巧す れぱ 新しい はおが 巧 へられる であらぅ との 巧 望 
を 巧た サ たので わる。 むは またを に パリー がか 行なに めける々 沿を 化を れを〇 わたと なつた， 


アメリカの 巧 巧 姐 合理 劫は、 南 化 巧 孕 巧 巧 もな を 一八 ス九年 十一 巧フ ，ラデル フ ，7 で留 
ホされ た 「勞 傾の 掠 ±J(KniKhts of rabocr ) をな て 卸 おとす るが、 それは 巧々 の內 乱に ょ 
つて 瓦 ぉしてし まつた •これに 括いて 出現した のが 「アメリカ 巧 か 協を」 ( American 巧を で 
raiion of Labour .なお A . F . 尸.) で 大戦を 時を も 活動した のは この 囲 挺で ぁつちし かも 
この A • F . L こそは ゴム パ I ス その 人の 倉 立に か 力る ものな ので ぁる 彼は 一八 广ミザ 十 
一二 おのと き イギリスから アメリカに 巧 巧して、 二* I ョ ー クのイ I スト サイドの 巧 做を 地が 
で タバコ エ 巧の 巧エ となり、 タバコ 投造满 巧 働 化合を おおして その 巧 導 おとなつ た •この 化 
をを 中 わに 多 巧の 巧 供 おを をが を 傍 巧して、 一八 八 巧 年 バル ティ モアに がて A .F -L をが 
巧した •- かくて 彼は 一 化 二 四 年 その 巧に 至る まで A . F • L ©# をと なり、 同を が アメリカ 
巧 働 巧 動 巧の 巧 巧を 握る と共に ゴム パ I スは 「アメリカ 巧 働* 動の 父」 と稱 せられる に 至つ 
A .F . L は 巧 安度 現を 目的と する ホを 主 巧に 立脚し、 找爭 中に 急速な 1 をな した • 
がち、 同じく アメリカ 巧 5® 巧 おにが ける <「 1 つの ま 喪 曲® たる I .W • W は アメリカのを 巧 
に 反 dn 】 て 反 巧 的を 巧 向を をした が、 A 'F - L はじの お爭 をな て 民主 モ 巧の ための 巧爭と 
錐 二 《 反* ム ま！！ のみ 興 ー セた‘ 


第五々 第-ホ 世界 戰爭 なの アイリ カ •ユダヤ人 


】 八 〇 


しで# おし、 ゴム パ J スは アメリカ 巧が への 忠 おを 巧つ た •巧に I . W . w がち 化 巧を 棠巧 

働巧同盟 ご己をを江と workers を the world) は 】 化〇を年ゥ ィリアム * フ*スター 

( wi 吉 am 巧 〇 を 9) によつて シカゴで 創立され た 左巧务 巧阐 おでめ つて、 巧 化のを かの が 巧 

、' 一 

に 巧 じで 盛んにが 力を 巧 大したが、 その後 畏 おのが 宿と おに 巧々 裔涅 した。 

ア ー サ I . ル ，ピン (Arthur Ruppin) は、 アメリカに 於け る 巧が おな は ユダヤ人 巧が を 
の 巧 案になる もの ガと 述べて たるが、 これは おかに 皆ち される とこ A である。 特にを 浆 巧の 
創を なが ユダヤ人 のみ 巧が 從 ホした 巧 お 業に ユダ卞 人 巧 供 化を のが おが 著しい。 巧 協 的 
を A -F . L に對 して 巧 巧 的な. ままに よる 巧が 港 のれを 拼 おを 目的と する 産 弟 別闲肪 をな 
(congresw of 1 日をを堅 orRanization. が稱 C; I. P) ががをするが、 この風巧の^^^には 
ユダヤ人 シド - 一 I • ヒルマン (wid 己 ey 田 illman) が 居る •彼は リトアニアに 生れ、 一九 G た 
年 アメリカに 渡 巧して 巧 お 巧 動に 從 みし. 一 化 一 0 年より 一四 年まで シカゴの 被 販エ樂 巧 供 
ち おな Q 巧遵 おとなり、 一九 一巧 ザ-ー ュ I ョ I クの 外を 数 造 お 化を の 巧 記艮 なび アメリカ 聯 
を 巧肢 エ莱务 B 化を 〇 指 薄 おとなつ て、 錯 みの ストラィキを お 巧した。 巧 も ホ ゴム パ I スと 



同じく 大巧 中 巧 時 巧 防 委員 會 のを 員に 巧を されで ゐた •また 闻磅 婦人 眼て 装 巧が 組を の 巧 巧 
苛 こ-は ユダヤ人 ベン ジ中 ミン •シュ レジン ガ ー ( 巧 当を 3 in Schlesin 巧 巧 ) 及び デ ビブ ド •デ 

* ビン スキ ー (David 客 bins す) 彼は 後に A • F • L の副會 長に なつた が 居り、 が 

巧 •隨子 •な 人 装 身を エ菜巧 巧 組を の 指 巧を で 後に 棉子エ 柴巧衡 を 信用 化合の 副を 長と なり 
ちに ユダヤ 巧 民 巧 働 者 同 巧 (Jewish zational Workers A 己 ance ) の主畏 メンバー とを つた 
n シ ヤ人 マプクス^ザリッキ ， (Max M. zartslcy ) が居る* その他 1 九ミセ年にじ • I • 
〇 巧の 威 物 工業 巧 供 巧 組 結を 貝を (Textile worker " Organization COI ^ ttee ) のま お 顧 
巧と なつた リ I •プ レ*' ス マン (Lee pressman )、 一を 一一 苗 年 アメリカ 巧が 巧 同盟の 巧 巧を 
とを つた デ ヴ < ブ ド •ラ， サ I ( をを ド wswer ) がわる。 

かくの 如く 巧販巧 働に めける A ダ卞 人の 組 瓶 活動は 恃 にお 著で あつて、 お 記 ル ブ ピンに ょ 
れ ぱ一义 111 セ 年度の アメリカ おを 巧 販エお 巧 供 化合の メンバ ー が 十 置な 人の 中 五 巧 人が ユダ 
ヤ人 であり、 また 田 格 婦人 版 エ莱巧 倚 化を メンバ I の 半 おが ユダヤ人で ゎつ たとい ふ (》〕• 
み豁 じの 被眼エ 巧の み 6 なて、 を アメリカ 巧 操な 化に 於け る ユダヤ人の 庇が 的 ま Eft 云々 す 
第二 面 反 セム ま 巧の 巧 興 -へ k 
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* グャ人 


るのは 早計で あるが、 しかし この 巧 力は、 ユダ 卞团膀 をな を 本な ぴ两 巧を みとち ム化巧 的な 
せ 及を 持つ て わるので、 ま 面 的を 現象な 上に 巧く お强 いものを 持つ てゐ るので わる， 

: な) な 上の K について は、 B 房 反 お 學會巧 巧 『が 太 W 究」 太 月 一一が 化 「アイリ カの 巧幽夕 巧に 巧 
する】 ちち」 を# 巧。 


思 後の 念 迫した 時代の 巧極 巧® は、 單に資 巧の 引上げ や 巧が 時 巧の 短 協の みを 目的と する 
ザけ でを く、 おおを の 巧 現を 目指す 革 を 社會 まを、 共を ま お、 おがが モ巧 巧の 巧 おにょ 
クて 一居 叛 おを 巧 巧を 星す るに 至つ た。 彼等の 巧 おは その 自ら 稱 する 化く みな 巧巧叔 にす ざ 
を かつた が、 め 治 的、 巧 巧 的に 浮 巧した ぞ觀 的が 巧に めでは をの 思な 的、 組 巧 的 お審も 甚大 
であつた •« 後の 巧 巧の 浪 S 切り 巧け るた めには、 巧 働を と 同じく 寅 本を も ホ 死物 狂 ひで わ 
つた。 ま 本 まは 巧 働 者の 巧 求に おして 断乎と して 反 巧した •彼 窜はホ 化 思 巧を スラ ヴ人 やィ 
IK トサ ィドの A ダ卞 人の 巧 巧した もの ザと 考へ てわた •貢 本 まは 夕衡 をのを 力に おおす る 
ために 右 a 冀力 曲を をで 巧 化した •しかし、 ち S におな しわ ものの 中には お 进巧人 や 純 悼を 
iKiS 曲 巧 妾も夕 かつた。 


。シ卞 に 於け る ボル シ * ヴ * キ 革を w 來 、アメリカに 於て は 特に ユダヤ人が 遺が 巧 待 巧® 
に 結びつけて 考 へられる やぅに なつた が、 これは P シヤ巧 命を 府に 於て 穂め て 夕數の ユダヤ 
人が 巧 耍を巧 化を 占めて わた ことによ る のみでな く、 また アメリカの ユダヤ人が これに おし 
て 穂々 なが 巧を 持つ てゐを ことによ るので ある。 人々 は、 ユダヤ人は ボルシェ ヴ T キ である 
と 同時に、 アメリカに めても プ 。レ タリ ヤ巧 なを 樹立 せんとす る もので あり、 究播に 於て ア 
メリ カのを を獨 占し、 をを を 抑 おせんと 企てて ゐ ると 考 へたので ある。 

化は アメリカに がける これらの 反 ユダヤ 主義を 等の 見が S そのまま 受容れ るべ く、 彼等 自 
身の 中に また 多くの 「ユダヤ 的」 巧 素を 認める ものである。 例へ ば 反 セム 主を 巧 フォ ー ドの 
如きに しても アメリカ 資本主義の 一巧 型と して、 シ + ィ。 ，ク •アメリカの 1 要素で あると 
をへ てゐ るので あるが、 かかる 一胺的 見地から ー ホ 進んで 具歷 的に 追求 すれば、 國隙 ユダ卞 
人の 恃巧 性が 明確に 理 おされる ので ある • 

アメリカに 巧產 主義 思 巧が お入られ たのは 早くからの ことで あつて、 すでに 一八 だ 0 か 代 
に マルクス や エンゲルスは 海を 越えた アメリカの 『ニュ Iml ク •トリ ビュ ーン』 紙へ 廊々 
巧 二 面 反 セム ま 巧の 巧 巧 一八 111 
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第五 章# 一文 世々 « 爭 なの アメリカ ニダ ヤ人 】 八 巧 
論文 や 巧 信を をせ て わる。 すでに 一八 だ-年 一三 巧には ニュ ー ョ L クの 『ド. イツ •アメリカ 民 
主ち 義巧 巧』 にず ルクス 巧# の 記 ホが 現 はれて わるから、 マルキシズムの アメリカ へのを 徑 
は 巧を るい ものである •トリ ビュ I ン 紙との 關 係が 出 來 たのは、 一八 四 八 年 秋に 同紙の 編輯 
者の 一人が マルクスを 訪問した 時な 來の ことで をる •しかし、 アメリカに 於け る おを ま務が 
資本 モ 義に斜 する 明 おな を 威と しス その お 力を 振 ふに 至つ たのは 大巧な 來 のこと である。 

ク I ン*。 1 ブ會 社を 中む とする アメリカ’ ユダヤ 金襯 資本が、。 シヤ をを に對 して 大規 
模を 資金 工作を 巧つ たことは 旣に 見たところで あつて、 を こには、 ユダヤ 固隙资 本が ボル シ 
*ヴ ィズムを が おして、 非 ユダヤ 民族の 闽 おや 資本を 倒 擅し これを 自己の ち紀 下に 置かぅ と 
する 意圆が 充分に 看取され るので ある。 、 

ユダヤ人 ジュダ ス •マグネが シッフの 寅 金に ょつ て、 アメリカに 「人 ほのを 藻」 なる ボル 
シ *ヴ*キ囲隨を作つたことも巧述したが、 】 九一 お年にエ ン マ .ゴ 1ルド マ ン (巧ョョ《 
Goldma 己) とい ふ 女性は D シヤ から 诞 米して 無な 巧ち 遙の宜 傅に が ホし、 アメリカ おを 稱を 
担 巧した。 义 C 前には 化 巧 ホ 化のを の 巧 源 地は を 本モ裝 、自由 まを のず 巧 イギリスで あつて 


マルクス、 H ンゲ ルス、 レ I ニンを ゴじ めな 巧を 共を モ茜 ちの じか 巧と なつた もので わるが 
大巧を 通じてが 巧 巧 本ち 義の あむが アメリカに 移動し はじめる と 巧に、 化 化の 酷 醜が も 
ホ アメリカへ 移； 行し はじめた •載 後 アメリカは ツヴ - I 卜に ホぐ 世界 ホ 化が 力の 义擺张 とな 
つた もので、 アメリカ 共 產黨の 活動は 目覺 ましく、 特にち 洋ホ 化に ついて アメリカ はを 巧な 
巧 脚を 巧ず るに 至つ た。 

巧 II 巧ア / リ *11 ズ么と 反 ユダヤ 主 « 

アメリカに がける 反 セム 主を は、 三ュ I ョ ー ク がま 巧 二。 I アムステルダム とが ばれて わ 
た 常時、 オランダの 線時ピ I 夕！ •ステ-ィヴ サンが 二十 一一 一人の ユダヤ人の 移 ほを 巧んだ 時 
から 始まつ てゐる •アメリカ 共和 因の 巧 立な 來 ユダヤ人 巧 斥は 巧々 0 おで 巧 はれた •ユダヤ 
商店に おする ボィ n 7 卜や 、また ホテル、 クラブ • m お 等の ユダヤ人 巧 お、 お 級の 巧 巧 巧が 
巧 はれた • 、 

しかし、 大巧 巧の ユダヤ人 排斥は 巧し レな 調に 逢した ので わる •これは ホを 巧し い 巧 f 
巧 一岳な セム ま 巧の 巧與 1 八 冗 



锭立章 第一み 世 巧 « 巧 巧の ァイリ々 •ユダヤ人 - 】 八 ホ 
巧斥の時化でもあつた。 從つてそれは單にユダヤ人に對する^のみならず、 また黑人度び 
曰 I マ •カトリ ブクか 徒に 對 する 反 巧と 排巧を もがつ たので ある。 南 化お爭 時化の 卞 盾は • 
々日に 至る もな ほ 巧 決される ことなく 残つ て わるので ある •アメリカ人 のぶ 配 的な 巧 かがの 
グル ー プ は、 あおが ザけ でを く荀も 外团的 または 「非 アメリカ 的」 とを 做される 一切の もの 
に對 して、 これを が 烈に巧 巧した。 

巧爭 中の 巧 力す をに おじて、 南方の 黒人は 幾 十 萬と をく 化 部 工場 巧 巧へ 入り込んで ゐ た。 
お 等は 巧 おへ も 這 入つ た。 黒人 も 白人 も材じ 人間で わると いふ お 識があ 等の 閒 にぶを して 行 
つちが るに 平 巧の 巧來 はを ちに して 彼等の 圆場 をを ひ、 自を わを 破が しち お 白人 稱の衝 
巧、 閱 争は 巧る 巧で 勤 巧した。 白人 巧按 論が 换 頭し、 黑 人に 封す る 白を 民衆の が 刑が 巧舒し 
た シカゴ やナ •ルサ にがけ る お 人の 漠 勘は 可な り 大規模の もので あつた。 

巧 巧 徒の 巧には 聖 まの 無 誤を 論が 現 はれ、 自が 巧を や 社み 巧を の 無神論 的 傾向に 對 して 脚 
爭 した。 一九二 一牢 にはを 聚闲 のが 半が の 州 迸を へ お 化 論 巧 巧の 残 ルを をが お出され、 テキ 
* .ス .ルイず アナ、 アルカン サス なび 南 力。 ライナ 巧の 化活 をでは- 院を站 あしたが 他の】 



れる ことにな つた。 これは お 人 問 お及び ユダヤ人 問 踏が 帖 にを 大 をな 巧を 持つ た 巧 方の 説 卵 
であつ て、 人 岡が 下等 動のょり 進 巧せ る ものと 一 M ひ、 また あらゆる 人 挫が •平等で あると いふ 
說を 否認し、 巧 巧のを の 巧つ を黑 人な び ユダヤ人 にが る A 人の 先瞭的 優位を 合理化 せんと 
しを も 0 である。 

。 I マ •カトリ， ク 巧な も、 その 教 力の 拐い 巧では 純 巧 アメリカニズム のま 張 おにょ つて 

な 巧され た。 それは 、 n I マ •かト リブ クか 化は 化 化め 檔限 をち 張す る外阅 ヴァチ カン 

—— の 法王の 巧禪を 受ける とい ふ 非難であつた。 

ユダヤ人に 對 する 巧が はな 上に 劣らず な烈 であつ を。 ソゲ* I 卜 •。シ 卞や アメリカ ホ 色 
運動に めて ユダヤ人 がみ 数裝 化を 占めて ゐ たために 、排斥の 挫 由 も 人 也を 捉へ 易かつた。 こ 
の ユダヤ人 憤 渡は ドィツから 彩 巧され たと ころが 夕 分に あるが、 それは アメリカの あらゆる 
隙が に 浸透し、 巧に 智識 階が、 をな 並に 巧 府の笞 巧の 間にまで 沼 巧す るに 至つ を。 をの 結 化， 
例の 移民 轴當 制限 法の 資施 や、 巧 族 化が の獨 立と いふ ドィツ 的な 化 方 理論 I アリ アン •ノ 

を 一面 反 セム ま 巧の 巧 典 / 一八 セ 


巧 五を 巧】 ホ 世 巧 « が をの アメリカ •ユダヤ人 一八 八 
ル デ* 7 クの 理論 •これは ナナスの 巧 導 理論と なつた ものである —— の 勃 巧を 見る に まつた， 
後 著は、 はじめ ス カン デナ ヴィア なび その 巧路团 から 肚て來 た 白人 裙 のみが 優 巧な 民族で、 

を 他の すべての 種族は 宮 しく ぞ つて わると いふち 張で あるが、 アメリカに 於ても 夕 くの 追從 
をを ホんだ ので ある。 、 

ユダヤ人は 巧 校 やを 厳 や 病院へ 這 入る のに 旧 難と なつち を 巧は ユダヤ人の 子女の 入を を 
镶 つた。 まなる カ レブ デ やお 合大 をの 或る もの —— その 中には ハー ヴ 7 I ド大攀 もき まれて 
わを —— は 入を すべき ユダヤ人を 生の 數を 制限した。 ± をを 巧では を 生 達が ユダヤ人を 巧め 
ると いふ 哦が なつを。 反 セム ま義 はが 沉 にがが り、 巧 光 ホテル や 避 署巧销 地な どは、 ユダヤ 
人が をの パト。 ン となる ことを® おした。 多くの 地主 やま まは ユダヤ人に 家居、 ± 地を 巧す 
ことを 巧ん 巧。 、 

反 セム 主義 进 動の 巧 後には 種々 锥 多を 傾向 のちのが あつた。 ヘン リ I •フ ォード (田 enry 
Ford ) は、 向 1 J 0 巧 間 お 誌 『ディア ボ I ン •イン デ ペン デント. KDerrhorn 百 dependent . 
『かいを 化 巧 〇 招を J ) で をん に K セムち 装 2 島を やつた。 ユダヤ人 はを お 巧を が 肝 せんとし 


て 夏り’ 7 メ "力忆 めける 一切 SI 顏度〇 謹は ユダヤ人に. 巧 因 するとい ふ® がその ま 張 
であろ フ r ドの 宜傅 にょつ て’ ユダヤ人に 對 する S は アメリヵの ステ i や スクリ 1 
ン やを 治、— の畜 にを 現 はれる にもつち § の 叙に 沿つ て洁 動した ものち がは もク 
とぜ 後に 於て 活動した ものに、 前ッ r リスト や— 化 や— 的 反 七ム主 雪が 居ち 
これは また ク ラ， クス •クラン (さ K 旨 K 旨) の 時代で も あつち それは 一九 一 
置 年 ミ ィリ こ •ジ -七フ •シモンズ 大佐 ( W 夏 i 吝營 Simo 夏に ょつ て 卸を された 

も ミ 豪 1— 曼 i —」 ちそ 0覆 掌 ii — 湾 人 

の 至上 性を 寶 、巧 巧 にがては 黒人 や ヵトリ， 夕 妓徒や ユダ X や、 すべての 外 
を；。 力から 排除 せんとした ものである。 特に 東棄力 にがては K • K • K はを の 巧が 
ミ ダヤ- < に 向けて 集中し ち このが 塞 社の 賢は、 巧‘ 人、 ユダヤ人、 为 トリ， ク が— 
に對 して'、 S の 拒 巧 や 經喬ボ イコ*' 卜 のみでを く、 が 刑： 囊 、デ モンス トレ 1 シン 

をを お 巧のに 巧つ たので ある？ - 

フ r •ふ 『ディ アすご イン デ ペン デて』 は i 一 OS 巧から 一を ー セ 年のを に 

-さ 一巧 反 セム ま 巧の 劫 興 ークプ 



巧 五々 锭 一み 世 巧 « 巧 なの ァイリ カ. ユダ卞 人 一九 0 
至る セケ 年に わたつ て、 アメリカに がける 主 巧を 反 ユダヤ 宣傳の 巧 雨と なつた。 をれ に 巧 巧 
された 諸論义 は、 すべて 熱 巧 的な’ をつ 裝巧 的な もので あつた •それは が界 おを の 巧 後の 力 
としての ユダヤ人の 巧を を 巧いた n 『シオンの プ 。トコ I ル』 ユダヤ人は それを、 一九 0 
置 巧に 出版され た。 シ ヤのッ T I リストの お 作 だと 云つ てゐる I をずに 入れて これを 公開 
した •そして、 ボル'： ヴ< ズムは 純 巧 2 ダ 卞会巧 動で わり ユダて が 世界を おを 巧 現 
する ために 計 菜し を 手段の 一つで あつて アメリカ はこの ユダヤの 陰謀に 對 して 適な な對 巧を 
巧 じない 旧り 彼等の 術中に 陰る のかは をい、 と 主張し ちそれ は更ち キリスト f ちが ユ 
ダヤ 人のを おを 巧け てゐ ると 主張し、 舊 約聖審 のを 巧にまで 立ち入つ て 化 巧して たる。 

キリスト 巧の おおに がて 舊約聖 南が 問題になる のは 何も ユで 人問留 のみに 雨し を ことで 
はを い。 『デ* 7 ボ1 ご VM ; ン デン こ 0 馨 勢も單 なる ユダヤ人 問喔 をの ものを 
をんで ゐ るので あり、 巧 巧と 整が ピの 岡を を も 反映して 居り、 まを 經濟 的には アメリカが 
阳同 ± 間の 舊やち を 無を のを ひを も按 して ゐ たので あろ 從 つて 『ディ ァボ— ご イン デ 
ペン デント』 の 整 巧 化 巧 やに セム モ義に 封して は、 夕 くの 著を な キリスト 巧 も お 巧を 巧 



ジ ■ ン . スパ ル ゴ laohn iiparJJO) は反セ ムモ装に勤するキリ ス トお巧のお窥义を公巧し 
たが、 それには 大統領 ゥイルソン 、前大統領 タフト、 巧び 法王 腹觸 巧な 才 •コン ネル (cardinal 
o ’ oca 己を) 等が 署名して ゐる 。勿論 そのが 後に も ユダヤ人の 活動が あつたの である。 ユダ 
ヤ 人は 一巧の 反 セム 主義 お 勁に 對 してを 力を おげ て励爭 しを。 特に ブナ イ •ブリス 緋 謗な 對 
同盟つ す Anti-Defa 吕を 旨！： 空を 〇 of を e B ゴ巴历 r ぎ) と アメリカ •ユダヤ ま 貝を は 盛 
巧な お爭を 展開し、 日常生活 にぶて デ モンス トレ I シ g ン をを 行し を。 また j 方 ユダヤ人 途 
は ユダヤ人の 同化、 アメリカ 化を 防ぐ をめ に パレスタイン 問 巧 お 楽に 巧 熱 的を 巧 動を 巧け、 
パレスタインに對してお百巧ドルがずが、貸與、巧巧のおおで注んされた。『デ<アボ1ン. 
イン デ ご デンと なが 連載した 反 ユダヤ 論文 集を 畐隙 ユダヤ人』 (The 百 ter 曼 io 呈 
Jew.) と 題す る 犀 巧 本と して 巧刊 しを 頃には、 問題は 極 わて 險 お化して 來た •反 ユダヤ. デ 
モンス トレ J シ-ン や ボイ n ットが 勃 舜サん とする 巧货 であつ た。 を宰 協同 生產闽 おのを ほ 
にして 辯 巧 ± であつ をア ー ロン. サ ピロ (Aaron sapiro) は 『ディア ボ I ン . r ンデ ペン デ 
. 夕岳反 七 ムま巧 S 巧 ar 一九 I 



片も f ピ 




策 五 ♦誰-ホ 世 ホ •爭 後の アイリ々 •ユ ダ卞乂 一丸 二 
ン こを 巧手 巧つ て 訴訟を 提起し、 をれ は 巧 年後の 一 化 ニ セ 年のを になつ て 達に おされち 
最初の 带證が 終つ てから 數巧 間の 後、 7 r ドの 側から 代表 巧が 出て 問題は 震と なり、 
富瞭 ユダヤ人』 の 巧 巧を 停止した 上 六 巧 未 日に 至つ て 謝罪の 忘を 表 巧し ちそれ からが 自巧 
に 公表され た 新 罪 文の 中には、 『ディ アポ I ン .イン デ ペン デント』 はフ *1 ドの 巧ち にな 
する ものであるが、 彼は 巧 お 多忙の ため 一々 その 內 をを 注意 監督す る ことが 旧來を かつた の 
で、 その 出版 方 かにつ いては これを 巧 常 者に 一巧す る 外な かつた、 とい ふ附審 をして ホの •や 
ぅを 意味の ことを 述べて ゐ る。 

「一が ユダヤ人 特に アメリカに めける ユダヤ人は、 これらの 出版物を 反 セム モ義の 促進で わ 
ると 云つ ては なする のみ をらず、 また 私 (フ ♦ 1 ド) を ユダヤ人 のがと 看做して ゐ るが、 こ 

L 主 •產ガ 巧 培を ことで ある。 この度の 巧 超に ついて、 化は 特に 當巧 ちとしての 厮 也を 

巧ょ なければ をら をく をつ た •それらの 諸 論文の 正確を 性質に ついて 調を の 結を、 私は、 破 

壞 でを くを. 没のを な 巧を 持つ この 锥 なが、 巧 巧 的な 陋說 シオンの 巧 人の プ 。トコ— ルを 

稔 がして、 ユタ 卞 入が 化 巧の 安本と ホ 菜を 丈 氏し 萬を 巧を と 公 〇 巧 巧を 巧 おせんと する 陰霉 


をき つと 主 おす ミ の巧留 となつ て ゐる〇 を かつて 巧 だ 巧を に 度 ふ— 

化は これを 早く ホつ て 居たら. これらの 憤 舌 Q 流- 述を中 化させる にーヶ 巧と 雖も 商が しな 
かつた だら う。 何故なら あは、 ユダヤ人と そのな 先と が 人 おのた めに 文明と 商 菜と を 巣の ホ 
わに々 しを ことは 全 粗と しては 道镑 的を もので わると いふ ことを 充 みに かつて 居り、 ユダ卞 
人の な 面目 さ、 勒 おさ、 慈愛む、 ホに 公 巧の 巧 ホに 掘ず る 非 巧 己 的な 厮也 等を 充 みよく かつ 
てね るからで ある。 勿論い わなる 民族で も 暗い 部み を 持つ てね る ことは 洋 おに 萬が あるのと 
同様に 避け 得ない ところで あるが、 しかし 一部 公 ものに よつ てを 麽を その やうに が 巧す るの 
は 巧 逸つ てね る •化が な 見を 持たない ことは、 私を かる 人々 にはよ く おつて ゐる 笛で ある • 
化は 巧は ディア ボ I ン •イン デ ペン デントが この やうな 結 巧を* した ことによ つて 非常を 街 
巧を ミけ て わるので ある。 

化は ホの ことを 一個のを 巧 ある 人 巧と しての 義巧 であると 考 へる •卽ち 、仲 脚で あり 兄 巧 
である ユダヤ人 におして 爲 された 不正を な 正し、 がが 成らず も 化したち 怨に對 して ユダヤ人 
が これを をれ て ちれる ことを 面 ひ、 これらの 出 お 物に よつ て ユダヤ人の 門戸に がした すかな 
#11 西 反 セム ま 巧の 勃興 】 化 一二 



巧 あを# 一 义世ホ if 爭 後の アイリ々 •ュ ダ. ャ人 1 九 四 
李 かを 化の 力の 限り 除去し、 々後 ユダヤ人が 化に 希求す る 友 倩と が窟 について おおに 窠 のら 
ない とい ふ 保 群を 彼等に 巧へ る ものである」 


このが 罪义 には ヘン 


フ * I ドの 署名が ある。 


フ ♦ I ドの 荐畫の 巧を について は、 『世界の ユダヤ人 網.！ 一と 題す るが おお 說茜も あるので、 
なには 特にな めて 械 かしを い •フ *1 ドの 謝罪 文に 見ても がる やうに、 彼は その 著作の 全內 
をを 巧ぶ したので はない。 彼は r 洋 腺の 巧」 とい ふを 現にょ つて これを 言 ひ 現は して ゐ る。 

フ *1 ドの が 患は 「正直に」 巧 巧され たもの だとい ふ 評が が ある。 彼の 自動車は をく 巧ら 
れ るし、 彼が 自分の 目 動 車 エ瑞で ま 拂ふ巧 働な がは 离い •ところが ユダ卞 人の 装 利 おおは 巧 
來を評がある。 フ*»ドは金钱に淡白だといはれる。 從つて彼のユダ卞人攻學は彼の商業逍 
德と ユダヤ人の お 巧 商業との 對立ボ と 見る 人 も ある。 ところが また、 フ *1 ドは 彼の 道に ょ 
つて 十媳 ドルの が 産を かつた が、 これは どうした こと だとい ふ 人 も ある。 粗 確な マルクス 主 
资 をを らお 族贸 本と 民族 貪 木 〇對立 だと 云つ て片 づける であらう。 これは ョ I 。 ッ パのを な 
方で あるが' ョ IO 7 パ 化 1 た アメリヵに 封して ゴ 、をれ も 巧る 巧 〇 巧 巧 性を ねつと 云は ね 


げろらぬ •しかし いづれ にしても’ 上記の フす 1 ドと 江ダ卞 人との 爭 ひは、 資駿 には 巧して 
時 決してね ない •これは 決して フ *1 ドと ー ユダヤ人との 間觀 ではない ので ある。 江 ダヤ人 
と アメリカ人との 對な であり、 アメリカ 入と 黑 人、 舊か徙 と 新が 徒との 對な でも ある。 驳す 
るに それは 夕數民 巧の 巧 藍た る 資本 ホ 装、 自由主義 アメリカ のみ 的 チ巧對 立で あり、 ぶれを 
#棄 する ことを くして は 解み する ことの 出來ぬ 問題で ある、 巧し、 ユダヤ人 問趙が M のな 
巧を 持つ ことは 巧く まで も をれ ては をら をい。 プム バルトは、 アメリカニズム はいは ば 巧 お 
，されを ユダヤ 猜神 なかの 何物で もを いと 云つ てゐる •今日では おを 主 溝と 資本 ま おの 對 なを 
お 眼 せんとす る ナチズムの ュダ ヤ排巧 によつ て、 現代に がける ユダヤ人 間 超は、 明かに 一個 
の 世界を 的 窝義を 持つ ことが かられる に 至つ た。 (化 著 『協同を 曲への ホ 巧」# 巧) 


»|1 面 反 セム 主 « の 巧 興 1 九 五 





第 六 章 アイリ々 じかけ ろ 
ユダヤ人の 巧 化 



第一 節 アメリカの ユダヤ人 口 

われわれは ホ々 巧々 かヶ 年の ユダヤ人が 巧に ついて 語る ベを 段階に 到達した •それは 直ろ 
に、 現在 全世界を 巧つ てね る 第一 一巧 世界 巧 爭の巧 雲に 巧き 这 まれて ホく 段階で ある •そこで 
あは、 ル I プヴ '•ル ト玫 がの おせから アメリカの 夕戰を 巧 域と する 第二み 化 界大熙 勃 巧の 危 
巧に 至る そでの 度 巧を 試みる 前に、 ここで】 巧 今を 述べ 來 つた アメリカ •ユダヤ人の おおの 
■總 ホみ としての が おにつ いて 庶 招して 面 かぅ とを ふ。 

現在 —— 大 田に めて 一 化 一一 一九 年を 中む として —— 全世界の ユダ卞 人口は め 一直、 巧 二 置、 
000 人と され、 その 中の 化、 二 瓦 0、 000 人は a ID : ハ 大陸に 居 巧し、 四、 セ 冗 0、 
000 人は アメリカ 大踐 に、 八 二〇、 000 人は アフリカに、 セ セ 直、 000 人は アジアに、 
そして 一一 一〇、 000 人は 才 J スト ラ リアに 居住して わる。 

じれを 世 巧を 田 別に 見れば ホの 化 < である (巧れ は】 九 一二 九 年 「ユダヤ ザ！！ J 、： T す Jewi を Year 
誰】 節 アィ 9 力 OA ダ ヤ乂口 一九 九 




巧 ホ 巧 アメリカに がける A グヤ 人の ホ 位 二 00 - 

ぎ 3 塞. に 巧る 表 中馨 なな 字は 最巧 の两巧 調査に さく もので ホり、 をの 他は 一を 一充 
年の 板算 である。 、 


(ABC ち 

* ホ オビア 
アフガニスタン 

アル ジュリア (1 九 一二 一年) 
アラ ピヤ 


アルゼン ナン 
ホ I スト ラリ マ 
ベルデ* 1 ム 
ポリ ゲィ ア 
プラ ジル 
イギリス 巧 困 


(一を 一呈 年】 


五】、 000 人 
巧、 000 
二 〇、 二 ー セ 

一ニ ニ、 000 
一二 8、 000 
二 一二、 五 五ー ニ 
ホ 〇、 000 
1100 

な〇、 000 
ホ 九 云、 000 
立 〇、 000 

一、 お OU 


チリ ー 

支那 

コロンビア 
コスタリカ 
キユ ー パ 

_ チ 正 n •ス a ヴ r キア (一九 |二 五 年) 

デン マ ー ク 
エ デプト 

アイルランド 自を图 

ち ク アド ル 、 

H K 卜三ア (一九 |ニ ホ 年) 

ブイン ランド 

ブ ブンス 、 

ドイツ (ホ ー ス トリ ー を 含む) (一九 一一 一八 年) 
グレ ー ト •プリ テン ホぴノ 1K •アイルランド 
巧】 巧 アメリカの ユダヤ人 口 


1 二、 000 
11 〇、 000 
二、 お 〇〇 
量 〇 
一二、 000 
一二 五み、 八 己 〇 
ホ、 80 
セ 0、 000 
, 巧、 〇 セ 立 

呈〇 

巧、 一二 〇 
_ 二、 000 
ニ セ 五、 000 
( B 】) 五 五 0、 000 
I ニ セ 〇、 000 
二 〇 1 


ラ ゲィ T 七 一一、 000 

九 一二、 巧 七 化' 
1 七 〇、 000 

ルグ ーニ、 000 

わし 兰 

二 〇、 000 
一四】、 ー セニ 



♦ラング 

-I * I ジ ー ランド (一 化 一ニ ホが】 

二 カ ラグす 

/ ルゥ* イ 
パレス ダイン 
パナマ 
パブ グ ゥイ 
ぺル1- 

フィ 9 ブ ピン 巧 » . 

ポ 1 ランド 

ポルトガル (* リスト ft への 改ま# をを む】 

ル ー マニア 

ダ « 巧 

中タ ロ シヤ 
白 ロシ卞 
ウクブ イナ 

第】 節 アメリカ 〇ユ V ヤ 入口 

- ■ 

• . • 

■' つ’ • 

な狂冀 表 單 


-二 〇、 030 

二、-! ハち 一二 
1 〇〇 
. 二 、 so 

巧 0 〇、 80 

. ゴーぉ 0 

1、 五 00 
1、 五 00 
1、 笠 00 
吉 、一ニ ニち、 000 
ミ、 000 
九 0 0、 000 

セ 0 〇 、 OOQ 

西 0 0、 000 
、ホ 五 0、 000 

ミミ- 



巧々 巧 アイリ々 にがけ る ユダヤ人の 化 位 


二 0 四 


アジア ロシヤ 


合 か 


スペイン 


スウ ェ 1 デン 


トリポリ 及び キレナィカ (一九 一二 七 年】 

チ- ユ K (1 化 一ー ニ ハ 年〕 

トルコ 

南アフリカ » 巧 (n- デ シアを をむ )(】 九 111 ホ 年】 


二 〇、 000 

二、 八 セ 〇、 000 
わ、 000 
二 五、 000 
へ、 000 
一七、 化 七 111 
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第二 節文學 •劇界の ユダヤん 


ユダヤ人 特有 0 文み として イ I ディ, シ ■义學 がわる •これは J 化の アメリカ人に 對 して 
は 直接のを* を 巧へ る ことは みいが、 アメリカに がける ユダヤ人の 义 をを 韶 るには 等' 巧规す 
る ことの 曲 巧ぬ もので わる- 

わ • B I A . ア ，シ - (sholos Ash )、 シ - OIA . ア ライヒ -A (sllolom > leich §)、 
•二 節义學 、历 - V ャ人 _ 一二 五 






■i-a ^ ss I ^ m,l 


It 六 章 アイ 5々 k めけ 》 ュグ卞 人の 巧 化 


一二々 


ブヴィ ，ド. ピン スネ (David Pi ミ ko 、 ペレ， ツ •ハ ー シ： ハイン ( per を迈 ザを を】)' ア 
イザ， ク ，口 I ブ •ペレ, プご sac 尸 oeb P 马 etz )、 モ I リス •口 I ゼンフ* ルド (Morris 
Rosenfeld )、 レオン ，'コプリン (Leon Kobrin ) 等 はち名なイ，デ <， シ ュ 文ずの义ぶで あ 
るが、 彼等は アメリカに 在住して わても アメリカ人 ではな かつた •ペレ， グは ° シア 人と し 
て ホれ 《 シ卞 人と して 巧んだ ユダ卞 巧 術の 化ず 家で わり、 詩人で わり、 胸 巧まで わる • 

イ ー ディブ •ツ •'文み が アメリカへ 這 入つ たのは 十九 世 化の 末 おで あるが、】 八 八 0 年代の 

アメリカ •ユダヤ人は これに fi 大を两 、むを 寄# を かつた •巧 一囘 の。 シヤ巧 ユダヤ人の 移 ほ 

- - 

をで に ゼ ン ザ ， (zenzer )、 シ 卡 イ ケ ウ < ， ブ (shaikevdtz )、 セ イ フ * ル ト (Seifert )、 ゴ I 

ルドフ r 1デ ン (0〇立啼3な留)等が巧米してイーデ ィ 7 シ’ * 韶のま述に從巧したがは巧しなか 

つと。 後に 述べる イ I ディ， シ ••ジ ャーナ リズ A はこの 時代に 资 度した のでを る •一八 化 

化 年に。 ツヤから ア ブナ I •タン ネン バウ ム (> す 3 Tis を C3) が 移 巧して 盘ん にドイ 

ツ’ フランスの ル おを « 巧し 白みの 巧 作を も 巧 あした •その 巧 巧 前に 巧 ホした ゴイ ドウ (一 
Goidc) はゴ ー — ン (巧 • Gofi 口 ) の ペンネ 1 - *にょつて、 フィラデルフ<アでイーデ*7シ* 


Goiao ) はゴ ー f ン (历 • Gori 曰 ) の ペン 幸 1 ' t によつ て、 フイ ラデル フイ アで イーデ 



巧 巧を 巧 巧し •まを 著作 中！* 巧に 巧 辜した •。シ 卞 まれの レオン •コプリンは V アリス ティ 
，クな 手を で 下脖階 おの ことを 奪いた •グレ ウィ， チュ ( Gurcwitscb ) は ル J ビン (ド Lubin ) 
の ペンネ I ムでゲ ，卜 I 物語を をいた •ウィンチ* ヴ スキ I は 『エメ I ス』 .( The 田 meth 】- 
とい ムウ* I ク 9 I を话 巧し、 ヴィク. ip ル. ユ I ゴ I の 第を はじめ フランス 义 をの 巧 作を 祝 
巧した • - 

じの 時 巧のを 作家 等は 多く 巧な やが 席を 發 行して ゐる 。クランツ ( Kr 旨な)、 シ *1 カン 
スキ， ( sharkan を こ、 ハ ー カヴイ ( Hal - kavy )、 ブ ディア I ノ 7 ( Budianov )、 ツ 7 イゲ 
ンパウム(巧化再コ客3)、力，ツ其ぉご、ソ0トコフ(8〇ミを<)、ドリツキ—(\1.1^1 
口么一をご、 ウ < I ル ユ ， ク ( wiern ^)、 ブ カ ン K キ I ( BukamE ) 等は皆さぅで ホ つを。 シ 

■口 IA . アブ シユは アメリカ 移住 常 かは 「ジ 》 ウイ ブシ ••デ I リ I .フ * アウ* I ド- 

. <; 

(Jewish Daily 『 orward ) にがおし、 をち 名を 創作を おを しち デヴ ィブ ド •ピン スキ I 
\ * 

はイ I ディブ シ a 脚作緣 としての 第一 人を である • 

アィリ カに がける イ I ディ, シ •測の お 曲は せ 巧に めける イ I ディ ッシ ■か 巧の 父と 云は 
.ち 云 ホ*、 «界0 ユダヤ人 二 1 七 





巧々 阜 アイリ カに がける ユダヤ人の 巧 位 


れるロ シヤ巧 ユダ卞 人エ ブラ ハム •ピ ，ルド ファー デン (A す aha 3 を 乙 巧を b ) である， 
ユダヤ人 なりを 開始した D シヤ 巧が が】 八 八 一二 年 化月イ ー デ'' ブ シ a 劇 巧を 禁止した ので、 

ゴ ー ルド フ 7 I デン も ホを 民の 一人と して 二 • I a I クに 機つ た。 彼は アメリカでは 巧 極の 
度 巧 動は しを かつた が、 それに もみら ホ その 彩 巧は 大き かつた。 讶瞭イ ー ディブ シュ 劇は 日 
シ卞 から アメリカへ 移つ たので わる。 7 メ 。力に めける イ ，ディ， シ 。劇の おの 游展は ボリ 
ス •卜 1 マシ*フスキ ， (Boris Thomashefskjr ) に巧ふところが义きい。 

みを わる、 巧は アメリカ 化しれ ユダヤ人 寧は、 はじめの 閒はイ I デ < プシ a 劇 殺へは 巧 か 
をかつた。 朗 南が 拉 巧され て 地方 巡 巣な ども 巧 はれた が闲 難は 大き かつた。 、 
一八 化 〇 を、 革をまで ドラマの 巧究 家た るジ * I コブ. ゴ I ディン ご go ヴ を 『& S ) がョ 
I 。 ブ パから お化して 巧し い戲 曲を 書き •イ I ディ， シ a 劇の 中へ レア リズムを 巧して 巧紀 
元を 作コた •レオン •コブリン、 ゼ I リブ ヒ • U ビン' ( Z 化が ご 口す) 等 も 盛んに 脚本を 宙 


护# で语も 巧た たものは ジ * 1 コブ •アドラ I (Jacob > dler ) であ ク た。 おは 化 づゴー 



^ 巧で 最も 倭れ たものは ジ * 1 コブ •アドラー (Jacob >dler〕 であ ク た。 被は 化 づゴ. 

デ < ン の贫陆を上巧し、 引き沒い てシ*—クスビア、 シルレル、 ダ1テ、 トルストイ等の义 
物の卜-巧をやつてイ ン テリ ゲ ン チ 卞 の注意をおいた。 イーデ < ， シ ゴ 劇はイーテ ^ ， シ ， 友 
をと 同様 巧 ニュ I 日 I クめイ I スト サイドを 中 也に して お展 したので あるが、 アドラ I の 
出し 构と 巧技の ために アメリカ人が 巧 ま 等もイ ー スト サイドの 典 域を 見物して 助が を畜 くや 

' 5 にを つ t •プ 。，ドウ* イか らもを ながやつ て來 て、 バ ー サ •カリ， シュ (Bertha 巧 alis- 

i 

ch)、 モ I リス •モリ ツン (Morris Morfison)、 ルドルフ •シルドクラウト (巧 cdolph 
Schiidkrau ご 等の 俳優を 引つ こがいて 巧つ た •かくして イ I デ < ，シュ が 場の ユダヤ人は ホ 
•箱に 英語 助の 巧を に 現 はれる やぅに なつた。 

第ー ホ 世 巧 大巧 巧には モ I リス •シ 》 ワルツ (Ma 己 dcowchwar な)、 ベン •アミ (田 en >mi3、 
ヘン リエ， 夕 •シ- 二， ツァ -( 宙 enrietta Schnitz 巧)、 エマ ニ， H ル •ライヒ ャ —( 向ョ K 口 己 色 
巧〇一〇ヴ〇〇等の活巧にょつて巧展を活けで巧つた。 しかしあ巧までのところ、 イーデ<ブシ。 
文み もイ I ディ， シ •かも 大きを 巧 於は I 术 してね をい。 その 理由と しては を 米 ユダヤ人 中の 
巧 年 居が 巧み アメリカ 化した こと、 巧し い 巧 民の 制の’ キネ マの 巧 巧、 劇厮化 おの 不防 的、 
>11 節义 學、 SC ュダヤ 人 一二 化 




巧 ホ 章 ァ *9 々に 於け る ユグヤ 人の な 化 一二 io 

巧濟のす巧等*がわるが、巧するにィ1デ<ヴシ，义巧巧をイ，デ，，シ。脚は.アィリカ- 

ユダヤ人 にと つては、 ユダヤが 巧を が アメリカの 地理、 C 巧、 あがに を じむを の 巧 巧の 傅が 

のかは お 巧 おの 巧 巧 ft 資すと いふ 巧の 消枉的 意義し か 持たぬ ために、 紀 えず ョ 10 ，パから 

の 巧し い大 ちが おがを い' おりち 分なる 巧 鼓を 見る 可能 おにき しいので わる‘ 

しかしで# と 巧に 巧に めても、 ユダヤ人は ホ 第に アィリ カの 拾が 巧に を 巧す る やぅに なつ 

た •ジ •ン •力 I ノス 三〇 ぎで ocrnos)、 ベン •ヘクト (Ben Hecht)， マク スウ* ル •ボ I 

产ン n イ A (Maxwell Bodsheim)、 本-- サン •ア ，シュ (Nathan Asch) 等は このが お 期 

■ 

のまを 乍ぶ である •アン ツィ ア .イ - ジ， ルスカ (Anzia Yeziers 臣) 、アベ •カ ー ン (Abe 

i 

Cah 旨)、 マイケル. ゴ 1 ルド (Michael Go 乙)、 ル I ドウ •，ヒ .レ ウィゾ I ン (Ludwig 
尸 ewisohn) をは アメ 9 力 取が ける d ダ^ 人の お活 fc、 サミュエル •オ i ， ツ (sanw 企 
0『をな) はイ1ストサイドをチ1マとした卸作を巧ました- その他ま么なアメリカ义學みに 

エンマ •ウ * ルフ (曰 3 ョ W WOKe )、 サイ ラ •サム プタ I •ウ インス ロ I ( Thy，u Majnptcr 
W ミを t >€)、 コン ラ， ド •バ — n ヴ <7 ナ ( K - onr 古 d に ort - ovil ‘- i 】、 エドナ •フ y — バ ー ( た 立 己 



ドラマ 作ち では 『トリスタンと イツ ル デ』 のまが 者と しでち をを ルイス. カウフマン 
(Louis Kaufmaa )、 サミ こ ル •シ ，プご (samcel S 穿 m 是 •言， プ •ダ 主ウ 

. (Ossip Dyao 宅)、 ジ • T ジ .カウフマン (George S . Kauf 日 旨)、 マイケル. ゴ I ルド 

".害が ある •サミ* エル •ベ I ルマン (ssm ミ 1 B を man )、 エルマ ー •ライス (.田 39 田 〇公 

も 同 巧で ある • - . - 
薛 入では, ルイス. ウン タ 1 マイヤ I (Louis U 日 termeyer )、 ジ -1 ムス •オ ブ ペン 八 イム 
， (Ji 注 oppenheim )、 銷班 詩では ア I サ； ギ •イク ー マン (を さちを 一 wqsan )、 _一 • 1 
マン.. レヴ イ (New 吕 an r ミ y )， サミ ■•エル. ホ， フ* 'ン スタイン ( wm 一 苗を ず 口を を)’ 
ド c シ ー • パ ー カ I (Dorothy Parker ) がある〇 

、 夕巧批評おではイザーク • ゴ ールドバ ーグ Qsaac Goldberg )、 脚評まとしではジ ■ 1ジ， 
ジャン. 本.. サン (GoerRe J — zathan )、 アラン •デイル (を g 客】 及、 ギ ルバ ー ト. 
セルデス (Gilbert Seld 注) 等が 有名で ある • 

»11» 文！！、 « ホ Q ユダャ 人. 二. 二- 
‘ . 
ド^: 一^を. 良を！ 心 A - r い .•い' た： 於 tL - い •を V を^;. 4； ■を パ r - v ^ ■卜 卜 を， ん 


も . .ん 


-r を ' V 


♦六 章 アイ—々 にかけ & * V ヤ人 C 化な ニニ ニ 
* ，セイ ストと して 有名な のは ス ピノ I ザの 研 巧者 ベン ジ* ミン.’ 力， サ ー ズ 

《Benjamin de Cass 巧 8) 6 はじめ ウ* ルタ I .リ ，プ マン (Walter Li 香 man )、 ホ レ— 
K •メイ ヤ —V カレン (Horace Meyer Kalla )、 ユダ卞 法巧リ - イス. プブ ウン (尸 2 を巧 1 
owne)_、 《 I マン. バ I ン スタイン (Her 日 旨 Ber を tein ) 等が ある •バ I ン スタインは 口 
シヤ 系.？ 卞 人で、 一九ニ ハ 年から J 峯を 『アメリカ ごへ プリ. I こな 含な 苗え— 

can He 早 ミ】 の 紀巧長 並に 大巧 中 ご r 3 , ク .ヘラルド J 巧 (苗 〇 2 ミ Yorlc H ミ 
夏の 特別 巧 信 貝と して 巧扭 し、】 を呈 年れ を 一九 年に 互つ て 『ジ ■ウイ， シュ ，トリー 
ン』 (Jewish Tribune) を巧刊 、巧 so 年に アルバ-ー ア 巧が アメリカ 公が になつ た 人で 
みおの ぎ 香が わる • ~ 

お 年が には、- 1 rs, ク 市の 巧娶忙 はかくと ろ 一 萬 巧 千 名の ユダヤ 入が が 巧 レて 曼 
をが、 そのぅち セ 千 名な 上は 併 巧、 J 巧 致 千 名は 音 おまで わる (《ル ピソ 》 巧 『ジ- ゥイ 
-•， ィフ」 -Jewi を Life: 策 I 二十 置 «、 I 九 一二 八 年)。 現在 二. II ヨーク のな 輿 巧 ブロ， ドウ- 
(口-. oadw ミ】 にがて 最も 朽 巧を 人々 の夕 くは ユダヤ人 である。 


ブ 




お巧の イ I デ * ， シ • 巧か らち藉巧 へ おつ た パ ー サ • カ リ 7 シ • 、 ベ ン • ア ミ • ヴ , ラ • 

ゴ I ドン ( verwGordon ) をは じめ、 ち 名な々 巧では アラ •ナ デモ ヴァ ( Allpzazimovw )、 
フ ラ ン シ ン • ラリ モア ( 3 randne ’ LaITinlore )* 等があミ《 をの他デヴィ ，ド • ウ * 1 フ ィ 
1 ル ド ( Da<id warfidcl )、 ル イ ス • マ ン (Louis Mann )、 ロバート，ウ* 1 ウィブク (RO 
bert Warwick )、 ケネス •マ， ク ケン ナ (Kenneth Mackenna ) 、フロレンス •リ ー ド ( Fl - 
orence 巧 eed ) 等々 • 

巧助では巧がユダ卞人が巧力を持つてわる， ジ 3 1 ジ • シド ユ T (George Sidney ) と マ 
ル クス兄弟 (Mane Brothers ) はステ 1 ジとスクリーン の巧方面で有名で ある。 ジ • 1 ジ • 
ジ** ブ七ル (Goerge J 8 sel )、 ジャブ クタ パ*- ル (Jack pearl )、 エド •ウィン (Ed Wynn 

本名はイ ス ラ エ ル • エ ド ウ ィ ン • レ ホポ ル ド ご巧か么 Edw & Leopold )、 エ デ ィ ー • 力 

ンタ ー (Eddie 0 旨 tor )、 アル •ジ ■ル ソン (をを す on ) 等は いづれ も 宮朗俳 巧の ナンパ T . 
ヴン投 である •寄 巧 ( vaudev 芭 e ) と 音 お宮 助 巧は ユダヤ 俳 巧の 名で 飾られて わる。 ソ フィ 

^••ツザカ^( sophkTucker )、ナン•ハルぺ^ン( NanHalpe ^ in )、べル•べイカ l 
Isll ® 丈 3 ^ «巧のユ グヤ人 一二 一己 


♦ホ 章 ァイ 《 々にみ ける ュ V ヤ 人の 地な ニニ 巧 

(BをeBaker)、ノラ•べイズ(N弓》を》es)、ユ^ザ^ン.ハヮIド(宮Rene苦ward)• 
ヴ <ヴ< アンヌ •シ ー ガル (<kienne ScR を】 をが わる •シ I ガルは 巧に 被 あ 女 巧に をつた- 
ユダヤ人は » かぞ 、巧 出 巧、 を 宵 等と して お 巧を 巧 占して ゐる •ヤン •フランシスコ •ボ 
I ルド ゥィン 妨 巧の おせ デヴ < 7 ド •ベラ K n は ホた 典 かちと 脚本 ま > .ホね て わる •的. 映 
畫の併 優で 巧 作を でも わ 八 リ々ブ ド换 H ドガ I •セルゥィン (田を g 窒さ ミ)、。 シ卞. 
オ- ペラの アメリカへの がかを であり また ジム バリ スト、 エルマン、 シ卞 リア ー ピン 等 ミ あを 
お巧の マネジ * 1となつたブ ロ モ ン • ヒ 。 I ロ ーク (5010ョ0口 田ミ〇ザ). その他ダ ュ ェ ル • 
フロ •- マン (Daniel frohman)、 ジ *1 コブ •シ 》 ■■バ ー ト 兄を GU8b L. Shu 穿ユ) グ 
スタ I フ •ブル I ム (Gustav Bloo 目)、 モ 1 リス •グリ ー ン (M 弓ユ S Green )， アル. ゥ， 
ブ (を 口 woods) をも卸々たる人々 でわる， エディ，.カンタ1、ダンカン.シスタ，ズ 

(客 日 can S 霞 ers )、 へ ご •タン ケン (Heren Menck さ ) 、 ジ ■ 1 ジ • ジ •' ，セル (GeorRe 
Jesscl )， ジ • I ジ • プ ラ イ ス (0さ『巧 で『すで)、 リ ラ • リ I (己立 ベ ル ト • ホ ィ ー ラ 1 
(田 er* Whtx 止 3 )、 チャ— =- I •キング (char ご 1 Kin 打)' サミー •リ I (sammjf re <*〕 等 




のな お讲 巧を お 苗を 官 しを グス •エド ワ—ブ ( ocw 田ュさ 弓ち) も ユダヤ人で ホつ た， 


ア レ バ ー ト • リ- * イ ス (^bert Lewis )、 ホレ 1 ス .リヴライト (田弓》3 Llverlght ) は胜 
作ち， 《lyK •シ - レシ y ガ ー (Mwris S. SchlesiORer ) は 助 俳優* フランク •マンデル 
(Frank Mai 一を 一) は 曲 作 巧と して かられ、 ジ ■七フ •レブ ラング (Joseph rehl 旨 g) は 一一 » — 
31 クの巧 劇 巧を 巧ち する 巧 巧 R まで ある •じの 化 瓜 企 裳と しては マ I ク •ク 。 I ( 客 WS 
Klaw ) r ジ * ，ド •ハリス ( Jed 苗 巧 『を)、 モ I リス. ゲスト ( MO 『をを ご、 マイケル， 
フ ホーキン (Michel lokine) がわる， フ *,キンはまた日 シ卞 • バ レ 1 の大家としておを 
である. 

第 S 節映畫 、音樂 、お證 、彫刻と ユダヤ人 

映 ♦ホが は 僅 ♦二十 年 をらず の 晒に 世界に 《ける ま 巧蠢の 一つと をつ ち' アメリカが 世 
巧の 肤查王 鼠で わる こどは 巧 ホの 巧り である •今日 映 巧 巧 榮^合 巧 苗の 五大を 美の 一つと な 
•:乙 ■ >餐 、巧 樂、 输晝、 W 巧 i ュ 、ダ ヤ人 ニニ 狂 




章て 1 啼 Vf • ‘ 


錐 六 章 アイリ カに 巧け る n V ヤ 人の 地位 


ニニ ホ 


クて わるが、 そのち 配は 殆ど 全 巧 ユダヤ人 のず 中に わると 云つても 进 一な ではない • 

映を 紫 も ル さ^ 駐化や 小屋が けの 見世物 わら 今 口の 乂を 巣に 仕 ホて 上げた 0 は ユダヤ人 
に 資ふ巧 甚だ 大 なる ものが ホる •特 巧の 宗 巧と 風俗 習 巧を 持つ ユダヤ人は、 アメリカ にがて 
も ホ、 社を 牛： 活や 時には 宙巧牛 •活 にがても 他の アメリカ人から® 立した 生活を をみ、 ブ メリ 
力 人は これに 對 して 一 挂嫌恶 の 倚を 持つて ゐ る。 アメリカの 大 を 社 やが 行は， 一、 ダヤ 人に 對し 
て 就瞄を 巧んで ゐる巧 向が わる •大工 業 も 巧 さぅ である •從 つて ユダヤ人は、 ル 巧 巧 7 なな 匿、 
助 巧、 巧な ル屋 等に ほを 巧 わ 牛： 巧の 巧を 得る やぅに なつち ところが、 映を の 恃つ犬 聚娛樂 
おと d ダ 中 人の お 人の なをな や 技能が マ， チして をち 隆 々をる 巧 巧を 見る におつ た。 • 

メト U •ゴ I ルド ウィン •メイ 卞 I ( Metr ? Goldwyn - Mayer ) は マ 1 カス •リュ I ( Ma - 
rc 居 Loew )， ルイス •メイ 卞 I (LO 色 S May 马) ，カー ル •レムレ 1 (〇ち一 Len ^ nle ) の 111 
人の ユダヤ人がホをし、 そのが巧た化たる 9 • 1 を社はマ》カス ‘リ a 1 が巧げ社をとをり 
巧に ニコラス •シ * ンク (Z 字- olas M . Sch 空み) がその 地 化に ついで ゐ る。 みに n ロン ビア 
肤巧を か (oolcm ミ a Piet ミを P ち IJOratic 乙) はジ ■ I •ブラント (Joe 巧3 己 d ご、 ヘリ— • 


3 I ヘン (苗 arry Cohen 】 が 支配し > フ ♦，クス 映を (巧 0 X 31 ョ ) o 前莊 技は 八ン ガリー 
巧の ウィリアム •フ *7 クス (William 巧 OX ) であ D 、 二十 お紀フ * ブ クスの 社長は 二 n ラ 
K . シ * ン タの 巧ジ •セフ •シ* ンク GosephM . schenk ) である •パラ マウント 社 (pal 
ramount ) は同じく《ンガリー系のアドルフ •ブーカ 1 ( Adolph 谷す〇が經營してゐる， 

4 

パブ リ ，クス •シ 7 夕！* nl ポレ T シ •ン (publix Theaters corporation ) の 社長は ユダ 

ヤ人 サム •力， ツ (Sam Ka な】、 反 • K •〇プ 。ダ クシ- ンの巧 長は ジ * 1 •シュ 三 ブツァ 

\ 

, Q . W . schnitzer ) であり、 ユ ナイ テブド •ア 1 アィス ツ社 ( tj 己 ited Artists Corporati 
Ion ) は n シ 卞巧 ユ ダヤ人ジ • セ フ • シ * ン クが支おし、 ユ ニ ヴ ァ t サ ル映ま社 (universal 
pictures oorporation ) はドイッ系のカール .，レムレ ーが1 を一一六年までちおしてゐた。 ヴ 
1 ナ， •プラザーズ ( Warner Brothers ) は ポ ー ラ ン ド巧の ア ル パ ー ト • ヮ — ナ ー (Albert 
Warner ) が神長でわる。 ポ 1 ブ ンド系のサミ ュ エル •ゴールドウィ y 、 samu ^ Goldw5m)A 
ユ ナイ テ， ド •ア I テ f スツ 社の ち おおの 一人で わる •アメリカ ホ かの ベンジャミン •シ- 
ルバ I グ ( Ben ぶ 3 in R schulberg ) はア ー ティ スツ 賄と プ レフ 71 ド •ピ クチ ュア，- ズ • 
が 云 節 1 K «、 普樂、 »書、 » 巧と ユダヤ人 ニニ セ 


■第々 章 ァィリ々 に 於け 5 ュ V ヤ 人の ホな 二一一 八 

3 .-ポ レ I シ ■ン (preferred Pictures Corpor を ion) の 創 ホを で わる •これ 等の ユダヤ人は 
-巧 どす ベて 貧 まなお 巧 民と して 巧 米した ものである •現を、 これらの 映さみ 巧 巧 巧者は 婚お 
にょつ で 化 族 的が 巧を ホり 出す 傾向が 見た、 その 映 « 春巧绍 占の お 巧を ホを を 化に ょつ て强 
化しつつ わる。‘ ‘ - - 

蚁#}^巧は前巧に記した著の化に、 イ1デ<7》*おからお行したちにポ1ル • ム ュ 
(Paul Mun ご、 エリザベス •バ I グナ ー ( 呈 thabeth BerRner)、 ダグラス. フ •ア バンク 
K (Douglas lairbanks) が わり、 その 他リ ヵ ルド • 3 ,ル テツ (Ricardo Cortez)、 ェドヮ 
，ド •ロビンソン (Edward G. Robin 客)、 ベン • -入 イオン (Ben す 旨). ビ I ブ •ダニ ユ 
ルス (Bebe Da 己を S)、 シルヴィア •シド ーー I (sylviM Sidney)、 ナ卞 I ルズ •ナャ，. プ y ン 
(Charles spacer Chaplin)、 - ハ。 ルド •ロイド (Harold ご oyd)、 メリ*- •ピ ，クフ *1 
ド (Mary Pick す 江)、 バ スタ I •ネ— トン (口 Mster 巧 eeton)、 アンナ •ス チン (Anntt 终 S)、 

ヵーメル* マイヤ，ス (Carmel Myers )、 ジ卞，キ—*クーガン (をっ玄， 〔〇〇召コ ) 等 々 め 
をに 這が をい • 


ユダヤ人 はまた 監替 々び シナリオ • ライター としてち 么 をち のが ぞい •監哲 では ノ — マ . 
シ *1 — ラ I (Normw shearer) のま ァ — ヴィング •サルバ I グ (Irvinn ThalberR )、 エ乐ン 
スト • ルビ， ナ (Ernst Lu 江 さ)、 ジ *, ク •ワ I ナ I (Jack Warner) 、 ジ • セプ •スタン 
バ J グ (Jos 召 hv 含 Sta 吕 bertO 及び 前記の 力 I ル •レ A レ I をが わる •彼等は いづれ も ナナ 
ス 勃興 前の ドイツの 映 S をに めで 巧 巧した 人 * である • その他の 監宮 には ァ I サ！ •ルビン 
(Arthu ， Lubin )， エ ドガ I • 七 ルウ ' (EdRer sehwyB )、 ジ - I ジ . キ 。 I 力 J(Geor- 
Re cckor) 等が ある • 

シナ 才 J ライター には 「ビブ グ .パレ IF 」 や r 巧な」 でかられ たハリ I .ベ I ン 

( HarryBdln )をはじめ、ポ I ル•バ^ン( pa 直 Be ^^)、イサドル•バ l ンスタイン( I 爸- 

dore Bernstein )、 ヘルマン スタイン (Hermg Bermtein )、 モ ！ ト ン • ブ ル ！ メ ン 

スト， ク (Morton 留 umenstock) 、 アル • ポ 7 スパ ー グ 《を 巧 oasberR) 、 アルフ レブ ド • 

n 」 ン ( を fred A. Cohn) • レオポルド •ジ * n プ ソン ( 尸 eopold Jacobso 己)、 エド ヮ I ド • 

• 

カウフマン (Edward Kaufsan) 、 エム • レヴ イ (M • 尸 evy】' ヤ A • ミンツ (Sam Mi 日 tz )、 

- 

♦lull Mir 音 «、 IMT »» と >1 ダャ人 ニニ 化 







♦《章 y ィ— 々にめ け 5 ュ V 卞 人の 化 位 


二 己 〇 


ボ I ル ••シ •フ < I ルド (Paul Schofield)、 ミルトン. グ n ス (Mil す n Gross) 等が ある • 

メト B •ゴ I ルド ウィン •メイ 卞 I 、 ヮ I ナ I •ブラ ザ ー ズ、 コ日ン ピア 等の 監宵 がの 豆 十 
、ハ I セントな 上は ユダ卞 人で わる • R，IK.O は 十九 人のを 巧 中二 人が ユダヤ人、 ユ ナイ テ. ブ 
P •ア I テ < スッは 十九 人のう ち 四 人、 フ * 7 クスでは 十八 人のう ち I 人、 ユユヴ 7 J サル 
は 十一 一一 人のう ち 二人、 パラ マ ヴント は 十 置 人中 五 人、 ヴ I ナ I . プブザ I ズ では 二十 一人 中 
化人の ユダ卞人監をがわる》 このなぞは 1 化一一一八年にお板されたシド ユ 《 . サ 0 モ ンといふ 

* ダヤ 人の r プリ テン 〇ユ ダヤ 么 (SThe J 3 WS of Britain * by Sidney Sa す in . London 、 
19380 に 巧つ たもので わるち ♦日 モンは これち 巧： まを ミが 「ユダヤ人は 映 巧 界を支 
E して わる」 と 主張す るのに 巧して、 これ ft 反 県す るた めに おしてね るので わ •る。 彼は 更に 
シナリオ. ブ イタ— としての ユダヤ人の 弗 ユダヤ人に 巧ず る 比は もつ とみい、 恐らく 十分の 
一 化の もの ザと 云 ひ、 化 晝化 板ち 百 八十 人中 A ダ卞 人は セ 人、 ハ 9 ウ ，ドの 俳 巧 二、 六 八 お 
人中 化か 八十 四 入が ユダヤ 入で わると をいて ねる •をた 映を は 巧作奇 —— 現 巧 八十 五 人のう 
ち 狂 十一 二人が ユダヤ人で わる や 併 巧 やを 轻ザ けで をく、 がめ 巧 巧 や 映 巧 稱や巧 お 巧 巧 か 


R 等- 資ム 巧大 であるが、 卜 I 年— の大 會おゥ ■スタ— ン •ユ レクト— ，ク會 お (ミ 3*9 口 

因を 曼 度び そのな 巧稱阮 たる 「E .R TI 」 の 一轟ぞ .p •モルガン やジ •ご 
りこ， クフ-ラ ふ 巧 巧して わる とい ふこと を累 て、 舅 映 まご ダ卞 人の 獨 占で をい 
ことを みさぅ として ゐ る， 

わし サ n モンの モ 張は 一面め であろ 非 ユダヤ人の 馨 、巧 度 或はが 資 をの 蹇は 、ユ 
ダ卞 - cs 寒 壽 占と X 事 ミ是 I かも；^ 某 も Q マは をい •掛占 的を？ 十人馨 おの 
紀稱 は、 俳值 やを なにを ムて霸 自在 S を 担つ てむ るので あろ ホた b 記： スタ— ン- 
エレクト リ ，ブク と共に 世 巧の 一二 大巧な 映な 巧 巧 作を 社 心る R . C . A を 社 巧び ト ビスを 3 
( To 复は いづた？ かか 5 も Q で A る。 われわれ はむ」 ろご ダヤ 人プメ 
リヵに 來 る』 の 二人の ユダヤ人 まを 0 「アメリヵ 映 巧は ユダヤ人 がそ 亞 してた ろ馨 が、 
，ゥ ，ドと； ンゼル K を 作り、 お 十 巧の 委 震 貝を 持つ 映 ♦巧を 牛 巧つ てゐ さとい ふ 
佐 論を 正 巧と 說 めなければ をら 度い。 

巧 一々 世 巧 巧爭 後の 爱巧巧 やそた 伴 ふ 塞 的な 鬟闻爭 のぞ 惡 がの 時が が 巧ざる ち 
Hi £、 2 、さ、》 筑 i V て 一 一吉 一 


誰 六 章 アィ 9 力に ホけ S ュグヤ 人の 化 位 一二 一ーニ 
み爭 にょるが 能 生活のを 度から が 巧され て 反動的なず おち 義の氾 巧 時代を 現 化した •巧 巧、 
を 面、 巧が、 庭 巧 等の スボ I ッが T 健全を るち お」 の据 巧と いふょり はむしろ それを 春が に 
して® 楽、 賭 採、 巧 巧の 勒み として 巧な 的に が 巧した •美人 投琪や ホ 裳 比べが 巧を 巧 頁の 巧 
をと 同 巧の 厮 わを なて 巧 はれ、 巧 怒 的を 篇奇 やお 巧が 誇りを なて がを 敵ら され 語り 傅 へられ 
ち 麻ち クロス •ヮ I ド. パブ ル、 卑 汲を 俗 かや デ ♦ズ を 樂の氾 お、 を 若を 巧は ず 男女 間 
の お 的 かおび —— 一々 巧げ てゐ たら お 巧が をい が、 とに わ < さ ぅした 自由 モ酱 、安本 主 藍の 
巧 巧に おして、 ラジオ、® 善、 巧 巧 •巧な、 脚、 映を、 をが 等は 大 をを 力を 添へ をので ある • 
特に アメリヵは 大巧 中 有が を條 件に 巧 をれ、 巧 後 世界 各 田が 巧 巧の どん底に 喘いで ゎた 巧 

■ パ ♦ 

に 於て さへ、 一時が なか 艳を 貼た のみで その後は 巧 巧 的な 経済的 巧 巧を ホした ので、 そ のぞ 

お 主 お 的 巧 向は 特に 暮し いものが わつ た。 アメリヵは 世界 のぞが モ義の 本 巧に をつ たので あ 

- 

る •さぅ いふが 思の 下に あつて、 ラジオ、 ジャ I ナ リズム， 音樂 、が、 映 ま 等に 巧く から 力 
を 持つ てわた ユダヤ人 がを をに その 力を せ义 して 巧つ たのは 當 がで わる •ユダヤ人の 巧を の 
巧は ち 術 的ネを もさる こと 乍ら-巧 罢巧を ち 巧 村 巧の お 向 的、 巧を 的杜 巧が この 悼 巧のを 巧 


巧は 技術的 ネを もさる こと 乍ら， 彼 宰窗策 民を 巧 有の. 咕构 的、 巧を め お桥が この 時 巧の 廣巧 

にヒ ，卜 して 今日の ち K を 築き 止げ るに 至つ をので ある •巧つ で ユダヤ人 のみが この 自ホ E 
度視巧 時代の 顽巧 的な 肉 怒 ま お、 がが 主窝‘ ゥルトラ •モダニズム 等々 のせ 巧 おで あると ま 
張す る自が 反 f おれを T 。 T ハ 的 反 七 ム主囊 の 說は I 面 的で あるが、 それにしても ユ 
ダヤ 民族 巧 特の性 巧と 被 等の 巧 位と がか かる お 潮に 對 してち 大 なお 単を かけた ことは をを す 
る ことは 出 ホない •しかも かかる 巧 向は、 をれ が ユダヤ 民 巧ち おが 溝を にょつ て 巧 治 的に 巧 
用され るに 至つてを 大の お獲 力を 巧が する に 至つ たので ある。 

ユダヤ人 はまた をが 巧に がた 非 おを 名を を 巧して ゐ るが、 それは 與器搜 作 若 或は か 曲 まと 
してょりも、 むしろ 主として お ± なび おがを としてで ある。 

提琴 界 では ミ》 ヤ •エルマン ( sischa 因 man ) 一八 九 1 一年 ° ン卞に 生 1、 十 ム ハ おの ホ 

アメリカでの 巧の 巧 美を した ヤシ 卞 •ハィ フ * 7 ツ (を scha Heifetz)一 — 一九 0111 ぉ 

リトア ユアに 生れ、 アメリカでの 巧の 巧 葵は 一九 ー セが である I 、エフレム. ジム バリ K 
卜 sfrem zimbaHst ) —— 一八 八 九 年。 シヤに 生る —— の S 大ヴ 7 ィオ リ三 ストは 特にが ぶ 
である。 彼 祭は いづれ も 在 巧 中世 巧 的を 榮 またる。 シ卞巧 ユダ卞 人 レオポルド .アゥエ ル 
巧 111 巧 R 巧、 音樂、 »«、 W 刻 i ユダヤ人 一ニ ニ 己 
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第々 ♦ ァィ 9 力に 巧け るユ V 卞 人の 化な 11111 巧 

- 《 rspo 己 Auer ) の 巧 導を 受けた もので わる。 この 一一 一入に 鑛い イィ- フ - I ディ. メニ • I 

t ン (Yehudi Menuhin 】 •サシ 卞 .卞 3 プツン (Sacha Jacobson )、 デヴ '■•，ド. マン ネス 

- V ' 

(Davdd Mann 里、 ミシャ こ、/ シ 卞こフ (Mischa Mischakoff )、 トシ 卞 •ザイデル ( TO - 

唱 ‘.，-. acha Seidel )、 マ ブ クス •口 1 ' ゼン (Max Rosen ). 等々 软十 人の 著名を ヴ r イオ yll ストが 

剛 部、* もろ 

二- ピアニスト としては ハ B ルド. バウ ワ I ( Haro 己 Bauer )、 オ シブ プ .ガブ リロ ウ< ブナ 
.致 で- A 0 を P Gabr ぎ 《 itch )、 レオポルド •ゴ ドウ スキ I ( Leopo 己 Godowsky )、 イ グ于ス •フリ 
it を V’ ’1 ド マン (IKnace Friedman )、 マイラ •ヘス (Myra Hess )， ウラ デミ I ル. ホ ロウィ， チ 
(Vladimir Horos を)、 モリ， ツ • ゼンタ I ル ( Mor を kosenthal )、 ミシャ •レヴ < 
クキ ー (Mischa revitzky )' ジ ■ゼフ •レ I ヴィン (Josef Lhevinne )、 レオ •オルシ-夕 
イン ( Leoorstein ) 等 いづれ も 第一流の 人々 である • 

をの他大オ1ケストラやバ ンドの有名な巧巧ちには前記ガプリ ロウィ ，ナの化に モデスト. 
アルト シユ ー ラ I (TvrcHiost >ltschuler )、 アル トゥ I ル •ボダン スキ I ( Artcr 巧 〇 立 a コ！ 5 す】、 


アル トシ，— ラー (\Todest > lts 己一 ul こ r 】> アルト ウール •ボダン スキ J (Ar さ r 历〇ュ a ミ さ： T 



ん イス •ハ， セルマン K (1>0 己 a Hasselmana) 等夕 なの 人々 が ホる. 

映 ま. ■ラジオの 巧 おと 共に この 方面のを 換 でも ユダヤ人は 机 おを として K 大な巧 力を 持つ 
に 至つ た •ユダヤ人は をた ライト. オペラ、 ミ *1 ジ カル .n メディ I にがても 抵 めて 多 » 
のま 名 音 お ± を 出しで むる。 

聲樂 巧では 日 I ザ •レイ ザ (Rosa Raisa)， ソフ <1 •プラス。 ゥ (Sophie Bras 立 U) 等 
は 世界的に 知られて ねる。 その他 輿 ± ほどでは ない が アメリカ ーが の ユダヤ人 @ が 装は 極み 
て タレ. 

作曲 まは 曲 合み い •ユル ン スト •ブ 07 ホ (Era を Bloch) は 何と 云 つても 化界 的を 作曲 
巧でわる。 プ ロ ， ホに比ぺると 1 段下るが、 ル1ビン •ゴ1ルドマ，ク (Rubin Goldmark)， 
マナ •ブ ，力 (Malm zucca)、 をの 化 著を な ものは 十 お 名 わる。 

''な 上の ぎ 名を 巧を や 作曲 ま 達は それぞれ アメリカに 於け る 上流 社を の贵顯 、をを 逢を パト 
ロンに 持ち •ななの 大ホ的 名 g のぜ 巧に がて 更に 度が たる 化を 的 於 巧 力を をして わる。 アメ 
— 々では 男子は 專門 まや i の 人を みいて は 一巧に 离援を おに » 巧を 巧たず、 巧 ホは まと レ 

ffl 二 面 Rlr 音 幾、 雜 畫、 V 卞乂 I ニニ 五 


第 六 章 アイ—々 に ホけ るユ V ャ 人の 地な . 一二 二々 
でな 人で あるが、 女 巧を をの アメリカでは 巧 人に おする を 巧 力は 決して お視 する ことは 讯來 
ない。 ユグ卞 人は アタリ カ 最大の 提琴 家、 巧 巧を、 お 手を 持ろ アメリカの 音樂 ザを 放 班し 
ょぅとして わる • 

繪盡 にがても ち 名を ユダ卞 人が 少く泛 い •十九 巧 把の 末葉には ポ ー ランド 系の マックス • 
B •- ゼンタ*- ル (Max wosenthal)、 ユ 》 I ョ I ク 生れの ベン リ I •モスラ I(H 留 ry Mo 么で 
こ、 I 一 》 I へヴン ホ， si の エド ヮ I ド •口 I ゼンタ J ル (田 dward 巧 osenthal)、 クリ I ヴ ランド 

曲 身の ジ - I ジ •ペイ クソ ，卜 (GeorRe P peixotto)、 フ < ラデルフィア出身のカザリ 

泰 

ン • n I ヘン (leather ざ e M. oohen)、 ク y I ヴ ランド 出身の ルイス •口 I ブ (rouis ro を》 
等が ゐた • 

現代をまで は ツル チア. パ ー ンク (を一を を す こ、 サミュエル •ハル パ I 卜 (挣ョ ce 一 
Halpert)， チレサ. ベルン シ* タイン (Theresa 『• Bernstein)， ゥ ，< リ ア ム • ア ゥ ア I バ , 

ハ • レヴ イ (wsiam Auerbadi Levyo 、 マ， クス * ゥ *1 バ I (Maje Weber) 、 レオ •ミ 
I ル デナ 1 ( 尸 ミ M 玄 Niner )、 チ ルズ •ヶ ルナー (Charles 巧么 Iner )、 ゥ fy ア A •メイ 


こ ロ ウィ， ツ (W ミ 玄3 Meyerowi な)、 王— ずー ン •ボ ー ル •ウルマン (宮 巧き々 で だ £ 
ullman 】、 ゲ オル ク .ダヴ； ドゾン (を 0『》 gswdson )， モ I リス. スタ I ン (I ミミ 
Ste さ e )、 サミ* エル •オ スト ロウ スキ'— (を i 么〇を 3wsk ご、 エミ ー ル •フブ クス (田皇 
fuchs ) •ア— こ •ヘン リ ，•ゴ 1 ソン 《を 『き 苗 空 〇ミ〇 口)、 レオ こ，* ハ— (尸 〇〇 
Kober )、 その他 著名な 人が 巧 巧り わる。 

が 刻までは 十盏拓 後半には 世 巧 的に 奮な モ 1 •セス •ジ T 。 プ •エ •セキ— ル 含 i 
JacobEzekiel ) がわち 現代では バルナ モア 世 身 S こ— ム •ケイ ザム 留置 ヨ晏 蓮、 
さ ral ク 出身の ジ r . ダヴィ， ド ソン ( JODavidson )、 りシ卞 生れの エリ I .ナ I プ 
ルマン (田一す Nadelman )、 前記 モ I リス. スタ I ン (ワルツ*- 生れ)、 イシ ド I ル. 3 ンブ 
ィ (Isidore Konti ) の 五 人が 特に なられて わる. 
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な ク> アイ， ♦に 於け る- グヤ 人の 地な - 


巧 四 節ジャ ー ナ リズムと ユダヤ、 

■ 

ホづィ .. K ，': 語の— から 述べょ ミ 7 メリ カで ィ— デ，， シ ••ジ r ナ リズ A 

は f 八 七 羣に ヘン".- •ダル ご ， (Henry G ^ rsoni ) が巧刊 した ご.. ディ，： •ポ 
スト se II post ) 及び 同年 カスリ エル •サラ ゾ ，ン f を 田を 難 夏が 巧 
巧した r 二 r 3, 力， •ィ I デ こご •ツ オト 《ン こ？ 系 f さ 豪 1— 
ジー 旨 R ) 0 夏刊 巧か皇 化た と 云つ て 差ぶ へない •おおと も 怖 もを く 失敗して 巧 巧に を 
つたが、 サラ ゾ ，ンは 二 年後に 巧 巧が 『ィ — ディ， シ .，•ボゼ サテこ (累ゴ af ブ •を— 
retten ) 美刊 して おかし、 それから 更に 一八 八 五 年に 至つ て 二 r 3 , クで 『ィ i アこ 
: K •夕 i プブ 7 卜 J(Yiddisches TaKItt ) とい 音刊新 西を 巧 巧した。 それは アメ 
，力に めける 愚 巧？， デ： ご 口 刊巧谢 であると 同時に’ また 裳に をる わ 古の ィ— 
デ， シ •日刊 巧 ffl で わつ た。 こ 〇 『ター ド グ，， 




I ンはロ シ卞系 ユダヤ人 である。 

イ J デ < 7 シ ュ巧而 はち々 たる 資度 ft 見せて わたが、 一八 八 0 年代の ホから 化 0 年 巧に か 
けで。 シ ザに がける 「ユダヤ人 なり JC ポグ 。ム) の 結ち 大 をの ユダヤ 移民がん 米した のと、 
をが アメリカで 渐く 巧を 得た マルクス ま義 やその 他の 社を 主食 思 巧の 彩 餐 にょつ で 俄かに 乂 
.をな 诗度 を 巧した •巧し いお 住ち 達は 巧 語をから なかつ たので、 巧來の ± 地 アメリカの 諸ネ 
巧 や 巧 苗の 化 1^6 巧る ために イ I デ < ，シ •語の 新聞を 必裝 としち 寅 おにが て、 イ I ディ 
，シ ••ぶ ナ リズムは 新しい 移 段を アメリカの 地理 •人 巧に 厢應 せしめ、 おんでは 彼等 
6 アメリカ 化させる ための 媒技 とを つたので わる •新を 民の 中にはち 名な 义ま夕 や 評論 まも 
巧 0 てわたので、 イ I デ < ，シ- •ジ *1 ナ リズ A の發 段に まがす る巧大 なる ものが あつた • 
巧 a 巧は まとし で* -131 ク の. ユダヤ人で あつた •お 要の 巧大 につれ てが 間の かもみ を 
に增 化した が、 その後 巧 時を 理 され、 現在 ュ- lal ク では 『フ *1 ルヴ '•ルツ』 (<oma- 
ミ】、 『モルゲン •ジ- ルナ ー ル」 (Mo 另 en Journa こ、 『夕 I ゲプ ラ， 卜』 (TaKeblatt). 『卜 

第 H 面ジ *1 ホ>ズ ムとユ ダ卞乂 二 一二 九 - 



巧 六 巧 アイ 9 力に 巧け S ュダ卞 人の 地む 


二 巧 0 


，グ』 ( Tog ) •『フライ ハイト』 (巧 reihdt ) の 瓦 巧 だけが 巧つて わる •そのぅち 摄大の ものは 
r フ r ルヴ * ル こで、 巧嶺 階な や 中を 階 巧の 下 暦を 請 おに 持つ 中正 社 巧 主義 的 新 胡で、 シ 
才 n ズム におして は巧溫 的を を 採つて ゐ る。 『モ I ダン •ジ •ルナ I ル』 は 第二 おの 巧閒 
で、 巧 治 的には 共和 黨の立 巧を 採り、 ユ ダャ敎 正統派 巧で シオニズムの 色 おがを。 『卜 ，グ』 
は HK I . ヴ， I ル ハイト』 ( Day - warheit ) とも 云 ひ、 自由主義 的、 シオニスト 的で あるが 
を 治 的には 無侄で わる。 『フライ ハイト』 は アメリヵ 巧 働な 及び 共產 巧の お厕 紙で、 シオ ュズ 
A には 强く反 巧して わる •をれ は r フ ♦ 1 ル ヴ * ルツ』 の 巧を 中の 急 おがを 連中を 巧んで ゐ る， 
巧刊 にを つた イ I ディブ シ ■'巧 面は 涅 めでぶ く、 良い ものは 十な 年 短い ものは】 二 竿化结 
した OJ ■イ I ブ •，シ - •ゥ ••ル ト』 (Yiddische welt )、 『フ ， I ラ I 』 (Fihrery 『ハイン ト』 
(田口ざ1)、『ツ r イト Jczdt ) T ア 1べ ン ト . プラ ， 卜』(>す日& 田だ3)、『テ ， クリ ， へ . プ レ ， 
セ」 (TeKliche presse )、 『イ 1 デ f y シ * •ア 1 ベント •ポスト』 (Yiddischo Abena P 空 0 、 
『テ I ク リブへ •フ ♦ルクス ブ ァイト クン ク J(TeRliche < OI-kszei ミコ 巧)、 『コル •フ * ン •デ 
ア •ゲ ，ト ー JCKOl V 03 Der Ghetto )、 「アメリカー ナ 1 』 (.A 30 Hka 己 er )、 『モルゲン ブラ, 



卜 J(MO『Rcn 巧 atty 『テ I ク 9 ブヒ卞 J •へ。 ルド NTeKlicher 苗 e 3 一 d) •『ヴ ァール ハイト J 
等が をれ で わる • \ 


イ 1デ < ， シ ュ 新聞は 二 • I ョ I クをお援としてみ第に A ダヤ人の夕い他の諸が市に§ 
して巧つた。 シカゴでは 1 八八セ年に 『テ，クリ 7ヒ ャ， • ユ ，ディ ， シ ャー • ク1リ ェ I 」 
(叫3なだ昏巧ぞを家11巧0旨立巧)、1八九0年には『テ1クリ7ヒャ，*イ1ディ，シャ1. 
コ1ル』(一3巧古昏9ゴ&臣30119巧0スクリ1ヴランドでは1九0八年に『イ1デ<，シ》, 

ゥ * ルト』 及び 一九二 〇 年に 『ジ ■•ゥ イブ シュ •ガ I デ < アン』 (ザえ をを 玲ら 旨) 

それは イ I ディ， シ •詰 並に 英語の 兩 語を 使用した H 刊紙 である —— が發刊 された。 フィ ラ 
デルフィ ア では 一九 一四 年に 『イ ー ディ， シ * . ゥ •'ル ト』 が發 がされた 。お ¢13 おを 見る 
に、 一八 化 直 年に なをした 二つの イ ー ディ， ンユ 新聞 『夕 I ダ ブラット』 度び 『ジュ ゥイ， 
シュ •ヘラルド』 は、 前を が 約 ニニ、 四 〇〇、 をち はが 二、 六 〇〇 で、 合計 僅かに ニ ハ、 〇 
00 であつ た。 みのお ケ 年間に 『フ *ィ ルヴェル ツ』 『ア ，ベント. ポスト』 『モルゲン， 

ジ •ルナ I ル』 の 一一 薪 巧が 化は り、 資が巧 おは】 巧して 巧 計 巧 ir 〇〇〇 に眺ね 上つた •一 

- # 巧拓 ジ * 1 ナ 9 ズムと ユグヤ 人 一一 四 一 、 




ィ： V 、 >/ 、'， 


第々 章 アィ 》 々にがけ. 〇ユ V 卞 人の ホな 二 田 二 
化 一 〇年には 『フ ♦ 1ルヴ * ルッ』『モルゲン . ジ • ルナ，ル』『ヴ7 — ル ハ ィト』 『夕1ゲブ 
ラ 7 卜』 の發行 部巧德 かは 111111 六、 000 とを り、 一九 一 冗 年には 置 一一 置* 六 化 〇 となつ た 
しかしを の 後 巧 もを く、 合 ホ 田を がの 移民 制限、 東部 曰 1 。 ， パに めける ポグ • A のが お、 
巧ぴ アメリカに がける 社會 主義な 巧の 不振 等の ために これら 新 商の 爱 かは 巧 巧り おみし 
た •イ I ディ， シ a 巧 巧は、 イ I ディ， シ -义學 やぶと 同 巧に、 巧たず ョ I 曰， パ わらの 斬 
しい d ダ卞 移民の 流ん がを ければ 巧 屡し をい •それは 巧なる が 唐で あつて、 ア / リカに をく 
住んだ ユダヤ人は々 巧に アメリカ 化して、 巧 語 その他の 諸 新 巧を 理 がする やうに をる からで 


ナナス*ドィッのユダヤ人排斥によるユダヤ人のアメリカ流入によつて、ィ》デ<，シ*< 
ジ卡 I ナ リズムは 巧び がしい ± 壌を 獲得し はじめた • 

ホ にもつと 一巧の 新聞に ついて 巧ぺ よぅ。】 か 一ニ セ 年には アメリカの 日刊新聞は その 度 二 
モニ 呂餘で 連して ゐ るが' そのぅち でも ハ J スト 系 ( Hearst ) とハヴ ly 巧 ( Howard ) と 
が 巧が 大きな 巧 力を 粹 つで ゐ る。 




現を お 巧の ホ 通信社と 5 へ ぱアヴ ，ス (Havas Ltd.) 、 。 ィチ ル (Reutora Lt な . y A • p 
(>sscciated press) 及び u ‘p (united 巧 ress) の 四 社で あるが、 後一 一社は 台 衆 因に が 巧 
する •アヴ 7 ス 通信社は】 八 一二 五 年 フランス にがて ルィ •アヴ ▼ ス (LOU ザ 田 wva ろが 卸投 
したものでわる《 巧にはべ ルンハルト.ゥ*ルフ (Bernhart wolf ) 及ぴ ョザフ y 1 卜 • ベ 
— ルと いふ 二人の ユダヤ人 按力 をが わたが、 をの 後ゥ ♦ル フは ベルリンで. またべ I ルは ィ 
ザ リスで を々 巧 立の 巧 倍 おを がせした •ベ I ルが 作つ た 巧 信 社は 巧に D ィ テルと ホ 巧され た • 
A . P をび U . P の 巧な には ユダヤ 巧 本が 巧 巧の 巧 力を 張つて わろ み 巧 曲には この 化に！. 
N • S (Inter 呂な〇 己を ブー 0 宅 W Servic 及と ユユヴ サル •サ I ヴ '■ス (G 己 iversal service ) 
とい ふ ハ I スト 巧の 大巧 信を がわる • 

ハ I スト 巧 巧 巧历 はを アメリカ 新 面な 巧な おの 一三 分の 一を 占め、 その他は A - p、 U .p 
巧が大巧みをみちしでわる， 八 1 ス ト(ミ吉39 Randolph 苗€3る)は ユ ダヤ人ではないが、 
彼の 巧 巧の お 巧历は ユダヤ 巧 巧-ユダヤ おを、 ユグヤ 巧な 巧、 ユダヤ 乂 巧を 依が 著 等と 巧い 
II だを 持つ て わる。 特に 新 巧に 巧す る 换巧化 巧ち の お « 力は 無規 する ことの 出 巧ぬ もので わ 
ff の 節 ジ *1 ナ— 乂 * とユ V ヤ人 - 11内 云 


» ホ 巧 アイ 9 力に がける ュダ卞 人の 地位 二 田 巧 
る •巧を 主としての ユダヤ人の 力 も 大きい •一九 一 云 一年、 イギリスで 『ナシ ■ナル. グラフ < 
，ク J なが d ダ卞 3 SS 反 おな なの 記 巧を 巧 巧し、 また イギリス 放送を 社が 多を ユダヤ人を 巧 巧 
して わる ことを ホ S したた わに 同 巧の 巧み 者 かがみ 汝し •その 巧 巧には 早く も 巧 巧を 巧 ルす 
るに 至つ た 去と が ある •アメリカ でも 巧 お 化 巧を としての ユダヤ人 商人 特に 百 货巧經 を 巧 為 
巧巧に對する巧巧力は巧めて大をいものがある。 みて 『ュ • I m >ク • へ ラルド』 が(ブ去写 
If ork Hera 己) の 社長 ジ * 1 A K •ベネ ブト Games Bebnet ) が 、- 1 a 1 3 1 クー 流の 百 
巧 巧 經をぞ たる ー ユダヤ人から 巿 をを お 巧に ついて 巧 巧を ほ 巧され を 時、 をの 手 おを 『ヘラ 
ルド』 巧 上で 巧 K したために 同 巧の 巧 巧が かおして 年々 二百 豆 十な ドルの ホ 字を 化し. て危拽 
に陷 つを ことが わる •ベネ ブトの 死後 『ヘラルド』 は ユダヤを 本のち お 下に 入つ たので ある 
( r 報 巧 巧 聞」 巧な 十六 年々 巧 二十々 曰イ をた 曾で ハ I ストの ソ聯 巧排 巧を 阳 止しょぅ としを ユ 
ダ卞 人が 同 巧の ち 力 新 巧 『ュュ 1»1 ク •アメリカン』 (New York A 吕 erican) におして 
巧 巧 化 おや 巧 訝を ボイ n ， 卜 したので 巧刊 にを つた。 今日では ハ ー スト 系 謙 巧 即もユ ダ卞势 
力に ょつ てま おされる i ころ 义 なる ものが A ると 一 だはれ る •王 ダヤ人 レオン •カル ヴ， B I 


(Leon Car ミ 5 o ) は 長い間 ハ*- ストの 臣乂な 新 簡巧誌 短の 巧 巧に 锅 する 重電な 地な に 就い 
でゐ た。 

現 巧合萊 田に めける ユダヤ 巧 新聞と 巧せられ る ものには、 『ゴ - 1 ョ I ク. タイ ムス」 
《New York Times )， 『ユュ •■ョ I ク •ポスト』 (New York 巧 〇 を)、 『_ 一 • I ョ ー ク •ヘラ 
ルド』 『デ I リ I • 〇 フルド』 (口を】》 苗き 乙)、 『ユ *1 ス .ク 。ニクル』 (zeww 0 す 〇 ai- 
ftley 『デ ー リ I •テレグラフ JCDa さ Tel 驾ち h )、 『サン デ I •レフ •'リ 1 J (S 旨 day Refe- 
ま)、 『フィラデルフィア •レ 3 , ド 』 (Philadelphia Reco る)、 『エヴ リマン』 (Everyman) 
『ジュ ウイ， シ * .テレグラフ ィ ，ク .エ I ジ •'ン シ ー』 (Jewish Telegrap 瓦 C AKenc》) を 

の 他が わる。 

イギリスの 『ロンドン •タイ AK』 と あび 稱 され， アメリカ 第一の 大巧 巧で ある 『ュュ I 
• I ク •タイ ムス』 は ユダヤ人 アドルフ •才 I ナス (>dc ざ h Oc 是) の巧刊 にか かる もので 
わる •彼は ユダヤ 法 肺 アイザ I ク •ヮイズ ごを 3C M. wise) のを 子で わるが、 生れつきの 
あ 聞 人と もい ふべき 人で、 二十 おの 時を のが 里 ナャ， タヌ I ガ (ch 資 tanoo 香) で 『チ*， 
面 ジ *1 ナ リズム i ユ V ヤん - 二巧 五 



# ホ 章 アイリ カに か' ける ユグヤ 人の ホ 位 二 巧々 
♦ヌ I ガ 新星を 發が して ゐる 。それは々 日で も 巧 部での 重 巧な 巧 街の j つと なつて わる • 
^^1ナスが 二 • I ョ 1クに曲て 『タイム ス』 を手にんれた時はその度をは僅か化、 GQQA 
で 日 こ 千 ドル 巧の 巧 損を を じ 壌‘ ぶに 巧して わた。 しかし 彼は 十 置 年の 間に この 『タイム こ 
色 アメリカ 最大の 巧 巧に 發展サ しめたの である。 才 I チスと 育を ホべ る ものに ユ - I ョ I ク 
をれ の ユダヤ人 ポ I ル •ブ n 7 ホ ( pa 己 空 och ) が ある。 彼は 十二の 新 卸を 巧 有し、 ア メリ 
力 最大の 巧 聞 巧 おを の 一人で ある •彼の 巧ち 巧闻の 中には 『ブル ブ クリ J •イ I グル』 (田 31 
を ly Ea を e ) や 『トレ I ド I •ブレイド 』 (Toledo Bia を) が 含まれて ゐる •彼のが 巧は ハ 
—スト、 ハワ 1 ド、 ガネブト ( oannet ) のお巧がとが巧を持つてゐる， 

ル报 市の ジ 卡1 ナ リズムで 有名を のは アイオワ州 ダヴ- ンポ I ト ホれ の ユダヤ人 アドラ I 
(田 . p . A ら er ) である •あは 西が 中央で 八つの 巧 巧を 支 S して ゐ る。 巧 部では デ ヴィブ ド. 
K ク I ン (David stern ) が 『フ < ラデル フ { ア •レ コ I ド』 なび ユ ュージ 卡アシ ー のが 巧 
历 ft 巧 有して ゐる • 

デヴ '■，ザ •ロ ー レンス (日 avid Lavirrenct ;) は ロ シン トンに がける 『ユ ナイ テ， F.K 


テ I ブ • デ ー 9 1 』 (cnited Wtnt 2 3 aily ) の舜巧者で あ る， 同巧はア メ > 力 で巧 一 の巧が 
巧 巧 誌で ある • 01 レンスは アメリカに 於け る 巧 導 的を 巧 治 記を、 なお お 巧を で、 ウイル ゾ 
ン大が 巧と 筑 しく •ウイ ルツ ン のな 記ぎ をボ スウ' •ル (田 OSW を) とい ふのは 彼の ことで ホ 
ると 云 はれて わる •ユダヤ 巧の ジ •七フ .プリ， ツ 7 I (Joseph さ litzer ) は、 後に 『ユ - 
I 3 1 ク •テ レグラ A』 (New 40 rk TeleRram ) に 合併 せられた 東 巧の 有力 新 巧 『一一 - I 
3 I ク • 71 ルド •ぺ I パ I ズ 』 (New York World papers ) の 創始を でを る。 『二 • I ョ 
I ク •イ I ヴ ユング •メ I ル』 (New York 田 veninw Mail ) 及び 『ハ I バ •ー ト- •ベイ ヤ J ド • 
ス ウ * I プ』 (Herbert Bayard Swope ) の 發行をで 、 『ユ 。 1 ョーク*ヮール ド』の前编輯这 

であつ たグ ニエル •二 n ホル (Daniel zicohol ごも ユダヤ人で あつた •マイケル •ハリ 1» 
ドク •ヤング (Michae 一田 arry De Yo 旨 》) は 『一二 I 弓 1 ク •ワ I ルド』 るび 『サン フブ 
ン シス ク •ク B H クル』 (san.Frandsc oh 旨 kle) の お 巧者で ある。 

を ホ围 にがけ る社會 主を 日刊ち 語 巧 間で ある 『ミ ルウ *1 キ I •'リ ー ダ—』 (Milwaukee 
Leader ) の創始をでわり、 その巧に至るまで巧巧長でわつたヴィクタ！ • パ 1 ガー;を 0 |- 
這® ジ r ナ リズムと ユダヤ人 こ 一四. 七 






覆-': 


傳ホ章 アイリ カに 巧け る ユダ卞 人の ホぶ 一一 巧 八 
BerRer ) も ユ ダ卞人で あ つた。 ヴ<クタ 1 * 日 1 ズゥ* 1 夕 1 ( victo 『 I ? osewater ) は良い 
巧『オマ八.ピー』の巧巧をであつたし、<:.コブラー(>.1.巧〇13ド0は『二，1ョーク. 
デ ー リ ー • ミ ラ I』 (zew Yofk Daily Mirrol :) の覆巧者、 シメホン .ストルンスネ， ( Si - 
meon strung》) は 】 時 「 ニ ュ ー ョ ー ク • イ I ヴ 三 ン グ • ポ ス ト JCNew Ysk 田<香を》 巧〇を) 

. ザ 

の お 巧を であつた •ゥ * ル ダ I .リブ プ マン (Walter Lippm 爸 n ) はを で 曾て 『ュ a I 

ノ 

9 1 ク •ヮ ー ルド』 のま 策で あつたが、 現在では 『二 11 ョ 1 ク* ヘラルド •トリ ビ -1 ン』 
(zew YorK 苗き Id Tri 客 日 e) に陆 がして ゐる •因に 『一一 » I ョ I ク •ヴ I ルド』 は 現在 
では 廢刊 になつ. てゐ る。 ナ *1 ルズ •ミ， ナ王ル ソン (Chari 注 Michelson) は アメリカに 
於けるお遵的を治記をの1人で『ナシ-ナル.デモクラテ，ブク*コミブテ<,』(23ユ0宁 
と Democratic ooi ま ee) の 出版 監督で ある •アイザ， ク •マ In 7 ッンご saac Marc- 
〇 を 0 己) もまを ち 力なを 治 記を である。 な 上の 他 各種の ち 力 新 巧に 婉和 きの ユダヤ人 記者が 
巧 山 わる。 

巧を に 英語の ユダヤ 巧 断を をで あるが、 . t の アメリカに めける お 巧の も 0 は アイザ 7 ク. 


M . ソイズ の卸刊 した ユダヤ あなを 化の 公的 刊が物 『アメリカン. イスラ エラ イト』 (>3で 
rican IsraeU な) で、 これは 現在 も おおして ゐる •ウ *1 クリ I では 一八 セ 九が 卸刊の 『アメ 
"カン •ヘプ 9 ュウ J(American Hebrew )、 一八 化 〇 年の 『レフ ォ I ム •- アド ヴォケ I 卜』 

(Reform Advocate) 、一九 0 二 年の 『ジュ ウイ， シュ .トリ ピュ ー ン』 (ザ sish Tribune ) 

等が あり、 いづれ も 若い アメリカ 化した ユダヤ人を 主 巧な 讀君 おとして ねる。 その^® 迹卜 
巧吻 で 『二 al •パレスタイン』 ( ZCW 1 を泛 tine)、 『ナシ •ナル •シオニスト •才 I ガン』 

(Nati 旨 al Zio を St organ)、 靑华 シオニスト 向きの 『ヤング •ジュ ウディ アン』 (ベ 〇 弓の 

ち aean) 及ぴ 『アメリカン •ジュ ウイ， シュ •ク *1 タリ I』 9 ョを 0 旨 ザ 3 孽 og ユを こ， 

• - 

が ある， ‘ 

巧： F ' ぶでは メ ノラ 1 お る (Menorah Assodatio 己) の强 けす る 『メ ノラ ー •ジ 卞— ナル』 

(Mlrah Journal )、 『レフ レブ クこ (を ご 巧)、 『ジ ュウ イプ シごフ *1 ラム』 (ザ もを 

『or 己 m)、 『ジュ ウイ 7 シュ .ファ I マ I』 (す さ i を 巧ち 39) これはち靜、 イ1デ ィ ， シ 

1 * 

••黯 の兩語 枝が わる： 一 巧び 『ブ ナイ •ブリス •マガ ジ ー ン』 (巧 口 ai 穿 ith Ma ちを e ) がわ 

» 巧® ジ *1 ナ リズムと ユダヤ人- 二巧ブ 


々々巧 y ィ V 々にめ ける ュ V ヤ 人の ホ 位 一一 五 0 

る •このを 後の ものは ぶ 語の ユダヤを 巧 刊巧齿 のぅちで 最もみ くの 讀者 をち する もので わる 

が、 その 大巧 かは ブ ナイ. ブリスの 會 ft である •を ほプ ナイ •ブリスは 『プ ナイ •ブリス. 

メブ七 ンジヤ I 』 ( 历ゴた Brith Messenger ) とい ふウ + J クリ I を 5^ 竹して ゐる • 

■ 

一九 so 年には 合を 函に 八十 一一の 英賠 fi ダ 卞定巧 刊‘巧 巧が わつた な ものに 『ジ ュウ 
イ 7 シュ .デ I リ I •ブレ ティン』 ご ewi を Daily 吞一一を 口) が ある •これは おめ に 巧げ を 『ジ 
- ウイ ， シ - . テ レグラフ < ，ク • エ ージ - ン シ，』 の別名で、 二 - , ョ 1クに本巧を持つ 
同名の 通信な の 巧 行に かかる アメリカを ルの 日刊 巧 巧で あるが、 e ン ドン、 パリ I 、 ベ ルリ 
ン 、エルサレム 等に ネ巧 巧を 持ち、 世 巧 的 巧 信ち 化 掃を 有し、 諸挂の 巧閒巧 なは 勿論、。 イ 
テル や A . P 等の 大 通信社に も！ 巧 巧して わる。 一九二 四 ホに 創刊され、 現在 巧、 00 
〇 な 上の 巧 行® » がわる • 

■ 

アメリカの ユダヤ人 はな 上の かきを 大を巧 信 巧厮を 巧® として、 アメリカの 巧 i 巧の 上 
に 巧め て 重大を る 巧 巧を つとめて 居り、 そのを 巧 力は を々 增大 しつつ ある •アメリカ •ジ * 
I ナ リズムに がける ユダヤ人の 地 化は 映 巧 ホに がけろ ほど 巧 倒ので はを いが、 间と云 つても 


世 巧の 义迪 ななに めける その 巧 力は アメリヵの 內が問 駐に风 心る ベを が 巧 力を 持つ て a るので 

わ ミ - 
をは 巧 巧 巧に 於け る ユダヤ人の 巧 力に ついて 巧 おする ことの 出來ぬ ものは ク ジオ 巧 沒 であ 
ろ アメリヵ でち 名 &N • B . C ホを を 社の 社を にして 全米 放送を 社 (K&io 〇〇 章 吕二旨 

of America) の 化 長た る 曰 シヤ巧 ユダヤ人 デヴ ，，ド. サ ルノフ (ロロ'^ a Sa 吕〇 苗) が あ 〇、 
3 ロン ピア 坡 送を 社の 就 長 も ユダヤ人 ゥ '■リアム •ペリ ー (W 一 云 口 3 Fe 二 y) である •また フ 
リ ー ド •ア ビ マン •ラジオを 社 (『reed 田 isiar 一巧 adio oorporation) の 社を デヴィ ，ド • 
フリ ー ド (David Freed) も ユダヤ人で わる。 

- 

第五 節. ユダヤ人の 組織 

ユダヤ人は 非常に 協同 想 的、 社を 的を 巧 向を 持つ て わるが、 しかし また その反面に めて、 
極めで 個人 ま：* S5S、 なを 的を おがを 持つ て わる •この 才 盾は 多 かれみ かれい かなる 民な も 持 

« 五 面 *グヤ 人のは « 二 五】 


# 六* アタリ ヵに 於け る ユダヤ人の 地は 二 冗 二 

つで わると ころ 0 ものでは あるが ユダヤ 民 巧の 場を は 特に 漏まで ある •それは ユグ かほが 恃 
ちの おおに 給び ついて 成長した 傾向で ある。 卽ち 彼等は 商業 民族 特 ちの 巧 利 ま お 個人 ま 巧 
と、 そ 0 反面にが ける コスモ ボリ タユズ ムの巧 格を 併廿 持つ てゐ るので あるが、 紀を前 巧 化 
化に わたつて 四国の 茜 民 巧から 展 々巧 股 さた 更に n J マホ 幽 にょる 嚴 後の 征服の おじ 闽流 
浪の 段と して 世が 各 田の 他 民 旗、 他 肉 お 間に 生な する に 至つ たので、 彼等の 路固龄 的 お 向は 
對他的 一面に 厢 した エゴ イス ティブ クな 1 を 見る に 至つ たので ある。 これは 他の ユダヤ人 
的 性 巧で ホる とを はれる 陰謀、 誰 謀、 盧巧 等々 と 巧に、 おを の 境遇が 生ん ガー插 のちが 的ち 
が 方. 法 だと 見ても いいで みら ぅ。 彼等の 不幸は 極めて 固 情 さるべ を ものが あり、 また 彼等の 
义 化からは をぶべき 多くの ものが あるが、 その 歪められを 巧が 主 證や唯 巧 主爲は 人新义 化の 
巧 度 上箱く まで これを おおしを ければ ならを レ。 彼等が 世界に 犬を をせば をす ほど 彼等の 流 
す 害審は 大きいで あらぅ •しかし •その 舜 度には ちら 大 なる 限 巧が ある •ユダヤ 民 巧が ょり 
な 上の 巧 巧を ちむ をら ぱ 、彼等は その 極 巧を る 民族 H ゴ イズム やを 本 主 弦を 搞棄 して、 正常 
をる M 巧を の發 度に 貫が しを ければ な 〇 ない。 マルクス やゾム バルトを はこの ことを W 稲に 


夏し、 ft . タヤ 民族 お 故の 新しい 裏を 議 しち-^ かし’ 挈ホ にわた つで 巧 はれた ユグ 
ヤ的 性な はおし 1 朝 0 巧 力に ょつ て克 腺し 得る ものでは ない。 社を 主義 や 共を ま 蘇の 唯 @ 
的、 勤せ 的 一画 性は その おに も 結びついて 居り、 ユダ 何時 0 間に かまた それを かか 的 
にが 巧した Q でぁろ それには か 論 非 ユダ ホ 民 巧、 特に ョ 1。， パ 諸 民族 0 巧— 装 や 寅 本 
主爸も ホ昨甩 してね ろを のを 味では ユダヤ人 巧留は 巧して 巧に ユダヤ 民族の みの 閒 擅では 

ない ので わる。 A 

ユダヤ人が あ 雑 的 巧 巧に 义 をな 力を 持つ の も 彼を の 隨岡苗 的 性向の 結 あで わ ミ 特に 巧 巧 
結社 1 フリ ，•メ ，ソン ( r 自宙 石工」) は 世 巧め にち をで わる ！ の 組 結に 健れ てね 言は 
上述の 璧 彼を Q おお 的 S 境の 結 巧で ぁろ々^ ユダヤ人は 、むしろの 锐 されす ぎて わる ほ 
ど化说 されて わると ちつて いい 程で わる， 

アメ ，力に がても がさ ぅでわる •一を 一一 0 年の 『アメリカ > ダ ヤ年奠 ，>ョ 巧 賢 口す 
wish Yearboo ち 1930.) にょれち 7 メリ カには 一一 5 の 大きな ユダヤ人 聞 ほが ぁつち そ 
のぅち I 置热 巧は 宗喬 « で わり、 敎 IB 一六、 巧を 曲度 一ち 友愛 随ほ (ず ロミを？ 

- * 五 B 4 V ヤ人 0な《 こ 丑 己 


w 々車 アメリカに がける ユダての 蓋 二ぶ 四 

呈 一四、 シオニスト 曲应 10、 大學 のぶ 霞 蟹 5 ラブ ー克 、み 楽署阳 、巧 si ， 
ユダヤ人の 權 ホ 塞函ほ 二. その他 巧みの 曲竺 二で わろ 合 ホ坦 には 約 111、 000 の ユダ 
卞人會 巧 巧が わ ■阳 CXD C 500 人の メンバ 1 を 巧して 石ろ そ 0 中には 一、 ミ^^^ 

- ダ 卞義が 雲 的を 巧 f して 居ス また— おの お 計 《は I 二 〇、 00 〇、 80 ドルに 莲 

ナる とい はれる- 

京 か 曲技は 大別して、 巧を 波 (Ref 弓 3)> 奪 波 ( cig ? ピ f )、 正 ミ さ 香 ご 
の 一 一一つ の グル， プ がわる •そのを々 は 8、 巧な、 生活 货霎に 季の羹 を 巧して ねろ 
畫游は S に SS 磬 し、、； ゴ グ忆 がける 男 嘉げ 共通 忆 なつて ミ •を 合 あ 巧に 
. は 的一完 〇の霎 がな をが わり、 これは アメリカ •へ ブラィ § 恥 合 (旨 ion of American 
苗を ミ Co 弓蹇 tf ) ^ 担 巧して む ミこれ は アメリカで 最も 古〜 をつ* もょ くお强 
化された d ダ卞人 基で、 その メンバ， は 置ち QO 0 人で あるが、 巧 膝 上の が餐 力は i 
0、 80 人で あると 云 はれる。 貪は まとして 豪ョ， n ， ご ユダヤ 入の モ おで、 社を 
的 •超 巧 的に 蹇 した 生活を がを いが、 特に ドィツ 巧が 中む となつ てゐ る’ 



ホを 淹〇 中む は シン シナ チに がける 巧 界摄大 o ユダヤ 巧 師巧巧 『(ブ リ ■'ゥ •ユ ュオン" 

カ レブ デ JC 田 obrew .UB を 口 0011 ege ち、 ジュリアン •モ I ダン シ •夕 I ン (ち ian MorRen- 
ま em ) がを をで ある •それは 一 か ニニ 年を は 改革 派 法 郁 (ラビ) の 唯 j の 供が をで、 現在で 
もモをる巧松をでわるが、 同年にス テブ - ン . クィズが 一ー ュ I ョ 1ク巧に ユ ダ ヤ ををを院 
(Jewhh Institute of Regio 口 ) を巧設 して 累 、ここから も ホ 革が の 巧 巧 法 前が 送り出さ 
れる やぅに をつ た。 現在な をが の* お 上の 中 也 巧 巧を はサ 。モン. シ ュヒタ I (Salomon 
schechter ) である。 

を革滤 ユダヤ 法 郁は アメリカ •ラビ 中央を 绩 sstr を oonference of A 吕 erican Kabb 夏 

を 照 織して わる •メンバ I はが 二 豆 0 人で、 出版物に ょつ て ホを 化 巧 學&巧 及して ゐ る。 な 

ぞ彼 はを ほ 種々 の 巧 雨を 持つ てゐる •例へ ぱ 「ナシ ■ナル •アツ シ * -シ ■ン •オヴ •チム 

、プル •シス タ 1 フ ブブ」 (National Association A Tem を 〇 sisterhoods) なび 「ナシ ■ナル • 
/ 

フ ■デ レ I シ ■ン •オヴ •テム プル •プラザ ー フ ブブ」 ( za 江 〇 口 al federation of Tern る 〇 
田 呂 therhoods) がわる •前 まは 六 0、 000 人、 後者は 110、. 000 人の み 貝を 持ち、 おに 

» 五節 <1 ダヤ 人のは 織 一一 五亞 


が々々 r イリ々 にかけ る ユダヤ人の 化む. 


二 五 巧 


若干 社 巧 的な 性 巧を 持つ 囲 括で わる。 . - 
を 巧 f がは 完を的 儀式 やを おに まを を 垣く 巧 向を ホち 勘 巧に もまた 京が をな でもへ ブ 
ライ 語が 使 巧され る やぅに なつた。 それは 正統 彼との 交流に ょる たれと 見られて ゐ る。 なを 
派が シオニズムに 勒 する 反 巧を 失 ひ、 がみ 保な 的に なつを の も そのため だとち はれる。 

巧 ホ 波は 8 ホ 革が と 正が がとの 中間に わると いふ ことが 出來 る。 が 巧には へブヴ イ韶が 
巧む ろれ るが、 若い ユダヤ人の 晒では いくらか 英 詔が 使 巧され てゐる •その 巧を は 正統 化に 
酷似，：^ ど區 別し がい •をの シナ ゴ I グも 紧坡 巧に ついては 通例 正な 化と 共が してやつ て 
わる •敎 おはみ 巧した へ ブライ 語み 肺に ょつ て 巧 けられ、 d ダヤの 聖典 タル ム ー ド (Talm- 
ud) や 卜 I ブ (Torahs) を ホへ て わる。 巧ず 化は シオ ユズ A に資 同して わる， • 

6^^|?破の中むはニ ュ ョ！クのアメリカ • ユダヤ神學を巧 (3^を Teological Seminary 

* 

of >merica) であるが、 その 巧 まは か ホが の 領袖 シ -ヒタ I の 友人 サイラス •アドラ I 
(Cyrus A を er) である •一九 111 一年に シ' 'ヒタ ー が組减 した アメリカが シナ ゴーグ (ua- 
ミこ 夕 na ミを さ of を nerica) はなみ 巧 かを の 巧 巧と をつ た。 巧 巧む 二百 十な 0 巧を がわ 



i ち こ 月。 Rue ■田 2 Atnerica ,} 口 巧 L , づ巧到 台 c 巧廣 とる！^ 一た-巧る が一-居.；- を r ん巧径 々ホ' 



る •をち は 中を 陪积の ビジネス •マンが 多く、 义巧二 化げ な アメリカに 巧んだ まが 夕く 、中 
には アメリカ 著名の ュ .ダヤ 人 もみくない • 


^4^^巧はポ1ラ ンド、 リトア ニ アがはゥクラィナ等で巧展した ユダヤなの巧則を§する 
ことなく 3^ しよぅと 力めて わる •をの シゲ ゴ I グ は、 替 大陸 巧の 人々 によつ て 社を め 集を 
巧 巧は クラブと 看 化され、 勘 巧の 間の 化 憩 時間には ビジネス やを 治 上の 巧 謀な どが 行 はれる， 
男女 巧の 履 測が 験 巧で ある • 、.- 
正が がは。 シヤ巧 ユダヤ人の 大^^ 巧に よつ て アメリカ •ユダヤ人の 最も 大きな 組織の 一 
つと をつ たが、 しかし その 組 巧の お 固さから 云へ ぱ前 二を よりも 劣つ てね る •會 貝の 大部々 
はか 囲 生れで が 配の も ひが 多く、 拙い 英語 も 話す •巧 年に をつ てを 巧を ユダヤ人 も 倚 巧に 化 
はる やぅに をつ たが、 な 前は すべてを しい 人々 で ふ 巧 店主 や 行商人が 多 かつを。 

シ ナゴ 1グ數やかを巧は不明である《 中むは ユ グヤ法巧ア ィザ ー ク • エ ル チ ャ ー 
ナン 神を を 巧 (The 穿 bbi Isaac 因 を きさ. Th 810 gical seminary ) とニュ I ョ I ク •ィ * 
シゲ 7 犬夕 (Yeshivah Colle ち ざ Z ミ Y ミ 交で、 これに ホいで シカゴのへ ブリ 。— 神を 大 
» ち拓 》 ダヤ 人の な « 二 五 七 



み 妄绵我 




ぶ る > 


一. 著 占 ド. 葛 


» 《章 アメ- '々にがけ る ユダヤ人の 巧な 


學ご lebrew Theo すの isl college) が ある。 後を の學 長は ユダヤを 師ッ— ル •シル ヴ 7 I 
- ( sau 】 空 ver ) である •正が がが をで ま 愛な ものは アメリカ 正が が ユダヤ おを 聯盟 (union 
of orthodojc Jewish Co 日 巧巧を〇 君 of Americ ととを 巧 困な ぴ カナダぶ なお ユダヤを 巧が 
坦 (The Union of Or を odox Rabbis of を e United Stat 否 旨 d Canada) である。 現在 正 
^^5^の 中む指巧をは バーナード .ドラブチマン (Bernara Dl ^ achman】 tM • マ， I ゴ リ I ス 


(M. S. MarRolies) で わる • 


を 衆 困の ユダヤを 图 はな 上の 如き ものであるが 、ユダヤ おの 發 度は 近代的 意識の ために 阻 
止される 巧 向が kg 先る ので、 これを 防ぐ ためにな 上 一一 一派の 指導を 送は、 一九二 置 年 アメリカ . 


シナ ゴ *- グを證 (The Sv 口 鬟〇召 e oounci 一え Ameris ) を組啟 して 共厨活 勘を 巧 ふこと に 


なった。 それは次の如きものををんでゐる。 卽ち正が派ぉ會赖盟 (union of Orthodox COI 


弓 某 atio 夏 ) 、 アメリカ •ユダヤ 正が 派敎を 聯盟 法 觸を薄 (Rabbinical Cou 另苗 of the uni- 
含 of Jew 置 1 ol-thodox donRreKation" of America) 、 アメリカ •へ ブライ； §5^ 蹄禪 、アメ 


力 • ラビ 中央を 絲 • アメリカ 聯を シナ ゴ ー グ、 ユダヤ 神學 大巧 ラビ 樂を ( 巧 abhinisi ‘As— 


卞 朝# ホ 巧 ラビな' こ ロ ミコ】 つむ 




semsy ミ th 々 Jt.wish " 1 ゴ 0010 を cal 〇 ミ 品 e ) が をれ でを る •をの 他 ド々 •メ — ラ •ブ ー ル 巧 

± (D. を Sola P81) を 巧 長と する 七フ r 1 ディ， ク かを が盟 (曰 nion ot Sephardic 0 卜 
己巧巧 いユ 〇呂) が ある •それは セフ ，ラ デュ ゥム •ユダヤ人の 祭な 的 巧猛を 促を する じと を 目 
的と する もので おに 正が が 的を ものである • 

ホに お 育 方面で わるが、 アメリカの ユダヤ人の セ 十 置 パ ー セントは セ 巧 かを ミ おを ユダ 
卞 巧の かちを 受ける •それは 主として シナ ゴ ー グやを おを 巧での 敎 をで、 をのた めに 年々 置 
十 巧 ドルの 巧 用が ち 出されて ゐる •さらに そ Qh - にへ ブライ 离 等を 校、 ヘプ タイ 大巧が ある。 
アメリカの 大學 —— 非 ユダヤ 巧を ものを 含めて —— にはが 四 巧の ユダヤ人が 在 巧して わるが、 
せ 等は 皆 それぞれの 化 結を 持って ねる. その 大巧み はがを 化 痛で あるが、 これは 常 初 ユダヤ 
人 巧 生が 大 ホから その 入を を 巧 巧され たために、 とれに おおして 生れた ものである。 をの 他 
プ ナイ. ブリス 巧の ち 力を を ホ 結社が あり、 これには を 大巧の 巧た が 加入して ゐ る。 

ユダヤ人 はまた、 他 民 巧に よる 泡をから 同胞を 巧を ためにを 黄審 おを 巧展 せしめた •これ 
は 後には を 治 的に 巧 用され る 巧 向を 生じた が、 當 巧は 必卡 しも さう ではを かつた •多々 とも 


W 五 田 •！ ダ卞 人の な « 


二 五 九 






、- 苗/、 


争 如 妾^* を' 刊 ド.. 




山-™ 奇ィ； ^ を か 5. そ； 


策 六 章 


- 力に 巧け る 1 ダャ 人の 地位 


ニ ホ 〇 


まとまつ を ユダヤ人 社を を 持つ お 巧には、 必ず ユダヤ i 团 おがな をす る。 孤兒特 、まを 院- 
自由 葬儀社 等々 巧 それで ある •また 义が ホには ユダ卞 病院が ある。 一九 一一 一六 年には をア メリ 
力に 五十 化の ユダ卞 巧 おが あつたが、 そのぅち 二十 瓦は 二 百 1 クボ にな 巧して ゐ た。 

々に 合 衆 固 ユダヤ人の 公民 活防 街の 諾团谊 であるが、 これは 合萊词 巧び 能 外 固に がける ユ 
ダヤ 人のを 巧 巧を 巧 巧し、 巧 巧を を わ おする 目め で 作られ、 現 巧 四つの 巧 巧な 1 が ある， 

ア メ リ カ • ユ ダ ア メ リ カ • A ダヤ人を活、 ブナィ • プ リ ス 耕毁反おが盟 (ーゴ〇 
Anti I Defan 一を ion League of さ e 巧 ミ i Bri さ) 及ぴユ ダ卞巧 おを' 貝を (一ぞ ぞ wish Labor 
committee) がそれ である* 

アメリカ •ユダヤを 貝を について は、 巧に 巧 ミを で概說 した •ユダヤ, み 〇 主を る 巧 動 
は 反 セム ま おを 巧肢 する にある が、 巧 年は 巧ら 合 ホ 田に めける ナナス 巧 傅の 巧 面を 巧を 行 ひ、 
ユダヤ人に 對 する 善 別 巧 逛に抗 巧す るた めに 力を をして ゐ る。 それは 巧 かを 絮巧府 官吏 や 
を 人、 曲面 等と 接 苗を 持ち、 化 巧的規 巧の 巧 かを なす 力を 持つ てゐる •それは ユダヤ 巧 民を 
茗 にはな 封して ゐ るが、 ユダヤを' ユダ 卞文货 、な单 、をが 等の 中む としての パレスタィン 


萬には な 封して ゐ るが、 ユダヤ 较 、ユダヤ 义 お、 巧 巧、 美 巧 等の 中む としての バレス タイン 



を 建設す る ことには あ 底 的な 力を 致して なる •ユダヤを 貝を のま 巧を 巧遵 おのう ちの 若 千 
は T パレスタイン. ュダ卞 .ェ イジ ■ン >シ1」 のを 巧な 非 シオニスト 的 メンバ ー をが はして 


。ミ 

アメリヵ •ユダヤ人を 滋 についても 上 おのが 巧で 述べた •撤 溝を 違は このを 巧に 「デ モク 
ラ ティ 7 ク をな 煤」 を 巧 求して ゐ るが、 寅 おに 於て は、 それの 組が がおか されて 累 一巧 も 
大衆 的、 民主的を 寒を がな はれて わを い •このを 讚は 執 巧 雪を その他 お々 の 雪 巧を 持ろ 
を 衆 固の 巧が 巧に 支部を 鼓け て わる •それは ユダヤ M をと 同じ 目的を 持つ もので あるか、 
をの 巧き 方は 前を とは おつて、 大衆 活動と して ナナスを おに 掛 する お 巧、 ドイツ 随 なの ボイ 
n ， 卜 、民を 大會 等を やつて ねる。 

プ ナイ •ブリスは 世 あ 的な ユダヤ •フリ I .メ ー ソン 組 煤で ある。 ユダヤ人の 含が 防 街 
といふその细領の實塊は、 主としてをの紀綠の 一 つたる^反對併盟を通じてやつてわる。 
これは】 化 ニニ 年に 組 おされ、 反 セム 主 おが 動に 對 して お 力 的な 抗爭を 巧つ てね る。 附熙の 
活 おはが 間锥 鶴、 舞ち、 が 幕、 ラジオ、 ず 校 かがま 等を が視 する にある。 をれ はまた 關 苔、 

# 五 面 ュグ卞 人の 巧 巧 二々】 


ミ 車 


- 力に かける ュグヤ 人の 化な 


バン フン 7 卜 、誤な などを 通じて 沒迈 的は お育活 巧を や 0 てた る •巧 動 巧は プ ナイ •ブリス 
からち 拾され る。 

プ ナイ. プ リスは】 八 四 S 年、 る 乏を ドイツ 巧 ユダヤ人の グル I プ にょつ て 組 結され、 祝 
互 扶助 的、 互ぶ 的を をと して 巧 度し、 ホいで 脏兒 おお、 をを 等の 巧 愛な かを も 巧 ひ、 現在で 
は 更に、 をち あび ユダ卞 人防衡 のま 巧を もやる やぅに なつて わる •それは 現在では ユダヤ人 
面膀 組織と をり、 八 五、 000 人な 上の お 負 中 その 四 分の 一は 外聞に 居住して ゐ る，！ 反 
教巧盟 は、 「ヒル レ ル •フ T ウン デ I シ -ン」 (The 田 il 置 巧 oundation) —— ユダ ヤ大$ のフ 
リ！ メ ー ツン —— と共に、 ブ ナイ •ブリスの 二大 活動 機 細と なつて ねる •プ ナイ •ブリス 

は現在巧〇己の a ブデ-^ ー クの年みお化巧 「ァ レ フ • ツ こァィ ，ク • ァ レ フ」(を召プ zads 

- . 

を 召 h ) を 持つ 一て わる。 

ブ ナイ •ブリスに 充か 0 親しみを 底 じを かつた 東部 ョ I 。 ブ パの ユダヤ人は、】 八 八 セ 年 
に 「イン デ ペン デント •才 I ダー •ブ ナイ •ブリス •アブラハム」 (Thrt I コ江 epend 当 t order 
田ゴ ai 巧！- 穿 > ミ aham) を 化 協した。 をれ は】】 o* 〇〇〇 人 0 巧 rr を 粋ち ' ァ < リヵ お乂 


巧 n -ピ Krnh >l..raha3) を 巧 協した。 それは 1 I 〇, 000 人の 6 日を 巧ち’ 7 イリ カ扣乂 



〇 ユダヤぶ 愛 巧 括と をつ た •その他 「イン デ ペン デント •才 I ダー •ブ ナィ •ブリス •シ • 

口， ム」 (Tho ladepenast Order B ゴ ai Brith 留〇一〇ョ ) ち 一二、 000 、、 「ジ 。ウイ， 

シ， •ナシ ■ナル‘ •ウ， I 力 I ス- •アライアンス」 (The Jewish zationA WOI-kers- Alli- 
ance) はがち 000 人、 「イン デ ご ブント ••才 1 ダ！ フリ！ サンズ •才ご ィス ラエ 
ル」 (The Independent Order す66 Sons of すを) は 八、 瓦 00 人、 「 プ日 グレ， シゲ. 
オ 1グ1.オヴ "ザ •々■ スト」 (Tho progressiva Order ミさ〇 wesG は 1 3、 000 
/ 「イン デ ヘン デント •ウみ I ク メンス •サ I クル」 (The す depend 受 Workm 否ピ を| 
rde) は 六 〇〇〇 人、 「ジ 》 ウイ， シ ••ベテラン ズ •オヴ •ザ •ウ *1 ズ •オヴ ‘ザ •レ 

パ プリ， こ (The Jewish Veter き W of を e War W of さ e Republic) は 一一 〇、 000 人 0 

を 貝を 持つ て わる。 

ユダ卞 巧 tt 巧 負を は 一九 一一 一四 年に 組 巧され、 上記 111 扭 おと 同じ 目的を 持つ もので わるが、 
それは 一 を 諸 用 巧 •特に アメリヵ 巧 街 巧 同盟 (A .F .L) と^^な 麻 巧を 持ク おで 他の 
ものと 巧つ て わる。 ユダ卞 巧 Jg をを 會は反 ナナス. ボ イコ, 卜巧 動に 巧 極 的な お 力を 巧 注し 

第五 B ュ VISA 二 六 ミ 



第 ホ 章 アィ J 々に 度け S * V 卞人〇 地な 二々 四 

V わる 0 

. な h _ 四つの 大 苗® のぅち、 第一の ものは 一巧に 経濟的 巧 仁 ダイ 人を、 第二の ものは 中流 
階 巧、 第一 一一は 中流 階級 及ぴち 由巧荣 ザの グル ー プ を、 第 四は 中流な 下の階 执を をの 主たるが 
ホな として 居り、 一巧 的には ユダヤ人の 话利防 巧と いふ 共 巧の' 目的を 持つ てゐ るので あるが、 
g 膀 的には それぞれを 居の ユダヤ人の 利を を 代 おして ゐる •巧つ て、 巧 互の 怖に 恵 巧の す】 
巧 やか 蕃の巧 争な どが 巧 はれた •そこで さらに 統一的な 組 巧が 要望され るに 至り、 あにを 巧 
巧 おの 化 まを が おまつて w 合 協 巧を (吝ミ 00 コ 置を ユミ 00 有 &) を 持ち、 共 巧の 間 垣に 
ついて 共同の々 場を 採る ことにな つた • - 
な 上の かに、 諸種の 闲 巧に 附 B した 靑年 組綻 、お 人組紹 をは じめ、 ヵン トリ I •クラブ、 
ゴルフ •クラブ、 ランチ •クラブ、* 動 巧技 クラブ、 瞄棠 クラ プ 、なび ハン ガリ I 、 ポ I ラ 
ン ド、 ル ー マニア、 ゥクラィナ 巧々 託 巧 巧の ユダヤ人 にょつ て 地 巧のに 況紹 された おお 託 曲 
巧宰が ある。 


'• ■第 六 節 經巧界 に 於が る ユダヤ人 ‘ 

- - 

アメリカの 經濟 巧に 於け る ユダヤ人の 巨大な が 力は、 すでに 述べ 來 つたな 等のを いお おが 
巧 辯に 物語つ てゐ る。 なでは 何等か 涯 つた おでが 巧を 巧へ たいと あ ふので あるが、 逍だ なが 
らを アメリカの 経済 巧に がける ユダヤ人の お 化を 祀 おな 統計に ょつ て 一巧す ことは す 15-^ であ 

る。 巧 在す るが 訊は 斯片 的で ある ばかりでな^. 充分なる 倩 巧を 置く ことが 山來 ない。 巧 エ 

/ » 

業を の 他自ホ 磯 業 等に 對 する ユダヤ人の 人口 分 おが おに 願して さへ、 を お 的を 統計は 巧 在し 

\ 

ない ので ある。 しかし 乍ら、 この ことは、 アメリカ 經 がに 於け る 主ダヤ 人の 巧 化のを 驳 巧、 

\ 

特に ユダ卞 金 おの 巨大を お 力の な 巧を 些か も 否 あする ことには ならない • 

アメリカに めける ユダヤ人は、 をの 全人 口の 削 合 か.^ 兒 ると、 非常に 多くの ものが 商 巧に 
從 寒して ゐる 。これは ひとり アメリカには 巧ら & い、 商莱 民族と しての ユダヤ 入と しては そ 
れ はがろ 當が のこと である •巧 業に ホいで は H 巧、 特に 短 H お (マ ヌフ 7 クチ •ア I 〕 が夕 
〜 空 ハ® S ホに めける ユグて ニ ホ 五， 


.仁 


ミ > 


- 力に 巧け るュ V ヤ 人の 化な 


ニ ホ ホ 


い •現在 ユダヤ人 がま 苗し 巧は で 配ん てゐ ると おせられ るを 業の 主を る ものは、 キネ マ 巧 楽、 
か 工業、 城の お 巧 並に 絹產 巧、 ホお莱 、おな 業、 巧を H 楽、 遠洋み お、 巧 邸 装、 を 癸 お巧涅 
f 榮 、巧 巧瞄 、殺げ 随 、巧な 商、 n n ラ ド 巧が H 楽、 巧爲 お、 アル n I ル かがが‘、 を巧栄 
及び ブ 0 1 力 I 、 巧 巧' 巧な、 ラジオ、 巧信栄 等々 で、 抵 めて 巧饥 である •な 上のぅ ち、 映 
お， ジ卞 I ナ リズム 等に ついては 巧に 述べた 巧り である • 

ユダヤ人が アメリカに めける 衣 腺 お ど绍 ちして わる ことは 巧 巧で わる •結を ホと して 
も 巧 巧を としても ユダヤ人が が-倒 的 多 巧を 占めて ねを。 尤も、 巧 年に をつ て、 ィ タリー 人、 

ポ I ランド 人、 スペィン 人、 ニグ n 等の 非 ユダヤ人が 巧 傭 巧が をと して 巧 楽に 從 ホす る 巧 向 
が增大 し、 ユダヤ人 勞伤 をの 巧は 四十 パ ー セント カ 至 お 十 パ I セントに お下して ゐる 。しか 
しお 食 著、' 雇 巧者は 化が として ユダヤ人が おおみ 较で わる •巧 眼 紫に めける ユダヤ人 を 
なの 比率の 化 下は、 同 菜に 於け る d ダヤ 人の 支配の 化 下を 寂 味し をい •巧は むしろを ではを 
いわと さへ 考 へられる •かの 生産 並に 販巧 にがても ユダヤ人が 巧が 巧 力を 持つ て わる • 

ぞ ハー トメ ント .ストアに めける ユダヤ人の 力は 巧 もて 义 きく、 巧 巧な デバ I 卜 の 巧を り 



の 巧が ユダヤ人の 巧 有力 至を 田 下に ある •巧へ ば 二 ■ I ョ J クの メーシ I •デバー ト 

( Macy ピ Dept .)、 フ < ラ デルフィ アの ギム ベル •デ パ I 卜 (Gimbers Depto 、 ニ ュ—ョ I 

. < 

クのバムバ1ガ1»デパ1卜(田3|11すな61-*81>1}1:.)、ポストンのフィレ，ン.デパート(3| 
'一 否 c-w Dept )* シヵゴの マンデル. デ パ I 卜 (Mandel Dept .) 等の ま 名大 デ パ I 卜 をは じめ* 
その 化 「ストラウス」 「アルトマン」 「スタ I ン」 「ザ， クス」 (な 上ユ - I ョ I ク) 宰の百 tt 
店は ユダヤ人の 巧ち すると ころで ある。 - 

アメリヵの 围內金 おおに 团 おを 曲に めても ユグ卞 人は 巨大な お 力を 持つ て わる •しかし そ 
の責 巧を を 面 的に 巧す ことは 西 巧で わる •团瞭 的 ユダヤが 巧 巧が 世界のを 巧 巧を 支 おしてむ 
ると いふ ことが 信ぜられる にを つたのは、 主として D ス チャイルド まの 巧 巧 時代から のこと 
で わる‘ •フランクフルト、 ロンドン、 ネ I プルス' パリー、 ウィ I ン 等に がける ロス ナ卞イ 
ルド まの お 巧を かつた 置 人の 兄弟は、 をて 世 巧が ちした ことのを レ ほどの おお 的な 巧 瞭が巧 
巧を を ホし ホ •彼等が 田 底 的を をな 揀作 にょつ て 莫大を 和 巧を 擧げ たことは ち ふまで もを い 
t とで わる •ロス チ卡イ ルド まの この 团巧的 建 巧は 今日では 巧 巧され てし まつた。 本 I プル 
♦々》 g 巧 ホに がける ユ V ヤ人 二々 t 


巧 ホ > アイ； にがけ る ユダヤ人ぶ 位 . 一一々 八 

K と フランクフルトの。 K チ*' イ ルドぶ は 久しい U 前に 巧が し セ。 ゥ f — ンの それは ヒ ，卜 
- 

ラ ー の 軍隊を 從 へた ナナスに よつ て そでが をを 押收 され、 パリ I の。 ス チ卞イ ルド 家 もフラ 
ンスの 敗 化に よつ て その 地 化を 巧 失して しまつた。 

しかし。 ス チャイルド まの 闭瞭 連鎖の 破 巧に よつ て ユダヤ 閉巧み 独が 巧 そのものは みし 
て そのが を据 つたわけ ではを い •■現在 化 巧 あ义ひ 巧な の 級 巧 巧は、。 ン ドンと パり I に 同盟 
商が を 持つ ビ ー ル ポント •モルガン おを ( pierpo ミ Morgan 》 no .) であるが、 ユダヤ人 
の ク ー ン . ブ を 社の 巧 巧 も 決 レて 轻視 する ことは 出來 ない •このを 社は すでに 述べた や 
ぅに ジ * I コブ/シブ フの 活動に よつ て、 アメ y 力に めて モルガン 巧を に ホぐ 犬 金触會 社と 
なつた もので わる。 シ ，フ は、 最も 巧 巧 的な ユダヤ人の ゲ ，卜 I を 持つ フランクフルト •ア 
ム •マ インから 渡米して、 十八を の 時 ク—ン •《! ブ窗 社に 入社した ので あるが、 その後 彼は 
アメリカに がける ドイツ 巧 ユダ卞 おお 行を 結合した。 これらの 諸 銀行は、 ク ー ン . 0 1 ブを 
社を 中 也と して、 世界を 地の ユダヤ 巧 巧と 网族 的を 聯 おを 掉 つたので わる。 ク ー ン •ロ ー プ 
をが の 2 S を 社 具で ある オブ -^ -I .力 I ン、 フよリ ，クス •ゥ ♦— バーグ 、ポー ル •ゥ ♦1 バ 


を 社の 献 4 c 社 貫で ある ォブ .ヵーン、 フュリ，クス*ゥ*1ノ！グ ホ I ル •ゥ ，— 



I グ等 はこれ を疆歧 せしめ^。 第一々 巧巧昭 をを の経濟 的す が 0 ために アメリカ のがけ なみ 
巧 倒 巧した が、 ク I ン • 01 ブ會 社を 中 わと する ユダヤ 銀 巧 巧は、 それら 破產が 行の 一が を 
併合して その 巧 力を 巧 大した。 、 - 

シブ フを先 おとす る アメリカ •ユダヤ人の 巧 動に よつ て 一九二 一年 米 巧 通®^ のが 巧萊さ 

れ 、また A ダ ヤ巧巧 巧 トラストの 活動 そのを が 的 活動 に對 する アメリカ人の 批判み 

巧の 寒が 乂 とを つた •それが をに 上下 兩院で 巧 阻と をる に 度んで、 大統領 ウィルソンは ユダ 
卞錫巧 トラスト 調を まちを を 組織す る ことを 承訟 した。 同を 貸 貧の 調 あの 結 あに よれば、 ユ 
ダ 卞が巧 トラストは 巧 二十の 軍-巧 铅 巧を が稱 管理す る 置 個の 大银 巧よ h 化り. をのな 本金紛 
巧は ニニ、 二 四ち、 00 0、 000 ドルの 巨 巧に 逢し、 該 トラスト はを アメリカ ホに お 外の 
を 裝ェ棠 カルテル、 金戚 カルテル 寒を ち 配して わる" 

アメリカ Q が 巧 si 巧が 裝た S は、 一八 セ 0 年から 一九 00 年げ の®? にかけ て をげ 
した 霉の ため、 無制限を 個人 主 蒼 的、 冨 主を 的 傾向に おすむな 革 巧 動の おちを 方面に 
巧が が么裝 となり、 をな 方が に めても 夕 かが 行が 個々 が々 に 巧 まを 活 励を する ことを 制約し 


» ホ 節！！！ 濟 ホに 巧け る ュグ卞 人 


ニ ホ 九 






銷ホ章 アタリ々 に 巧け る ュグヤ 人の 巧な 


二 七 〇 


で これを な 一す るた めで あつた •そして その 中には •暗が のぅちに ユダヤを 本の アメリヵを 
おち おを 巧 お 甘ん とする 怠 曲がを まれて わると ち はれて ゐ る。 レ か、 し、 ゥイルソン 大が おが 
任 ホした 聯邦 $ 保 巧が 立を 巧 五 あの 中には、 シ ，フの をを にして 同じく ク I ン • 0— ブを 
社の社貞たるが記ポ1ル • ゥ * »バ ーグが居るのである。 なてア メリヵを巧おにめける ユダ 
卞 人の 巧 大を巧 力 S 巧 ふに 足る であらぅ •(巧な 仙 化 巧 著 『ユダヤ 0 人々」 ホ 巧) 

ク I ン • nl ブ會 曲は、 現を では 巧 巧 ホ 巧を 停止して をら 鼠 券# 社と してを 在 じて ゐ るが、 
田膀を おにつ いては 化が として 大きな お 力を 持つて わる •同社の 化合を 巧は 殆どを 巧の お 化 
にが かを いでを 胜 におす るを 術 上の 助言を 提供し* をな 方面な かの 粋. 濟げ 化に おして 大きを 
力を 持つ てね る。 . 、 

セリグマン 兄弟を を ( sel ぎ nan Bro さ ミ) もま 名を ユダヤ； E 族を 巧 おちで をる •バゲ， 
リヶ のデヴ 4 ， ド •七 リグ マン (Da こ d seliKman ) の 八 人の 息子は' 現を を 巧 的の あら ゆ 
る 蛋巧巧 市に 支店を 持つ 曲 巧 的を お 商を を 卸 立した •彼等の 物語げ 一八 I 二 七が にジ •セ フ • 
セリグマン (タタ ゴ hsclis 三 an ) が アメリヵに 渡 ホした とまから 始まる •彼’ ぶ ホいで 二人む 


兄を が一 一二 九 ホに 巧 ホした •そ 北から 更に 二 年後 某 ミホ 目が 巧 ホした。 な 上の 四夕は ラン 

カスタ 1 で 仕せ 棠を をんで わたが、 間もなく セルマ アラ (Selma Ala). に 移 化し、 を この ゴー 

巧巿に 一一 宿の ま 店を 作つ ち. 一八 四 八 年頃、 更にもぅ 二人の 兄弟が ドィツから 巧 米し、 これ 

を 化へ た 巧 名の 兄弟は 化 巧 地方へ 移動して 巧つ た •一八 置 八 年には ジ ''，セ •七 リグ マンが 

ヤン ブラン シスコで 巧 ザした •七 年の 後、 ホ报 業の 他に 銀行 まが 閒始 され、 一八 六 一一 年には 

早く，^、 ち リグ マ ン 兄弟商をは 二 a I ョ I ク* サ ン フ ラ ン シ ス n 、 ロ ン ド ン 、 パ リ I 、 フ ブ 

- ; 

ンク フルトに 店を 持つ たので わる •アィザ， ク •七 9 グ マン (I 控 C Seligm ち) はジ* • — n 
プ •シ 7 フの あと 結 おして 居り、 ク I ン • 0 1 ブ を 社と セリグマン 商を とは 巧 接を 蘭 係を 持 
つて わる。 - 

な 上の 醬榜 的ユダ 卞金稱 商館と してを 名な ものに、 サンフランシスコ、 パリ I、 。 ンド 
ンにわたるラザ^ド兄弟おを(LazaをF^¢res)をはじめサミュHル•モンタIギ。を社(sa- 
吕 uel Monta ち 〇 R 〇〇.)、 S •ジ * 1フ * ，卜 を 社 ( S . Japh を も 〔〇.) 等が ある •七 リグ 
マン 巧會 25}^ のお會 社には いづれ もが ユダヤ人 がち 力を パ I トナ ー となつ て わる。 

# ホ®！ g 巧 ホに 巧け 5ュグ ヤ人 ニ セ ー 



巧々 巧 アメ — 力に がける ユダヤ人の 化 位 二 七 二 
『ブリテンの ユダ卞 人』 の 著を シド ニ 1 •サロモンつ* を 口 こな 5: す 没き 為 
Salomo 日' London - 1938.) にょれば、 •かつて アメリカの 巧 閒が闭 M 借に 參 化して わる アィ 
リカ 錫 巧の 調杳を 行つ たが、 をれ にょると モルガン 商を が 十 直 億 ドル、 ク I ン • 。1 ブ を 社 
は 二倍 二 千ち ドルで あつた。 また アメリカの 义銀巧 中の セ 行は' キリスト お 徒の もので、 巧 お 
贷 巧の セ 十八 パ I セントを 占める が、 これに 對し 四つの 主 巧を ユダヤ 商館は、 僅か 九 パ ー 七 
ントを おめ るに すぞ をい •を ほニュ 131 クに めける 四百 二十 人の 銀 巧を 配 人中 ユダヤ人の 
あは ミ 十 人で あつた。 化し ユダヤ人 シド ユ I は 反 セム モ義を 反 段す るを めに を < 都合の いい 
み 字を が 相した 傾向が をいでも ない。 - 

おの 他 アメリカ 闻內 のを 强巧 にを 力を 持つ ユダヤ 設 とし ゴ 、。サン ゼ ルスのへ ルマンみ 
(曲をョ311ごとユージン.メィヤ，(巧巳巧己02曲7〇-)、シカゴのグリ1ンバウムを(0『66- 
Bbai ごと シュトラウス 象 ( str き ses )、 一ー ュ ー ョ ー クのレ I マン 家 (Lehman と、 ザ， ク疾 
(Sachs )， ウンガ1ラィダー(1111で9-1巾に巧)及びバル，ナ家がある。 0ンドン-パリ，.アメ 
，力 がれ (The London . Paris , a 己 ユ >merican Ba き) は ユダヤ人 シグ ムン ド •クリ ーンハ 


ウ A (siKm 己 nd Greenbaum ) と リチ卞 I ド. アル トシ， I ル (置た g ユと すを 己 ご 0 サハ贷 
であ ク、 アングロ •カリフ ♦ルた ア銀巧 (The A 日を？ 0W5 ミロむ コを コザ) はフ ，リ .ププ .リ 
9 エン タ 1 ル (phiHP Z. L ま 留さ も) と イグナ ，ツ .シ •タイン ハルト (な呂 な 苗®^**^ ご 
の 巧を で b る •ネヴァ ダ 巧 巧 の zevada Bank )、 ユユ オン •トラストを 社 (Tho e 日】 OS 
• Tr ミ t nompany)、 ロサンゼルスな •商人 巧 巧 (The ョミ-き ユ？ 3 客を 口 え. 
尸 OS >nRelos) 等 も ユダ卞 入の 経を になる ものである •また ゥ *1 ル •ス トリ I 卜の ブ 。 I 
カーの約豆十パ 1セ ントはユダ卞人ガと稱をられてゐる。 

フ マ.- デ ナン ド. ランド •ハ ー グ のま 塞 『アメリカの 六十 まな』 (『 er ら己 ga LundberR ’ 
-AlmTis ぶ 空 『 i 苦 法 = zew Y 弓 グー爸 7」 によれば T 々 H アメリカ 合 衆 辟は おもな める _ 
ち 中ぶ 族に よつ てを 据、 支配され、 これに ホいで なおな 倦々 化+ をな によつ てま 持され てむ 
る •更に この 他に、 これら 中む お 脚の 外が には 十 巧 ドル カ 至 それ 凶 上の 巧が おむ 大 がみを も 
め. る 約言 置 十の ま 族が な 章を と 云 はれて を气 資ま榮 巧が をの 倒 ぉに 巧き、 財閒が 
俩阳を 典 化する ことは 何 おの 图 でも 同じ ことで ある。 特に 巧が のな 血の 觀 をの 没い ユダヤ 入 

ホ ホ 面 な 巧 巧に がける ユダヤ人 ニ セ 互' 


» 《章 アィリ ヵに おける； ヤ乂 《巧な 一一 七 四 
が、 そのが 巧を 基 巧と して 强 固を お姻 おがを 作り 化ず のはを がで あらぅ •われわれは すでに， 
ク I ン • n 1 ブ をな のま 配を 運の 因 際 的を 化の が 巧を 巧 かして ゐ る， 、 

六十 お 巧のを おは、 モルガン、。， クフ-ラ I 、 フ ♦ I ド、 ハ I ク ネス、 メ〇ン 、ヴ T ン 
ダ 1ヴ* ルト 、デ-一 •ポン 等で、 1 化 二 巧 年の お定 資産 污は〇 ブ クフ •ラトが 二十 五 ほ ドル 
で 鼓ち デ r ポンが I な ドルで 第 か 化と なつて わる • A 十を を 中 ユダヤ人を 巧は 巧 十一 こ 化 
のガ ，ゲン ハィ A ま、 第 十八 位の レ ー マン お'- 巧 二十 巧 化の々 *1 バ ー グ家 ，巧 一一 一十 化の 力 
1 ンぶ、 巧四十四化の モ ル ナ マ > • シ ， フ、 巧置十八化のジ 》 1リア ス • 。 —ゼ ン ヮ ルド、 

巧 お 十 化 化の パー ナ！ F,. •ハル I チの セ お 巧で、 全 お Q1 1 1 ハセ パ J セント 巧を 占めて た 
る •今 その 資 をが 巧を ランド バ ー グの W げ るを にょつ て、 アメリヵを 大 の 弗 A ダ卞人 十大お 
巧と 比 校 すれば々 の 巧り である • 
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巧々 巧 アタリ々 にがけ る ユダヤ人の 地は 


ニ セ ホ 


ガタ ゲン ハィム アメリカ 复 

( Gugge 昏た 日) (6) みお 

レ 1 マン •プ 


レ (ILe マ hr - (1 ごわ I 則) ズ (巧 


ゥ* ，パ— グ ク 1 ン 

( wal - bu ち (8) ブ會巧 

力 I ン ク 1 ン 

( Kahn ) S ブ を 巧 


モル チマ 1 •シブ フ ク 1 ン 

CMO 吉 mar schiff ) プ會巧 


八 一ち< 舅 二、 窒、 000 査 、含、 § 一を、 客 、 006 

窒 、八を ||、1$、§ 置、§、§ 三 化、 00 0、 000 

五 さ 一男 一、 さ 0、§ 量、 ち 0、§ ち 二00、§ 
五空、 ミ ー、 四 30,00。 ミバ s 、§ 

翼、 310 ご 8、8 a 呈 、客 0、 000 


ジ HI リ r ス •口 1 八シ 
、ゼ y ワルド (Julius ロ ー パ ■ブク 

Rose 日 Wald ) (通 倍 巧 巧) 

パ 1 ナ I ド •パル 1 

ナ (Bernard M .. 巧 ホ ホち 
堅 にき 

♦巧は 個人が 投を - / 
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このを はなして 完全な ものでは をく. ただ 大 面の 巧 向を 一巧ずに ずぎ をい •がが の乂規 巧を 
脫 巧は 公が のが 街で あつて、 肃を でも 問 おにを つた 化 だから お 我 額に よるを をの 瞄 化の 如き 
は 特に 度が である •ユダヤが 巧のを 岳 推 あおがを がな 如して わるのに もを 巧がない とはた へ 
をい。 ユダヤ人は その 道の 達人で あろ 諸種のを 巧を 併サ考 へる：^ を、 アメリカ 巧 十 ま 族 中 
にめ ける ユダヤが 閒の寅 際 上の 地 化は、 ランド パ I グの揭 げた おにが ける よりも 遙 かにを 大 
を ものであると 云ム ことが 化 ホる であらぅ •これらの ユダヤが 閥は、 さらに 化の アメリカ 大 
-な 脚と おが やを 菜に よつ て密 巧な 聯 巧を 持つ てね て、 そのを 巧 力は 極めて 放 化で ある • 

.例へ ぱフ 71 スト •ナシ •ナル 銀 かを ち£ する ジ - I ジ .F •ベイ カ I ( を 弓 巧 『. Ba- 
ker) の おがの F •ベイ カ I はシ ，フ へがし、 オ ，卜 l.H •力 I ンの 息子 ギ ルバー ト • W • 
力 I ン (Gilbert W. Kahn) は d ナイ テ， ド •シガ I •ストアの 支配者 ジ ■ I ジ .ホィ J ラ 
ン (Geo 另 e Wh 么 旨) のがと 結婚して ゐる •また 才 ，卜 I •カ ー ンの娘 マ ー ガレット • D • 
力 I ン (ッを另ちを 日. Kahn) は巧式ブ 。 I 力 I の大財脚たる卜 1マス-フ*,テ。1ン. 
ライアン (Thomas Fortune Ryan) の おの 一一 代目ジ - 1 ン .バリ ー •ライアン、 (J 包 日口 arry 
» 六 宙巧濟 # に めける ユ V ヤ人 二 七 セ 




♦ ホ 章 アイ — 々 に ♦ け 《 ユダヤ人 c 化 位 


二 七 八 


巧 yan ザ.) と 結 巧して わる • 

アメリカ 巧 行かを の 巧 一人を で また 作曲 ミで わる ブ 0 1 ドウ- イの ユダヤ人 ア I ヴィング 
バ ー リン (Irv す g Benin ) は 育 巧を をの 娘 エリン •マ， ケイ (国 を Mackay) と 結婚した。 

シ，フホにウ*1バ1グ巧巧が化をするク1ン . 。1ブを社はマン ハ ，タンが巧にめてス 
テフ - ン . ベ イカー (Stephen Baker ) 財阀とお合し、 ををケミカル铅巧なおを社を巧じで 
ゲリ I •ゴ ー レ， 卜 (Gerry 0 を ミレを とおを して わる。 その他 ク I ン* ロ ー ブを 肺は 長い 
巧に 巧ち を てられを 巧が にょつ て、 巧 個の 巧 道を 社を の 他に 對 して 大巧 力を® してね る。 
シ 7 フは巧 道を 楽に 巨 巧の 寅 本を お下しち アメリカの 巧 道 壬で 六十を 族の 中に 這 入つ てゐ 
る J •ヒル 三. 岳 占) や E • H •ハリマン ( Edwara 占 enry Harriman ) をの 巧 巧には シプフ 
のな 助が 巧つ て 力が わつ たので をる •ク I ン . 0 I ブ を 社が 巧 力を 持つて ゐる非 ユダヤ人 諸 
會社は、 ウょスタ1ン.ユ ーー オン 巧倍を社、 ウェスティングハウス おお製造を社 ！ それは 
メ 。 ンと共径であゥ、 今日では更に 。 ， クフ ごフ ー が化はつ てれる —— 、 U .S. ゴ ふを 社 1 
— デュ. ボンと 共同 —— 及び ハ ドツン •アンド. マン ハ， タン 時 あを 神を々 である。 


おして H {。巧は 紫 ホ タミ 而 、巧 年へ ブラ/ •協#^ ベ ここ コの 2 c ろ s Hebrew > ぶ 巧 を ミ 疗ミ)、 バ 
1 ナ I ド 大巧 (な arnerd 〇呂ぉ じ、 ni ネル 乂ザ (CCInell cniver ルぶ こ 、 T メリ々 •ユダヤ 
を 貝を 巧に 財政 的 巧 巧を 舆 へ、 また ユダヤが 學巧 校の ホな 巧みを 提 巧した 〇巧 はまた ハ ー ヴ 
rly に セム 巧柯 おを 巧 立し、 二。— ョ ー ク 公共 巧巧 巧に ユダヤ 巧を 巧け、 バイ プル や 《ブ 
ライ おせかの 巧 巧 巧 裳に ホ 大の巧 巧を 巧へ た。 

- • アメリカを 業界に めける 巧 薄 的な ユダヤが 脚と して ク I ン • 。 I ブ を 社に 俊る とも 劣らぬ 
ものは、 ガ ，ゲン ハイムみ に 巧す る 一巧で あらぅ •ガ ，ゲン ハイムを は アドルフ. レ ゥィ 

ゾ I ン (A き 香 uwischn) なび そのぶ 族と 巧 問して 朗锁山 莱を支 唐し、 現 巧を JTH 萊のあ 
ら ゆる 部門に 願が して わる •ガブ ゲン ハイムの お 先は 南 化 巧 巧 前に ドイツから 移 ほして 陶器 
裳を をんで わを。 彼の セ 人の 息子 まが々 日 アメリカに がけるな 大の ユダヤ M を 作り 北げ た 
ので ある •ガ 7 ゲン ハイム まは モルガン •ガ ，ゲン ハイム •ゥタ— 飼を 社 —— その 巧 巧は 一 
化】 七 年には 八 九、 一二 お 巧， 九 ー セ ドルで あつた —— にょつて モルガン と强く おを して 
ねる。 一族の シモ ご ガブ ゲ ご イム (Simon nu 君 en 盡 m) は 上院 賣と をり、 ダ-ー エル • 

巧 ホ 巧 巧濟界 にがけ る ユダヤ人 ニ セ 九 


巧々 巧 T メリ カに がける ュダャ 人の 化 位 


二八 〇 


ガ ， ゲ ン ハ イ ム (口旨を ougKenheim) は リ ン ド バ ， グ 大佐の パ ト ロ ン で 的空巧楽 に對し て 
巧亩萬 ドルの 寄贈を してむ る。 その 息で ハリ I •ガブ ダン ハイム (田 arr》 Gu 畏 enheiln) は 
キュ I バな抑 アメリカ 大使と なつた。 . 

レ I マン •ブラ ザ I ズ 巧を もが 二を にあらず 垂 要で ある。 その 化合 社な は ニ ューョ ーク卿 
知事を はじ わ’ レ I マン ま 一門の みおで 梅ぶ されて 居り、 一九二 阿 年 標準のを の 合同 巧庞額 
は少 くと も 一億 二 千 化 百 巧 ドルで、 全 アメリカで 第 十六 化に なつた •彼等は 多 救の ぶ' 巧を 持 
つ 著 あな 大 商業 画板た る nl ン •エ クス チ* インジ •バンク. アンド •トラスト (駭物 巧 引 
鎮 がむ 託を 社) のげ 式の 的 二+ 八 パ ー セントを 巧な してね る。 ニュ I ョ I クの コム マ I シ卞 
ル . ナ シ - ナ ル が行倍託を祉、 る本 】 依ド ル の巧資借託を社たる レ1マン.コーポレ|シ-ン 
(1‘里 ミ； 旨 COIPOration) 皮び 化 アメリカ 信託を 社 (もとの ハ ー バ ー •ステ ー ト银 巧) 等を 支 
E して ゐ る。 レ I マンみ は蜡姻 によつ て ラ ザー ル •フレ I ル 化な 社な と 結合して ねる。 

ヘン " I .フ * 1 ドは、 アィリ カを 人り 0111 パー セントに 過ぎぬ ユダヤ人 がち 大 なる 粋濟 
的れ" 力を 巧 巧した 抗肉 として、 ユグヤ 人 C . 巧 ホ 巧，；：’ 巧と おなめ 换 w 巧と をを げてゐ るが、 そ 



的 巧 力を 话巧 した 权肉 として’ ユグヤ 人 o 巧 巧 か-:: •巧と 技巧的 按 u 巧と を をげ 

れは巧 守で ある •特に ョ I 。 ， パ 大陸に めける ユダヤ人の 巧 巧 的ま昆 力〇延 なが、 これら ア 
メリ カ. ユダヤ人の ホ 巧の 大きな 源を となつ て， Q るので ある。 しかし、 アメリカに. ゎける ユ 
ダ卞 人の 經巧 的ち 氏 力が 大 であると いふ ことは、 必ずしも ユダ卞 人の すべてが を 裕で わると 
いふ ことを 忘 巧し をい •をれ どころ か、 アメリカ •ユダヤ人の 絕お夕 巧は、 をと ひ お干の 巧 
ちは あるに しても-極 めでる 乏 なか 活を 含んで 方る。 この おは 他の 贷み丰 義的諸 民 巧と @ら 
ない のみでな く、 むしろ それな 上で あると 云 つても いいなで わる。 彼等の 化 家 0 むさ 苦し さ 
とその 仕 巧 巧の 巧 規呂の やぅな を游 は、 •一の の 二* 1 ョ J ク市 民の ユダヤ人 嫌 おの 一原 巧と 
さへ なつて わる •民族 協同 忘 觀の强 い ユダヤ人 にして この こと あるは 不弦 迸の やぅに おはれ 
るか も かれぬ が、 これは 彼等の 協时 巧が 飽くまで お 外的 圆 がに 規 をされ てむ る ことと、 お 深 
いな 統的 安本 モ義と 結合して ゐる ことを かれば を 易に 理解され ると ころで ある。 右の 大 をが 
0 ユダヤ人は、 を捷 產業级 巧の 勞 街に 從享 して ゐ るので わるが、 アメリカを 胞 にがけ るユタ 
ヤ 入口の 祿 裳み 布の 統計は 殆どな 化しを い。 

一九二 九 半に ユュ I ョ ー クに ある 瓦 十の 巧 供 お 合に 喊 する 調 巧が 巧は がた" その おを 貴な 
班々® 結濟 巧に めける ユダヤ人 二八 一 






- jt 一 -、 c う， ' J zy ィ 、戸'-： 

« 々章 r ィ j 々に 於け る ユグヤ 人 c 地な 二八 二 
巧は 一二 化 一一、 000 人で、 そのうち 約 一二 みの 一が ユダヤ人で ホつ た。 それにょ ると、 ユダヤ 
人 巧 操 まの S 十四 パ I セントが § お 調理 並に S 給 おに、 お 十九 パー セントが かを、 巧 十 
六 パ J 七 ントが 皮革 菜、 二十 四 •ハ I セントが 捶築 業、 十 セ パ I セントが 印 脚 業、 一二 十七 パ ー 
セントが 換樂 弟、 111 十 瓦 パ I 七 ントが 巧 石 並に 裝飾 おが. 二十 四 パー 七ント がその 他 0 おお 
に從をしてわら(5ザえを^*^月旨ミ？巧を留な目穿1'11©17口なを咨3豪=す23巳己06 1‘1^で产 

ぉミ Yorr 19ぉ.〕。 これはを人口の吉みの 】 が ユ ダヤ人である 三 ュ ー ョ 1クがの調巧でゎる 
から、 アメリカ 全 ± についで 見れ ぱ おの 化 卒 はずつ と 下る わけで ある。 しかし いづれ にして 
もこの 調査は ユダヤ人 巧 S をの 方から 見た をで あるから 、それだけで はおの 諸產 楽に がける 
ユ*1ョ1ク市のユグヤ人の貪格上の地化はわからをい- 
巧に別のが計がわるっ12害ごミ No. 结. 穿を夕 19380。 それにょるとユ ュ ， ョ ーク巧化住 
の ユダヤ人 はが 二百 巧に 運す るが， ニュ ー ョ I クのエ 巧 111 四、 〇〇〇 のうち’ そむ S 分の 二 
け ユダヤ人 0 巧な であり、 毛 お 製造 集の 大 なは ユダヤ人 のずに 餘 し， 化 來合眼 業 0 巧 本ぶ む 
おど すべてな び投巧 裳# のな 十 パ— セントな 上が ユグヤ 人 でれ る •を 巧 品な び 巧 巧‘ 巧を 策 良 



本る の 巧 十九 パ I セント 駐 、を 留ェを 慮モの 一一 一-十 パ— セン^‘ 出來 なが •を 具 •寡 お 用 おを 
の 巧 造 敗 巧で もを の 資本ち の 六十と バ I セントが ュダ卞 人で ある。 なほを 築栽诗 郁の 阿 十 パ 
1 セント、 藥材 主の が S みの 二が ュダャ 人で わる。 


み 頁のを は I 化 1110 年の 聯巧巧 お 讚 ま (Federal Census 〇こ930) に 現 はれた ユュ I ョ I 
ク 市の なお 別 男子な 人口 あび d ダ卞人 男子 人口の 統計で ある。 

自由 喊お のうちで ユダヤ人が 最もみ く 活動して ゐ るのは 巧 巧’ 宙 術， を 律、 か師 度び 轻理 
をで ある。 一九 一一 一八 年、 ニュ I ョ J クには 一版 巧 師がセ >000 人、 おが 巧が 四、 000 人 
わた •辯を ± は 一二、 000 人、 初等 及び 第二 极學 巧か師 一 0、 000 人、 大巧を 門 學巧か 
巧 11100 人、 その他 ま述 まが 一二、 置 00 人、 化學お 節】、 000 人、 巧 築 巧 巧】、 000 人 
度び その他み 巧 お前が 四、 000 人で わる。 アメリカ人が ユダヤ人 のが 瞄 をが 否す る 傾向を 
一巧し、 特にみ 挂の巧 巧が ユダ卞 人を 師や學 牛： をが 限して ねる にも みらず —— をして ユダヤ人 
がその ために 巧 巧して わる ことは：！ 4 ふまで もない が —— この やうな お 巧で わる。 なて 巧 等の 
旺 巧な 致 度 力を 取 ふに をる であらう •これらの 〇 由 晒 お ホに を 巧に がける お 名を ユダヤ人に 
« ホ 曲 R ホ 巧に かける ユグヤ 人 二八 己 
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つ レて はみ 節で 违 ベる • 

を 衆 尚に 於け る ユダヤ人 のな 業 活動は 互十數 年の 昔に 始まる が、 しかし 組織的な 巧 動は々 
世 おへの 沒り目 頃-^ ら巧 はれた。 アメリカ •ユダヤ人の 經濟生 巧に 瞒 する 最初の 闽 おは、 ヒ 
ルシュ 男爵 基金 (The Bar 客を 口 irsch Fund) によつ て 紙 織され た ユダヤ 巧 巧 (JOS 昏 
—cull 穿 iety) である •それは 豐な來 一-手 六 年の 間に、 ユダヤ 废民霸 のためにが 
一一 一、 A00、 00 ご ドルを ち 化した。 この ユダヤ 農 會の見 巧り によれば 、一九 一一 一六 年ア メリ 
力 農地のぅ ち 約 一、 置 00 • 000 エ ー カ I が ユダヤ人の 巧 おであり タヵれ 少 力れ 强 楽に 
從事 する ユダヤ人を 族は 一六、 000 戸で あつた。 ユダヤ人 强 おの 最もみ いところ は三ュ I 
ョ ー ク州な サィ ヴァン 郡で ある •上記 度會の おおに よれ ぱ 、一九 一一 一八 年间 をの 骑 おによ つて 
アメリカで 新たに 農業に がを した ユダヤ人は 八十 四ぶ 族 約 四百 人で あつた。 しかし ユダヤ人 
の 大規模な 殿 藥お營 はな 在し ない。 

この 他を 漢機佛 として 一九二の 毕ユュ I ョ I クで 設立せられ パリ I、 モスクワに 支部を 接 
つ アメリカ 麻を 聲ぶ应 を (Americ 旨 Joint >ををミ这一 oorpo を ion) が あるが. をれ は 元 

巧 六の な濟 ホに がける ユダ卞 人 二八 五 


巧 ホ 巧 アイリ カに がける ユダヤ人の 巧は 二八々 - 
來 。シヤ 巧 ユダヤ人を ソが 巧へ を 住せし める 目的を U て 化 巧され たもので あつて、 アメリカ 
« おには 巧い 厮 化を 持つ てゐ ない。 

第 セ 節自曲 職業 巧 政界に がける 
著名 ユダヤ人 

化 づ雪界 マち 名を d ダて は、。 7 ク：ラ f 羣硏究 S 巧驗 S シモ ごこ クス 
ナー巧 ± (Simon Flex ミ r ) 南级の 疫病た る イタ"— お (ミ 忌呂) の お 源® とを 巧な の酱 
見者 シ セフ •コ I ルド バ—ガ 1 喊± (Joseph GoldberR 马) 、化 巧の 人工 受賠に 成 かしを ジ 
:ク こ— ブ愧 ± (Jac さ 巧 Loeb)、 ジフテ ロアに 對 する シブ ク 反が の强明 をべ ラ •シ， 
ク (Bel。 Schick) 、不妊に 對 ずる フュ J ナ I 試験を 巧 度 させを マ， クス •フ •—ナ I 
苗116111161-)、激毒に對する力1ン試おの剧おををるバクテリヤををリ ュ ？べ ン • レすン . カー 
ン (Reu 穿 n reo 己 Kahn) ちその 他朵巧 あろ 巧 巧 0 巧け 藻 アイン ホ— ン (I 》 巧 互】 弓 こ 

は アイン ホ— ン封 管を 發 明した。 ベン シ ヴ H ニア 乂 か：. 居む 〇 助 わ 技/ ィヤ 》 •ツ リス コー 


ヘン (Meyer soliscohen ) も ユダヤ人で みる。 留み雜 誌で な夕な 『アィリ カン •ィー ザ f 力 

ル • ジ ャ I ナ ル』 (American Medical Jouroao の巧巧を モ I リ ス • フ ィ ヴ シ a バ イ ン (sa- 
rris Fishbein) も ホが る。 

をの 他の 巧界 では 巧學 方面に モ I リス • n 1 ヘン (Morris 夕 oohen) 々び ホ レ I K . 力 
ル レン (Horaces. Kal 一空) が あり、 む理 巧では フ n イドの が趙 をで アメリカ 巧 巧の 巧 一人 
者と いはれ る アブラハム •プリル (>brahi >. Bi- 岂) が ある • ジ ■ セフ •ジャストロウ 

(Joseph Jastrow) 及ぴボ I リス •サイディス (Boris widis) はウ '•ス コン シン 大學の 巧者 
巧按で わる。 

アメリカの 人巧學 おのち をる 人々 の 中には ユダヤ人が 夕い • n 。 ン ビア 大巧の フランツ • 

ボア I ズ (Franz 田〇 挂) 、二 • I ョ I ク 社み 硏巧 巧學巧 (New Schoo 二 弓 wodal Research 
B New Y さ k) のア レキ サンダ I •ゴ I ル デン ワイ ザ ー ( を qos3 ミを p「). レオ * 
ジ ■アナ I ム •フラ ハ テン バ I グ (Led Joac 互 m Frachtenberg) をは その 一な である。 また 
アメリカ 度洋學 をの 晒には、 モ I リス •ブル I ムフィ I ルド (Jvfaurice 巧 〇〇 ョ fie 互)、 リナ 
が 七 田 自巧 ■!! 及 » 々にがけ る 看 お ユダヤ人 二八 七 


巧 A 再 アイリ々 にがけ る ユダヤ人の ホ 位 二八 八 
卡 I ド •ジ 王— ムス (巧を ard Ja ヨ函) ，ホ レ I ティオ •ゴ ，ト ハイル (田 弓を io を 3 すご > 
巧び 前記の ジ -セフ .ジャストロウ 等が わる。 

經濟を 巧び 社をまで は、 コ n ン ビア 大 ずの 社 巧 倫理、 巧 治 倫理の か 巧で 倫理 教化 運動の 巧 
導を で わる フ ''リブ クス •アドラ I (Felix A ら 马)、 ジ • 1 ンプ •ホプキンス 大巧 ご〇 香 W 
Hopkins universuy) の巧治ほ清をか巧ジ - J コ ブ‘. ホラ ングー (宮〇ブ 百. 苗〇ご旨をユ、 ぉ 
て コ 。 ン ビア 大學で 巧 巧 學を謀 じた エドウィン •セリグマン (Edws 夕 A. 麥 f 旨'、、 、、、• 
シ ガン 大を括 巧 巧玻巧 アイザイア •レオ •シ卞 I フ マン ご saial' reo sharfman) 社を をの 
橘を ジュ I リアス •- ドラ， ナス ラ I ごら ius Drachsler) 等が ある •なほ E •タウ シング か授 
(田. Taussi 君) も經巧 巧ち として 知らた をの 他 若手の 巧を に レオ. ウ ♦ルマン P3 WO- 
Iman) や アイザ*- ク •アウ ルウ {ブナみ 巧 等々 が ある。 

その他 自が巧 學や巧 明 方面で も ユダヤ人に はお 夕な 人が 多い •ドイツ ホれ のナャ I ルプ. 
シュタイン メ ，ツ (0 す rl3 P. Steinm を) は 人て 巧 W を 造り、 おおの 巧は 化と 稱 せられて 
わる。： 2 じが' 巧で 同 巧に な 巧を のは. これ も ドィツ ホれ の アルバ I 卜 .マ ブラ ハム •マィ ケ 


ル ソンで 7 メ 9 力员大 のの 巧を 巧の 一人で ある •巧は ー ホ o と 年に ノ I ベ . V 赏 を巧奧 された， 
ジュ— リアス •シュ タイ グリ， ツ (ち UUW Ste 置 it こは アメリカ 最大の 化學 おの 一人でれ り， 

モ J ゼス •ゴム バ I グか授 も ホ 同 捻で 化 織 化を の乂 家で ある。 エミ I ル •ベル リナ ー( 内 ョニ〇 
Berliner) はお 話の 送話 桥の潑 明 おであり、 また 無辑 巧が 機 [す 一 isptef type —— のな 阳化 
を 化 進 ごこ。 フ リブ ツ • 111 ウ* ン シュタイン (可を N 尸 owenstei 己) は無觀 スキ， チ 巧 波を 
發 明し、 ルイス • n 1 ヘン 階 ± は ラジオ 受信器から スタティックを 取 除く ことを 助を した。 
また ア I サ I • n 1 ン械± ( Art 香 「 Korn ) は铅 なな 巧 〇强明 者で わる。 化を お 郁と して か 
らん-た ヘン yl . ア ルン シュタイン も 亦 ユダヤ人 である。 

ホに 淫築 おでち 夕な ものを おげ ょぅ。 トム プ ソン •スタ— レット 會社 ( 30mpson S 乙 rrelt 
company) の 社長 ルイス •ホロ ウィ ブツ (Louis 己 orowitz) は アメリカ 建毁業 巧でから ぬ 
をはを (であらぅ。 その 化 チ* 1 ニン •ブラ ザ I ズ (n ブ g 一己 口另さ 马至、 ベン ジ卞 ミン •ウ 
ィンター (田呈 iin Wi ま马) 、フレ デリ ブク •ブラウン (7 をを み Brown)、 A •レフ 
nl 卜 (A. E.Lef8u ユ) 等は ずべ て 同 業界で 目立つ たが 在で わる。 アルバー ト •力 I ンは 

巧 七 面 ち 由« 業 A 巧 かにが ける をを ユダヤ人 二八 化 




# ホを 


- 力に がける ュ V ヤ 人の 化 位 


二 九 〇 


巧專 的を 淫巧 郁の 一人で あり、 ソヴ *1 卜说 巧を がの 津築巧 問で わる •レオン •モイ ゼプ 
フ (尸 eon M . Moisseff ) はを 衆 巧を 乂の巧 あお 郁の 一人で、 マンハッタン •ブ リブ デ 及び フ 
< ラ デ ル フ f ァ と 二 ， 1 ジ 卞 ァ シ < の キ ャ ム デ ン との巧に架したィ ン タ ー ス テ I 卜 • ブ リ ブ 
デのを 計まで わる • 

ユダヤ人が アメリカの 义が巿 巧 鼓に 可を りの 力を 持つ たことは 否ぶ 出來 をい • -1 *1 ョ I 


ク の 摩 天 獲は ユダヤ人のを 巧 巧に がける 力を 表を してね るかの やうで ある •被 等は 特にす 巧 
をの 巧 巧 人と して 活 巧し、 アメリカに めける 巧を 巧を の 大きな がみを 所 おして ゐ る。 

西 まの 出版を としても ユダヤ人は 非常にぶ 巧して わる •ここには ただ 特に 著 么な人 夕を列 


おする に とどめる •アルフレ， ド •ク ノブ プフ (を fred A. Knopf ). アルバ 


ボ 三 & び 


ナ卞 I ルズ •ボユ (>lbert and oharl 泛 田旨 ご、 ホ レ ー ス •リヴ ライト (田 orace LiveriRht )、 
ニコラス •ブラウン (zicholas L. Brown) • 卜 — マス •セルツ ， I (Thomas seltzer )、 へ 
ンリ I • シ 。二， トキ ンド (古 enry sch 。 ミ ki ミ)、 ベン ジ * ミン •ヒ •— ブシュ (历 en . ja 3 in 
ご uebsch 】 .ナャー vi ズ .エ ドリ 1 -卜 • フ U ， た (Gharleu K < lward 马 t > 乙 こ、 エマ - 1 。 t ル • 


ン ( K 三 5 コ己 〇一 Ha 己 eman )> 


《ルド マン ( Kmanuol 一す 一己 eman )、 ア 1 サ 1 •ブ レン タ*- ノ せび ロ ー ウ ''ル •プ ンンタ ー 
ノ (>rthur and Low 么一历 rent 目 〇) 等が をれ である。 

ユダヤ人な 巧 ± の夕 いことは 前に 記した 巧り であるが 、法律 巧に かける ユダヤ人の 巧 勘は 
g にち 大な ものが わる •フ ■リブ クス. クラン クフ ルタ 1、 マ， クス •シ* トイ T 1 (IVIax 
steuer )、 サミ ュエ .ル •ウン タ I マイヤ ー (sameel Gntermyer )、 モント •レ I マン (Monte 
Lemann )、 ジュリアン •マ， ク巧ホ 、ベンジャミン •カル ド， ブ (BenjamiB Z. oardozo) 
度び ブランディス まは いづれ も 供 化に ついて を 巧を 巧 削を 震した。 ルィス •マ I シャル も ホ 
巧 巧の 巧 巧ぶ として かられて わる •彼は をシ 7 フの役 削を 引 巧いで ユダヤ人 のために 盡 痒し、 
多年 アメリカ •ユダヤを 員を の！！ 長と して、 アメリカ •ユダヤ人 化 あとして、 アメリカ 闽 巧の 
み をらず また 世界的に 活 巧した •彼は シオ ーー ストでは をい が、 ユダヤ •エ イジ ■ンシ I の闽 
ホには チャィム •ワィツマンと 巧に 按 力した •彼は ホた エマ ユ- エル 寺院 ( He 3 p ド 内- ic - 
因) の 院畏で わり、 ユダヤが 巧单 巧のを 長で わつ た。 一九二 九 年に 沒 した。 

巧 巧では A グヤ 人は 比 巧 的 巧が をはを がとは 大きな 巧 削を なじを かつた •、しかし 彼等の 段 
g セ 巧 自由 •ま 及 反 ホに がける 著わ ュ V ヤ人 二 化】 






w 々章 アイ 9 々にがけ る ユダヤ人の 化 巧 二 化 二 
れ ため 治 力が 偉大で わつ たことは おおが 巧 明して ねる •招く 最巧 まで 上院には 六 人の ユグヤ 
人が 巧ち6 持つ てわた •フ 。リダ 州の デヴィ ，ド •ユ I リ 1 ( 口 avid Y 己 を) •ルイジアナ 州 
の ジュダ •ベンジャミン (Judah P •田 e 且 arrdn ) と ベンジャミン •フランク， ン •ジ ■ナス 
(Benjamin Franklin Jo 呂 S )、 オレゴン 州の ジ ■セ フ •シモン (Joseph Simon )、 メリ I ラ 
ン ド刊〇 イ护ド ，ル • レイナ1 ご技ユ弓 巧ミコ9 )、 n ロ ラ ド州の シモン .ガプゲンハイム 
(Simon GugKenheim ) が をれ で わる •下院には みく とも 豆 十 人な h - の ユダヤ人が ゐ た。 現 
在で は 一ー ュ ー ョ I ク州の ソ ル • ブ ル ー ム ( so 】 口す 03)、 サミュエル •ディ， ク シュタイン 
• (Samuel EHCkstein )、 ェ マ ニ 》 ェ ル • 七ラ， ( Emanuel 0を60、 イリ ノィ州の アドルフ • 
サ バス ( Adol き I . sabath )、 ペン シル ヴ T ニア 州の レオン. サブ クス P 空 n Sack ろ 、 n 
ネテ •■■力， 卜刊 のへ ルマン .コ， プルマン (迈 erm ち 巧 〇 召 le 吕 an ) 等が ある oc 鹿な® 巧 巧 『ホ 
两 にがけ る ユダヤ人 巧齒」 1： ホは な斤ネ お〕 



V It. ヒ f む t お 」- 一 C 高密 しら •旧を を資 巧は が 巧し 


ion 里 rsch ) 等は ホく 替て トルコ 耽を アメリヵ 大 化と して 巧 腿し ち 明確を 貪が はが 巧し 
.ない が、 歴代 トル； 使に？ X が 多い S 何 かぜ 後 Q 狸 由が わ〇 さぅ 忆思 はれる。 化は 
ただ トル n 近營 パい K タイ ミな 巧を 讀を S 起し y 巧く 忆 をる。 なま 化、 公使では、 
义ゥ r デン 駐在 公 巧 アイラ •ネルソン •モ I リス ご 3 Nelson Morris ) 站 ペルシャ 公 巧 
ジ •セフ • n 1 ンフ •'ルド (Joseph Kornfeld ) 1 彼は ユダャ 法師で ある I 、巧 チ- コ • 
スロヴ ，キア 公使 リュ イス •アインスタインを さ S 費 曼’踩 アル ご ア公夕 1 マ ご 
ベルン スタイン (苗 erman 口 q 云す S ) 等が ある。 

1 を一六年にち天のユダャ人が州巧巧に理ばれち 二 - 1メキシコ州のア1サ， • セリ 
グ マン ( Arth 弓を f と オレゴン 州の ジ r リアス •メイ ャ — GIS r Me を) の 
节 、である。 モ I ゼス •ア レキ サンダ I ( Moses > linder ) は 一 化 一 置 年から 一 化 年まで 
す イダ ホ 掛かを わつ ち シモン •バム バ ，ガ 1 ( Simon 田 J す ミこは モル モンが の 
巧を してね る ユタ ふを 巧 管した 唯一の 非 モル モン か 徒か季 あろ ハ 1 バ ，卜 •レ 1 マン 
(Her— Leh ョ ち) は 一を 充 がに 二 r ョ 1 ク州副 か 李に 透 おを ち 彼は 一を 一二が U 

策 七 面 自由 »業 度 R ホに がける 巧 お ユダャん 二 九 一二 


' - 笑々 7 イリ カに がける ユグヤ 人の 巧は 二 化 四 
來ュ * I ョ I クがか 巧と をり 現在に 度んで わる •なほ 現 イリノイ 州な ザへ ンリ I • ホ I ナ ー 
(Henry Horn 马) なび カン サス州 かお ペイン •ラトナ I (Payne Rattier) も ホ ユダヤ人で 
ある。 オ，テ*ンガ1 (ottinger) は、 かつて一ー ュ1ョ1ク州か巧の涅おに巧が巧立候巧者 
として 出 巧して 故れ たが、 當 おちとの 獲得 巧黨 かの 善は 比 巧 的 ル さかつた •現在の ニュ I ョ 
1 ク 市を ラ •ガ I ディア (F. 口 La Guardia) も ユダヤ人 である。 をて デト 。イト 巿の巧 S 
候補を となつ た デヴィ ，ド •ブラウン (David A. Brown) は •表面的には アメリカ 政界の 
巧 化に ついては ゐを いが、 アメ 9 力 最大の d ダ卞 .オルガ ナイ ザ ー の】 人で、 をのを 治 的が 
力は 無 おする ことが 出 巧を い • - - 

な 上で 大思 アメリカに がける ユダヤ人 のが 勢を みな 門に わたつ て槪 巧した わけで あるが、 
化は そこで 非 巧に 夕< のこと を 御 巧し なければ をら を かつた ことを を 白し をけ れぱ ならない • 
<rH、 われわれは ユダヤ人 をき アメリカを 考 へる ことが W 巧ない •否、 ユダヤ人の；^ なな 
をを かる ことなしには アメリカを 理 がする ことは 扣 ホない。 『ユ グ卞人 アメリカに ホる」 のユ 



は s い宙 信を 0て‘ 


主 S 比 了イ— 力に 巧て は 巧 g のい かなる 目よりも ea 


度し 巧を い， 「をの 理由は バア メリ カで) ユダヤ人 巧 おがより みいから ではなく で， ユダず 人 
の 物質的 巧 力が 餘り にも 强く巧 長して 石る からで ある」 と斯 をして ゐ るので わる •ユダヤ人 
は 人 おから 云へ ぱ全 アメ 9 力 人口の S 十々 の 一に 過 ダを いが、 を 楽 •ピジ ネス’ 目を 時が を 
の 各 分 巧に めける 巧 巧 的 人の のうち、 資に E 人に 一人は ユダヤ人 であると 云 はれて ゐ るので 


角 七® 自由 « 巧 及 度 巧 におけるち 名 ユダヤ人 


一一れ 直 



第よ 章 第二次 世界 戰爭と アノリ々 

ユダヤ人 ‘ 





第一 節 ル ー ズゲユ ル ト政權 の 成立と 
ユダヤ人 ' 


第一み 世 巧 犬 巧 後の世 巧 巧 巧の 掛の 中に、 ただ 巧り 「永久 的 巧 巧」 を 誇った アメリカ 揺 巧 
も、 一化ーー化年秋な巧巧ぁの化きパ >1 ，クに巧き込まれた。 をれはな^5^^のフ>ヴ71景巧 
によつ て 搜巧巧 の 巧 おに 達して ゐたュ • I 3 1 ク巧ザ 取引 巧の 巧綻 だよ つて 口火を つけられ、 
をを 集 巧 巧に 巧 火した ので ある •をのた め、 一 化 一二三 一年 二 巧デト 。イトの 銀行が 破 ホし， そ 


れ についで 一一 一巧な の 巧に、 


13 —ク 、シカゴ、 ボストン 、フィラデルフィアを はじめを 


アメ U 力に わたつ て 二 巧な 上の 保 巧が 化 業す るの 化むな きにちつ た •深刻なる すが、 助に 教 
をせ す 失 お 者の 浪 —— 年々 と 八 百 巧と 稱 せられる —— ，す お 巧な 社を 不を 等々 のがに、 ハ I 
デ イング、 クーリ ，デ、 フ I ヴ 7 I と 巧 巧いて ち黨 から 大統 巧を 扣 してを 巧を 詩つ を 巧が 巧 も 
をに 巧の 施し やう もを く 民衆の す 弄を 巧 ひ、- 九 一二 一二 年の 乂 なお 逸# には 久しぶ わで 民モな 


«】« ズゲ * ルト *植の 巧な とュ ダ卞乂 


一一 九九 
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9 口 


装 
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巧 七 巧 策 二み 化巧找 巧と アメリカ •ユダヤ人 - 一二 00 

が 巧 力を 盛り おし、 をに フランクリン •ル I ズヴ •'ル ト (Franklin D. Ro ミ さ 追 t) のな 遇を 
兒 るに 至つ た。 

ルー ズヴ H ルト はこの 恐 巧の 風の 中に あつて、 アメリカを 本ち お 巧 巧の 说 がを 防ぐ ために、 
巧 民の 巧窜を 巧つ てを の レは ゆる-一 •ブィ ー ル (New Deal) 巧 巧を 敢行した •をれ は 
を 紫 巧 巧 巧 (NirM 。『 Z. I. 夕 >.HNationa 一す dustrial wecover》 A な) 仗び 態 策 調稱化 
(A. A. A. = > 弓 iculuir を > をを m 空 t > な) を 中 也と する 一巧の 諸を 策で ある •この 两化 
は ニケ 年なら ずして を 衆 巧 大審院に ょつ てが 巧の 巧みを 受けて 廢 化された が’ しかし、 これ 
は 一九 一 •一一 置 年の 巧 柄關 がを 卽 ちいは ゆる ヮグナ I 法 (N を 0 ミ ー La ミ， we 狂 tion Act) がび 一 
化 一二 八 年の 適正 巧 佑 標巧法 (Fair Labo『 St き d ちを Act) とを つて 巧 巧され た。 

巧が 巧 巧が の 時代に めて、 アメリカ 經濟 はを エ荣 ホに これが 寅を 供給者と して おおな 抑が 
わるを 飄 資本が でが してね た •保 巧は フ ー ヴ T1 大が領 の 施 巧を 通じて お 括 的な すが 勤 巧と 
いふ ものを をが しを かつた •不 巧の 化が 深刻化す るに もみらず、 彼等は それを 巧つ て 自己 0 
废 巧す： a にと つて おか だと さへ 考 へた •を 境に 陷 つた 巧エ巧 狂び 節 お 巧を はを々 叛行〇 ち； a 


下に 廚從」 、金雙 ま 學：洪 占を 强化 ずるち 毫 かを* る •夕 こ— シ •ン K よる 産ぶ 
支配 1 をれ が 重工 まとを 馨 本の 採つ た 方 巧で ぁつた。 それ 寞 衆の 隣 お 力を 抑制し、 が 
つて 輕 工業 及ぴ商 をに とつて は大 をな 慕で をる 0 を、 を 0 を 業ま獨 立を 失 ふ 怖た ぁ 
つち そこで、 フ-ヴ T — 景氣〇 破綻に つれてみ 巧ぶ 玫 碧す 評が. 面 まる や、 もら 輕エ果 
者 ホに 商 集 経雾 S 雲 巧 i 政巧臺 持」、. 遂に 二 r •デ f - ル&採 南せ」 める にお 
つち -1 r •デ* — ルは 大ホ賽 力に よつ てを 存 する 基 市 巧を ホを する 乂 資本 またる 巧 
技巧 馨ち 化工 棠 者、 配 拾 業を、 煙草 巧 造 業を、 獨 なを 莱 寅 本霉の 拉エ栄 資本み， 及び 
不動 產が買 業を 等に よつ て 熟、 むにち 持を ちを らの產 f 囊 させ るた をは， 同じく 
不 巧に 喘いで ゎた 巧衡 ち 養 時を お濟 して 大衆 的賽 力を 突し なければ ならない 二。 
! デ/ をめ ける 大糞 S 、 を 木蠢の 計を は、 蠢教濟 とが 快つ S たなる 下? 
階級の 經巧審 を— ご i を C 析累島 を連」 ミ S ® 階 驚 も f を义 持す 

るに 至つ た。 . 

ュ r •ディ-ル Q 經愛 革は 大器と 宝エ Is 若め て 巧 はれち 霧の i も そ 

筑 一® ル ー ズヴ x ルト の 巧な t ユダヤ人 吉〇一 


巧 セ タち 一々 世 ホ 巧を とァ メリク ユダ.^ 人 I 二 〇二 

ミ 畳 かれち お H お 塞に 囊馨 f 一敝— 案との S は i し ミちを のた め 

に 前 まは ジ ■-ン •ルィスと？ I • 0 の巧婚 組合 於 巧に も援 f 巧へ ち C • I • 〇 はま 
として 巧 巧-石 巧化學 石 巧、 島 おおに その 政策を 集中して むる。 

ニ ュ，，ブ*,ルについて少くともを基を 理おしなけれぱ、 心，.マご子8とァ 
ご 力' •ユダヤ 全 Q 風 係を 充 みに 養す る ことは 出來 ないで あら ぅ •アメリカのを 社. 巧 
店 等 ご ダて— fsc とを 君で SC とは か忆 述べを が、- 7 I ヴ r 県 S 變に 
ょる ま 碁 Q 不況は、 巧 來巧ヶ 年に わたつ ご 殺 ユダヤ人の S 鬟 S 雲を 著しく 制嚴 
する に 至つ た。 事— 忆 めける ユダ 又 速—、 タィピスト、 巧繫 及び 僧侶 〇婪 等は そ 
れを 薄す る ことが 錫と なつた。 恐ろしい 餐の ためち ユダ 又 商 管 すら ユダヤ人 か 
5 の 挟 用を 拒む とい 辜ゥを C とさへ 生じち 5 卞 人忆勒 する：" 《人 0— 的 i 
— がは ユダヤ 全ァ メリ 又の 閒に 《ける 囊闻爭 I は、 5 次 世委戰 前から ながし 
では ゐ たが、 を i 資すな i れぱこ Q 資本主義 的 養が 激化 十る 0— がで ぉろ そし 
て 云ム畫 もな くそ S おは 力 s ’ ss 巧 某は 5 S 必答 裏。 P ヤ人 ミみ お 


け勒 巧ち である •また ユダヤ人 巧 本 京の 大巧 分は 赖じ業 並に 陆萊に 巧 寅し で ゐ る。 をの 外ユ 
ダ 义の义 化 的 領域に がける 狀 游も藝 され をれば ならない 。雲ぶ‘ が 巧' を 藻、 赛 
巧、 監督 等々 は 富を 逢の 授かを まけ、 新 岡は これらの パト。 ン をが 術の が 巧 おとして 謀ち し 
てゐ たが、 一九二 九 ホの めな 凶來 彼等の 寅を 巧 助は 糖ち な 乂寞化 勤— の S にも 畫 
なをおが货巧した。 ルーズヴ • ルトも巧の巧業化進巧はこれをお助するために文化計をの 一 
巧を 鼓け て 可を りの 巧みを 收 めた。 

これらの おを 上 巧の ユ ュ ，•ディ— ルの 特 巧と 併せち へる とき、 を歴 的に 見て いかに ユグ 
卞 人が ル— ズヴ -ルト のを 巧 S 支持し たかはを 易に 推 かされる で わらぅ •勿論 ユダヤ人の 中 
にもを おがに ま エ榮大 財 脚が ある。 あ 等は-ー ュ I .ディ I ルに 對 して どぅい ふ 巧 度を 揀 つた 
か •アメ 9 力 巧 巧の 巧 占ま 記を 目指す これらの 大が 脚が、 非 ユダヤ人を お 資本 並に 乗 工業 資 
本との 巧 争の ために これを 利用 するとい ふことは 論 巧の 餘 地を 持を めと ころで ある •この 制 
« 巧のを めに ユグ卞 が阳が ユダヤ人 巧衡者 特にを の巧遵 者を 和 財して、 非 ユダヤ人 寅 本み に 
封す る ストライキ 》 サ ボタ I ジュ 等を を 行を しめる とい ふ 策謀を 指摘して ねる 人 も わる •こ 


誰】 面 みー ズゲょ ル ト坟權 の 巧を と ユダヤ人 


so •二 


巧 七 さ 巧 二み 世 巧 巧爭と アメリヵ •ユダヤ人 一二 〇网 

れは串ユグャ人时阴の側-^一ら云つでも同様でぁろ ち 茵ホお巧の下に於ける資本家が 目 
己の 巧 化を 资 がする ために 他の 工場、 を 社の 爭謠 をな 動す る ことは よく かられて ゐる ことで 
ある： 力， ゲ； S ハイム S 巧が デ ごポン 、ハ， クネ X 、 ヴこ ダ， ビルト、 フライ シマ ン等 

等の 时阳と 共 こを 三 一年の 乂統謹 巧に 當 つて 民ち みなび 共和 巧の 双方に 菱な 選を 巧 
をを 提供して ねる の も、 化 等の 巧 極の 目め がを るに あるかを 晚說 つて わる。 しかしな 媒 並に 
重業畜 にがけ るユグ J 誇が 二 r •デ < ，ルに よつ てがる S 不畫 持つ たことは 

をを 出來た い。 フ* リブ クス •々♦1 バ I グ* ジ "1 ン •シ ，フ ( JO ブコ^*^ 度) ダニエル， 
ガ ，ゲン (イム 夫- < ( Mrs : Daniel Gu 男 害 dm ). マ". I ガ ，ゲご イム (ミ a 「ミミの き— 
hei ョ)、 S . R . ガブ ゲン ハイム、 シモン •ガ ，ゲン ハイム 苗 3 旨を 另 召す 穿) 等が お 
年の 邊を で義巧 £ 畫壽」 て兩畫 かけて &る S そ 良ち 曲がが A 畫 A らぅ •ゥ 
* — ル 巧の 諸 銭 巧 も大 おにが て 共和 巧の ぶ 持 者で わる。 

巧 的 見地 或は 团 K ほ 巧の おから) だへ ば、 共 巧 黨は慨 して アン グ。 •サクソン 巧 ホに 化な 
巧の ち 梓ち が夕い •巧 梓ち 巧を やク •ク ，クス •クラン も、 か パ かを を H してを のな 巧 巧よ 〇 



もょり 面 巧 的で あると 考 へて 石る •共が 巧の プ 。テス タントの 巧 巧 や 反 巧 巧 まぶめ が 向は u 
ンカ I ンな來 巧が のな ものである •ユダヤ人の 民主な 蹇 にさう した ことがらが 奶 がして た 
ない とち ふことは 出 巧ない •しかし をれ にも拘らず アメリカに めける ユダヤ人の 立場は、 究 
極にがてはア ン ド レ I • シ ーグ フ リ 1ド (>3を化 のすをこを) が云ったやうに、「彼巧はをまっ 
て 巧ち さうな 側の なに 傾く」 とい ふこと が出來 るで あらう。 極哥 すれば、 ユダヤ人には ユダ 
卞の理 あが あって アメリカの 理想は ない ので ある。 

1 化一云军の大が領還おに當ってル，ズヴ 王 ルトに逸を資をを窗附した窝數の窜お巧 】 は、 
四 瓦、 000 ドル 提供の バ I ナ ー ド •バル！ チで ある •彼は 一 化 二八 年に、 ル ー ズヴ * 乂卜 
が 二 • I ョ ーク贿かをに當還するにっいても、 ガ ，ゲン ハ イムとおに夕大のお助をなした。 
大統領 透 おには、 バル I チの 他に エド ヮ ー ド •ガ ，ゲン ハイム (ロユ >. OCRK さで 空 2) 

が】 と、 お 00 ドル、 ハリ I •ヮ 1 ナ I (Harrjr Warner 峽玻 楽) が だ、 000 ドル、 

ボストンの 酉ぎ 巧 王 エド ヮ—ド •フィ レ I ン (向 & さ ga >• lilene) が 一、 000 ドルを み附 
して ゐ る。 

ホー 班 ル ー ズヴょ ルト投 姐の 戍 なと ユダヤ人 |二0 五 


I 


- 一一 ••- 一'- 


鑛七章 》ニ ホ 世 ホ 巧が 4 ァィ リヵ •ユダヤ人 I 二 0 A 

一九 S 巧 年の 大化 領選擧 にがて、 ル I ズヴ •'ル ト は： 冉 びを 逸の 巧を 巧ち その 寅 か 提供を 
やぶ 持を 化は 個々 的には みみ 巧 動が あつたが、 全 挺と して 巧れば 第】 ホを 透のと をの 傾向と 
巧な、 控エ 集、 商 巧 及び 勤 巧 階 殺を 中 也と する もので あつた。 ユダヤ人 贷を 提供 おの 中に ち 
ヘン リ I •モー ゲン ソ I ( 苗 sryE . MOrKen 己一 au ) 反び モ I ゲン ソー 々人の 夕 前が 巧え、 共 
に 置 千 ドル 巧が おして ゐる •各種 巧 巧 曲 おも 資金を をつ をが、 そのぅち 巧に ユダヤ人に 脚が 
の 深い ものは、 团な紹 人 眼 巧！ S 化合 (百 ternational toadies Garment workerw union) が 
冗 千 ド' ル、 合 时ホお 巧嶺 巧合斯 合を (AmalRamated Clothin 巧 worker " U を on ) が 向 じく 
置 千 ドル、 助 お及び 映を 從弟 員团瞭 同盟 ( Imernatic 呂 1 A ご iance ミ Ths す ical wta 巧 
Employees and Movi ミ Pictur と operators ) が 一巧 ドルで ある。 (K 上 巧を 阳样 について は 
木 おな 八が 巧 蓮 『未 巧 職 爭巧巧 C 解な』 の 沿 »二 を さ關】 

ァ メリカにがける巧巧巧動はョ！ n ，パ先巫訴閣に比しでましく巧れて巧連し、 第 】 次乂 
も- 刖 巧に まつて がくを 力を 增义 したが、 そ C を 治の 進出は なほぎ しく 後れて むた。 アメリカ 
のちが 的 巧 おの 因 跨と 偵 民 地む ぶ 功の 可能た び 巧を にむ する 巧な 化 巧が はお お狀 巧とは、 巧 



安の 封 立を まる 程 博まで 沒巧 する 巧 用を 恃つ たので ホる •しかし， 1 か 二 化 ザの 巧 巧け 巧 力 g 


貢の 對 立を 或る 程度まで 沒 巧す るか 巧を 持つ をので ホる •しかし， 1 ホ ニ 化 ザの 巧 巧け 巧 力 g 
運動に も 新し レ 资展の 時期を おした。 二 •！ •デ <— ルに 於て 極めてを 巧を 社 會面法 や 巧が 
を規が 制を され、 勤 巧 大衆の ホ活に 巧い 於径& 巧へ をの モ見 ては' 從ホ巧 お 的厮也 乏し < か稱 
とのが 巧を 担んで わた アメリカ 巧 供 緒 同盟で すら’ 組合 巧 動の 巧 おのが おから ああ 巧 動に つ 
いて 新 方 かを 採 巧し、 ニュ I •デ < I ル そ-持の ために 民よ 巧を 挥 かする 巧‘ 阳をホ じた。： 化 
阳〇年 巧の 大統領 壁を 前までの を闽的 涯を聪 にがて •巧 お 組合 側は 中な 巧 お蹄盟 (Labor’s 
Non—par ュ客 League ) を提 巧して ニュ！ デ'-— ル お 候 捕 おの 巧 助に 巧 柄 的な 活動を 巧つ 
た •ル I ズヴ •ー ルトの 一二 運 も 巧 供 者 大衆の 巧 察に 貴 ふ 巧 多大で わつた。 

ル ー ズヴ * ルト は、 ジ •ゥョ I ク州 (Jew Yorlc state ) ともい はれる 二 州の ホ 
事と して アメリカに 於け る ユダヤ人 巧 力の 巧るべき ことを 身を なて ホつ たで わらう •彼は d 
ダヤ 人の 力に 近づく ことによ つて 自己のを 治 力を 强 化しようと したので わる •彼が 特にち 己 
のま 巧を ユダヤ人から 化て わると 巧べ たとい ふの もさう した 意® の 現 はれと 見る ことが 出 ホ 
よう CNew さみ ゴ日夕 March- 14 さ 19350 。怯の あ ホは ニ ハ 阿 九 年に オランダから 二 。— •ア 
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巧 セ 巧 r ホ ニみ 巧 巧 if 爭と アタリ ヵ •ユダヤ人 - I 二 〇 八 
■ムス テル ダムに 巧來 した クレ I ス •マルテンス ザン .ヴ 7 ン •日 I ゼン ヴ- ルト (aaes 
M ち t 空 SZ 爸 V 爸 Ros さ vdt ) とい ふ ユダャ人で ある。 彼は 渡米 後 ユダャ 摘 人を をり ホ版陆 
を 巧ん がが、 後に ホ 名して ニコラス. 口 I ゼン ヴ * ルト ( Z 冷 ブ〇一 g 巧っ seriv 么 t ) と稱 した。 
彼の 子孫は クンスト (巧旨 を)、 ジ*コ ブス ( Jacob 巳 S )、 ホフマン ( Koffman )、 ハ I ザンバ 
I グ (口 araenburw )、 アイザ I ク ( Isaac ) 度び ジ * r ムス ( James ) の 諸家に みれ た •現乂 
巧領 フランクリン •ル I ズヴ ''ル ト はこのを 化の D J ゼン ヴ •'ル ト ぶの 後 巧で わつ で、 父は 
ジ '•し ムス •ル I ズヴ - ルト である。 - 

ル I ズヴ * ル ト大が 煩は 現 巧 二* 1 ョーク の 第 八が 腐 口， デ (The 豆 Rhth 坦么 lana 尸？ 
dRe ) の 巧 紋フリ I •メ I ソンで 「シご フイ ニヤ I 」 ( W す i 己 yer ) の稱 がを 授けられて わる。 
彼の 一一 一人の 息子 も ホフ リ ー いメ ー ソンで わる •ル I ズヴ* 'ルト が おお ユダヤの が 年 巧と プ I 
リム 巧に 瞭 して、 ユダヤ 入 達に 祝 おを 贈る こと もが ホの ことで わる。 一 化 S おがに をアメ 9 
力 •ユダヤ 谢 巧は ル I ズヴ ''ル ト におして、 「ユダヤ人 のために 盡す ところみ た」 であると 
0 活かで アメリヵ •へ ブライ 突を を賊 り’ また 一二た 午 兄 月卜た 口に も： S お〇即 山で ゴ ，トハ 




イ ル. メダル ( Go き を一 Med 堅】 第 十回を 巧を とを つち 更に ー ホ ご充年 一巧に も イス ラエ 
ル全茵 評證會 から メダルを 贈き しで わる* 

一九 一一 一二 年、 ル I ズヴ ''ル トが大 霞に 耕な すると 脚 もな く、 アメリカに めける 始 大のユ 
ダヤ人 指導者た るフ 'ー リ 7. クス •フラン クフ ルタ ー、 バ I ナ ー ド* パル I ナ 、ヘン リ I •モ 
I ゲンツ ー、 ルイス. ブラン デ イス 等が 大統領の 「ブレイン. トラスト」 に 巧を された •こ 
の 他デヴ ■'■，ド •セバスチアン (David 著を を 旨)， ウィリアム •ア レキ サンダ ー •ジュリ 
アン ( W 苦 iam を exander ぞ 一堅)， シド T •ヒルマン、 フランセス •パ I キン ス みた 
(Mrs. 7ancg 巧巧昏ご’ ドナ ルド • リ ， ナバ ，グ (口〇置な 否を畫8) 等も巧同除にブ 
レイン •トラスト のが 成員に を まれて わる。 

ヘン"！ モ ，ご ツ 1 は、 ドイツの こ ハ イム 生れの こ。— •モ 1 ゲン ソ ふを 子で 
あろ 父モ ，ごツ 1 は 一八 六 置 年に 合浆 苗へ 移 化し’ 幾み 大を祉 の 社 接 又はを 役と なつて 
巧 巧 巧に 驳 化を 占め、 また 一九ニ ニ 年から ニ ハ 年まで トルコ 站巧 アメリカ 大 化と なつた •巧 
子の モ 1- V ンソ I も 父の 陆を おいで アメリカが 界の巧 となり. また ル I ズゲ •ルト とは 巧 

巧】 節 ル IV : ヴユ ルト巧 85 の 巧 立と ユダヤ人 一二 〇 九 


g セタ #11 ホ 世界 •巧 iT イ j 力 •！！ グ卞乂 己一 〇 

< ょり 〇澳 友で、 ル， ズご ルトが 大統領に 就任す ると 阳も をく j 九 一一 面 年 合 衆阳緊 長官 
に 巧を されち 彼は ニュ！ ディ 1 ル 巧 巧と して アメリカの ユダヤ.，^ に 夕大の 則 益を 巧し、 

A ダ ヤ金權 Q 雲 忆寄 葦る と C ろ搔 めて さわつ を 下ごツ 1 が 7 メ "£ をる ユ 
ダ卞を 滔ち單 をな 識的 にを 国した ことは、； 一一 云 年に 彼が 巧が しち ドル 巧 巧の 叟に フリ 
，•メ 1 ソンの 讓 をる ダヴ ィデの 巧 と 王 ホ パの 巧號 (0) とが 印刷され て あるのを 
をても 推擎る こと S をぅ。 また ニュ ，•デ/ル 政 巧 Q 下 i 巧され をが 愛朗が の 
中に 玉繁完 S ラ、-、， ド Q 上方に 光を 放つ 一一 一角 形 Q 中 忆ユホ パ Q 披語 されて あろ 
モ— ごツふ 輔佐 役には 才， K 卜 " 1 巧 0 d ダ ヤが人 こ" ユ ，テ •ク a 7 こ 田臺— 
ま e Klo な) が あり、 まを 彼のち お ドに ある 大な 省に も 巧 ホを お材 を。 I ランス •ハヴ I ド 
を讀 部を ハ I ナ ー ド* バ ムン スタイン 《 Bernard 田 ernstein ) その他のを カ ユダ卞 人が 皆る， 
ゥィリアム •ア レキ サンダ I •ジュリアンは 合 衆 聞を 計官 で、 モ ー ゲンツ， と共に ア メリ 
力时攻 、金が 巧に がて 重 爱巧勒 を 巧 じて。 る。 デヴ f ， ド •セバスチァン 'は- - r ョ—ク 
ホれ の ユダヤ人で、 を アメリカの 巧 巧 お 引を と 班す る 巧 ホ 爲替を 巧を の 巧 お 化 巧 み 巧 巧， り 



ま 巧で ある •また！^ 孩持 長の 席には フ レ， ド •カー ナ ハン (巧 red Car 己 ahan ) がを るが， 
これらの 巧を 併甘考 へる と、 を おを 本と 重工 美ち 本のが 牲 を 要求した ュ。 I •ディー ルの 租 
我を 巧と 云 ひ、 更に ル I ズヴ •'ル ト巧府 が 大規模を 巧 おな ザと 共に お 重な 脫巧ぞ み 巧を 巧つ 
たに もみらず 大きを 巧を 巧を の 中には 全く ユダヤ人が 居ない ことと 一 だ ひ、 アメリカ 政治 経 巧 
にがけ る ユダヤ人 のが 制 ある 活 おのが がに 大きな 巧 示を おへて ゐる もの だと ホ 張す る ことは 
巧ち 巧强附 # では あるまい。 

境 アメリカ 巧 街 省 長を は ボストン ホれ の ユダヤ 婦人 フラン 七ス .パ I キン ス である •彼女 

- 一 

の 輔佐 役と しで ユダヤ人 エド ワトド •ワイ ザン スキ ー ( chali 法 Edward Wyzans 瓦 ザ」 が 

居る が、 彼は また 司法 省に がて 巧 巧 巧 長 巧 佐を やつて ゐ る。 この 他 巧掛 省の 巧 化には イサ ド 

I ル •スプリング (な ad 弓 Sprin 巧)、 ジ * J n ブ •パ！ マン (Jacob perman )、 ボ ー リス* 

スタ I ン ( BCIT を stern )、 ゥ f リアム •モ I リス •レイ ザ 1 ツン ( Wi 三 ii Mor 王 S Leise - 

rsn )、 ベネ デ' ■クト •ゥ ♦ル フ (Benedict wolf) 等が 居る。 

ドナルド • リ ，ナバ1グはま名を法律家で篇夕のを作がある。 彼はル，ズヴ - ルトの忠を 
m ■ル 1 ズ ゲこ卜 R 植 のまと ュグヤ 人 一二 11 


巧 七な 巧 二み 世 巧を 巧と アメリカ •ユダヤ人 一】 ニニ 
おとして 知られて ねる。 巧俱潭 断の お 導を シド-一 I •ヒルマン その他に ついては 旣 におした 
通りで ある。 

U 上の 大統領 プレイン •トラストを 巧が する ユグ卞 人 指導 おは、 二。 1 .ディ I ル 巧 巧は 
か 説、 アメ \ リカの 巧 治’ 外 巧 上の 說玫 巧を のに わを つてを 大 をる 巧 削を が じたので ある。 ュ 
ュ ー •デ ルは アメリカ 大審院の ブラン デ イスの 巧 策になる もの だと も 云 はれて ゐ る。 合 
衆阁大 帯院が ニュ！ ディ ー ルの 產 巧な 興 法な びが' 業 調 巧 法に 對 して P 巧 上のを 地から 無効 
巧 決を 巧つ たことは 前に 記した が、 ウイルソン 大統領の 推焉で 一九ニ ハ 年に 大審院が まとな 
つてな 來 引を 續 き】 かご 充年二 巧まで 蔚 職に 巧つ た ルイス •ブラン デ イスは、 これ も ホ 恵 法 
論の ホ 巧から 旺ん に-ー ュ ー .ディ ー ルを 合理化、 お證 し、 そのを めに 大燕 院内の おかがた る 
マ ブ タ •レ I ノル ダが 巧と 銳く對 立して ゐ た。 

(お〕 本 柏な 巧 中 ワシントン 時 R は、 十月 五日 (1 か 四】 巧) プラン デ イス (八十 巧を〕 が 巧 ホし 
た C とを 巧 じた。 

ル ー ズヴ •'ル トは その はじめて 大が 巧に 就 巧す ると 閒も をく‘ アメリカの 紹 巧のを 憐の深 



刻なる ことを 理咕 として、 大統 巧の 稱限 巧跟 について k - 下巧院 から 円納を 巧狀に 任しい ネ設 
をを け’ 巧 政と 立法との ま 唐權を 掌据卞 るに 成功し を。 元來 アメリヵな 衆 國の惑 化は 5 媳み 
立の 建が から’ 立法府と しての 上下 兩院 、ホ 法 おによ つて 決 就され たな 律の 巧 施 化に S を 
拳る ザ 統領， 度び おの 巧 おを 監悔 する 乂お院 の 一二 若を むけた ので ある。 がるに ル— ズヴ- ル 
卜は先 づ的會 を 牛 巧り’ がる 巧 大潜院 のを 单に 手を 務け < 大統領の 濁 栽 化を 企齒 した。 彼の 
大審院な 革 案の 肯 子は、 大審院の 判 巧を 巧は し、 これによ つて 乂審 院規 巧を 逆更 する ことな 
くして これを ニュ！ ディ I ル 支持に 譜 を、 結 村大蕾 おを 大統領の 玫治 のち ¥ に图 くに あ 
ろ 大審院は 從來 化を の创 巧から 化り、 歲法 をの 他の 法が 問題に 對 ずるを お 勘 あなが 剌 巧で、 
多が 決まを によるを の 裁かは 提 後の、 お對 のを ものである。’ ' 

ル I ズヴ r ル トと贊 力 ある ユダヤ人との 七述 のかき 緊密なる 丽係 をを へる とを、 われわれ 
は 大が領 の獨お 化と をの 巧 後の アメリヵ •ユダヤ 椎 力の 獨巧化 とを 切り 雑して をへ る ことは 
巧が である。 ル I ズヴ •'ル トを がの 下にが ける の 中には、 上記 W 外にな ほ夕 なの ユダヤ 
人が 巧 お 的 活動の •奥 化を 占めて ゐ る。 - 


巧】® ル ー ズゲ ••ル ト政 なの 巧 立と ユダヤ人 


II 二 一二 



むて ナチ ス .ドイツを 巧 導 著と する ョ I り， パの 新 巧 巧を 捶殷 せんとす る ものである。 

F イツに めける ユダヤ人の おおは 连く 巧】 回 十字 巧 U 前に 始ま 〇、 その後 衝 となく ユダ 
ヤ 人が 巧 通 動が 巧 はれた が、 ナナスの 巧 ユダ卞 運動は 在來 のが 巧の 自ホ 主兹 ，民 まち 義 、寅 
本 主 おめ 社# 意顏 ホに 社を 組 巧の 巧を におび ついて ねる 巧に がて、 をく 巧し いお 巧た 的 息 装 
を 持つ てゐ るので ある • 

第一み 世界 載爭 をを 巧した 窜团 主を ドイツの 資本主義は 戰巧扭 巧の おかめげ おに 陷 り、 ド 
イツ 及び ハン ガリ I には 僅か 巧 日間 だけでは わつ たが ソヴ - — 卜が 化な した。 この 獨 、巧ソ 
ヴ * I 卜玫 巧た びその お 後の 共產 主義 運動の 中に ユダヤ人が 極めて 索 巧な 巧 卸を 占めて ゐた 
ことは 事 宙でわ 〇’ 又 ドイツを 巧 眼せ しめを が 合 巧 託 巧に がても ユダヤ人が 巧 巧し、 巧 際 断 
巧が をの 喔巧を 地 化を を 閔籍の ユダヤ人 によつ で もめられ てわた こと も 巧述の 巧り で わる。 

共 巧 主® 命の 失敗 後、 ドイツに 化來 上つ たものは、 昭 おの 巧 巧に よつ て お 力を 失つ わ資 
本 左 基と、 共遙 ちをから 巧 巧した 社を 主義との みなした 蘇 お 共和 玫府 であつ て、 巧 お 岡た る 
擊 を巧侧 のために ヴ •ル サイ ュな 巧に よって 完全に 廊股 せしめられ たもので わった。 そのな 


# 116 ナナ K •ドイツの 抹 ュダヤ »» 


一二】 置 


巧 七# 度 二み 世 巧 巧爭と アメリカ •ユダヤ人 1111 ホ 
P イツは 種々 の、 本 巧 的には 同な のめ おの 下に 耽 後の 極端を 経 濟荒旌 から 徐 々にがおし たが. 
ヴよル サイ ユな 約に よる 重 おは おど お 望 的に ドイツの 巧濟 、を 治/が 備を 窒息 せしめ、 かふ 
るに 階級 阔巧 による 巧 巧の 不巧 動拖 はおえ を かつた。 のみ をら ホ’ 化 巧 綺濟が 渐く耽 後の 供 
宿 期に 入る や， 巧 本 ま 義諸团 家の おおの 不巧 お、 資本主義 諸网と D シヤ社 含ま 務团 ずとの 對 
ホ 等に より 早く も 第二の 世界 巧爭 のを 威が 迫り、 ドイツと しても この 新しを 巧際恼 巧に なじ 
て 闽內の ホ 盾を 統一すべき 必 愛に 迫られた が、 巧來 のち ホ 主義 的 巧 和 巧 構は、 この 巧 ホを 充 
たす には 餘 りに 日和見 的、 败化 的で あつた。 かかる 一般め 巧が に 巧ぅて、 特に ホの 條 件の 完 
備によ つて ヒ ，トラ I を 先頭と する ナナス 巧が を 速に 進出し、 あに 一九 111111 年のを 攒巧 がと 
なつた ので ある。 - 

先づ 、これは を々 間接的で あるが T 實 本ち 義の 永久の 巧 お」 を疆 はれて ゐた アメリカの 經 
巧 的 破綻 こ 九 一一 义年十 巧の ユュ I ョ ー ク巧 ま巿掛 のが 綻) による 恐悦 0 城が を化界 特に ョ 
1 。 ， パに 及 だした 新しい 経 巧 巧が は ドイツの ネ 括を 一時が 大サ しめ、 これに 伴 ふ 巧 巧對な 
の お 鉛 化は ドイツの フ T 7 シ ■化に 巧を を かけ、 一九 1110 がには ナナス 部む は刖 おの + 二を 


から 一 隣 一 0 セ あにが 化しを • w 界經 巧の 波 巧が ドイツ にがてな もが 巧で あつた ことは 巧 目 
すべき おで わつ て、 アメリカ 恐慌のを 巧を 防 化し 恶性 インフレ ー シ •ンを 巧 止せん とする ブ 
リュ— ニン グ 政府の 巧 力 にも拘らず 、一九 一二】 年には ドイツの 著を 銀 巧 ダー ナ ート‘ •バンク 
は化產 し、 余 おあ慌 のために 巧內を 業は 寒領 なをし、 失業 おおは 蕃 しくが 义 した。 

この 恐说 S 養 上述 s を ドイツ 白 低 Q 化 巧な 件に ょつ V 替巧客 おつたわで あつて、 

巧々 はこた を】 か 二ご 一年に はじまる 义惡お インフレ I シ ■ンの 中に も 見出す ことが 出來る • 
卽ち村 年 一:::、 フランスの ポアンカレ— を府 は、 ドイツは ヴ - ル サイ ユな 約に 規 巧され た賠 
な 金を ち拂ふ 能力を しと 稱 してね るが 巧 際は 能力が をい のでなくて その 意志がない の だと 宜 
をして. をに 佛円お 合 巧に ょつ て ルー ル 地方を 保 お 占領す るに おつた。 これに 對 して ドイツ 
共 巧な 府が消 巧の 手段を とつた ために ホ诗 おのな 性 インフレ I シ-ン を 惹起し、 ドイツ 紹濟 
が 山 笛が の お 规に陷 つち この 餘 巧が まだ 消ぇない 巧へ、 一を 一九 年の 經濟 巧悅 が閒始 され 
たので あるから その 陌雜は 巧 像に 巧す る ものが ある。 が 中、 中小 商工 篡お 、インテリ ゲンツ 
ィア 等、 中產 階が の 失朵と 就職 煤、 お 巧销は 深刻に をの 理 巧ち 巧 的 意 請を 削 巧して、 贾本主 

- ぞ 一® ナナス ■ド イブの か ユダヤ 器 I ニー セ 


誰 七 章 ♦ニ ホせ ホ® 爭とァ >5 々•ユ グヤ人 II 二八 
赛可 、みを 主を す 巧’ じの おを を をの 自由 主 蒼み 可として 新しい 民族 協同 おの 巧 想を 酒が 
せし わるに 至つ た。- 面に めて 共和を 府の おおに 巧らざる ちを. •单人 等が サボ タ I ジ •をれ 
ひ、 又が 巧の ぜ後 にある 大地 主、 及ぴ民 巧ま慧 のが 巧と これによ る ドイツ 經 巧の 巧を の お 巧 
とを 痛 巧す るに 至つ た 大巧 お 家 等もヒ ，トラ T を 化 巧と する ナチ ス黨を 支持す るに 至つ た。 

ナナスの 玫か がその 民な 主を に 於て おな 異 民族を § し 得ず して 徹を 的に ドイツ 的で わり、 
が 巧なる ゲルマンの 化を 問駐 とした ことは、 ドイツが 敗联 によつ て その： 卜に 統一すべき お 民 
地異 民 巧を なをに 失つ てわたと いふ ことによ つて 玫治 的に も 擅め てを なにされ たので わるが、 
これが おに 自国 巧に がける ユダヤ人、 特に ドイツ 团 巧を 巧 巧し ドイツ語を； ri し、 その 血な、 

ホ 化 助 係に がて ドイツ 化して ゐた ユダヤ人に 勒 して さへ が 斥 巧 動に 出で ざるを 巧ない ほど ド 
イツは その 經巧 にがて 窮迫し、 その 秩 ずに 於て お 節して わたので ある。 

ナナスが 特に ユダヤ人に おしてを 面的排 C の 「理論」 —— 少 くと も棋理 的には 全面的が 巧 
で わる 一 - にさいて 跑烈 なる 窗隐 なおに 出る に 至つ たのは、 ドイツ 巧內 にめ ける ユダヤ人の 
巧 巧な び ドイツを はな 化した 四国の 諸 囲に めける ユダヤ人の 活 ながな 接 〇昭巧 ななして わる， 


共產 ホを 者 やち 巧ま薛 的な 評論家 等は 巧々 この おを おお 义 はおみ 巧 巧し で、 ナチ スの妍 江 ダ 
ヤ あがは 1 から 十まで ナンセンス であり 荒 唐 無な であると 考へ るので あるが、 それは をく 一 
面 的を 見が である。 

第一み お 巧 大巧 巧の ホを 通 動 及び 社を 民主主義 攻府 にめ て、 多 巧の ユダヤ人が 棄 巧な 巧 削 
ft 巧 じた •この 巧權の 下に ドイツ へんり 來 つを ユダヤ人の 敷は 夥しい もので あつで、 ナチ ス 
巧抵 出現の 直前には 在 巧 ユダヤ人 口約 瓦 十一 巧と なり. そのを 排 ユダヤ 巧 励に ょつ てが 十 
豆巧をおじマ亂が"<£併前に は巧一一一十六巧乃巧巧卡萬となつをとい ふ っ5ーミ*3コーか Century and 
After" March. 这 38. 一。 これは ユダヤ人 自身の 計 巧で あつて、 ユダヤをから 他が (まとして キ 
リストが) へ ホ 京した ユダヤ人 口を をんで ゐな いので あつて •若しを をを 閒題 としな _ い をら 
ば、 混 化を 等を 合して ナチ ス巧滿 ホな 直前には 寅に 巧 セ _ 十 巧 おで、 蜀 巧を が 前には 百 二十 护 
前 巧の ユダヤ人 がな 巧して ゐ たと 稱 せられて ねる。 

ドイツ 共 お 巧には ぎ 名な ユダヤ人が 巧 化を 占めて ゐ たことは 間 かのこと であるが、 一九 一 
乂 年の 革を めが には ヒルフ 7 1 ーア ィング、 ハ ー ゼ 、コ ー ン 、ヘルツ-、 フ- ルド、 シ ，フ- 
#二 面 ナチ K •ド イブの 拌ユダ ヤ涅苗 I 二 一九 


巧 七 巧 巧 二み サ巧 « を i 了ィ リヵ. ユダヤ人 111110 
ル、' ベルン シュタイン 、プロイス、 nl エン 等が 居た。 を ドイツ. ユダヤ人 のうち’ 共産 モ 
義に 同情を をせ たものは 二 力 お 一ニ パ I セント だと 見る 人 も あるつ -Tho Jew TO-da》s 5 を- 
口 ey D ち k, 运 340。 社を 民主な 員と しての ユダヤ人は 遙 かに 多い。 一义 二八が の 阿 おにめ て、 
おを 民主 あ話员 一二 十九 名 中 巧に 一二 十八を までが ユダ卞 人で あつたと 云 はれて ゐ る。 大戰前 か 
ら ドイツに わた ユダヤ人 のうち、 スペインから アムステルダムに 涩れ 、更に ハンブルグ、 ゥ 
ィ ー ン 等に 這 入つた ものの 多くは を规 策を をんで ねた もので、 この 巧統の ものは 現 化 ドイツ 
の上属 ゴダヤ 人を 梅 巧して ねた。 一冗來 ドイツには 英 、米、 佛 等に がける やうなず ばが けて 巨 
大を ユダヤが 脚と いふ ものは 巧 在 しないが、 を顯 巧には おく 巧を 張つ てゐ を。 H 榮方 商に も 
おして 巧 別：！！ 立つた 大が 力と いふ おの ものは ちして ねない。 しかし 世が のみら ゆる 网の統 か 
が 示す やうに ■ユダヤ人の 都市 集中 ホ 巧の 結 巧 •ユダヤ人 とみ 民 巧との 對 立は 何時でもを 要 
を問顆 となつ て ゐる〇 である。 ドィツの ま巧涨 巧に めける 巧 巧、 巧界 、巧が’ を か、 义巧お > 
キネ マホ 等々 にめ ける ユダヤ人の 敎カゴ 楠. めて 額を であつ た。 それは ソゲ* I 卜 •。シ 十を 
巧け だ、 諾資〇 ホ 巧との 相 お 的が 巧 H むては、 ドイツに めて おも 巧し いも 0 が あつを とちと 



へる ので わる • 


一九 111111 年 セ ぉ 十日の 『デ 19 — .メ I ル』 紙は 「ヒ ，トラ J 巧 滞 時 前の おには、 戰 前が 
巧に 對 する 二十 倍の ユダヤ 巧官史 がむ た •圓お ユダヤ人は ドイツが 制 厮の餐 巧に 巧みに 入 
り 込 かつつ あつた」 と 報じた が •ドイツ 巧に がける ユダヤ人 巧 力の 巧大と ドイツを 辟 服せ し 
めた な 米諾围 のを 萊 との 間に 重大なる 願が を 巧 山す のは、 決して ドイツ 的ま艇 にすぎないと 
巧す る ことは 出 巧ぬ •巧す るに ナチ K 巧が 巧 立 前の ドイツは、 巧 治、 經 済、 巧 お 等の 方が に 
がて お 亂サる 階が 闻爭の 影 巧を 巧け たが、 これらの 諾對 立の 中に おに 巧 族の おなが 巧 刻に 巧 
を まれ、 巧 後の 極度の お 巧 的 巧 迫が その 封 立を を も 尖銳插 端に 顯现甘 しめたので わる。 

ナナスに よつ て 放な 甘ら れ たを 十 巧の ユダヤ人は、 主として 智識 隙 級、 中 產階殺 及び 巧 か 
者で、 これが 巧陈は ドイツの 人口 巧が、 失 莱巧少 に 巧 巧の 巧 御を が じたと おはれる。 これに 
よつ て ドイツ 的內の ユダヤ人 中を 若 及び 巧 おおの 窮乏に よる ホ 化お亂 巧の 凶內 すを をげ まし、 
ドイツの 民族的が 一の 强 化に 役立つ たことは 明かで ある •これは、 殆どが 望ので さへ わつ た 
危機を 切りが けて、 巧 H の旌 巧を なすた めに ナナス •ドイツに とつて はお お 的に 必 巧で わる 
. 第二 面 ナナス •ドイツの 巧ユダ ヤ巧扭 11 ニニ 

-■ 
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第 七 章 ♦二み*! 葬* ホと アイ— 力 •ユ V 卞人 一ニ ニニ 
とされた ものである •ホに ユダヤ人 巧 巧は 資本 主を 化に み產モ 萬を、 其に ユダ卞 的 & ものと 
しで 排 おすべし とい ふこと にょつ て、 晒 おに ドイツ人 寅 本を 及び ドイツ人 共廉 主義 著、 特に 
をを まを 巧 及び 自由ち お 考をお 蒙 又は 巧 里す ると ころに 巧みを 巧 巧 的 意義が ある やぅに がは 
れる •ユダヤ人に をて はめて ドイツ 民を 資本 ぷ やお 會モ義 、自由 主を をを 自巧 せしめる こと 
は、 その 瓶 底 せる 民族主義を 巧く 上に なお 的で あつた こ ともをを W 來 ない。 ここに また ナナ 
ズム のがを 理性 或は 民族的 エゴイズムと いふ ものが 見られる ので あるが、 これは 一 だ ふまで も 
をく お あの 巧 おにょ つて 揖棄 されざる を 得を いところ々 ある* 

ナチ スの對 外を 巧に も、 A ダ卞 人が 巧は 巧く ホで 現« 的に 巧 用され てゐ る。 對ソ政 巧に ユ 
ダ卞 •ボル シュヴィ ズムの 極げ がれち つけられ、 獨巧 合併に も その 特 おの 民族 理論が 巧^ さ 
れ 、ォ ー ス トリ I 內 部から もこれ に 巧 おしてな 巧な が ユダヤな 動が 巧 はれを。 チ. ーコ 間^、 

- スペイン ホを の 場合 も 同樣で わり、 その他ち、 米、 巧を との 晒の 外 巧 巧 巧に ついても， つね - 
に 「ユダヤ 的」 なる 巧 巧が 用な されて わる •なにも 巧みな 政 巧 的 意を がを 在す るので あつて‘ 
巧へ ぱ イギリス をめ 時す る 巧を に’ これを 「ユダヤ 的 イギリス」 となむ つ 反 晒に かて. 巧みに 


イギリス 岗內 にがけ る規獨 分子と 掩ず する 餘 巧を 巧さん とする もので かるが’ これ も ホ お ザ 
なお 的で ある* 

岛 上は ナチ スの ユダヤ人 排斥の 現 巧の おがに ついて 検 助した ものであるが、 これに 脚 蹄す 

る 現が ユダヤ人 問題の 化を 史的を 義 、、ナチ ス •ユダヤ人 おの 批判 等に ついては、 拙著 『協构 

あ觀 "への 志向』 にがて 詳述した から 參 照を 乞 ふ。 ， 

ホに ナチ K の ユダヤ人 排學递 動の 巧 おを 樹窜 にク 。ニ ブク 風に お述 して 巧ょぅ。 

ヒ ，トラ I の 『マ イン •ヵム プフ』 に 巧され た ユダヤ人 排斥の 原則は 餘り にお おであるか 

ら 巧には 述べない。 一九二 0 年 一 一巧 11 十四 口、 ナチ ス 巧の 結 巧と 同が にお げられ た 斑 網が は、 

- 

ドイツ 民 巧の 統一と ヴ •'ル サイ ユ 、サン ゼルマン 兩 の 巧 巧を 官 言し、 新 植民地の 巧 得を 
巧 巧した。 をれ はまた ユダヤ人の ドイツ 巧 民た ご 巧 巧を 否 おし， 外阐 人の ドイツ 巧 化を が 化 
し、 一九 一四 年 八月 一 なな 後に 入树 しを 非 ドイツ人の 巧 外 退去 S 巧 巧して わる。 をの 化が 閒 
發巧 についても、 ドイツ人な 外 ひものは ドイツ 字を 使用す る ことを 装 じを つ 許 W 制を とる こ 
とを ま 張して ゐる •しかし 一九 三 一一 一年 二月 頃までは 巧瞭 上の ユダヤ人-排斥は をれ ほど 煤ぎ で 

itr 面 ナナス •ドイツの がユ fi I ゴニ ーニ 


巧 セ々 巧 二み 化 好 おおと アィリ ヵ ニダ ヤ乂 3 二の 
はを かつをので あるが、 ナチ ス政摧 の 巧な と 同 辟に おの f は 直ちに 巧 巧に とりかかられ • 
ここに 化界た A ホを ちの ユダヤ人 排 をが 遂行され るに 至つ を。 . - 
，先づ 一を 11111 华阿巧 セ 日の宫 巧 身々 保頭资 巧に 挪 する 法律」 にょつ て ユダヤ人のを 公職 
を 制を し、 緻て e 大を をの 他 ドイツ 巧 巧を 挺の がを を 目のと する 自由 職萊に ユダヤ人を 入れ 
る ことを 巧 おした。 のみならず 、ユダヤ 姑 人を 妻に 持つ キリスト 巧 徒の か 怖、 敎授 、新の な 
な 記 若 等は をの 裘を 能婚 しなけ れぱ をの 聰を巧 ぜられ る ことにな つた。 これにょ つて 凿夕の 
き あな ユダヤ人 巧 著、 义巧 寡、 美 巧ぶ、 巧樂藻 等が その 地 化を 央 つた。 

巧が 瓦 巧 十日， ベルリン 巧 立 オペラ 脚 巧 巧 場に めて み 致の ゴ股ユ ダ ヤ巧籍 がが かれた • 

一九 一二 置 年 九 巧 十 瓦 日、- ーュ J ルン ベルグ 法の 制を は、 —— ドイツ 民 巧の 化の 純 おを 保持 
し、 ユダヤ人に 封し 招 端なる A 活 上の 搁 限を かぺ 、これを 聞かへ 追放す るのに 拍 巧を かけた。 

一九 一二 六 年と 月 九日、 大拽 巧は， 新 おを が阴 をから 俩 用した 給婚 巧を は ドイツ 市民が 巧 か 
らのぷ具晦入のたわに使がすぺきことををじた" これはユダヤ前品のボイコ ブト*:>|:^巧する， 
同 R . ユダヤ人 义化 をな ハンス •ハン . K ル こす ミ 己 an すごは、 ドイツに がける 映 お かおの 


巧 おを にじ •ちは や ユダ. 一‘ 人は' がな したくた ツ たと 受明 しでた る •とり トー ーー u’ ， ト イツを な 
は ユダヤ人の 径帮阮 人に 對 する 免許が のが 巧附 をが 巧した。 化 月 二 + 四 口、 ユグヤ 人 及び 力 
トリ ブクか 徒の 昭 おお 介 巧は 十二月 一一 一十一 UU 後 その 活動を が 化すべく 命ぜられた。 これは 
巧 日の 到义 とおに 巧が もれた。 十 巧 巧 巧’ 化 方 ドイツの ポ ラメ ニア 链 局は、 ドィツ人が ユダ 
ヤ人 にを 物を 巧る ことを 巧 止しち 同じく 化 方の グ 。ゲィ， ツの ナチ ス指遵 おも ホ ユダヤ人 
にが 物を 巧へ ては ならぬ との おみを 强 し、 恃に爲 民は 彼等が ユダヤ人と 巧 引して ねる ことを 
强巧 された 巧 合には、 をの 拙を 追放され るか 又はを い詢 金に 度せられ る ことを 言 ひ 渡しを。 
十月 四： 2、 巧 聞 文化 おは ベルリンの tf ダ卞 美術商に 對 し、 一 化 ミム ハが 中に そのが ち 商 W をを 
部 巧 巧して その 商 巧を が 消すべき ことを を じた。 同 十八 日 『アン グ リブ フ』 紙 (口 q を 
riff ) は、' ユダヤ人 巧 おの デ パ I トメ ント •ストアを 黨 のが 制の ために 巧逐 せょ と赢 した 
が、 これは巧々搜，；^に移された。 十】巧には、 ヮイマ1ルにがて巧ぶを計なな敲がが偶され、 
ユダヤ人 廚 をの 「經濟 おが」 をけ ふこと にょつ^ 巧が 法 現 内で ユダヤ人を 萊を 排除す る 計を 
を 立てた。 これは ヒ ，トラ I の ドイツ 自が自 化 粒 濟四ヶ 年 計 あの 協に 沿つ てを むされを もの 

巧 二 面 ナナス •ドイツの 巧ユダ ヤ涅巧 己 二 五 
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一三 1 1 力 


で わる。 十二 巧には、 ナチ ス當局 指導の 下に、 前 クリスマス •反 セム 主 お ボイコット 逆 動が 
乂 々のに 巧 はれた。 ゾ 

その他 同年 中に、 公の 集合 巧に がける へ ブライ 語の 化財强 止、 ユダヤ人 共 作 映を 0 か 巧 映 
をと しての 取扱、 一な 學巧 にがけ るへ ブライ 語 巧 目の お 止 •ユダヤ人に おする 學 化を 巧のを 
止 等々、 かを に 遠がない。 これらの 巧 蝶は 何等の 廣 おなしに 行 はれた のでは ない。 逮捕. 監 
お、 巧 獄‘巧 お、 が 刑、 替 '自殺、 巧 方す 明、 逃 じ 等々 の 諸が 件は そのが お 化 巧の 巧 口を 
强く打 つたので ある。 しかしな では、 アメリカに がける ユダヤ人 閒蹈 について が昭な 限りに 
がて ナチ ス排 ユダ卞 運動を 概說 したので あるから、 これな 上 記述す る ことを を 巧へ る。 ナナ 
ス排 ユダヤ 運動に ついて 特に 一節を 割いた のは、 をれ がョ ー U ， パ暇爭 延いては 第ニ ホが 巧 
戰爭の 世を を 的 意義’ 從 つて これに 對 する アメリカ 巧 巧 化に アメリカ •ユダヤ人 巧 動の 窓 お 
かを にあ 大 なる 規準と なる もの だからで ある。 そのな 味では、 また 同舟に、 フ T ッ シスト. 
イ タリ t の ユダヤ人 巧 巧に ついても M が慨觀 しなければ ならないで あらぅ。 しかし’ ィク リ 
10 巧 ユダ V が 酌は ナチ スに 比すれば 問留に をらぬ ほど 小が. 巧で ある。 これにつ，、 •て^’ の 



第 s 節/ ナ 手ス排 ユダヤ 運動に 数ナる 
アメリカの 抗爭 


ドイツに がて ナナスが な 裙を巧 得した その 同じ年の をに、 アメリカで ル I ブヴ .1 ル トを灌 
が 成立した ことは、 前を が 世 巧で 畏も徹 おしを 排 d ダヤ齒 であるに 對 して、 後を が 巧 界摄大 
の ユダヤ 团 でを ると いふ おにが て、 是に 運命的な ものを なじさせる •現在に 於け る ドイツと 
アメリカの 巧爭の 可能 巧は かが 巧は、 この I おから 考 なする ザけ でも 充み にを かする ことが 
出來 たので ある。 

一を 二 一二 年 一一 一巧 二十 一一 百 ナナスが A ダ ヤ人排 ItSi 巧を 巧ました 巧ち イギリスの ユダ卞 系 
お巧 『デ，— 1. エキスプレス』 ( 口を》 Mxpress) は'「を化界のイス ラ ェ ル の民がドイツ に 
をして 姪 巧 巧爭」 を宜 言した ことを 巧 じた •これは 閒も なく 諸 a のま 大事 寅と なつて 現 はれ， 

篇玄 B ♦チ ス排 ュダヤ *«に» する 7 X リカの が 巧 己一 一七 




巧 七を 巧 一一み 世界* 爭と アメリカ •ユダヤ人 111 二八 
その 發展 は々 み m I 。 7 パ 巧 爭の巧 因と なつた •當焊 アメリカ のみ 巧 間 も 1 齊に ナナスの ユ 
ダヤ人 排斥を 巧を 論 雄し、 民 巧に がても 挂 々の 反洪 巧威进 制が おつた。 反 濁 運動の 化 おお 等 
は 託を 證の決 葱を 合 衆 齒巧巧 省に 提出した が、 これに 對 して 巧な 長を コ I デル •ハル (Cor- 
dell Hii ゴ) は. な獨 アメリカ 大使の 報 巧に 基いて、 ドイツの ユダヤ人 巧 胆は一 咕お烈 であつ 
たが その 巧平强 におしつつ あると 告げ T 余は かくまで 全 アメリカを 巧が せしめた ドイツの が 
越が 速 かに 沈 おせん ことを 希望し、 々おともが 悠 の推联 にみ 犬の 魄 むを がふ ものである」 と 

述べち ‘ 

しかし、 ナチ スに對 する 全 化 巧 ユダヤ人の 巧 巧が あに 大規 巧な おを とつて 現 はれを のは、 

一 化 ミ 八 年 ミ 片の獨 巧み 併に ょる 才 I スト リ I を府の 激烈なる ユダヤ人 排巧 —— をれ はドイ 
ツ なび 才 J スト リ I の ナチ スが指 巧し， これと 同時に ドイツ 巧 巧の ユダヤ人 排巧も 巧び 猛烈 
な 巧で 沒 助した —— 13^ のこと である •それは' ナナスの 排 ユダヤ 運動の おあから 云 つても 拉 
巧 的な が 件で あると 巧に、 巧ータ 大巧 U 來の 巧の の おな 巧 廢を念 速に な 眼して 新たなる 攻巧 
巧 巧 己 弦 偏した ドイツ 〇ヴ サイ ユ於搁 巧 巧 雄む 〇 捉大の 巧 巧の-つ ともをつ たもので あ 


る •こ o 事件に ょつ てを ョ I 0 ， パは 度摄 した •英 、佛の お 導 下に あつた ョ I n , パな 巧は’ 
彼等の 秩 をが. を 的に 度を される だら ぅとい ふこと を廣觀 したので ある。- 今や 日本と イ タリ！、 
スペインを 除く 諸函 は、 ドイツを 目して 巧界秩 巧の 最大の 破壊者と して これに 執 巧 せんとす 
るに 至つ た。 そして 化界 ユダヤ人の 反 ナチ ス職 線は この 機運に おじて 俄が 巧 勢が となつ たの 
である。 

由來才 I ス トリ I は 世界に がける ユダヤ人の 樂 巧と も稱 甘ら れてゐ た ほどで、 特に ハプス 
ブル グ ま 国 にがては 軍ず、 外交、 巧 治、 か 育、 經巧界 に夕數 のち 力な ユダヤ人が 最窝化 をん 
め •科を、 特術 、美術、 ホを、 音樂 等の 方が でも 優 化を 保つて ゐ た。 第一み 世界— おの ォ 
I ス トリ I にめ ける ユダヤ 入口は、 的 二十 萬 (これは ユダ卞 人の 計 おにょ る もので ユダヤ か 
から 他 京へ ホ宗 しを ものは 含まれで ゐ ない) で、 その 阿分の】 は 巧が ゥィ I ン にを 化して ゐ 
た •な 上の やぅを わけで、 才 I ス トリー の ユダヤ人 はおして 壬 巧 派を 支持す る 政治め 見地を 
ちし、 ドルフュス 曾 相 や シュシュニック 首 巧の ち 持 も、 ユダヤ人の ハプス ブル グ ま 朝復 辟の 
を や、 その 反 ナチ ス 、獨巧 合併 だ對の 運動に 結びついて ゐ たので ある。 ドルフュスは 王朝 復が 

第 |ユ 巧 ナナス 巧 ユダヤ 呆迎 にが ナる アメリカ のれ 巧 一ニ ニ 九 


♦七 章# ニ ホ 世界* 争と r ィリ々 •ユダヤ人 1111110 
を 目論で わを と 5 はれる •しかし ナナスの 周到なる 巧 備にな つた 巧 化を る 巧 巧 は、 これ 
ら ユダヤ人の 巧 動を すべて 水泡に 歸 してし まつた。 ユダヤ人 がを 後の 望みを かけて わた シ • 
シ •二， ク皆 相が その か 別の 巧說を ラジオで ホを して わる 怖に、 狼 おした ユダヤ人の 一な は 
早く もナ * コ、 ハン ガリー、 ポ I ランドの 巧 おに 遥 をを 企てた が、 迅速 周到を ナチ スの 組織 
的 活動は 彼等の 巧 力を お 底 的に 化 壊した •オ ー スト yl •ナナスち 部が とつた 第一の 巧 動は 
貪に 巧 お 巧 償の 巧で あつた •二十 お 萬の ユダヤ人は 完 をに 袋の 中の 致と なつて しまつを •か 
くてオーストリ1 • ユダ卞人におする彈がは撤底的であつた。 僅か巧日のぅちにゥ *1 ンの 
かを が 行 ま、 ま 業 お 巧 百 置十餘 あがを おされた。 才 I スト リ I にがけ る ユダヤ人の 巧 がは 消 
失じた。 ユダヤ人巧有オフィスの沒收、 ユダヤ人からのあらゅる職業のがを、 ュュ1ルンべ 
ルグ 巧の 才 IK トリ I への 巧 大巧 用 等に ょり、 逃^を 失つ た ユダヤ人の 巧には 白 殺 者が 巧 出 
した •その 中には ま 名を 人 巧 も々 くない • 111 月の 巧る 日には ゥィ I ンで置 十四の ユダヤ人の 
お 式が 巧 はれた •同月には 平 巧 一日 六 巧 至 八の ななを (死者) が あつたと いふ。 絕遵 のな ユ 
ダ 卞人霉 はがを なしで お才 IK トリ I ち、 ホ轿 巧抗 をむ かこん でれ 叫を とぅた。 ヘル：、 ン. 


ヴ<ルへルム ^-一^リング ( IICrlna = wlll 】013 Gorrss 將軍は 一 ご 月 二十 ムハ日 Q ラジオ 坡 
をな おによ つて、 すべての ユダヤ人は 才 IK トリ I を 退去す べしと 述 .ベた •国境は 閉ざされ 
てむ る。 ユダヤ人 はた ガ 裸での み 困 かに をれ る ことが 曲來 ると いふの々 あつた •ユダヤ 新 間 
ユダ卞 諸 曲 苗は 巧 葉され た •ウィ t ンの主 巧を シナ ゴ I グは铅 巧され、 才 I スト リ I •シオ 
と ストが 盟 ，ユダヤ 民 巧が 菌、 パレスタイン 巧な 所 等々 は、 ナチ スタ 巧隊 貝の 巧 巧に よつて 
まち 巧査を 受けて が產 をが 收 された 上で 闭货サ しめられた •みが 市の 巧舖 には 「アリ アン 人 
の ピラが なられ、 ユダヤ人 巧ち をは 巧と 商品を 失つ た •お 林 ホを 巧び おおを の 公的 两跑 はす 
ベての ユダヤ人を 追 あした。 巧を はお 持から、 巧 巧 事は 法廷から 罷 巧され、 ま 名な ユダヤ人 
學 ザは すべて 停晚巧 分に 附 せられた •才 I スト U — 攻府は 巧 民族め 法 維を 巧 おした。 

獨 巧な 併に よつ て 中典ョ 10 7 パに めける ユダ卞 人の 傳 が 的 大巧 おは 西 巧し、 その 餘 巧は 
さらにを ョ ー。 ， パに 波设 して、 をけ 巧の 反ユ グ卞戰 線に 强 巧な' 话 力を 巧へ た •化 界み抽 の 
ユダヤ人は、 これが 掛巧 をび ユダヤ 雜 巧民软 巧の ために 一巧に 巧 動を 閉始 したが、 第一み 世 
ホ找巧 曲 巧 ユダヤ人の 巧な 的 巧な にわつ た アメリカの ユダヤ人は、 恰も アメリカが ョ I 
二 面 ホ ナス 抹ユ ダヤ巧 巧に 巧ナる アメリカ C 化 巧 111111】 



ホモを# 二み 世 巧 if ホと アィリ カ •ユダヤ人 ィ ーー ニニ ニ 

。，パから！ 的に 切り 賄され てね るの みならず 巧 大な巧 城を 拚 して 避 館民收 容の餘 地も大 
であつ を こと も かは つて、 を も 棄驳な 役割を つとめる ことにな つたので ある。 アメリカ • d 
ダヤ 人は 彼等 巧自 の泛烈 なる 反 ナチ ス 運動 ホに 避難民 救 巧 巧 動を お 閒 する に、 ル I ズヴ 
* ル ト大が 紐を 動かして 卽 座に アメリカの 闽家的 巧 勧を 開始せ しめた。 卽 ち、® おを 併が 巧 
はれた その 同じ ミ 月の 二十 ミ扫 、アメリカ 合 萊闭闽 巧 省は ヨ ー。 ， パ 諸。 のを 治 的 避難民の 
移化の便をを招るためにドィツ、 夕ぺィン及びソヴょ1卜. ロシヤを除く藥の二十九ケ闊 
—— その 中には ィ タリ I も 含まれて わた —— に對 して 國 巧を 貫 巧閒 催に 厕 する メ ブ セ I ジを 
巧した。 をの 巧容 は大裝 次の 化き もので、 をれ には ル J ズヴ * ルトの 承認に ょる パ ふ 巧 巧 お 
官の器 名が あつた。 

「わが§はを洽の避雜民問駐のお碟なるを巧じ、 7パホにお半巧のがを府におして、 
オ ー ス トリ I をび ドィツょりの 攻治的 避が 民の お 巧の 巧 宜を圆 る 目的を U てす る 特別,^ な 
巧留に 協力 卞る盘 向の おおを 巧す ものである」 

「阳巧 諸 f が 巧の 化き 化 お あを 巧ぶ すれば、 緊迫 甘る 巧 化に 化 巧な 巧を い調锭 はみ 巧 W 内 


の お 的 諸閒 のによ つて 化齒 さるる も 0 と 思惟す ろ 巧ぶ がが は、 をに よつ て 如何なる 闯 
と雖 ちを の 現が 法規が 許容す る 堂の が 段を 承訟 する ことを 期が 义は發 巧され る もので を 
いこと を 了解され たい」 

「巧 界が當 おせる 本閒 題の 巧 獲ち こ'‘ の 寮なる 人類の S が 同 避 さるべき ものと すれば 
驚の 指導 下に 速 かに 奠す るが 裳と Q ために 本霉を 急いだ ホ 第で ぁを 

新 題を に對 する ル， ズヴ* 'ルト の 回答に よれば この かては 與に トィ ッォ ，.ス トリ 
の疆^,さみなを、 さらに。ッヤ、 ィタリ1等ををむを化巧^?彼お迫ル歡お族の繁を目 
的と する を だとい ふ。」 か」 醫 S 、 お？ て 護 §蔡£ つ ミとは 云 ぶまで 
もない ことで ぁつて、 ル 1 ズヴ * ルト 自身 も 一望 一華ち 中句、— 谤 を— への ステ 
1いメント (ョー。 ブパ避錯民問涅に厮する) にがて、「避維民中の大部かはユダヤ人でぁる」 

と 述べて わる。 . 

アメリヵ 2 ダ X 援を秘 的 阳吗キ " 7 卜赛 用霉は マ； 易楚联 にを 而め 

な貸罚 をな し、 移— 業の 巧—— 巧を々 寧る ことにな つた。 •アメ "力 •ユダヤ 霞を、 

ホ ーニ 面 ナナス# ユダヤ 巧 巧に おナ るア； 力の 化爭 号 一ニ ニ 


巧 セ ♦第ニ ホせ 巧 lif 爭 とアメ 9 々•ユダヤ人 ill 一二の 
ブ ナイ •プリ ス 、アメリカ •ユダヤ人# 巧、 アメリカ おを 拓 給を 貝會 、アメリカ •ヘプ ライ 
同盟、 d ダ卞 人民 蚕ち 會 、ユダヤ 巧 爭を 兵を、 アメリカ 巧 街 11 盟 、アメリカ. キリスト かを 

耽 客ち 客 葵 掌 (ユダヤ 受 .ヤ n ブの おの S は 直ちに か授 巧 業に 羣 しを。 四 巧 I 
日發 巧の 『アメリカン •へ プリ- ゥ な』 (SThe Ame'rican Hebrew: Apr 芦 一み 1938」 は、 す 
ベての 在米 ユダヤ人 におして. 本問菌 への 巧む を g つて じの わ 巧 雲に おする® 的、 物な 
的沒 助を 巧 曲し ドイツ、 才 I ス トリ I の ユダヤ人を その 岗± の 地獄から 进 忙しめ て、 彼等 
避 推 民を アメリカの ユダヤ人 用® へ 吸 栽 巧す る ことは、 卽ち やがて 巧る 坦 さに おする ユダ 
卞民 巧の 巧 巧と をる の 巧、 とま 張した。 

上記 アメリカ 攻 がの 提唱に をる 田 瞭攻府 を 貝を (Inter-Goverie ま alcommittee) は、 
巧 年 セ 巧 六日から 十 置 日に 至る 十日 巧， フブ ンスの エヴィ アン (田 t) にがて 巧 惟 せられら. 
を 話の 巧を はバ ー) を化諾 田の 玫府 は、 それぞれ 自 苗の 現 巧を 規 度び 施行 細則の 巧を と、 を 
の巧阐 巧に がて 入团 せしめ 得る 移民に 巧す る 細目と をを 員を に 通ち する こと バニ) 入閣を 許 
巧せられ た 移民は、 差を り寶巧 巧 0 ホ 巧な けに 贿牌ぞ る こと バご I) を 巧を がは 巧蜡お 民に 封 


する 巧 用を 貝 おする お 持な きこと， (四】 移民 お巧當 巧は 祀規 おがが に 代る 邁赏 なる 文琪 をが 
める こと、 (五】 H ヴィアン- 會 想に 參 化せる 各 固み 府の 指名 巧 表に ょつ て、 n ン ドンに 巧 隙を 
おを 負を を 巧 おする こと、 等を 申合せた もので あつを， 

ちの n ン ドンを 讀 は、 八月 一一 一日 一一 一十 ニケ 固の 代 まが 集まり、 イギリス 営 席 代を ゥ< ンタ I 
トン 抑 (Lord Wi 日 ter す n) が绩 長と をつて、 イギリス 外務省で 閒 催せられ ちを 活の結 巧 ル 
I ブヴ •'ル K 大統領 巧 名の アメリヵ 化を ジ • I ジ •ラブリ I (George Rublee) が對獨 巧が 
ホに避難民巧組織のための常^11^!^貝をホ巧局長に遇ぱれ、 巧じくア メリヵ化表。 バ 1卜 • ぺ 
ル (Robert P 么こ がその 巧 佐 巧と なつた •同事な なの 巧 用は を 绩參化 各 图が分 巧し、 をの' 话 
動力は 西 際 聯盟の々 お 民族 保を に 願す る 活動ょりも あかに 大 であり、 且つ ザな 的に も おめ て 
苗 巧で ある •アメリカの 提吗 になる この 国瞭玫 府を扫 をは、 团瞭 聯盟に 化 入 せざる アメリカ 
玫府 の、 ユダヤ 避難 ほ 問 おに 對 する 巧 お 的イュ シア ティ— ヴ を保證 する ものと して 特に 化 目 
すべき ものが ある •それは 背面に 於て、 この 問 鹽に對 する アメリカ •ユダヤ人の おお 的 指 等 
力を 物語る ものである。 を ほ、 常豈を 貫を 孝 巧 局と 私 お 軟濟团 おとの 接觸 は、 团際税 盟のド 


纪吉節 ナナス 押 ユダヤ 運 苗 じ 巧 する アイリ カの が 争 


三 ニニ 五 



巧 セ々 巧 二み 世 巧 巧ず と アイリ カ •ユダヤ人 - =1=1 ホ 

イツ 避難 巧 1 をを 通じてな ふこと に 決を し、 同を 貫を 長官に 對 して 移民 入閣 おにが 設湖扭 
に阅 する 事務： 5 協讓 をへ Q 出席を 展望した。 

111H のを 厳に めて、 アメリカの 首 巧 代表 ミ n ン •テイ ラ I (Myron 0. Taylor ) は、 アメ 
リカ 玫 がの 意見と して 今後 お 六 年の 脚に ドイツから 置 六十 巧の 避難 ほを 救 山す る こと、 アメ 
リカむ おはこれ に 願して 入 閑せ しむべき 砖民 比率のを 削 當を獨 、巧 巧 雄 段のを めに 扼供 する 
意向で ある こと、 团 膀あ府 委員を は ドイツめ がに 對し辩 巧 巧が 巧 本を 括 出す ことを 許可す る 
やぅに 要請す る こと、 等を 述べた が、 摄 後の 項； m はを を 一巧で を 謡の 窟鼠 としてな 搏 された。 

ここで、 ナナス •ドイツの ユダヤ人 排斥に 關聯 して アメリカ 阴內の だ セム モ验 につ レて々 
一 ^^5|^:見しょぅ。 . . 

一九ニ セ 年に ヘン リ I .フ *1 ドが、 ユダ卞 人の 抗就 にょつ て‘ 自己の まを する 『ディア 
ボ I ン •イン デ ペン デント』 訖の反 セム ま 義的巧 容に厕 する が 巧を 表明した ことは 巧に 述べ 
たが ■そ 0 を. 一九二 化 毕の恐 おにょ るフ I ヴ T I # おの 财按巧 巧 どた ケ がに わたる 朽 巧の 


すがの 間に、 ナチ スの反 ユダヤ 主窮を アメリカに 持ち込まぅ とする 巧 力は す 巧に 巧 けられた 
特に ル ー ズヴ ''ル ト のを 治、 巧な にがけ る ユダヤ人 並に ユダヤ 的 彩 巧 力の 强大 なる 點 は、 反 
セム モ義 をに とつて は 大きを 口 巧と なつた。 化 ふるに ドバツ にめ ける ユダヤ人 排斥運動の 進 
展と合萊图にがけるヒ ッ>ラーの宜傳はア メリカの反セムモ義運動に大きな剌故をおへを。 

一 化 一二 巧华 には 合を 齒 には 百餘の 大小 だ ユダヤ 巧 超が あり、 をな 總數 四百 巧と 號 せられて 
ゐ たが、 中にはを く お么無 背の 存在 も あつた。 西が 地方には 白 シャツな 十を 巧 (white Shirts 
旨 d Cntsad 马 My 巧を 部陈 (Black 巧 egio 口)、 キリスト あ 紫醋祉 s すを ian V 唐 la ミ)、 新ドィ 
ツのな (The 巧こ 呂 ds 泛 zew Germany )、 アメリカ 阐巧 巧雜黨 (American zational Labor 
巧 arty) 等々 がな 在し を。 黑色级 膝は 一九 一云 ハ 年に がかに 教 力を 巧 大したが、 碧 灯、 お 人が 仲 等 
のために 巧 化 甘 しめられた。 しかし、 それは 閒も なく シカゴで アメリカを W 牌 (をゴ 9 一賽 
patriot) として 巧を された。 オ ハョ ー ではを 同 アメリカ 同胞 (united Bro さ erhood of A - 
3erica) が 活動して ゐる •同じく オ ハョ ー 州の クリ I ゲラン ドには 樹盟 協む とい ふフ T ブシ 
•巧おがある。 ニ ュ I ョ 1クには大學おのお斑として「ア メリカの哨お」(0受『なミ Amerka) 

#111® ナナス 林 ユダヤ* 曲に おする T メリ" 力の 化 争 111111 セ 


巧 セ 巧が 二 夫せ 巧 栽 争と アメリカ •ユ グヤ人 II 一吉 八 
が ある。 をれ は ナナスの お 巧を み 分に‘ 受けた もので 「巧々 は クリスト をの アリ アンで ある」 
等の ス。 I ガンを 宜 おして ゐ る。 しかし 正が のな フ 7 ブ シスト 巧と しては‘ ニュ ョ I クの 
r われ 等は アメリカ人 」 (we aroAmgi § s ) を をげ なければ なる をい。 これは ニュ — a — ク 
市政 巧の 名 ± ハ ー ビイの 卸 立に かかる もので. ル I ズヴ t ルトを 目して 「危險 なるおを 巧」 と 
して 巧 巧して ゐる •ドイツ 巧 アメリカ人の フ ァブ シズ ム曲廚 としては、 アメリカ •ドイツ、 
同盟 ( Germ ぎ American BU 3 d 】 が ホ P 、 約 二 巧のを をを 持つ て わる。 イ タリ J 巧 アメリカ人 
も ホイ タリ-- の ユダヤ人 巧 斥 進が と 巧に、 アメリカ 凶 巧の 反 セム 巧な で活 おを 巧 おして ゐる _ 
ヘン リ I •フ *1 ドのを 巧は なほが 巧して ゐる〇 「保 シャツ ミ q shirts ) や黑色 部橡等 
はおて 『デ < アボ I ン •イン デ ペン デント』 をに 據 つて 虹ん に ユダヤを 巧を やつた もので あ 
る。一九111八年末、巧述のかくョ》0 7パの巧ユダヤ巧動がな潮に達したとき*ュ，ュ131 
ク では 巧 民 防 巧か盟 ( oitize 口 Protective League ) を 中 也と する ファ， シ •囲が アメリカに 
あける 反ユ グヤ团 をの 巧】 巧 煤を 巧し、 ドイツ 巧 アメリカ人 その他に 對し ビラ、 巧說 等に ょ 
つてな 巧な アデ テー シ-ン をけ つた" 巧を t ホフ ♦ I ドのを 巧を まけた 0 みならず、 巧 余 0 


巧 助 も 受けた ので あつて， 一九 ゴニ ハ 年の 巧還學 にめ ては フ * I ドを ホ 抚巧候 袖と， しでが 商な 
S を やつた •當 時の ユダヤ人が 斥には、 大巧 巧谨 おに 脚す るか おの 意 おもを まれで ねた こと 
は 巧 目すべき おで わる •ほし、 フ *1 ド 自身は ナチ スの ユグ 卞人排 祭を め 巧した が 明を やつ 
て わる。 

これら 巧 外の ユダヤ人 排斥な 動に 勒 して、 アメリカ •ユダヤ人 はな 巧を 抗爭を あ 巧した。 
ナナスと ナナス •レ デ ー メ におす る 反 掛の宜 巧、 ユダヤ人に 對 する 差別 待 あは 的 接 間接に 化 
のみ 巧 氏族 おに 對 する 差別 符 遇と 同一の もので わり、 また ナチ ス •ドイツと その 育 傅は 巧 化 
W 唐 や 自由 主を 閣 度への 再 巧で あるとの 論陣、 ナチ ス店 ユダヤ人 迫 寒は 同 呼に 彼等の 化 巧で 
巧 を 伴つ て わるとの ま 張、 —— これにょ つて ユダヤ人は 、ユダヤ人 排斥 閒涅を 出 巧る ガ 
‘け巧 通 的を 問 煙と して、 全世界 並に アメリカ 巧 巧の 非 ユダ卞 人に 呼びかけて 反 ナチ スの お識 
を お 組し •ユダヤ人 のみ をらず 非 ユダヤ人の 勤 濁 ボイ n ， 卜やデ モンス トレ I シ •ン 等を 化 
綻したのである。 實おまをア メリカの反セムま義的諸巧歴は、 同時に。 1 マ ン ^ カトリ ック 
か 巧 やュグ 。等に おしても 反を 運動を 巧つ たことは 巧述の 通りで ある。 

タニ' ■ナナス 抹ユ ダヤ这 曲に 巧ナる アイリ カの 巧み 一二三 一九 


巧 セ 窜巧二 夫 化 巧 度 争と アメリカ •ユダヤ人 . 己 四 0 
獨巧 合が にょる ナナスの ユダヤ人 排 巧の おが 巧き おつた 時、 在米 ユダヤ人は ル I ズヴ ••ル 
卜を府 を 動かす と 同時に、 あらゆる ユダヤ 機兩を 動員して、 反 ナチ ス 並に 掘 雜民敗 巧の 遇 動 
を 展開した •同年 七月 中 巧には、 ピ ブ ツバ I グに 於て、 アメリカ •ユダヤ人を 誦が 中む とな 
.つて アメリカ •ユダヤを 員を、 プ ナイ. ブリス、 ユダヤ 巧觀を 貝を 等の 代表者 衙 潇を峭 他し、 
反 ユダ卞 運動 對巧 について 重大な 協窥を 巧つ た。 同じ 月に アメリカ •シオニスト 脚は デ トロ 
イト 巿 に— 大會を 開き 對 巧を 協 謡し ホが’ をの 際 ル I ズヴ* ルト 大統領 並に ハル 固 巧ち なに 對 
し、 H ヴィアンを 誘閲 催に ついて おが 決 誘を 巧 ひ、 且つ その 表彰 文を ユダヤ 闻巧资 金の ゴ ー 
ル デン •ブ プク (Golden Book) に 記ん する ことにな つた。 「フ ァブ シズ ム反反 セム 主務な お 

ユダヤ人 民 llWI 會 (Jewish Peop でピ nomlnittee Against fascism and Anti-Semitism) 
はお 記ビ 7 ツバ I グを讀 に 於け る 決窥を 承認し、 あらゆる ユダヤ 岡 防は この 巧 動に な 流す ベ 
をで あるとの ステ 1 トメ - v 卜を资 ました。 ユダヤ 協を を窥 (〇〇 己 ncil 0 * Jew が 一一 『 ederatio 己) 
も ホ、 巧 外にが ける ユダヤ人 巧 迫に 對 して アメリカ •ユダヤ人の 喊襯を 統一すべき ことを 巧 
唱 した。 その 化み 巧 0 ユダ 卞闻 巧は 夫々 大巧を 催し、 また か 互の 聪 おを 脚り •その 剛 おを 曲 


第 四 節獨； 伊排 みダヤ 運動の 進展と アメリヵ 

一九 一一 一八 年の 化 巧に 入る と チ* コ 問題が を 面に 押し出されて 來た •同 H 十 H ニュ I ルンべ 
ルグ で閒崔 された 勞な蜗 お (を beits - Fr 旨 t ) 大 をに めける ヒ 7 トラ ー 線が 代狸ゲ I リング 空 
巧の 巧說 は、 チ* コ玫府 のズデ ー テン •ドイツ人に 對 する 巧 あと チょコ にめ ける ユダヤ 巧產 
主義の晚梁とを巧おし、 新たなる反ユダ卞攻巧の閒おを巧唆した。 巧際、 ドイツ、 ォースト 
91 を おはれた 巧を まを おは、 ソ联邦 及び フラ シス 等へ も选 をし をが、 をの 大部み は チ* コ 
に をれ、 •トイを 產 巧の 本が もプラ ふに 移され、 チ* コ は 霧た るョ ，。，パ 赤化の 巧 巧 
源 拙と をつ てゐ たので ある。 チ ょコ問 超が 起る や、 チ* コ 並に フランスの 共產主 S は胚ん 
にお 獨巧蓄 主張した が、 そ § 後忆 ユダ 卞 • 7，— •メ ，ツ ン〇昭 蛇が あつた C とは 明か 
である。. 

巧 四 お » ■巧拼 ユダヤ 法 巧の 巧 おと アメリヵ = 一四】 
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第ー ホ 化み 大货货 の闻お 調を にょると 、チ* n 闽 巧には ドイツ人 及び ナ n 巧 お ユダヤ人 
が搜 めて 夕か居 化 てゐた •一义 年な 來 、ズデ I テン •ドイツ人は ナチ K 巧府の ユグ卞 
人 排斥に 巧 じて、 チ* n を ユダヤ人の 最 トー 两ま (St ち e par excellence) ザと 稱 して これを 巧 
g する に 至つ た •これは チ* n 巧が が ユダヤ人に おしで 法律 的 発 別を 投 けず、 チ •コこ K 日 
•ハ 7 ク 地方のを 業が 多く ユダヤ人の 巧な であり、 巧 山、 巧 お 工場 潭も夕 く ユダヤ人の おがと 
なつて 居つ をのみ でを く、 又 ドイツからの 疆巧 ユダヤ人が 巧々 と 移住して その 動力を 巧た-し 
つつ あつたから である。 わ ナス. ドイツ人は ユダヤ人の デモ クラシ ー と ボル シ *ヴ ィズムと 
を 同 一規し、 ズデ I テン. ド イブ 人 も その 民 巧稳琼 から をれ を ユダ卞 人の 「巧れ 楽」 (to 弓。 す 
force) だと 看做した •をには チ* .n 巧を 學び チ* コに忠 るを ドイツ人は ユダヤ人で わると さ 
へ 云 はれる に 至つ を。 

一を 一ー セち ナ こを おが ドイツ人を 官吏と して 採用 せんとした 時、 ユダヤ人の 方が 外图 
おがぅ まいとの 理由で ドイツ 巧 ユダヤ人を 夕巧 採用し ょぅとして ドイツ人との 巧に 机 面が あ 
大 化した。 かくの 巧き 和 巧の 封せ は W がから が 化して & た。 I 化 凹 〇 半に チ. < n 0 阳 か， 巧 公 


が 巧 はれる a をで あつたが、 さう をれば チ H コ在 化の 反 ナチ ス •ユダ 寸人 等な 自分 等の ドイ 
ツ齒籍 を 巧 消す でれ らうが、 をの 結 巧 例へ ば ブルノ I 巿の 如きが 市の ドイツ かが 民族の がは 
1 1 十 パ I セントな 下と なり、 をのが 治的權 和に 著しい すがを 巧す であらう と 見られて むた。 

ズプ I テン •ドイツ人は 反 セム •ボイコットを 遂行した •ドイツ人 同盟 (Bend der Deu - 
tchen ) は チ* n 人な び ユダヤ人から 商 風を 巧は ずに ドイツ人から 巧へ とま 張し ちその ため 
エガ- 、ライヒ こ ベルグ 及び ル. ム ブル グ の ユダヤ人を 脯 が閒馈 されち ユダても ホ これ 
に對抗 して ドイツ 商品の ボイ コプトを お 磯した。 

か < て チ* n. 國 巧の ズデ J テン •ドイツ人は をに ドイツに 呼應 してを 地に 琼 をを 苗し、、 
民巧禁 にょる 大 ドイツ 復 おの 袋 求を おげ た。 巧 等は ユダヤ人に 對し 、「パレスタインへ 歸れ」 
とい ふ據 詰を 搞げて ユダヤな 店を 货巧 しを。 チ* n 巧府は をれ を沒巧 する ために 軍 豚を おか 
した 义巧 十八 cf ' チ* コ巧剤 ドイツ 公使は、 ズデ ー テン •ドイツ人に おする チ* コ ながの 
度 迫に 巧し、 ド イブ 巧 巧の 凳を 巧を をナ ； 當局へ 巧 建した。 その 巧容は ホの 如き もので あ 
つたと な へられて ゐ る。 「ドイツを 府はチ 1 n 闽 巧に めて 速 前され たズデ I テン •ドイツ人と 

W 四面 « •か 巧 ユグヤ 速 曲の せ R と アイリ カ I 二 巧 I 二 
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# 七 ♦第二み 世 ホ 巧 争と アイ， 力 •■ダ ヤ人 ミ 巧 四 
同 巧に 巧す るを ドイツ 固 的に めける チ* n 人 乃至 チ*' コ巧巧 A ダヤ 人を 逮 おし、 またが 巧 令 
にょり ドイツ人が 锭お處 分に 附 された 時は、 ドイツに 於ても これと 同 巧の チ* コ人 をが 殺す 
るで あらぅ」 

わくて、 チ - n と ドイツ 閒の团 巧は を大 をる 危なに 近づいた •局 年 ホ、 チ*' ンバ I レン 英 
苗 曾 巧の ヒ ブト ラ ー 訪問 も 甲を をく、 巧に 巧 一九 一二 化 年 一二 巧 十 巧 日に がける ドイツ 巧の チ* 
n 進 巧と なつを ので ある* 

ヨ I 曰， パの 支配を たる イギリス 巧 困に とつて は、 これは 掛巧 平和 巧が のを 後 的 一線を 巧 
した もので あつた。 アメリヵは チ* コ巧 題に ついては 直ち 的な 巧牽两 係を ちしを かつた ので、， 
これにつ いて 特別を 巧 度は 一巧 さを かつた が、 ユダヤ人 お 斥の 煤 化に ついては 巧い 耐 也を 巧し、 

- 青論 措 雨は アメリヵ 巧 巧の 巧 巧 協力に ついて 旺ん になき かてた •但し、 ユダヤ人は チ* コ巧 
苗に！！ する 英 無の 法 ホ、 巧廣 をな て 小 巧に おする 完全なる ぜ 信巧爲 とを したが、 この 非 巧は 
巧.； おして イギリスの パ レンス タイン 巧 策に 度び、 パ レンス タインの 棄巧巧 治を イギリス のず 
から 了 メリ カ に 巧す •/ き 巧 力を パ I ズヴょ 义卜に ホ 巧す るかき 口 巧を もらす 夕 さへ 巧 ゴ^た 


チ t n 閒 凹が 巧 o に 急 おを おげ てね た 一九 UIA 年の 十一 巧た；：！ はね も ドイツ. ィ タリー 化 
共按定 締結 活 一周年 記を 日に 當 つたが、 兩 S の 投合は 愈々 お洛 化し、 が 來ユグ 个人閒 おにつ 
いては 比較的 揉 かな 態度を 持して む セイ タリー 巧府 も、 をに ドイツと 巧に 巧瞄 的を ユダヤ人 
排斥のを に 出る やぅに なつを， 

ム ブツリ ー ニは、 かつて 一九二】 年に 代 巧 おの 巧說 にがいて 反 セム ま 義を排 巧し、 ファ 7 

シスト 常 局 も その後 引き 巧いて イ タリー にめ ける 反 セム モ をのが 立を 杳 {化した。 一 化 S 八 年 

一 一巧 十 巧 日、 イ タリ I 外務省 拽巧巧 『イン フ ♦ル マ ナオ I ネ •デ f フ 日 マテ f 力』 (Inforl 

- 

matione Diplomatica ) は、 ユダヤ人 問 趙に厮 する イタ リ ，を 局の ステ 1 トメ ント として ホ 
のかき な 味の】 文を 巧げ た T イタ リー かがは 皆て ユダヤ人に おして 何等を 治 的、 經巧 的、 化 
は 迸德的 手段の 採用を ち 巧し なかつ をし、 をた 現な でもち W して ゐ ない。 化し これは の 論の 
ことで わ _ るが、 ファ， シスト •レ デ I メ にが 意を 抱く 分子に おする 巧 合は 別で ある」 

しかるに セ 巧に 入る と、 イ タリ I 諸 大巧の かお、 fi 師 から 巧る' 匿名 フ •'，シスト 巧 巧を グ 
ル I プ は、 イタ リ ー ち 衆が 化 省 ( Min 妄 90 み colt 与 W popolaro ) 、 ま唱の 下に おおした 民な 

» 四 0 » •巧が ユダヤ！* 曲の 进 おと アメリヵ 吉巧五 
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巧 垣の レポ I 卜を资 表した。 それは 十 巧 目から 化る 一種の r 人镜實 言」 (巧 ass^Manif 法 ごで 
あるが、 アリ マン •ノル ディ， クとイ タリ I 民族の 巧を 性を 强 調し、 イ タリ I 人と ユダヤ人 
との 差異を 明かに した もので わる。 フ 7, シスト 巧を 記長ア チル レ •スタ ラ I セ (A を ミ 0 
Stara 再) は、 ちの 「宣言」 を 基 巧に して、 イ タリ I 民族を 非 アリ アン 民族から 防 術す るた め 
に 巧 液な 民族な 故を 展開す ると 巧 表した。 かくて イ タリ I 攻府も ユダ卞 人 排斥のを に 出で、 

大 を、 官度 等から ユダヤ人を お放しを が、 をに 化 巧 一日、 イ タリ I 巧務 省に がて 閒 他せられ 
た阻證 にがて •ム 7 ソリ I 二 首 巧は 巧務大 ちの 資格に ょつ て 巧 急軌令 案を 巧 出しを。 それは、 
1 九 一九 年 一巧 一日な 後イ タリ I に 入 巧した すべての ユダヤ人に 對 し、 六 ヶ月な 內にイ タリ 
•■固 外 退去を かじた もので わる • - 
化 巧の ユダヤ人 特に お •佛 、米、 ソ聯の d ダ卞 人は、 イ タリ I のこの 新しい 排 ユダヤ 運動 
に掛 して 非 雑め 巧の 矢を 集 か •した。 を 萊团玫 府はイ タリ I 胜巧 アメリカ 大使 ウィリアム •フ 
ィリ， プス (W 岂 iam F •互 ござ S ) をして イ タリ ー 巧 府に對 し ホの かき 通を をな さしめ を •卽 ち、 
アメリカ 合 萊图攻 がは イダ リー がな 巧 アメリカ 市民 わる ユダヤ人に 對 して 茜 別 巧 通を 巧は な 


いで あらう ことを 信ずる、 アメリカに がける イ タリ I 人は その ホを が谨 をが 諮され、 厨莱、 
を お、 居 化の 自由を 享 おして ゐ る、 巧 伊 アメリカ •ユダヤ人 も ホ 同 樣の滿 和を 保窗 されな け 
れぱ をら をい、 とい ふので あつた • 

これに 對 しで イタ リ J の 主要 諸 新 脚は 民族主義の 正を 性を 主張し、 巧つ て 逆に お、 佛 、米 
等の 自由 ま 義的民 巧 モ義の エゴイズムを 反擊 しを •卽 ち、 フ r ブ シストの スポ I クス マンた 
る ヴィル ギニア •ガイ I ダ (<irRinia Gayda) は、 八月 十一 二日の 『ジ •ルナ I レ •ディタ U 
ア』 紙上 (903 と" をを みだ 穿-ザ 19 ぉ.〕 にめ て、 「民 巧の 防 おにつ いては、 ひとり® 裁ま義 
にがての みなら 卞 、デモ クラシ I 託闽に 於ても をのず 段が 報ぜられて ねる」 ことを 巧 明し ょ 
うとして ゐ る。 彼は、 を 易に 岡 化し 得る をのみ の フランス 人 巧 許可のを 律を 辯羡 する ルネ" 
マル シ * ル 巧 ± (Dr. 巧 eno Marti と) の 託 著を 引用して ゐる 。おはまた、 アン グ。 サクソン 
人に おして 帝阐 のな 大を巧 止を 保ちし ょうとす る イギリスの、 巧 力に ついて 記し、 度 後に、- 
化 二 四 年 五ち 二十 六 H0 な 衆 肉 移民法を、 「好戰 の、- 裝 力めな 民 巧 モ蓉モ 張」 であると 述べて 
ミ。- .. . 
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己 西 八 


『トリ ビュ I ナ』 紙 (ゴ 豎邑) は’ 反 セム 主義と 民族主義 とを 混 厨して はならぬ として ホ 0 
やうに 述べて ゐ る。 . 

「だ セム W 4 IS は 反動的， 巧みの 巧 巧で あつて. それを 適用す るには 闭 まの 自由にを る 通常の 
行を 手段で 充分で ある」。 反 セム ま おは —— と 『トリ ビュ I ナ』 はつけ 化へ る —— 例へ ぱ スキ 
スの 如く ユダヤ人が 公の オフ f スを 持つ ことを 巧 ぜられ で わる やうな 夕 くの 「巧 調 デモ クラ 
シ I お邑 にがて 採 苗され て 方る，。 

「北アメリカを 衆阁 のを 千の 州 にがては ニグ 0 はお 展を 阻止され て 》 る 。原始的な 巧跃 的を 
本能に 左右され るが 巧な 化 刑法は、 展俟 巧を おする 共和 巧の 巧 虫に がて 最初の あお 晒の 巧 民 
地 度 住 巧を ま 里し をので ある， 

「アメリカみ 巧 因は 固までは あるが、 巧密を 意味での 田家では をい。 だから アメリカ人には 
を 巧閒留 について 巧々 や ドィツ人に 對 して か 即を與 へる 揉が はない ので ある」。 なほ 曰く、 を 
しすべ ての ユダヤ人を 送り込む やうを ユダヤ 闻 まが あると すれば、 お 巧の 正しい 出自 がが ホ 
され V 、 ねる 特別 お 一打 巧 おた すべて 0 ユダ^人に 巧へ る ことが W ホる であらう、 と。 


因に 當 時'- タリ I のな ユダヤ 法々 の 道 用に ょつ てみ がを 巧け た ユダヤ. アメリカ 巧 民は む 
i 言么に過穿^一^かつた吝ゎるが、 7 メ去巧府〇窟圆はか論^^忆こ〇一 音名^* |1ダヤ人保 
おのみを 目的と したので をい ことは 一 だ ふまで もない ことで ぁ づ一化 一 一充 年 一一 一巧には アメ 
。力 四十 ちの ユダヤ人を 組？ る ユダヤ人 民を 貝み は、 な 米 イタ"— 犬 使 フル ヴ "才 •スヴ 
こ チ (FIO_suvich) 並に ハル 团務 長な 忆對 して、 イタ， ふ ユダヤ人 巧 巧に ついて が窝 
をな つた。 V 

イタ リふ 排 d ダヤ迹 勒は獨 •伊 掛英 •佛 •ツ聪 sif i と 明 施なら しめ、 ョ— 
n ブ バお爭 のみ をらず をた？ ホ 世界 霎の 可能 管 化 進せ しめた 點 にがて 巧 目す ベを を 
でぁる。 、 

獨 •伊 防共 協定 一周年 記會 たを 一是 日の 朝： T ランド 系の】 ユダヤ人 靑年 グリ • 
ンシュ パンが、 パリ I にがけ る駐佛 ドイツ 大使館に 侵入して 大使 お附害 記官フ * ン •ラ I 卜を 
射 巧した •化 人は 直ちに ま 巧され たが、 化 巧の 理由は ドイツに がける ユダヤ人 迫害、 特に ボ ー 
ミ ド 言 ダヤ人 迫害に ながして これに S# ん とする つたと いはれ てね ろフ こ， 

巧の* » •が 巧 ユダヤ* 巧の お 巧と アイリ カ 吉四化 



、 
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ラ 1 卜は 十日に 至つ てを に 死 じしを が、 C の 巧 件の ために さらで た 頃 ホ かたつつ あつた 
ナチ スのユ ダ 卞人压 迫は 巧が 高潮に 達し’ 八 H から 十日に かけての ナチ スの對 ユダヤ人 躁け 
は ヒ ，トラー 玫總戍 立な 來ホガ 見られざる ほどを 烈な もので あつた。 ナナス 巧巧瞭 •ヒブ 
ユーゲント、 をの他のほ萊谢おや寡徒がは、 ぺルリ’ンはじめ各地のユダ卞人商巧、 

王 場が ぶ 囊破 おし、 多 かの シナ ゴ 1 グを娩 打した •'新聞は 1 巧に 反 ユダヤ 霎を おげ、 フ 
ここ フ I 卜の かおは ユダヤ人の 計 ま 的 反 巧 陰謀で あり、 ョ— 日ブパ 巧で あると 論じた， 
ゥィ 1 ン でも、 十日 早朗 ょり 反 セム •デ モンス トレ， シ •ンが 巧は た 約 二十の シナ ゴふ 
がおかた 夕 巧の ユダヤ 商店が 巧 巧され ちまち ナチ スを 愚は ユダヤ人 のま 宅 捜 あを 巧 ひ "i 
夕软のな器、 共を巧實巧黄が、 無おかほ等を巧巧してこれを押收し、 ユダヤ人の巧閒 
巧 巧を お止しを。 この 排 ユダヤ 通 動の 巧 ばつち りは ヵトリ， クか會 おにを 巧に も 及んだ， 

民 聚の反 ユダヤ人 装 行が 餘り にか 烈を 短め たので、 十 B 巧に； 全つ て ゲッベルスを 藉はド 
ィ .ツ羅 K 奮し、 十 チ K 玫府は 追つ て？ 卞人 £ して 軍た る曼 。を 巧 おする 賽 ある 
力ら民衆のデ モ ン ス ト レ I シ • ン及びお力巧使は自まするやぅにとぶもした。 その巧々00 


十二：：！、 ゲ ，ベルスの 巧を 迪 り、 ゲ I リングを 巧 司を の 下に、 ゲ ，ベルス 巧 巧 巧、 フリ ，ク 

巧揖 Wilhelm す ick )、 ク n ジ ，ク巧 柏 (schw 马夏 V ■きす OS 昏)、 フ； s ク経巧 相 (wauer 
Fu 穿)、 ギュ トナ I 法相 ( Dr . Giir さ er) 等が 集まつ てを をを 迸を 阳 いを 結み、 左の 如き 內 
をの 一二 法令を 採 揮ん、 直ちに ダ I リング 空 巧のを で これを 诗 巧した。 

一、 巧 巧 ドイツ 大使 悔附ラ ー ト 書記 巧が ユダヤ 巧ポ I ランド 人に ょつ て 暗殺され た 巧 件に 
勒 しては、 ドイツ 囲 居 巧の ユダヤ人 もを のまな をみ 巧すべき であるとの 兒 解に をき、 ド 
イツ 图巧 ユダヤ人を 歴 におして 十 借 ライ ヒス マルクの おを を 課す。 ‘ 

’ 一、 最巧 ドイツを 巧に 勃 巧し を 反 ユダヤの 琼 '巧は ラ ー トを おを 暗殺に 對 する 正常なる がか 
の 表現で あるとの 見が にを を、 巧を を 装れ る ユダヤ人 かを、 商 巧 等は 早急に ユダヤ人 自 
身の 手に ょりを 巧す ベ まものと す。 

一、 一九 三 九 年 I 巧な 巧、 ユダヤ人が ル巧陆 巧、 逆な お货 策、® 莱 代理 巧々 びホエ おの お 
をに 從ホ する ことを 巧ず。 - 

( K ) 本# 件の 路 祝に ついては 日本 铅巧 a をな 拍 「wa 併が 巧ち J (巧 4- 1 巧 I . 昭巧 十一 一一 年〕 をを 
か 旧 節 » ■か拼 ユダヤ* 曲の 巧 K と アイリ ヵ |二 五】 
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こ 0 お 曾ち の ユダヤ人 排巧 は、 イギ _9ス 、アメリカの；！ 経を 寐 度に 刺が し、 をの 巧獨 共同 
巧 線の 結成に お 車を かけた •カトリ， クか 徒が 想 巧 的な ドイツ ホ 巧に 乘り m したを めに’ ユ 
ダヤ 入の だ 巧 運動は 一時 大現模 な ものと なつた。 

アメリカの 各 新聞は 敍按 をる 論調を なて お 濁な 巧を 阳 おした。 十ニ ロの 二。 1 ョ—ク .夕 
イ ムスは、 々ホ ドイツの ユダヤ人 お 害は がが 残忍に して 非人 逍巧 まる ものであるが、 これは 
巧に 自が巧 生 的な 民 ホを かではなくて、 ドイツ 巧が が 使 巧、 巧 巧せ る もの 巧、 とい ふやぅ を 
を 巧 諸 新聞の 論が を 一お揭 巧して ゐ る。 f ユュ I ョ ー ク •トリ ビ。 I ンや タイ ムスの 献說 は、 

I ナナスは ラー ト巧 件を 口 宙に計 盛 的な お ユダヤ人 謀 巧を なして めが のが 源を 得ん としたの だ 
とおし、 また バルナ モア. サン 紙の 社說 は、 ドイツの ユダ卞 人が 斥は 巧が 徒 ほ 柔の野 也を も 
をんでゐると論じを。 

十 j 日 巧、 ュュ .-ョ I クの Y . M.C シ A の ドイツ 巧# ラジオ 巧 巧には、 ニュ ー ョ I ク州 
む おが ブ凡フ レブ ド •スミス (>lfrecl W 3 ith ) W 下 ホ おの 十； が參 化し‘ 十一 二 U には フ三 アラ 


巧 


ル •。ウン シル •オヴ . チ卞 I チょ ズ (す aeral noun 色 1 of ohurchcs) は' お大 がが フ •-ヴ 
T 1、 シンクレア •ルイス、 マ ユング 僧正、 ウ '■リア A •グリ I ン ( W 芭 等の お 
ISSS 明を 巧を、 巧 十四日の 同 カウン シル モ 催の ドイツみ 巧全闻 ラジオ 放を には、 メ ソデ スト 
のヒ * 1 ズ がて、 フ *1 タム 大を 總畏 、フ ー ヴ 71 前 大が領 、ウィリアム •キング ( wi 吉 am 
田曼 、、ラ- ン ドン お 共が 蘇 大統領 候補、 イブ クス 內巧 長を 等が 放送な 說を 巧つ ち 

また 苗陈述 動と しては 十一月 一; セ H かを 一 育晋忆 わたつ て ユダヤ人の ドろ 商曼 
イコ 7 卜の强 化が 巧が なされ、 アメリカ 平和が 民 まま 義が盟 (^9 一 法を 0 すで go の 
and Democracy) その他の 反 ナチ ス菌 粗は ル ー ズヴ * ルト 大統領に 掛 して ユダヤ 巧 錐 おの 
アメリカん 固を を 巧なら しめる ために お 民法な び 移民 入が 手續 のな 正を 裳 請した •をの 他を 
請 脚 おの 反 巧 お 薄’ 反迎大 を 等々 が 巧々 と 巧 はれた。 

これらの 巧 没 巧 論 ホに 通 動に 呼應 して、 を萊巧 玫府は 十四日に、 その 駐獨 大使 ヒュ I •ウ 
イルソン (ぎを 夕 Wilson) に對 して、 帮巧 及び 協讀 のた め 直ちに 歸围 せょ との 訓令を 巧し、. 
ドイツに おする 暗 默の抗 巧を 表明した (な】。 更に その 密十 音に 至つ て、 ル， ズヴ * ルトみ 

策 四® 獨 •伊 か ユダヤ 運 的の 进 及と アメリカ 吉五 _二 


# 七 巧 巧 一一み サホ巧 争 tr イリ カ. ユダヤ人 •' |二 五 四 、 

巧 巧は ワシントンの ホワイト •ハウスに 於け る 新聞記者 囲との を 見に めて、 ドイツの ユダヤ 

人が 巧を 痛烈に 非 巧し ちその 裳 旨は ホ 叫 化を ものである • - 

V . 
—— 過去 お 日間の ドイツょりの 巧 道は アメリカを 强く卿 巧した •ユダヤ人 邸 おのかく の 如 

きが 道は、 必ず アメリカみ 化 にがてな 巧なる 反對巧 動を 惹起す るで あらぅ。 予は 二十 巧 化の 

今日 かかる 事懲が 起る とは あど 倍 じ おない ところで ある。 予 はおに 哪 ずる ド イブ 团 わの 新が 

巧を おおす るな 味に がて、 酉矜 長を をして 巧 巧 大使に 巧 巧を かぜし め、 が 細な 巧 冉をお 巧す 

る ことと なつた。. _ • . 

對外問題に爾するかくの如く激しい巧言は、 ル ー ズヴ * ル ト大統領としてはまガ曾で見な 

いところ の ものであるが、 注意す べきは 同じ 記ち 闭 への 談 なにが て 同時に 對獨力 か、 巧 防 方 

が、 巧 備巧充 について 述べ、 をの 中で 巧 年 十一 一巧 ペル I の リマに がて 閉 催された 況 ホを 請に 

巧す るを 聚 固の 方針を 巧 獲した ことで ある。 卽 ち、 む 衆 因の 巧 防 計 巧は アメリカ 大陸に 對す 

る 化 大陸からの 可能 的な 巧を 巧がん とする ものであるが、 アメリカ 大随の 巧 巧は 合ホ团 のみ 

の 閒阻 でもを ホ 尚 0 みの 巧 巧で もを く、 化は カナダ わら おは ケ I プ •ホ— ンに 堂-る ニ ト-の 


ラテン •アメリカ 諸 巧 か 巧を を わを 化を アメリカの 速 巧 巧に 哪 する ものである、 とい ふので 
あつた •この 巧 唆の やぅに、 十二月 九日の リマを 謀に めて、 アメリカを 衆围 は、 巧 •伊の 南 
化 アメリカ ホを におす るを アメリカ 共同 防 痛 案を 提出した。 しかし、 それは ま 犬なる お市を 
化 へられた 結を、 アメリカ 各 共和 团の速 巧 おの 巧 おぶ とい ふ お 巧の 「リマ 宜 ま」 の 作成 巧ぶ 
とを つたに す 穿な かつた が、 これを なて をても な！；^ の對獨 •巧 巧 巧が、 すでに 明白に 武力 
に 化な せんとしつつ あつた ことを ホる ので ある •をれ は 宵に アメリカを 賄への 前哨 巧 巧で あ 
ク たので ある，- 

(な】 十】 月下 お、、 ル I ズヴょ ル トは小 白 西ち 主 ゆばれ る 巧の 巧 巧 —— ゥォ）ム.スプリソグにな 
る — に 巧て ゥイル ッン 大巧と なな ナ るに 巧し、 イタり 一 な 巧 大巧 ゥィリアム. フ' ■リ， Kk 
を も その 巧に かへ た〇ル I ズヴ * ル トはョ ー ロ， パ々 お 民 巧 脚 巧の お ホの 解み について、 イタ 
リ ー. 1ー ダヤ 人に ついても ナナス •ド イヴ 及び その ま拓ナ るが 巧の ユダヤ人 间 ホに 巧 巧す る C 
とに みした •巧は a 1 ロブ パを 城の ユダヤ 巧餐 巧な 濟の巧 巧を デモ クラシ ー と 田 巧との 問* と 

WR しょ 54 したので もる 〇 (Mew YorK Hera 立 T ユ bune- M7 さ ZOV. 1938.) 
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ドイツの ユダヤ人 巧 おに 巧して、 カナダの ユダヤ人は 商ち に ドイツ 商品の ポ イコ ブトを 巧 
つた •カナ ゾの ユダヤ人は 合 衆 困の やぅに 强大を お 力は 持たない が、 巧 後に イギリス 本闲の 
ユダヤ人が 巧へ て ゐる〇 で、 カナダと 合萊围 との 提 巧に ついても を大 なが 剧を 巧つ てね る。 
ラテン •アメリカ 諸 固との 说巧 につ レても、 それら 諸 巧の ユダヤ人が 關 がしで ゐ たことは 云 
ふまで もない。 合 ホ 团め府 は、 巧 巧 ユダヤ 系 アメリカ人の 巧 迫に 勤して、 ドイツ かかに 抗谋 
を 持した。 すでに 獨巧 合併に ょる ユダヤ人 排斥運動 及び ドイツ 巧府の ユダヤ人 i 巧錄 々に 
雨して、 アメリカ 巧府は ユダヤ 巧 アメリカ人が 兼の ために 巧 一二 お 憩を 提出した が、 これに 對 
して ドイツ 攻府は 年 ホに まる も 何 巧间 答を 巧へ ず、 更に ラ J 卜巧 かを 契 巧と して ユダヤ人が 
迪を强 化した •合 衆！！ 政府は、 この S ユダヤ 巧 アメリカ人の 迫を とこの 問 超に 對 する ドイ 
ツ巧府 のす 誠 おとを 口な として、 勤獨 .が 化 アメリカ 共同 の お 巧に ついて 南アメリカ 諸 
固を 引き入れる 工作を 巧つ たので わる。 

ち 合 衆 图の抗 巧に 對 しては、 一九 S 化 年】 巧に 至つ て、 ドイツは 前年 十二 巧 S 十： n 附 公々 
巧を W て、 おむ 上 認められ たる アメリカ 巧 执〇棟 利を 讶 あする けり の： 一: 落を 巧'.、 ’ f げ W 的时 


のを 氣を緩 巧 させた かの おが あつたが、 五 ふまで もを くこれ はを く 一時的な ものにす ぎな々 


ちィて V アメリカ 兩 酉は 5 ヤ落錐 おの 拔濟 についても 巧按 力し、 ル 1 イヴ* ルト 
玫 がは® 巧 アメリカ 大使 ケネプ をして ィギリスの チ* ンバ ー レン 肯 巧 ( Z 3 ミ 0 n 旨ゴす 
erlain )、 ハリフ ，，クス か 巧 (L 弓 d Ha 吉 fax )、 マグ ドナルド 自治領 巧 等と 齒を せしめた。 
その 結 巧 アメリカは 、ドミニカ 巧巧团 並に フ ィリ， ピン お岛 中の ミン ダ ナオな に、 ドイツ 系 
ユダヤ 避 巧 民を 义 まに 移 ほせし める 計莖を 立てた。 この 計 盖をあ 巧す るた めには、 化 づドミ 
ュカ 及び フィ リブ ピンに がける 人民の ユダヤ人に おする 問 おと 反 ナナス 寂 潑を唤 おす々 必巧 
が あるが、 それは かを 擅め て 巧 巧に 工作 さ乂た • 

フ < リブ ピンに 巧て は、 特に 前記の ル I ズヴ ''ル ト 大統領の 痛烈なる ナナス か 巧 談話の だ 
巧が 大 であつ た。 卽 ち、 その 致 明に 刺な された フィリプ ビン 人 特に 曾 都 マ _ ー ラを 中む とする 
宗 か‘ 思を、 め 治、 あを 巧 等の 有力を は、 结 々と ドィツの 「非 人道的 行爲」 に對 する 論が 巧 
P を 巧 おて るに 至つ た •フィリプ ビン 在住の 千 直 百 名の ユダ卞 入が これに おして 巧® 的な を 
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化を をした ことは 云 ふを でもを い • 

十】 月 十九 日には マニラに お絮 された. ス n ， ティ， シュ •ライト 寺院 ( SCO き h wite Hi, 
を e ) のがを 式に めて、 フリ I •メ I ツン のを 員が おなして ユダヤ 巧 巧の 偉大 さを 稱へ 、をを 
員 交々 立つ て 民を、 宗 巧を お 銭した なをと 兄弟を の理 巧に 邁進すべき ことを 强調 しで， ナチ 
K •ドイツの ユダヤ人が 斥に 對 する 巧 巧を 巧つ を。 同じ 日、 中央 學 をを 院の ホル スタ I をを 
貝を とする を 宗派な び お 巧 两お巧 巧を より 巧る 人 巧を § をを 具を は、 ァチ ネオ 大を 巧な を 
堂に がて フ， ブ シズ ムの ユダヤ人 迫害に 對 する 「公憤を」 と稱 する 民衆 犬を を 開 他し、 十數 
名の か 名の 辯 ± が】 千 人の お 衆を 前にして 夕 々ナチ K をな 巧し ユダヤ人 化に み 巧 民な 巧 巧を 
叫 衾 •演說 を Q 養 者は 公が と 7 *"， ピンを して お？ られ たる； て Q まほ 巧 ヵナ 

1 ン をら しめよ とま 張した， この 大 をには フィリプ ピン 大巧® ポゴポ 、マニラ 乂を おな。 
ス •サントス、 •フ "リ ，ピン 共產巧 等の •メ ，セ— ジが 贈られて 朗 巧せられ ち 上寶綺 {ホを 
な容 をはみ ft 民 巧 迫害 反 お， ナチ ス反 おを 目のと して 九 巧 中 巧 頃より 組锐 にを 手 さ 1* 

ラ I トホ 件を 巧 巧と して 一を に 結は された ものであるが 、をのを をる AJ 化 的 目的は、 ナチ ス 



の ユダヤ人 ホに カトリ， ク がを、 プ 。テス タント 等に 巧す る 巧 巧に 抗巧 する にある。 

右の かき 巧 論の 巧 巧に 乘 じて、 を衆团 めかは フ < リ ，ピンに おしてが 一一 一巧の ユダ卞 人を が 
化せし める 計 まを なて 種々 をを 工作を 行つ をが、 をの 結果 お I 九 一一 一九 年 二 巧が 至つ て V ィリ 
，ピン 共和 困 ケソン 乂 統領は 困隐あ M 貝を 常邑 をな をに 對 して、 フ ィリ， ピンは-巧 人 Q 
ドイツ 巧 ユダヤ 巧 館 民を 入 固 甘し める 用を がわる.^ の聲 明を 巧して 巧 界の巧 H を おいた。， を 
れ は、 ミン ダ ナオ 岛の一 お區寒 これら 巧 巧 民を 化容 してを-耕 にが 宰 せしめ* この 地域の の 
を 炭な かには、 アメリカ 人並に フ < リ ，ピン 人の 含む を 種 事 ザに 進 山巧蒂 甘ざる ことを おけ 
として.お來<^がをお與するといふ內巧のものである。 これにおして、 ニ ュ1ョ|クのを員 
或で で 直ちに 調を を 貴を 派 遺して ちが 調を にを 手し ちし かし、 一一^を 糾を 巧まず、 商業’ 
を 曲に 長 じた ユダヤ人が’ しかも ホ 巧 原始の 荒凉 たる ミン グ ナオな に 永 巧して これを 閒 化す 
る ことは 巧め て 西 難で あるとの 說 がが はれて わた。 冈に 合萊团 は、 これにょ つて ユダ卞 巧 巧 
民を 故 巧す ると 共に 在フ ィリ， ピン ロ 本人 (巧に ミン ダ ナオに 大夕 なが ゐる 一の 巧 力に 巧す 
る對抗 巧を 樣圆 して ゐ をと もな へられて ゐ る。 - 

# 巧 面 w •巧抹 ユダヤ 運動の 遍 » と アイリ カ ~|1 记九 
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巧 七ち 第二み 世 ホ 度 争 iT ィ 9 力 •ユ ダ卞乂 云々 C 
■ミ-一力 共和 围を おも^ 膀巧お 奉 •具を におして ユダヤ 巧 煤 民 巧 化 地の 搞 巧を 申込んだ， 
己れ に對 して ユダヤ人 側では、 アメリカ •ユダヤ人が 合を 業 協 お (>吕3 一 S 口】 でえ をを す* 
>打ユ01き3100号'3ユ旨】のを業巧師ジ-七フふ.口，ゼンフュルド三|る>.巧0藻？ 
を d ) を 霞 長と する 調 あ 寶陆を 現地に 靈 して お 巧の 可能 警馨 せし &を 上、 ドミニで 
セツ レ メント 協を (Dominican settle — ま Assoc 堅 icn ) を 組 協して ド ミユカ 政府との 巧 
がな びお坛 指 穿の 巧 巧たら しめた。 一 化 四 0 年 一一 巧 十二 n ちの 正式 巧が が 巧 ホした が をれ 
にょると、 ドミニカ 共和 回は 差 當り二 六、 000 エ 1 力， の ± 地を ユダヤ人 避難民の ために 無 
巧で 提供し 至、 移住 民の 宗 な、 民 ホ、 司法、 紹巧 その他 S の人應 をが 憩 するとち ふので 
ある。 心し .T タヤ 人 移 巧 巧は おに 巧を された 植民地 巧で 生 巧し、 凡つ 砂 巧、 ココア、 コ叫ヒ 
，、夕 ご 等の 栽培に 於て 一お± 翁 人と 擊を しない ことを お 件と して ゐろ ドミニカへの 

移民は S は 約 十 巧と 5 られ了 ゎたが、 哀協愛 ょれば 約 二 寞千人 搭巧装 可能で 

わると ち はれて わる。 


躬 五節 ョ ー ロッ パ戰爭 の勃發 

- 

. - 

、 巧 I 巧 ョーロ ツバの 宿 巧と バレ スタイン 

一を 一充 年に 入る とョ ー。 ブ パを 巧は 巧が を 巧 巧を 兒サ るに 至つ た •第 1 ホ 化を 巧爭 なみ 
〇ョ ー 。 ， パの 中 巧は この】 年に 毎樂 して 巧發 した •.それは お 純に が ダ ヤ人閒 おとして 巧 化 
には 餘り にな 垢 巨大な の おを 持つ てね る •しかし あは 化では をら その 中に 化 巧ず る ユダヤ ノ 
.人 問 固に ついての み 記す。 

一 义三一 か 年 一ニ バ + 四 〇、 ドイツ 巧は あに ナ 1 n に 進 おした。 チ* n の 敗 じに ょつて ナチ ス. 
ドイツの ユダヤ人に 颇す るを 巧は ポへ ミア 攻ビモ ラヴィ ア にも 適用され、 を沉 父が ユダ卡 人 
であつた チ J n 人は すべて 非 アリ アン 人. として 巧 斥され るに ぎつ た。 巧 巧は チ - n にがけ る 
A ダ ヤ人巧 お 財 おの 調を をな ひ、 あらゆる 巧 巧の ユダヤ おおの 巧货 にはな ホの 巧 明を 巧 巧し 
巧ち ほ ョ 1 C ， パ ff 巧の 巧な 111 A 】 


策 七々 #ニ ホサ界 « 爭と アメリカ •ユダヤ人 一二々 一一 
を •ナ - n の ユダヤ人は ド イブ、 才 I スト リ I の ユダヤ人 と共にが々 ポ I ランドへ あ 化した* 
イギリス 営 巧 ネヴィル. チ- ンバ I レンの ベル ヒテ スガ I テン 訪間も 水泡に がした ので ある。 

(は) チ* ン パ ー レ y はな 系 ユダヤ人の 血 巧で お 《てな ュダヤ 的で あると ま はれ so 化の 父ジ a 七 

フ •チュン パ I レン (Joseph nhambsr 堅 n ) も 有ち な租 ユダヤ まを ホで もる •チェン パ ー レン 

《曲の 岛軍 大臣 ホ 1 T •ベリ シア、 ホみ 乂芭 ハリフ r ， クスは 共に ユダヤ人 である 0 

' ■ * ' 

ドイツは を 力を なて ホ* と前乂 おにょ る 失地を 恢復し、 チュ n にがいて、 今度は ポ— ラン 
ドに 對し ダンナ， ヒ 回廊の 返邊 を裝ポ する におつ ち大 ドイツ 巧 的の § を：！！ おし、 をに 遊 
んで 「ドイ ，ナュ ラント •ユ I バ I •アル レス」 の理 あに 巧 進 せんとす る ナナス. ドイツ 0 
要請は 無限で あつた。 ポ I ランドの 後に 來る ものは バルカン 記齒 である ことは 明白で あつた。 
バルカンは 前大戰 にがても ョ J n ， パの 火ち 库と をつ たもので あるが、 をれ はまた なち にお ■ 
來ョ I 口' ブ パの 摇と稱 甘ら れてゐ る 「巧 お J— ョ I 。 ， パ 的な 兄 地からの 「近柬 Izear を を) 
であつ て 西南 アジアの ことで ある —— を 巧へ てゐ る。 インドに 迪 ずる 四 巧 アジアは その 巧當 
むる 夫が の贷 巧と 聖地 H ルサ レムの がな とに ょつ てち くから ョ I U ッバ 諸 姐 聞の 妈还〇 中む 




とを り、 二十 巧が n か アイリ カ、 u 木 も ホ これに 瞄巧 すると ころと なつた ので ある •特に こ 
の 巧に を大 のが おを 擔 する イギリス、 フランスは 新進 巧 ドイツの 束 方 進出を 阻止 せんとして 
をに 第一 巧 コー 。 プパ 巧爭の 投大霞 ほを がつ たので ある。 戰後イ ギけス 、フランス. ア メリ 
- 力は ドイツ 本闽 並に 慎に 地を を 凹に 削 譲 せしめて ドイツを 骑ル网 家と し、 R つ 民 f かに あ 
を おりて バルカン 半を にめ 略 的を 濁 ホ 諸ル闷 家を ぶ 立 古しめ てこれ を 自己のを 担 下に 面を、 
なて ドイツと 西南 アジアとの 即に幾 東 もの 防 巧を 構ぶ した • 

ドイツが ポ 7 ランドを 屈販サ しめた 後は、 第ー ホ 化 おお 爭教持 お 呼と 时 がの 化 機が 阳び新 
しいを 想を なて 現前す る ことは 明かで あつた。 特に 一 化 一二 社 年に がける ドイツの 强巧 的な 對 
外 巧 商が 巧 巧に ょつ て バルカン 諸 巧の お 外 巧 易は ドィツを 第一 化と する に 至り •ドイツは ル 
1 マニアの 巧 巧、 恐 物、 ブルガリアの 巧 巧、 トルコの 羊毛、 梢な 等を 獲が してち 肆 のに バル 
カンに をの 數 力を 扶植す ると かに、 を々 その 巧が 力を を 巧す るに ボツ てが 態は を 速に おを 化 
したので わる。 

しかも 一: 南アジアは パレスタインを めぐる ホ 巧の 转挺 にょつ て、 ドイツ、' イ タリ I の束夕 

巧 五 湿 ヨ I ロブ パ « ザの 巧ち =1 わ吉 づ 


# 七 章 策 二み 化# 戰 をと アメリヵ .ユダヤ人 - 一一 一々 四 
巧-出に 對 してな 都合な なかを 具備しつつ あつた •バル フォア 昔 言を 中む とずる アラ ビヤ 人と 
~ ユダヤ 入との 對 立、 やがて また アラ ビヤ 人と イギリス 、ユダヤ人と イギリスとの 對 立は ホ 第 
に 敵 化し、 謀が 的な イギリス 帝齒 主義の 「分割して 統治す る」 とい ふ截 則は それち 身の 子 盾 
を異 おしを ので ある。 

前に も 述べた やぅに 一九 1110 年 イギリスの マグ ドナルド 巧 巧は、 パレスタインに 對 する ユ 
ダヤ 人の 歡 住を 制限す る ことによ つて アラ ビヤ 人との 巧 巧を 防がん としたが 、ユダヤ人 側の 
反 によつ て 一九 11111 年には 早く もこれ を 緩和し、 あか 限 二、 田 00 ドルを 巧ち する 商人 度び 
ホ 民の 自お入 巧と 巧々. 一を の巧伤 をの 人 巧を 載め るに おつた •かくて 一九 〇〇 ザに の セ 巧で 
あつた パ _ レス タインの ユダヤ人 口は、 ミ ー年には 一と 四、-! ハ ー 0 人となり、 一ー ニニち ドイツ 
の ユダヤ人 巧 斥に よる 避 巧 民 移 巧の ため その おは 巧 巧 的に お化して】 允一 一ー セ 年には 巧 十萬餘 
となつ たので ある •卽ち 一九 一二 一年の 移 化を ra 、 o 七 置 人が 一一三二 年には 九、 直 瓦 一一 一人 •一二の 年 
にはの 二、 111 K 化 人、 一三 瓦 年には 巧 一、 八 互 阿 人に 巧 大したの である。 このため 年には 巧 
び アラ ビヤ 人の 巧 動が 巧资 した。 しかも それは 化が と 巧つ て逊 純なる 對 ユダヤ人 巧 動で なく、 


同時に 拱 英逆扔 0 色彩を 巧び イギリスを 巧との が 突を 見る におつ たので ある そこには フ， 

ブ シズ ムのお 巧を 見 速す ことが がが をい •更に 一 化 一二 六 年には アラ ビヤ 人の ユダヤ人 並に イ 

ギリス 人に 對 する 巧を、 お 害、 ストライキ 等が 勃發 し、 イギリスは 蒋 察、 巧 除の 力に ょつて 

これを 錫 巧した •このため アラ ビヤ 人の 巧ち 巧 千ぶ、 ユダヤ人 死者 八十 二を を 出した。 ユダ 

• - 
ヤ人測も巧エルサレム、 テラヴィヴ等にがてストライそ、 裝おを起し、*イギリスを愚と街巧 

してね る。 ユダヤ人の 巧る をは バルフ， アち 言に 封す る イギリスの 欺 おにを がを つかして、 

パレスタインのを 任 化 治を アメリカの 手に 移すべし と 主張した。 、• 

イギリス 政府は 調が！！ 巧を 化 遺して 巧 巧の 原因と アラ ビヤ、 ~ ユダヤ 巧 民な 側の 巧 巧と を 

調を せしめた。 その 挺巧該 は、】 九 一ニ セ 年 セ 月、 パレスタインみ 巧が 治報冉 寄を 巧を 

して 間 酉の 巧た をる 解決 おを 巧 示した •それは パレスタインを アラ ビヤ、 ユダヤ いづれ か 一 

方の 因 ± とする ことのす ザ 能を る ことを ま 張し、 これを 一二み して (1 ) 化 方 海岸の 平原 及び ガ 

レリア 地力 (パレスタイン 全面 巧の 五み の 一) を ユダヤ® ザ团 とし、 (一一) キリスト か、 圓か 

の聖 巧を をむ 中 渾巧巧 (海岸に 通ず る) を イギリスのを 任が を 地と し’ ご 二) をの 他の 大地が 


g 五一 a |1|1»ブバ*争0巧» 
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、 第 セ 章 第二次 世 巧 巧爭と アイリ ヵ •ュ ダヤ乂 兰ホホ 
<.トラ ン ス m ルダンをもをめて) をアラビ卞人の巧立巧とずる、 といふものであつた， 

この おに 對 しては、 アラ ビヤ、 ユダヤ 双方が 巧 致した ••嘲ち、 同 ザ 八月 111 U から ナュ I リ 
，ヒ にがて 閒锻 ぶれた を 二十 回 シオニストを をは々 の 如き 決 諸を 巧つ た。 

一、 イギリスを がの パレスタイン 分が 統を窠 に反對 する。 バルフ* ア宣吾 並に 固 巧# 盟ま 

治を M を K ょ つて 囲 巧 的に 保 紙され た ユダヤ 民 巧の 巧を 侵 華に 反 おする。 

二、 パレスタイン U をな 統治を 最早す 可能と する イギリス 調を を 貫を のま 張を 反 おし、 を 
化が 治の 全 的 巧 巧を 裳 巧す る。 • 

一三、 シオン 聯强執 一® 貝を は イギリスめ がに おし、 ちに 明 おなが 治な 件. 八つを 夕 巧を 弼始 
する。 但し 同を 員を は決讀 をむ ふに 化 立つ て 召集を 巧始 する。 

シオニスト 大 をは イギリス 案を 全面的には 巧 否せ ナ •ホの やぅな 巧更 化かを 附 して 分 削が 
治 案に つを イギリスみ 府と路 迸す る 用意が ある ことを 巧した。 

一、 エルサレムの ユダヤ 區 にお t る 監督 權を ユダヤ人に 巧へ る こと •これな くして はユダ 
ヤ阴は シオンな き シオニズムの 閲 となる であらぅ。 


二、 南方 ま閒 がべ ー シ * バ にがて ユダヤ人の 虫 地が ちを 热 める こと • 

ゴー、 ユダヤ人の 居 化する テラ ヴィヴ 巿を ユダヤ人の 港 巧と する こと • 

四、 死海の 苛性 化 里 採 巧 及び 水力 あ氣の 和權を 確保す る こと。 

せの 如き ユダヤ人 側の 巧 協 的が 度に 反して、 エルサレム 回が 總巧長 モハメ ，ド •ア ミン. 
フタ セー ニを 巧 溝 者と する アラ ビヤ 人 側は イギリス 案に 對 してち 向から 反對 した。 その 理由 

は、 イギリスを にょれば ユダヤ人が 巧 巧な お 岸 地 巧を 巧る に 反し アラ ビヤ 人は 海 地を 巧 へら 

- < 

れる こと、 をた 聖地 ユルサ レムを イギリス がぶ K する のはす 當 である、 要するに 同を は パレ 
スタインを 部を アラ ビヤ 人 巧みと する アラ ビヤ 人の 理 巧に 反する、 と玄 ふので あつた。 

分割統治 おにつ いては イギリス 本 凹のに めても 反 おが あつた。 そこで 向 年と 月’ イギリス 
巧を はこれ を 巧 お 聯盟 常設を 巧が 治を なをに 附託した。 これに 墓いて 岡を 貝を は、 イギリス 
を 化統巧 おお 持 お、 を 巧 統治 お 正 案、 が 巧 制 用 お •みが 統治 案 巧を が进 した 結果、 化片 
に まつて ホの かきが お 案を 巧を しを。 如ち をれ は、 パレスタインを アラ ビヤ 人と ユダヤ人と 
の お 州に み 巧す る ことを 巧 則と して ホ おする が、 W しが 州が 完全なる 獨か齒 たるに を かなる 
巧五窗 ョ 1» ヴパ « 巧の 巧な I 二 六 七 


第 七々# ニ ホ 世界 « をと ァイリ ヵ •ュ V ヤ人 一 吉 々八 
巧 治 的 巧みを なした ことの 活 左を おすに 至る までは 過渡め に 試 巧 巧 巧を 設ける、 とい ふので 
ぁ ミ。、 . 

し 力し この 試案 も か 論 巧 民族の 受容れ ると ころと ならを かつた •かくで、 ペレス タインの 
搔 覆は 依が として 讶 いたのみ ならず、 その 巧が、 流血のを 事は 益々 重大化す るに 至り、 イギ 
> ス はこれ を锅 度-する ためにを に 守備 族の 巧が を 巧 ふに 至つ た。 

かくの 如き 巧 態に 巧みて イギリス 巧 府もぷ にみ 勘 巧 治 案を 巧を し、 一九 一二 义年 二月に おつ 
で ロンドンに アラ ビヤ、 ユダヤの 代 巧を を 巧を、 パレスタイン 曲卑を 諸を 開催して 別個の 巧 
を 案を 提示した。 をの 耍 旨は、 一を 巧 間 人口 比 華に なじて アラ ビヤ、 ユダヤ 双方の 代表を パ 
レス タイン 巧 巧な び說 巧機阳 にを 化せし め、 兩民 巧の お 力の 巧 巧に 巧みて パレスタイン 獨立 
巧を ぶめ、 巧 ま ホ 巧に ょつては 说合因 家 (巧を 马と wtate ) をが ると いふので ある、 また 向を 
おヶ年 巧の ユダ卞 巧 民 巧を セ 五、. 000 人な 下に 旧を し、 それな 巧は アラ ビヤ 人の 同 おする 
ザけ の ユダ卞 を 巧の 乂 巧を 許す とい ふので ある。 

この 案 もを めから 巧 ま 巧のを 化る ところと ならな かつた。 巧に ユダヤ人 側つ ミ 巧 巧く、 


了 


メリ カ •ユダヤ人 化を のかを は、 お潇 のホガ わらざる にも 机らず 前を を w が ジ_ てが々 がに し 
たと さへ 云 はれて わる •アメリカめ 府は ユダヤ人 をち 持し、 ル I ズヴ* 'ル ト乂 統領は パレス 
タインに めける アラ ビヤ 人の 黎動 、巧 巧に おする 非 雞的度 明を 巧した これに 夢して アラ 
ビヤ 人 指 巧ち イブ ン •サゥ ドは 反胺 的な 回 巧を 與 へて ゐ る。 、- 

イギリスめ 麻は お 案を 叟に 具® 化して、 五 H 十と U たぎり パレ スタイグ 白を を 巧を したが、 
これは 巧つ て 聖地の 騒 摄に擎 をけ る 結果に 終つ ち アメリカ •ユダヤ人の 指 巧者 ステ フ 
•ン .エス •ゥイ ズは この イギリス 巧府の 白書に を 向から 反對の 寂を を 巧した。 彼は 若干の 
ユダヤ人 巧 表 おと 共に ハル 巧務 長官に を 見して、 白 塞は バルフ* ア宜 言の 破棄で あり、 これ 
にょつ て パレスタイン だ おちせ-る 一億 ドルの アメリカち 本は 危 おに 陷る ものであるから、 ア 
メリ カ 政府が イギリスに 對し該 白 證に廝 する 抗歲を 巧 出されたい とのみ 錶义を 手 巧した。 こ 

I こ 呼を して、 を も 豆 巧 二十 八日 ニュ I ョ ー ク萬閉 魄巧禽 の パレスチナ 瞄の閒 解ぶ を 巧 

用し、 ユュ I ョ I ク巿を ユダヤ人 ラガ I ディアな 下の 人々 は 白 萬に 觸聯 して イギリスの 二を 
が 巧を が 巧し、 また 面を にがても 巧 名の 諸ち が アメリカは イギリス 巧が の提 第に ついて 何等 
衡五泣 ョ 10 7 パ* 爭 の巧茵 . 一ニ ホ 九 


免 セ 巧 巧 二み 世 巧 巧爭と アメリヵ •ユダヤ人 頁 セ 0 
の 巧 合せを も 受けて たを いがが に •白 蕾の 資 施は パレスタインに 剛 する I 义二四 年の ち米陈 
巧に 反する のみならず、 アメリヵの パレスタイン にがけ るが 综をも 接ぎす る おれが あると 論 
じ、 团務 省に 對 してを のま 旨の お英を 明を 巧 巧した。 

イギリスは そのを も 種々 の 方 巧を あ 巧して ゐ るが、 をれ は いづれ も 問 超に 封す る 本質のを 
-が決 巧では をく、 アラ ビヤ、 ユダヤ 惧民 族の 對立 及び 惧巧 族と イギリスとの 對 立は. 益 \ 重大 
化する ばかりで あつた。 をれ は 化界の ユダヤ人の みならず 全阅敎 徒の 厮 むを 惹 き、 聞 方 アジ 
アか らおに インド 或は 支那の： 一: か 徒 も ホ パレスタインの アタ ビヤ 人 側に 巧 转を间 巧を がせる 
に 至つ た。 のみならず この 問 おは. 日 •巧 •巧對 お •彿 •米 等の 巧酱兩 勢力の 围お的 おかと 
結合す る ことにょ つて、 一曆 深刻 且つが 抑な 巧界 史的 閒 題と なる にを つたので ある。 

ドイツ、 イ タリ I のをの ちを 阐 ぶと イギリス、 フランスの 自由 ま義段 家との 對 立が 激化ず 
ると かに、 イギリスの 東 地中海 制热玫 巧の 大 鞍® としての パレスタインの 意義は を々 を 巧 性 
を 化へ、 從 つて アラ ビヤ、 ユダヤ 巧 民族に 對 するな ホ 巧は イギリスに とつて 巧耍 巧く ベから 
ざる も 0 とを つた。 そして それだけに また 自 みち 萬 的な 地から する パレスタイン 巧 培の 木 巧 


的が 決は 闲雜 なち のとを つて ゐ るので わる。 イギリスと ユダヤ人との 結合は 巧が のを もので 
あるが、 ドイツ、 イ タリ I 妨排 ユダヤを 巧に ょつ て团瞭 ユダヤ人 皮び 避難 ユダ卞 入の 對 巧. 
伊 反が 巧 まる や、 イギリスは フランスと 巧に これを が 用して 巧 •巧む 園 巧の 强 化を 計り 對胳 
お 巧 巧の 罕お T 作を 巧つ たが、 巳れ について は 段 應経巧 おに 軍需 ‘ H 業 及び 遇 倍な 傳傑關 に H 
大 をが 力を 有する ユダ卞 人の 巧 用 價植は 巧に 巧乂な もので わる。 . 

ドイツは パレスタイン 閒酉 について その 「巧 来 政策」 のために 反 ユダ卞 、反 イギリスを' 巧 
並に め 治 H 作を 巧 ひ、 イラン、 イラク、 アフガニスタン 等の 时か 化を 自分との 共 岡 耽み に參 
化サしめんと巧力した。 特にイタリ！はその お地中おめ巧ホ に お力贸易を巧 の 姑地か ら巧賴 
的を 回 か 徒 巧 案を 試みつつ あるが、 これは いふまで もを く イギリス、 ユダ卞 のちが とおかす 
る ものである。】 九 111111 年な 來 、パレスタインに 於け る アラ ビヤ 人の ユグ卞 人に 對 する 抗を 
が 反 巧な 動に 巧 化し はじめを ことにつ いては、 かくの かを ドイツ、 イ タリ 10 问 なを 巧，-」 切 
り 巧して 考 へる ことは 出來 をい ので ある。 巧 年に がける 两お アジアの 阿な 巧阳 にがけ る 巧し 
レ 固み 主 さお 巧の 勃 巧は 迄に 額 著を る もので あつて、 一九 一二た 年に 締結され た卜 ■化 n 、 イラ 

巧ち 巧ョ ー ロブ パ « 巧の 巧な 一ニ セ ー 


巧 七を 巧 一一み 化 巧 tt をと ァィ リヵ •ユダヤ人 一二 七 一一 
ソ 、イラク、 アフガニスタン 四 巧 間の 不可 按な 約、 更に サゥ デ •アラ ビヤ 壬 イプ ン •サゥ ド 
の 提哨巧 導に かかる アラ ビヤが 盟巧動 (アラ ビヤ 人を 粗を 統を 甘る ホア ラ ビヤ 巧 闲 の 速 鼓を 
目的と する) 等は その 現 はれで ある • 

パレスタインの ユダヤ人 U は ドイツ、 イ タリ I からの 避 巧 民の 移 巧に ょつ て#??} にが 乂し 
たが、 これはユダヤ • パ レス タイン . ナ シ • ナル • ホ1ムの釣巧.伊賊爭がおにづいてあ义 
を 役割を 巧ず るに まつた。 ベレス タインを はじめ 巧 巧み 裙の 自由 ま @ へ 避が した ドイツ、 
イタ 9 1 巧の ユダヤ人は •巧な ユダヤ かお 时阳や 巧 巧 シオニストと 結合して ドイツ、 イ タリ 
1 におす る 巧 復をお •佛 •乂 •ソ をの 力に ょつ でを 凹 せんとして ゐ を。 ナチ スの政 煤 
來 、ユダヤ なび イギリスの 展も重 巧を る 团瞭が 密巧历 たる フ 91 •メ J ツンは ドイツ、 イタ 
リ I 、 ポルトガル、 ハン ガリ I 等の 諸 巧に 於て ホ々 にお ルされ、 更に ユダヤ人 のま 惟す る。 
1 タリ I •クラブ も 紫 止 又は 抑 巧され た。 / 
パレスタイン 間 題を めぐる ち •が •米對 巧 •伊の 對 立の 他ち おにもぅ 一つ をれ て をら な 
いもむ は ゾヴェ I 卜 •。シ ヤ〇 がが である。 みか、 了 ジアから 巧. ドして 「巧 屯」 0 行 加と r-w 湛 



とを 獲な せんとす る沾 巧は 帘巧お 化から 總 がされた もので あつて、 このために ソゲ*— 卜 • 

D シヤも 巧 パレスタイン 岡 題を 巧 用す る ことを をれ はしな かつた •全 歴モ 養家と 民 ままを 
國 家との 戰爭 を誘發 して 巧 後の 荒 巧に おじて 一を ョ i ， パを ホ 化しょぅ とを 闽 した。 シヤ 
は： ハレ K タインに めける アラ ビヤ、 ユダヤ 兩巧 巧の 對 立に 教 しても 薑兩 端の が f なて 
应ん だ。. 卽ち 一方に がて 回が 徒が 柔 のをめ アラ ビヤ 人を で特 し、 また 一方 全拓ま i にがけ 
る ユダヤ人 迫を 反對 のを 地から ユダヤ人を もま 持 せんとす る ものであるが 、ユダヤの シオ ニ 
スト 運 勘は イギリスを'、 ま セア ラ ビヤ 迅立巧 助は イ タリー なび ドイツを 背景と して わる 丽化 
上、 曰 シヤの 政策は アラ ビヤ、 ユダヤ 巧 民 巧の 反 巧を 英が お闻に 向けし め、 パレスタイン お 
民族 共同の ホを 巧 ま 主義 玫 巧を おを 甘し めんと する に 在つ たので ある。 コミンテルンの 霸 
誌 イン プご 1 ル 並に ご K タインみ 囊 § 腕 紙 コル ハ 1 ン (CCI3 .民衆 〇爱は 盛ん 
にこの 主旨の 宣 傅を 巧つ てゐ る。 かくの 化く ソヴ * 1 卜 •。シ ヤが英 •佛 •(米) お獨 •巧. 
( U ) の お 立の 上に 自己の 巧が ホ 化を 巧を 沒 現せん とする をの また 背後に めて、 おがの ユダ卞 
人は これら 世が 列 强閒の 巧 爭を和 用して 白已 のが 巧 制 拐を 連 巧し ょぅと 試みて わるので ホる， 

成 狂の ョ In ブパ取 争の 釘を - 己 七 こ 


# 七を 衝二夫 世 巧度爭 i ァィリ カ •ユダヤ人 S セの ， 

.最巧 十な 年 巧に がける. ユダ 卞爵隙 秘密 力の 现宙裝 巧と をの 敗 化とは、 世界 巧 巧の 極 巧なる 

.が おりに 乘じス 新を なる 巧 界職爭 を 誘 鼓し、 諸 民族の 巧别 とお 掛に乘 じて ユダヤの 化界 支が 

をが 建し ようとい 在 シオニストの あ 望を 唤 越す るに 至つ を ものであると 云 はれて わる。 

一九 一二 六 年 巧 巧 十九 日の 『アメリカン. ぺブ リュゥ』 —— アメリカに めける ユダヤ人のを 

要な 授踊 なの 一つ は、 ドィツ 避 錐 ユダヤ人 お 導 者ゲ オル ク •.ベルンハルト (Georw Bern- 

hart ) が 「反 ユダヤ 運動は 單 なる 反 ユダヤ 述勒 におらず して、 がず や 軍 一み 化 巧 お 爭を谢 す 

* ■ 
であらう」 と 述べ 民ち ま義諸 岗の對 おむ 四 牌 整備の 必要を 力說 した 記ず をが 載して ゐ る。 を 

を 一九 S 八 年 六月 一二：： 一の 同な は ユダヤ人 のま 來化界 巧を が 巧し をが、 それによ ると 英 •佛 • 
ツの 一三 囲 民は リトヴ ィゾフ (ソ) 、レオン •ブル I ム (佛) 、ホ I ア •ベリ シア (Leslie so - 
re Belisha. お) の 一ニ ユダヤ人の 活 おによ つて ナチ ス におす る官戰 をお告 し、 三 一曲の おかの 後 
でを 後に ユダヤの お美軟 が合咱 される であらう、 とい ふので あつた。 

巧 二 巧 ml ロ ツバ 巧みの 巧 發とア / y 力 •ユダヤ人 


一九云九年化巧一日、 ドイツはを力を口てタンナ，ヒを併なした。 ーーー〇にはイギリス' フ 
ランスが お 巧ち 聘を おちした •ィ タリ I の參 巧、 獨ソ巧 巧 等々 巧 火は 巧 原の かの 化く 巧乂し 
て 巧つ た。 ョ I U ブ パは 第一み 世巧极 掌の お 結 化を 一十 年に して 巧び 巧る ベを 大巧 巧の あ 中 
に 巧き & まれた ので ある。 そして これは 恰も 一 一年が に 勃 巧した ち 亜に 於け る 支那が 巧と 巧に 
第二み 化 ホ 巧 爭の巧 巧を 形 巧す る ことにな つたので わる。 

ポ ー ランドには 四百 巧の ユダヤ人が 巧んで 居り、 その 経 巧 的 勢力は 紀大 であつ たが、 特に 
ド イブ、 イ タリ I 、 チ* n その 化 證团の ユダヤ人 排斥に ょつ て 故网を おはれた ユダヤ 巧 巧 民 
の 多 巧が 潮の やぅに ポ I ランドへ 流れ込んで 來 た。】 化 一二 八 年 十一 巧には ポー ランド 巧が は 
ナナス 採 ユグヤ 運動の が 巧を 受けて フ 9 J •メ t ソンの が 故を かじ、 「ブ ナイ •ブリス」 の領 
おを逮捕、 夕巧の巧街义蓄を押收したが、 グンチ，ヒ巧題ぜると巧にボ》ランドの對獨あ巧 
巧 化し、 ユダヤ人は 盛んに 勤 巧 巧 巧 をな 動した •特に 英 •佛 •プの お 濁が 岡 巧 揀の結 巧の 可 
能が 表面化し たので ポ I ランドの お 巧 おおは 一府 硬化した ため、 ユダヤ人の 活動は 益々 巧を 
とを つた もので わる •みみに 巧 治 的を をが わつ たこと とな はれる が、 ドイツ 巧〇ポ ー ラン K 
巧 五 西 uln ， パ « をの 巧 9 一ニ セ お 


# 七# ホ ニ次 化 养霞爭 iT ィ 5 力-- ダャ人 


一二 七 六 


ホ 巧が 巧始 される や、 ドイッ 巧# 钱は 特に ワルッ I の ユダヤ人 街に 對 して 巧 頭の 洗 巧を 巧へ 
たと 巧せられ てね る • 

ョ —0 7 パ 巧 爭の勃 吾と 同 巧に アメリカのを 巧 問 垣が 現實 化して 巧た。 それは 化 巧 的を 論 
なの 中む の 一つと をつ たが、 結局 アメリカのを 巧は 必 がで わつ たので ある。 3 I 。 ， パ巧爭 
及び 第二み 巧 巧 巧爭 への アメリカのを 化に ついては 捷 々の 原因が ある。 一 化 的には アメリカ 
が イギリス、 フランス と共に 世界に 於け る 巧大の 自由 •民主 主お间 藻と して 巧き 化界巧 巧を 
が 持し ょぅとし たのみ か 更に その 巧 团モ茗 的 支配の 强化 巧大を 試みつつ あつたので わるが、 
これは 〇 •巧 •伊の 巧が 巧 力との 巧 巧を 必 なをら しめたの である。 アメリカは 夕巧民 巧の 寄 
合 化 巧の 闻で わるが、 そのな 穂は 白色 人 巧が 提り 就中 アン グ 。サクソン (ユ グヤ巧 イギリス 
人を 含む) がその 支配を となつ て わる •彼等は 巧 立巧爭 にょつ て イギリス 本 巧から みが 扭な 
した もので をの 後 も 巧えず イギリスと がかして ホた ものでは あるが、 その 段 覆 化な 嘛化及 
びその 経 巧 的、 文化的 共通 巧 巧は、 一巧 お阳な 外の 闲夕 との 掛 々巧 がが 苗 化すれば 直ちにな 
刊な 巧な を かり 川す もので わつ た， 地理 的に をて ち ィギリスは アメリカ 0 巧 巧. か贿 化に 於 


ではを の お 听紹で わると 見られて 石る • 

しかし また アメリカと ィギ 9 ス とのが 袖 W に對 する 共同 おおは、 アメリカ 巧 部に がける 民 
巧 支 K の 曲 係から も規 をされ てゐる •自 ホモ 巧の な 巧 合 因ぶ たるな 衆 西 や 南米 諸留 にがけ る 
巧、 饰 、ソ 、巧、 伊 その他 多 おの ョ ー n ， パ 民が、：：： 本、 克が 等の 東洋 民族、 及び 黑色 人種 
たる ニグ。 等の 巧， にがけ るを 立 巧 夕历 係は がめ てを 巧で あるが、 その 巧 治 的な ち おは アン グ 
。サクソン 民な が 等 福して わるので ある。 ィギリスの 化 巧 諸 民族に 掛 する ぶが 厮 がが、 アメ 
リカに がて 合 衆 固と いふ】 阁 まの 形で 冉ホ產 せられて ゐ ると 云 つても 逊 言では をい •ィ ギリ 
スの世 巧 持に ョ In ， パに おする 支配 历 がの 勘搖 巧は 巧を はを ちに まを アメリカに めける ア 
ング 。サクソン 民 巧の 支醒 の勘播 巧は なをを お 巧す る ものと 一 だはねば ならない。 これは 致に 
a 要な 巧で あつて、 アメリカに がける ま 本ち 裳、 比 主主鞋 •自由主義の おが 巧の アメリカ 随 
同 瞄の民 巧 的 お 巧厮 がに ついても 巧 唆す ると ころ 乂 なる ものが ある。 

アン グ 。サクソン 民族と ユダヤ 民 巧との 結合 供 化は’ をい あおの 麻が にょつ て 牢固た る も 
0 になつ て わる •ィギリスに めける ユダ卞 入の おおの 巧 端は 明稚 ではない が、 みく とも 小】 

が 五 面 310ブバ« 爭の巧 お ’ 吉セセ 


第 七 章# 二 夫せ ホ戰爭 AT イ 9 力 •ユダヤ人 |二± へ 
化 化の 後半 ゥィリアム ー 化の 治世 中に み 巧の ユダヤ人 がを 巧して 來 たことは 明かで わる。 お 
等は イギリス にがても 巧 民 巧、 異巧 徒と して その ホ 巧上挂 々の 制限を をけ、 また 一巧なら 十 
大現 巧の お 壁 も 巧つ たが、 そのち 巧せ るな が 貸 寅 本の 力に よつ て 宮廷と 結びつき、 を 策 ホを 
による 自由 主を、 資本 主を の資 おとみに をの 巧 力は 不 おの ものと なつた。 特に ク n ムゥ * ル 
の 玫治ぞ か 後 ユダヤ人の 攻 治、 巧濟 上の 巧 位は 全く 巧を する に 至つ たので ある。 現れでは。 
ン ドンを はじめと して マンナ-スタ I 、 リ—ブ 、リヴ 7 プ I ル、， ハ I ミン ガム その他の ホ 巧 
大巧 巧に 集中 生活して わるが、 これを 世 ホ 的に 見れば その 巧は 必ずしも 大きく はを いが、 イ 
ギリスの 餐巧 並に を 曲 巧に 大巧 力を 扶植して 資本 主を 巧 田の 金な 寡 西 支 E にを 化して わる。 
世 巧 シオ ユ ストの 本 巧が イギリス にな 巧して わた ことは 前に も 記した ところで あるが、 パレ 
スタ 个ン にがけ る ユダ卞 .ナシ ■ナル •ホ— ムの曲 現の 化を も、 主として 右の 如を イギリス- 
ユダヤ人の 巧 力 巧 巧の 結 巧で ある。 イギリス 巧の フリ ー •メ I ソンは 化々 イギリス 皇帝を を 
巧の 「マスタ I 」 として 居り • 主 ダ卞と アン グ n サク ツンの お 巧を る 共同 肪 化を 巧 化して ゐ 
る。 『シオンの プロ トコ I ル』 によれば 、ユダヤを 巧に よる 他 民 巧闭 をの 巧 じの 後には ユダ 


卞 人は がかに 巧 意 サるソ 。モンの •王化を かく ユダ卞 壬を 巧な して ユダヤ 民 巧の 世 巧が 治 ftg 
現す ると 記して わるが、 現在 イギリスの ゥ< ン ザ I 宮 おには イギリス 壬 室が ダビデ やソ 。モ 
ンの 後裔で ある ことを 證明 する 巧 固が ながしで ゐる とさへ 一 おはれて わる， 

しかし、 ユダヤ 民な と アン グ 0 サクソン 民 巧との 嘛 係は かかる 巧密 なる 結合に も 巧らず 決 
して 一 お 的の ものでは ない ので ある •ユダヤ人は 巧く まで イギリス 巧 »に$ して ゐ るので 
わつ て、 をの 結合は ユダヤ 民 巧の 世 巧が 巧の ための 手段と をつ て わると いふ ことは 首 ひ あぞ 
であらぅ か • - 
.を】 ホ 化 巧 大巧 後世 巧の 玫 お、 超 巧の 中む が イギリスから アメリカへ おる と 同 呼に ユダヤ 
人の 本が も ホ アメリカへ お 動した •アメリカが アン グ 。サクソンの 支配す る团で わる ことは 
ユダヤ人に とつて ちに 好が 合で あつたと ちは ねばならぬ •アメリカが イギリス 的な 自由主義 
反埋に 基く 民な、 階投 晒の おかお 爭の溫 巧と なつて わると ころに、 ユダヤ 入が® の 巧 度を 
をすな かが わるので わる •しかし、 一晒 巧と しての アメリカは 假令 アン グ 。サクソン のち 拓 
する 自由 主 挺闻 ぶで あるに しても、 その 中に 矣 なの 巧 民族を 包 おする アメリカの 历お的 成を 

» む B alB ， パ* をの か货 .11 一七 九 


♦七 章 #11 夫 世 ホ «爭 と ァメリカ •ユダヤ人 吉八〇 
はもは や イギリスの 化を が粹 なる アン グ。 サクソン 巧 图と时 一では あり 得ない •超に ア メリ 
力の 地理 的 •自が 的を な 件が 作 巧して わる。 アメリカの 巧が 的 「モン 0 I モ義」 —— をれ は 
アメリカ 巧 本 まを が 巧 田 主を 化する につれ て資 資上萌 巧す るに 至つ たが —— のかき も、 アメ 
リカ 乂隆 の 孤な とその 垣晓 をる 資源が をのち が 的 お 件と なつて わるので ホる。 

ユダヤ 民な と イギリスとの 結合 巧 化は、 パレスタイン 閒 おに 對 する イギリス のが 約 やドイ 
ブ 、イ タリ I の 巧 A ダ 卞巧助 及び その 全 ョ I 。 ， パへの 波及に 勤す る イギリス 投 がの 消 巧 的 
想 度、 をのが 力 さ 等に ょつ て 急速に 贸 めら れ 、ユダヤ人の 反英 的が 悄を さへ 醒 放す るに 至つ 
た。 從 つて々 日 アメリカに がける ユダヤ人の 對英瞄 係は 決して 巧が ではなく、 アメリカの 夕 
« 巧 超に 说 する 彼等^ 態度 もがず しも 多 巧 ま 張 一本な ではを かつをの である。 か i 巧 的な 
見地から すれば、 巧 ユダ卞 困で ある ドイツ， イ タリ I に對 して 英米は じめ 世界の ユダヤ人が 
巧 米の 共同 巧 錫を 希 毎ず る ことは 當 がで あつて、 その 一 おから 見る 吸り イギリスの 化 機が 迫 
につれ て アメリカの 參 巧は 必 おで あつたと ちは なければ ならぬ。 

シ レジ ヤ 、ポ I ランド、。 シヤ 地ぶ から アメリカ にお. 化した ポー ランド 巧 ユダヤ人は アィ 


リカに め： 强时な 地盤を 形を つて ゐ るが、 彼等が ダンナ， ヒ巧 巧を 契機と して アメリカの 對 
巧 强巧渡 度を 頃つ たことは 云 ふまで もない ことで をる •ナナスの ユダヤ人 排巧政 巧に 對 して . 
ポ I ランド 巧の ユダヤ人が 如何にが ぶした かは、 例の ラ I トホ 件に ょ つても その ホ 賊を耶 ふ 
ことが 化來 る。 巧# 仲の 勃資 と共にを アメリカ 十四 ケ齒 のポ I ランド 巧 ユダヤ人 化を が 二。 
1ョークにを合して、 せホポーランド巧ユダヤ人同盟第二年度大をを巧催し、 ポーランド系 
ユダヤ 避が 民牧濟 のためにを 世 巧の 代表ょり 巧る 救 巧 委員を を設 畳す る ことを 決 翰して 一大 
巧 巧を お 相した •なは それと 同畔 にな 同盟の 改 なをけ ひ、 本部を アムステルダムから ュ -1 
Brl クに をし’ 更に 南米への 避難民を 巧の 可能性を 調査す るた めに 調査を 巧を を設芭 した。 

一九 一一 一九 年 お 月 十一 日の 「三ュ I ョ ー ク. ヘラルド •トリ ビ。 I ン』 紙は、 「アメリカ 巧 巧 
にめ ける 戰巧 熱」 をる 記事を 巧げ て、 ユュ ー ョ I ク を やむ とする 東部 方面には アメリカの 巧 
爭タ ホを 妥巧 する ものが 巧め て夕 いが、 シカゴを 中む とする 西部の アメリカ人は 化が として 
アメリカの 孤立 モるを 主張して わると 報じて わる •同 巧は ニュ I ョ I ク方 面の アメリカ人は 
特に 西 ホとの 邮 » 的麽 ががない と 書いて わるが. これには 二- I ョ I ク州 にめ ける ユダヤ人 
»狂6 aln ， パ* 爭〇巧 8 - 11 一八】 




巧 セ 巧 巧 二 夫 世 ホ 巧爭と アメリカ •！！ ダヤん 己，^ 二 
の 强大を 勢力が おく 作用して &る ことと 思 はれる。 因に シカゴには ドイツ 巧 アメリカ人が 非 
巧に タレ， 

ョ 1 口， パ 載 爭の教 巧は、 7 メリ カ •ユダヤ人 ホに アメリカ 巧 府の巧 巧 民簽計 蕾に 犬ち 
巧を 巧した •ル I ズヴ •ー ル トは十 巧に 巧 催された 岗巧 政府 ま 貝を におして お 煤 民 か 濟に网 ず- 
ろ スー T トメ ン トを结 したが、 をの 中で ■巧 巧 民の 乂部 みは ユダヤ人で あるが ド ミ-一力 薪 
巧 並に フィリ 7 ピンを がの 獲 度は 非な にを 好で お雜 民の « 際 的ち ほを 巧 能なら しめる に 至つ 
たと 述づ巧 忆 rml ロブ パ巧爭 をは 囊が 合ょ くお 巧しつつ あつたが、 巧爭は そを 巧げ 
た」 と 巧べ て わる • 

巧爭の 勃發と ドイツ、 イタ？ 巧の 巧 巧とは アメ "力の 參巧 教に霎 をけ、 アメリカめ 
府 はを 大 なるおが 巧充 計を にな おした •同年 かの 乂が衍 巧を には 遇 おを 巧 上 ル— ズヴ ■ルト 
も 巧を すか 入 論を ど 口にした がそれ はか 論 巧なる 謀な にす ぎを かつた， 


ル I ズヴ ** ルトは S たび 大巧 巧に 巧 透した •アメリカの 參悅 はこれ にょつ て 決を のとを つ' 
たので ある® 


巧 八章大 東亞 戰爭と アメリカ •ユダヤ人 




第八夕 大巧 巧 w サ i ァィリ々 •ユダヤ人- I 二八々 
アメリカの 巧 口 巧が はわが 慕 末 巧 化に めける お 船の 巧 巧な 巧の ことで わるが、 ア .メリ カ • 
ユダ卞 人の 勒日活 巧 も ホを のが 後から おまつて ねる •アメリカ人は 十八 巧 紀のホ (わが 党 か 
ホ 風) ょり 巧 〇 に 化 太 •平洋 方面から わが 巧 海に 山 現す る やうに なつた。 をれ は 主として 捕が 
にが 辛す る 人々 であつ たが、 をの うちにな 船窃 流して わが 团に來 る ものが 漸く 多くな り、 ま 
た わが 用の 巧 巧 か 民が 巧々 アメリカ 巧腊 にか かされる 等の ことがあ つて、 彼 巧の 巧に 巧が が 
生ずる やうに をつ た •アメリカ のがが わが 沿岸で が 海に 必 巧を 物資の 供給を 巧 巧した ことは 
K 々あつたが、 それの々 がには 主としてみ 巧のを 行な どが をつて ゐ た。 を 永年間には 年々 較 
がを 进 あする お 船 八十 お 巧に’ 及ん 巧と いふの だから 日米の 田 お的撞 がの が 件は すでにみ して. 
わたので ある。 

かくてを ホ 置 年 (一八 置 一 一年) アメリカ 巧 府は勒 H 贸易 をを® して ペリ I(Ma き ew 0 と I 
す ai さ perry ) を 使節と して 浦 巧に 來訪サ しめち 藉府が 巧 易を 巧ん ガ ので ペリ ー は】 巧が 
米した がな 永 セ 年 巧び 巧 試し、 巧に を 玫吉年 ( I 八 置 巧 年) には ハリス (Townsend Harr を) 
が： 卜 田に ホり 化 巧の 大巧 &を じて 巧 巧を 巧め、 をし 容れ なければ 巧 力を なて する 化を しとな 


要した •お 狼した 藉 がは 巧 巧 お 年 勤 許を 巧ず しで アメリカの 要 讀に巧 じたが、 をのた めに お 
府と朗 巧との 間にを なを 生じ， これは やがて 巧治雜 巧への を大 なを 治が 巧 機を 巧 化する に 至 
つた • 

アメリカの 日本に 對 する 開 巧の 巧 巧は、 單に化 太平洋の 捕 威 触に おする 物を の 供給と いふ 
こと S 目的と しわ だけで をく、 それは ちに 十八 世紀 ホ 葉から 十九 化 化 巧 おに かけて が はれた 
肤乂 資本主義 諸 巧の 東洋に がける 巧 お 地 巧 巧 閒爭の 現 はれの 一つで ぁつた •をぶ ちかを 經過 
しを アメリカは 巧が 祐 州の 閒發を 巧 ひ、 ぶには ハワイ、 フ<リ ，ピン 等 太平洋の 西方へ 舞 •吸 
し來 つた •イギリスは j 八 一一 一 化— 四 二 年の 阿 ホ 巧爭 によつ て 香港、 化 跑を巧 得して ま亞 にが 
ける 最大のを 巧を 築いた が、 アメリカの 梢 巧は すでに 十八 世 把 未から 巧 曲を を 大な巧 巧と し 
てわたので、 アメリカ 巧が は イギリスとの おお 上 東亞に めて 强 固を がが 地を 巧 巧す る么 巧を 
巧 じて ゐた •ペリ I はすで に 早くから 巧が、 小 巧 原を に 目を つけ、 これを 巧 力に よつ て おお 
しよぅと 化 M して わた •しかし •アメリカは その後 南 化 巧 巧が 巧 巧した ために あ 分に 棄洋に 
を 的す る ことが 出來ナ 、をの 間 イギリス、 フランス 惧閣が 巧 どが 洋の 植民地を 巧 占す るに お 
が】 お 日 丰とユ V 卞 人の 田» • I 二へ セ 
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巧 八 巧* K 束 巧 HP 夕 とアメ 9 力 •ユダヤ人 一二 八 八 
つたので ある • - - 

これら Q 寧 情* •すでに 述べた 7 メ "ご ユダヤ人 Q 歴史と 併# をへ ると き、. マメ "力の ま 
洋 を出忆 於て、 |ー ダヤ 人》 そ QSQ - R と」 て鬟师 接 KS を霎蓋 削を 一を をを 推 
なする に 巧くない であらぅ •しかし •長い 巧 凶の 夢を おつて I ホに してを 巧 巧況な 聞な おを 
に登巧したわが口卞は 幸にムてな盞なる因巧と自が的、 地理的な件にょつて巧米お固の〇 
本 侵な の 巧 望を 打ち 巧く ことが 化 巧た とはいへ、 滔 々たる 巧洋义 化の 流を 乘 じて 巧 だる 
彼等の おな を-ルを にを か防歷 する じとは® めて 困 化で あつた •诏に 固有の 田 麟巧巧 組！！ を 持 
ご ダ卞 的 巧 U 謀 度 《了が ゥで ゎつ た •ゎ義 0外 巧を がて 扭< 霍畫？ て 問 お 
が 明た せら i をち た C ちを Q を？ ゎろ oQg i 霎 S 硏慧 巧为と 苦を おし 

で ホみ をる 巧 意を を さを ければ をらない とお ふ • . 

日满戰 第を 英 、睐 、巧、 巧 等 化を 闭は 支が に 進化して 互に 巧を したが、 が 中 お ホに を义の W 
病を 得た ィギリスと 束を 逝 出に 立ち後れを アメリカとの 巧阳 は、 おに 日本を か 用して 化の 巧 
巧田をお叔しょぅと訂リた。 ：：1ち时おにめいるィキ5スのお圓0中には、 口本をしてぉ|.り 


t 


乘 ホ 植巧 巧のを ホたら しめんと する 計 まが あつたむ で わり、 また ル I ズヴ ''ル ト乂 がが ( Th - 
eodora 巧 8 sevelt ) が 日 s 戰 爭に當 つて 日本に をして 巧な 的で わつ たのは、 アメリカが ロシ 
ャ のがが を 出を 好まを かつた からで あつた。 - 
Hs 巧 巧の 底に 巧な な 出の ため 財 巧 官离巧 是淸が 巧 米して かがの 巧 おを 行つた とを、 ジ * 
I コブ •シ ，フは 巧 大な寅 金を 調淫 して 貸 巧した •第】 回§ は 巧 爭の勃 巧した 明治 111 + セ 
年を の 一千な ポン F でク I ン •曰 I ブを社 巧 銀行が をの 半 巧を 引を け、 同年 十一月のを 二回 
の 時は 一千 二百 巧 ボンド、 第一 二回は 巧 年 お 月に 己 千 萬ポン F で、 いづれ も その 半 巧は ク 1ン. 
B I ブ を 社 期が で 引を けち 巧榮 一九 0 巧 年) シ ，フは 妻の テレサと 巧に 日本を 巧 巧して 大 
な迎を 受け，、 歸 米の 巧窝巧 巧の 息女を 同 件して 肖をから S ヶ年 アメリカのを 巧へ® をせ しめ 
た •ク ー ン •。— ブ# 社は 日本の かな 巧 集の ために、 アメリカ はか 論、 ドイツ、 イギリス か 
らもを 額の 寅を をの 化した ので ある。 この アメリカ •ユダヤ人の 経 巧 的 指な 巧は その お 日な 
巧の 麽 に' 瑞 W にがけ るが がの 巧 得と、 ユダヤ人 おおを がみつつ あつた 〇シヤ の。 マノフ ま 
巧に おするな 裡の底 想を をして ねたので ある •シッフ ホに ク ー ン • 0 I ブ おなが 一九 一た ホ 


№1 節 日本と* ダヤ人 0 H 巧 
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巧 八 幸 乂束远 if 爭と アイリ々 •ユダヤ人 


t 一一 力 〇 


の。 シヤ をを に 度つ て卜 n ツキ I はじれ n シヤ巧 荣« 指 巧 ぞに夕 煩の 巧を を 提供した こと や 
(巧〕 •また 日 巧 巧爭の おな におして アメリヵ 0 理谁壬 ハリマン がわが 閔に對 し 南が 洲巧 道の 
日米 共同 巧 理を捉 案し 巧つ たこと 等は それを お 巧す る ものである •ハリマンの 背後には シ， 
フ のち 配す るク I ン • nl ブ を 社が 话 へて たを。 尤八シ ，フが はじめて 日本に がめ 的が 巧を 
巧へ たのは、 巧を にめ て 口 水が ホ だ-度 も 雨 巧を お 巧を 得ない 巧の ことで あり、 をつな 巧 一 
巧め には n 本が かシ ヤに對 して あの やぅを ホ 勝 巧を 化め るとは 考 へられて わな かつた ので、 
當 かは。 シ卞 におす る 巧 ほと n シ卞の 東方 進出 阻 化と いふ お 極 的 お 厨の 方が 優つ てわたで わ 
らぅ® 

(む】 日 Bn 巧 會«0 直前、 シ ヴフボ おか アイ リヵ 乂 54^ に ユダヤ •フリ 1 メ •■ッ ン 、「ブ ナイ. ブ 
リス」 の 巧 巧 ホと 吉んで ロ シヤを « セルゲイ. ジ-レ ゲ< ，ナ •ゥ 年， テ 估 (巧 另〇 _ ちをえ— 
tch Witte ' V に ♦巧し、 巧し ロ シヤ巧 巧が ユダヤ人 におして ホ 等なる 巿 民度を 典 へるならば ロシ 
ヤ 因みに 巧货ナ るす 席 事を 直ちに 巧 絕ナる こ i が 出 ホる と 巧 甘して、 それ# の不巧 事が 彼 巧の 
サ玄 にょつ て曼 をした ものなる ことを 巧 白した とい ム〇 これは ゥ 4 ブテ 伯自 ホの 『岡 巧#』 に 
E されで ゐ るが 的で みる 0 



•巧】 巧 おの 計 离を掛 て、 該計 藍の】 部と してが おの 共同管理を 巧し ち 彼は 明沉 ゴート 八 ザ 
( 一 化 0 冗 年) 八 巧 苗ら わが 囲に 渡來 してを がの 要人 _ とを 見して をの 提案を 試みた ので ある， 
をの 喪 旨は 大お ホの かを もので あつた。 

日本が 新たに 巧 得した 巧 錫の 姪を 資 をを 調を する ために 「シン ディケ ー ト」 を 組な し， そ 
の 化を に對 しては 日米 兩當 ずを が 「巧 同 互つ 巧 掌の 巧ち 巧」 を 有する ものと する。 强 ちこ蝴 
聯 する お 巧 採 巧の 特許 さ 社を かり、 そのが をと 化を 插も巧 常を ちがち 等に 巧 得し、 その他’ が 
洲に めける をな < 止 おの 巧 巧に ついても 原則として 巧 等の 巧を 巧を ちす る。 巧し 同を 社は H 本 
のを 替 下に 置く、 とい ふので あつた 0 

ハリマン のこの 提案は 辛に も ル 村が 巧の 反 おにょ つて 宙 現す るに 至らな かつた が、 をの 後 
アメリ^は 更にが 图に 手を 延ばして、 滿洲の 短 巧 経を に アメリカ ホに ョ I 。 ， パの 巧 本を か 
入よ しめょぅと 計つ た •卽ち 明を 四十 二 年 アメリカは 淸 巧と 乂ち巧 本ぶ との 閒に 如を 巧 道の 
巧が おに 惟 款に拥 する 巧備巧 をを 結び、 これ； W わが 困に 巧冉 して ホの 化を 巧 おを 巧つ た。 沾 
»】D 日本と ユグ卞 人の H な S 九 1 


#八 巧 乂 束® 巧 巧と ァィ 9 々.ユダャ人 • II 一九二 
なを 中々 させて をの 巧§ を巧团 にお せしめ、 そのち をは 巧 望諸两 よりの 巧款 によつ て調遥 
甘し める •而 してな 借款の 巧る をの 間 まなる 阳 化を が货 道の な設 及び 法闲 をを 親す る 族 利を 
巧将 する。 をの 他。 . . 

わが 幽は これに おし、 錦を 巧 道の かは 貨 ぶで わるが が 货を 列が の 管理 下に 超く ことけ 承玻 
し 難いと 回答した。 

アメリカ 並に その 巧 後に ある ユダャ 財阳の 東洋で K の 巧を はかく も 執が で 狂つ を々 巧る 一 
方で あつたが、 H 巧戰爭 巧の 日本の 急速なる 成長 巧 おは それに おして 大きな 巧 费をお 化する 
にち つた •巧 ー ホ 世界 大戰の 除， アメリカは をの' 參 巧に 曲んで、 乂平洋 の 安を と 物 寅 供 拾に 
ついて わが 巧に 瞄 調を 中 这んで 巧た。 日本は これを ホ 巧した ので わるが、 をのと きお おに ア 
メリカ在巧巧人差別待あの是正と支がにがけるわが巧の^^^丽化の虛恶とを裝巧した。 大正 
六 年 (一九 一と 年) に 結 巧され をい は ゆる だか •ランシングを 定は 、アメリカが 參巧 により 
をの 太. 半 ホお隊 をた 巧 洋へ迴 化しを 巧の 太： 中洋 にがけ る H 本の 径 なをを 制しよぅ とむな 防を 
巧' つてむ たことは 玄 ふまで もない。 こ 〇 こと ユ 大巧 お 曰を の リシン トン お 格な 巧 C 1 化！ 二 


狐 


—11 ホ) にがて ホ •巧； 惧 巧が u 本に おして K • K •一二 s 韦力巧 比 ホを 强驳 した こ L - じょ。 で 
巧 巧 的と、 なつを。 ’ 

巧】 ホ 巧界戰 巧を 巧洋 にがけ る 列 巧のを 力视 巧は ましく 避 化し、 從來 支那 巧を にれ て 巧】 
化を 占めて ゐを イギリスを はじめと して 佛 、濁の が 力 後退し、 これに 代つ て 大巧 中 巧 常の 經 
濟巧 おを 來 した H 本が 支が 巧 易の 第】 人 おとを り、 アイリ カ も ホを あ 洋じ對 して ホ 巧 お〇邀 
出を 兒 るに おつた。 かくて 巧が にめ ける 日、 米、 英の おかがを はがく 顯 著に たつで 來 たので 
あるが、 巧 後の 閉の經 巧の 巧 建と ョ ー 。 ， パの 巧を に忙 鞍され でゐた イギリスは、 對ま 苗な 
にがて 円阴を 凌いで 第】 位に 上つ を H 本を 牽制す るに アメリカの 力を W てし、 また 米. お W 
巧は がを がを 化 化と して 日本の 大随 進出を 阻止 せんと 阅 つたので わる。 これには 巧に ソ齡の 
か：； 力が 化は つてが 巧な 阳 化を 展開した が、 それらの 経が はすで に 巧 かのこと であるから 採で 
は述 V ない ことにする。 

滿洲ザ 巧と が渊 因の が 建は 英 .佛 •米 •ソ 〇諮拽 並に をの 巧 巧の 巧 際 ユダヤん にがして 乂 
をな 衙鞋 をが へた‘ をれ はやが て 束 巧の 阳洋 からのが 巧を W しが 巧訴巧 巧の 路时 にょる 巧し 

巧 一面 日本と ユダヤ人の 巧 巧 111 化 己 


# 八 ♦乂束 西 載爭と 々•ユダヤ人 己 九 田 

を 世 巧 史卸造 のぞか 的な おにまで 發 度し セ もので 東る が、 ち ネち由 主 巧 的 巧 巧秩 巧を な恃せ 

ん とする これら 諸团民 並に 茵瞭 ユダヤ人は これに 對 しで 巧が 共同 昭族 をが 巧す るに まつた。 

■ 

み 等の ち 苗す る闲巧 聯盟は リプトン をを 巧を とする 調 巧 南を ち 亞に化 遺した が、 その 結 巧に 
をる いは ゆる リ 7 トン 巧み 書は 浦を 的に H 本の お 巧を ホ 巧した もので ホつた。 それは フラン 
K 巧 ユダヤ人 ハ I スの 執を した もので わるが、 ィギリスの ユダヤ人 ドラモンド (sir Jarres 
Eric Druiond) をを 巧 長と しみ 巧 ユダヤ人を 巧 職に 持つ 围瞭 が盟铺 みは この 巧 日報を 薄を 
巧對夕 巧で 採 揮した •かくて 日本は 装に おお 的な 裔 巧の 閉瞭 说盟脫 退を 巧 巧した ので ぁる。 

やがて 巧 •伊の が盟脫 巧から 日 •巧. 巧 防 か 協を 0 ぶかに 發 嫂す るに 巧んで、 なに 巧巧ユ 
ダ卞 人と H 本との 對 立は 全く 巧を 的な ものと なつた。 ユダヤ人 はなお 的を み ダ 卞巧巧 囲わる 
お •伊との 日本の 提 巧を 目して 口 本の フ ，，シ ■化で ぁり、 巧. 伊に 對 する 日本の お 陆でわ 
ると 考 へた。 しかし 昭 々たる 現* の お史が 示す やぅに 古を 自由 ま津 的せ 巧 巧 巧の 巧 巧と がし 
民が 協同 秩 がのを 致は つねに U 本が 肉な 的 先端を 切つ て わるので わつ て、 わが 画の ユダヤ 
巧 巧の 如き も巧碎 にがては そ 0 巧 お 0 お 巧 巧 想に お J '. 一、 间遥 的に が ホを 巧 甘ら れ るん 0 でも 


る こと ゴ 明か である， 

昭巧 十二 年 (一九 云た を) セな セ 日董巧 巧に 勃 獲した 巧 火は をに 日を お 巧のを がめ 街 巧と 
& り、 これは おに お H 支が のがを にわつ た 米 •英 との 巧爭 をを む大 東を 巧爭 にまで 巧 おする 
におつ た •この 乂ホ亞 巧爭と アメリヵ . li ダヤ 人との 厮 巧は •大 東亞に 於け る ユダヤ人を 化 
のを 巧と 厢» する ことな 心に 理解す る ことは 西 巧で わる •しかし、 これは 街に 巧を のをを 巧 
巧す る大主 垣で ある •本章に めて はたで それの 巧 巧た 低 g を 試みる にと どわざる を 得を いわ 

けで ある • • . 

• • 一 # 

ィ I . 

第二 節. ユダヤ 勢力の お渐 

- - 

■ 

ユダヤ人が はじめて お 方 アジアに 來 たのは 何時頃の ことで あるか 哨か でない •ィスラエル 
十二支を 中の 一 ま 巧が 東方に 移住した ことは W 約に 見え、 ソム バルトは 彼 巧が b 本に 這ん ツ 
たのでは をい かとの 巧 视を述 ぺてゐ るが 勿論 信ずる にせ 〇 をい •わが 巧で も 吾 お 巧のを 持を 
• 夕一節 ユ V ヤ A 力の 丢 =1 九 五- ♦ 



‘ 巧 八々 美 亞赛 とァ メリク ユダ ヤ乂 一二 莫 > . 
•やぶが 的 晒 おから ユダヤ • H 本人 时祖 論を 試み* 化は 乂巧 ユダヤ人が 口木に 渡 ホした と械く 
ち S 或はを に：：！ 本人の 一巧が アラ ビヤ 半島へ 移伟 したと 胺 がする ものが ある •扳 近では キ y 
ストの： n 本 巧來說 さへ 巧 はれた。 これは 巧 おお 十 巧 旧湖附 巧む 某け に キリストの 遺が が ある 
と； 14 ふので あるつ T すで 曼〇 を- Orient " Oct . こ 33.)' ■し扣 し をれ は 比 校 的巧悄 になつ てョ I 。 
ブパ 人の 流入に ょつて 轴られ た 倍 おの やぅに を へられる。 

十一 化 化の 中 おには ョ I 。 V ハ 入は すでに ル アジア 巧 おの お 席 おにょ つてぶ 那に 入り、 生 
もや おの 巧 易に 從 ザして ゐ た.。 その 中には、 お ホとの § 中 脚に 化する 「巧ち」 にがて、 ち 
か挡 肌から 商 楽 ほ 巧を 形 巧し、 その パレスタィン 亡 聞 U を もを 肉に めて が夕 、おおに がを し 
てわた ユダヤ人が みかな 在して ゐ たで わらぅ ことは あがに 巧くない。 彼す はが 來な化 おに わ 
をつ てを 洋に 化復 し、 をの 一な はまと しで 支那の 朗 封、 巧 お、 おが、 南な をに ぶ 巧して ユダ 
ヤ みぶ 邪 人を あした。 一 それは だ 犬な ち 邪 段が の 化が の 中に 淸入 されて 巧と を 分け おいな 
在に なつて わる。 、 

十 S 化む ホが おとに ホツ てぶ 朗に 化へ， をの 巧 『お 力 化 脚を」 にがて おのぶ 恥、 巧を の：：！ 


木 (ベ ip’M) ここを in — y ， パに 巧 かし セヴょ ニスの 巧 人 マルコ •ポ I 。 も 巧 ユダヤ人で みつた • 
夕 巧の ユダヤ人を 巧せ た コロンブスの 船 も 元 來は口 本の 黄を を 白 常て にが 巧し t ので ある' 力 
围らず も アメリカ 义 巧を 货 巧した ので あつた 。コロンブスは マルコ •ポ I 口のを をに ょつ て剌 
巧されたのであるが、 彼は〇本の听巧をフ 。 I レ ン ス の天义巧者パ オ 。 • ト ス カネリ(でぎ】0 
Toscane 吉) の 基 物に ょつ て リスボンの 西方 弓 二十 度の おに あると 澡 がして ゐ たので あつた， 
中 巧 化に めて ョ I n ッ パで 外閔貴 易に 從ザ する 者の 大夕 巧は ユ 'ダヤ 人で ある 力また は 
ユダヤ人を 違 人と した も？ あつち 當時来 護 諸 西には すでに 夕髮 ユダヤ人が 居 化し 
てわたと を へられる。 十 E 化 把の 末葉な 來ョ I .ロッ パの 諸圉 民が 印度へ 進 世した とを、 その 
挡的-^1ら印おに入り込笔わたユダヤ商人等をョ1。 ，パ主權の潔屛としてが待した. な時 
を 盛を 巧め た ポルト 交、 オランダ S 腑 ぶが ち闲 S 領地へ ユダヤ 移 巧 民を 運ち 巧つ たこ 
とは 勿論で ある。 これは、 當巧ョ ー n ブ パ 諸 苗では 巧々 として ユダヤ人 おあ^わ はれて r/f 

ことを 併せ 考 へれ 蹇 易に 推 かされる 巧巧 で わろ ソム バルトに えち 塞の そを をむ 
すべての オランダ 人 セツ ル メント には ユダヤ人 がを 化して わたと いふ。 そた オランダ 束 かお 
ホ ニ 巧 ユダヤ 々力の 巧顯 - 一二 九 セ 


• # 八 章 乂 巧 亜 A ザ 4 アイリ ヵ •ュ グヤ人 • I ユ化八 

夕 社の 大巧 主 や 取絲な 中に も ユダヤ人の 名が 見ぇ、 ジ卡バ の オランダ 巧ち 確立に 盡 力した 初 

代總哲 nl ン (nohn or . ooen ) を はじめと して 若干の ジャバ 巧 時 も ユダヤ人で あつたと 記 

- — 
して わる。 ' 

(な) これには 反#; おが あつて、】 AO 二 年 ホラン V 巧 巧 度# 肚扣 立に 巧つて、 そ 0 が 巧の 巧 本み 
辨 込に 巧け る ユダヤ人の 巧 » み 巧は 押 込を 巧の 千々 の 1 にも せらで、* た ユダヤ人は 巧 巧巧會 
世の なか 巧 貝た る こ 4 を 巧され ず ユダヤ人 巧 巧 巧は】 人 もな をし なわつ たと 巧 •へて ゐ る。 これ 
は-アイ リヵ 人の ま おで ある 〇 『お 太 W 巧」 巧 二を# 一 « 所 巧 「«丰 ま* にめ ける が 太 人の が 
ミ - 

十 セ 世紀末から 十八 化た にかけ てョ 10 ， パに がける を 治、 お 巧の 中 也が スペイン、 ポル 

ト ガル、 オランダ をの 諸留 から イギリス 》 フランス お W に 移 クて材 來、】 グ卞 人の 巧洋 進出 
j - 

に めても これら 巧 田の ユダヤ人が 巧 力を 占める に 至つた， 

わが 巧 にがては 天义 十八 牟 ( 1 置 四 化 年) スペインの キリストみ をな 饰ザビ * I ル (xa こ er ) 
が 巧 ホした のが、 巧电に 見ぇる ョー 。，パ 人 來訪の はじめで わり、 时 二十の おには ポルト ガ 


ル 人が 巧ヶむ id 巧荐 して 跑 巧を 巧へ： むる •巧ら くこの w 化には すでに‘ スペイン、 ボルト 

ガル、 オランダ 華の がは が々：：！ 本の. 沿海に 巧來 して ゐ たで わらぅ •天义 十一 年には ポルト ガ 

ル 人 水夫 ミ 名が 往ヶ なに 漂を して わる。 わが 团 への ユダヤ人の 渡來 もこの 時化に はじまつ た 
f ' - 

とを へて いいで わらぅ。 わが 苗 渡 ホの いは ゆる 「南 巧 人」 の 中に も ユダヤ人が あつを ことは 
巧 かにな くんいが > 今リ のと ころでは A 晒 的に それを 济明 する® はがを されて ゐ ない。 镑 
川 巧の 巧两 時代に 交易を 前 さ 化て ゐた ポルトガル. オランダ 人に ついても 同 操で ある。：：！ 本 
にがて キリストを のか おにが おした ョ I 。 ブパ のな 道 姉 連の 報 巧に ょれば、 十た 化 把の 初頭 
にがて：：！ 本人 キリスト かがの 救は 百 八卜な 人に 逢して ねたと いふ。 キリスト をを 姐 じて 得 か 
の ユ ダ ヤ 思想 が わ が 巧おの 巧 に 没 ぼ し た昭默 の お巧 は がらく巧が：；^ 上 の ものがれつたであら 
ゥ ，この ことは、 キリスト 巧 供道夕 をが ユダヤ人を 强您 非ち の 人 巧と しての しめてむ たこと 
と才 盾す る ものでは をい。 ポルトガルの ちか 巧は ボルト ガル お 人と】 おとを つてり 木に がて 
巧 巧した ので ある。 男 易を モ たる 目め として わが 团に 泥來 した オランダ 人に 至つ ては レ ふま 
でもない • 

♦ lie ュダヤ 勢力 C 束* 1= 化れ 


策 八を 大巧 亞« 巧 i アメリカ •ュ ダ卞 A . BCC 
わが 戰团呼 巧に 巧來 してが な 寅 巧に がず し、 長 輪を 中む として 盛んに わが 四民を 巧な とし 
て 海 かに 按邮 した ポルトガル 商な 正しく 「キリスト か 徒」 であつ ち 常が わが 闻 民の 奴な 
としてを 化せられる ことの 夕 巧なる ため、 アフリカ 黑 人が 巧の が 場に を 動を 來 したと さへ い 
はれて ゐ る。 (S 巧巿 巧が 巧 『を 時 i おか 文化」〕 

アメリカの 酷 船 巧 來後巧 もな き襄六 年 (一八 五 九 年) おがは 神を 川、 長铃 、尚航 を ㈱ 港 

して、 アメリカの 他に。 シ卞 、オランダ、 フランス、 イギリスとの 贸 易を あじ、 巧巧延 元年 
(一八 ス〇 年) には 更にが 演を 巧いて これを 锅港 巧と した。 をして 文久 一一 年 (一八 六 二 年) には 
早く も ユダヤ - k エリアス •サ ，ス J 二 因を を 萬 § 己-夏の一】 20) が お 潰と 長 時に その 父 
デ ゲィ， ド •サ ，ス ー ン (David Sassoon 1 792118 64) の經 をす る 商が のち 店を お 固す るた め 
に渡來 して わる •エリアスは 上 おに わつ て 全ま那 の経濟 を そ 配す る ヴ< クタ I •サ ブス I ン 
(含き〇 の 組 父で あろ： ス |ンを は 元來ス ペイ ぶら サロ-一力に 移た たジ ■セフ •ソ 
ロモご ツスシ ャこア をを おとし、 十六 世紀 更に バグ' ダブ ドに お化しち デ ヴィッ V •サッ 
ス ー ンは おが 夕热 とたる と 其に バグ ダプ ドから ボンベイ にな 化し、 を こから ちに 义那 にを 






エリ 了ス •サブ ス I ンの 渡來 後一 一年の I 惡元 ザ (！ 八六阳 ザ) には イギ "ス 系フリ I •メ 


1 ソシ極 お 結 お —— それは 仪 片巧爭 前から 香港に ななして ゐた ィギリス 糸の フリ I .メ ー ソ 
ン である —— がその。 ン ドン お 水が におして H 本に めける フリ I •メ ー ソン 创 々の 說廣义 を 
をって 居り、 これに 基いて 巧 年 (巧が 元年) 十】 お n ン ドン 热 結社を 錄巧號 一〇 九 二號ョ n 
ハマ.。， デの 恣可 がが 泣 おに 巧 着、 おにを のを 年 マソ ニブク •ホー ルむ がを 式を 舉 巧した， 
これが 巧をまで にかられ て わるん よに がける フリ I •メ I ソンの 發 端で わる。 

(巧〕 义 山 巧ぶ 『日本に 現# する フリ- ••メ I ッンリ IJ 、 巧 巧は フリ— •メー ソンを# ら 「ィ 
ギリス 巧 田ち をの フラ クシ* ン」 であると し、 フリ I .メ 1 ソンと ユダヤ人との W 巧を 否 おし 
でる るが、 それは 巧瑟 である 〇 かな、 巧 化 自由 ままの 世 巧の 远 民の やふ受 力が'- ギ MX 巧 W で 
あり、 ユダヤの フリ 1 •メ ー ソンが この 篇に 巧ぅて 乂 をな 殘歧 をな した ことは を ふまで もない 
ことで をる 0 

アメリヵ •ユダヤ人と して はじめて H 本に 巧 ホした ものは、 ペリ r 來 おお 巧の】 八と 0 年 
巧二拉 ユダヤ々 力 〇束漸 巧 0】 


-# 八 章 大束亞 s と アイ リク ユグて 内 〇二 
ゴ じめ、 が 街に がて 『ジャパン. エキスプレス』 とい ふ 日本を 巧の おぞ新 巧を 巧 巧した R . 
シ -イヤ I である •アメリカ、 イギリス 0 ユダヤ人は まとして 巧 巧を 中む として 東 巧、 長 巧 
巧に 居住し、 シ ベリ 卞 、支が’ 印 のち 易に 從 李して 石た •わが 固に 巧 おした 巧、 米な 外 
の 諸 困 入に も ユダヤ人が 巧 在して ゐ たことは ち ふまで も あるを い。 

巧 治 十六 年 (一八 八 三 牵) 二月 十 セ ち アメリカ お區 系フリ I •メ I ソン {: The >ncient 
当 d >c.p'p す d Scottish 一 否 to of 『r ミ masonry をを n Sou を马 n ち ri を ictioJi of を 0 Unit を 

茲芭 es を >ョを3) の 日本 u ブ デが 裕演 に設 畳せられ た (同上 含)。 これは ス コプト ランド 
巧の フリ ー •メ I ソンで ち 張り イギリス 巧で あるが、 巧な 巧夕 にょつ て 生れた アイリ カを ホ 
围が 化が として アン グ "サク ゾン のち E 下に ある ことを あへ ば、 イギ n ス 巧の ユダヤ •フリ 
» • メーソ ンが^^ メリ カでもま巧な巧掛を巧じたであらゥことはを易に巧保されるところで 

わろ - 

一八 八 0 年 化の 長 持では ちとし で イギリス、 アメリカ、 0 シヤ巧 ユダヤ人が 巧ち に 巧 ザし、 
ユダヤ 巧 おを や兴 同を 地を かつて 小さ. ぃ 乍ら も 一つの ユダヤみ 同が 含を お ホして わた。 そ 0 


後 わがげ なな 0 中む 地が がな、 神 口にを ると 巧に ユダヤ人 巧 動の 中む 化 も 巧 この 蜗 地に 巧 か 
しち 横が では アメリヵ •ユダヤ人の がを が 拾を おを 支 巧が 較 畳され、 一九 一た が C " シヤ 
を おにょ る。 シ ヤ巧ユ ダ‘ 卞 違が 民 かかの ために 化ん に 巧な した。 

一九二 六 年には わが 齒 にが 二 千 人の ユダヤ人が 居 巧して わた。 一九 一二 】 ザには 本如ガ けで 
が 置 百 人 おが ゐ たが、 そのぅち 約 一一 一音 人は 巧沒 に、 約 二百 人が が 戸に わた。 その他の み 巧が 
主として東巧にゐを。 】 九四 】 年のはじめには約 】 モ人化の ユダヤ人がな在してわたと^ 
されて むる •一九 1111 年末、 巧洲事 巧に わいて を 天が 搭 なする と共にが 一千 人〇ユ タヤ 人が 
わが 因の お 在 下に 這 入り、 一九 1111 一年 ハルビンち 領と 同時にを に I 巧 一二 千 人の ユダヤ 入が 化 
はつた つ-叫す Jew " in East を ias ミ >1 ぞ ュ Carry , : を ias Sept . 193 S 。 化 等は 巧 ど 白 巧 法人と 
しての ユダヤ人で あるが、 ハルビンを 宁む とする 谣お ユダ卞 中央を 谦〇巧 巧 下にな つて 支が 
特に 上 巧の ユダヤ人 とも 巧 巧な かおを 持ち、 が留 のが 披 、東亞 巧を 巧の 淫 鼓に 協力して む 
る (勿ぶ これにつ いては 充分な 巧が と 巧を を 工作が 必嚷 であるが、 わが 巧 局と しても 逍 はな 
くこれ にを はして し. られる ことと 思 ふ)。 これら 0 シ卞巧 ユダヤ人は その 大巧 分が ア シケ ナジ 
#11 应 ユダヤ人 0 巧 か 巧〇吉 


巧へ 巧た 室 巧 争と アメリカ •ユダヤ人 网 、〇巧 
I ム がに* して ゐ る。 な 上の やぅな 脯 がから、 が洲 ホを な來 D シヤ系 ユダヤ人 のん が 闲に來 
訪 成は 汾 住する ものが 極めて 多くな つた。 加 ふるに 大東匪 巧 爭の切 おに つれ アメリカ、 ィギ 
リス 巧 ユダ卞 人の 歸囲 する ものが 巧 出し、。 シヤ巧 ユダ卞 人が 完 をに n 本な 巧 ユダヤ人の 中 
、^势 力と なつて ねる。 特に 大ホ亞 巧 爭の切 おにょ つて 巧が 米ち 人の 引 宙げが 行 はれた がか、 
おのが 向は】 盾み た 的な もの， にを つたので わる， 

まがの ユダヤ人 口は 一九 一一 一直 年に 合計が 二 巧と 云 はれ、 をのろ ちな 千 おちは 上海に 朽 化し 
で ゐ た。 天津の ユダヤ人 口は 約 一二 千 お 百で あつた。】 化 一二 か 年のを ドィツ 巧 ユダヤ 巧が 民が 
一巧 人が 海に 移 巧した。 • 

シ ベリ 卞を 除いて 印度、 ビルマ、 印度 支が を 化へ、 巧渾 アジアを 路 でむ ：れ 巧 だ 千 人の ユダ 
ホ 人が なをす る。 、 

巧 一二が 支那 事 巧と アメリカ .ユダヤ人 


p. 


巧を 樵の 巧 後に 英 •米 •ソ おの 掛日 かがの K 手が 動い. てね たことは 早く か。 巧 巧 さが V •ゐ 
たと ころで わるが、 それは 同 呼に これら 諸 巧に めける ユダヤ 岗瞭时 問の お 日が 閒戰 ので も ぁ 
つたので ぁる。 彼を はまが ホ 技の 背が の お 日 お 力で わつ たが、 日本は ボ お亞脾 が〇閒 わによ 
つてみ が これらの 記 巧 力と 正面 巧 巧を 巧ず るに 至つ た。 ソ斯 巧は® ソ朋 巧な 來 をの 閑 力の 义 
法 かを 软 おに 巧 巧す る ことにな つたが、 しかし、 滿 洲化邊 とちが 其を ホ 蘇の 巧 題は なほ 巧 閑 
規す るを 許さぬ もの がれる。 

支那に めける イギリス 寅 本 ま 巧の 進出は 巧 ど ユダヤが 脚に よつ てで 配され ち 阿 か 巧 巧に 

- 

がて イギリス 巧を 巧 巧し、 またを を 賊の平 おに 大巧を たてた ユダヤ人 ゴ ，ルドンが 巧は、 が 
巧ちお地の巧巧をち£してゐたサ，ス1ン、 力，ドリー ( Kardoo ;)、 ア 1 ノルド、 ジ，セ 
フ 、ハ I トン (ぎ rdoon ) 等の ユダヤが 阳 をで 那 にお 山 せんめ た。 第一み 世を 大巧が には ィギ 
リス 巧 ユダヤ 寅 本は まが 全 ± にわた つて その 泣 巧め 收奔の 巧手を ほ ばして ゐた •大巧を H 本 
が イギリスを をいで おちち 易の 第一 化を 占め、 アィリ カが これに おして 强 々を 巧节 ぶと むる 
や、 イギリスは 间 じく アン グ 。サクソン のま S する アメリカの 力に よつ て 口 本の 乂随 進出を 
巧 =1 面 ホ K 常 » と T メ 9 力-ユダヤ人 四 〇 五 


巧 八 巧 义巧近 巧 ザと アメリカ •ユダヤ人 巧〇々 

をが してち： 0 の 巧 得 療を济 巧 せんとし 、ここにち 类 本の 對日 共同 巧 巧が 巧 立す るに ちつを • 
巧 等は 巧に 甫餘 のョ I 。 ， パ諸闭 e 誘つ てョ I 。 ブ パの 東洋 そ紀 をを 阔 したので あるが、 こ 
れ について は 巧 巧 ユダヤが 阳が巧 括 的な 巧 割を 巧 じた。 

大巧 後 巧 もな を 一九二 〇 年 十月 十 お 口、 巧 团のお 支巧資 をが がする 稱曲 としで 巧 賄を 曲* 
水闽ご 3 ernationa;inanco Consor 二 um ) がぶ ホした •その 化盟 巧术® は 日本の 巧ぶ 正を 
保 巧， フランスの 巧 鹿ち が银巧 ハを コを 巾を 尸、 I 皇 o—ch ぞタ ユダヤ 巧)、 ィギリスの 巧 巧 •上 
海 度奋 巧 巧 (HonRkong 》 Shan を ai Bankin 巧 oorporat 富. ユダヤ 巧 一な ぴ々 のゲ メリ カを 
w 諸を 社で ある •卽ち J . P •モルガン 席を、 ク I ン • 0 I ブ を 社、 巧 級が 巧 (Natio 己と oity 
Basr of zew York )、 リ I •ヒギンソン 商を、 二。 I ョ ー ク •ナ * 1 ズ团 なを 曲を； H 、 二 
» I ョ I ク保巧 倍 巧を 社、 大隧倍 おおを 扱 巧が それで ある。 が ユダ卞 巧た るク ー ン • 。1 ブ 
を 社の 化、 モ A ガンな を、 二 •！ ョ I ク •チ* I ズ闻 立を なを 社 その他に もを 巧なる ユダ卞 
人が 巧 巧を なして わる •巧す るに この 固瞭 をが 資本 陆は 日本を 除く 化は す ぺてユ グヤ巧 隙を 
融巧 本を を 0 巧を に 巧へ て わるので わる，. 



つ イギリス 系の サ ブス I ンが 阿で ある •それは サ ブス J ン •バン キング. コ I ポレ I シ-ン 

(Sassoon Bank 暑 Corpo 妄す吝 、 E • ク . サ ブス— ンを社 D. Sas さ on & ? L ぎ)、 

デ ゲィ， ド •サ ，ス I ン を 社 (David wassoon & CO. L 置し を やむ て 全 支に わたつ て 化が 
の會 社、 商 巧を ま K して わる。 その 在ち 總束本 おは S 十 僚 ホと 巧せられ て わるが 明な ではを 
い。 しかし 最小 吸 十 化 元を 下る ことは ないで わらぅ と 思 はれる •デヴ f , ド •サ ，ス I ンが 
がで 出まで あるが、 彼は。 ン ドンに 居住して ねる ので、' 寅瞭 上は まがに がける サプス I ン时 
困は 彼の 寅を たる ヴィク タ I •サ ブス 1 ン (<ictor Sassoon) が 巧 がして ゐる •サプ スーン 
时阳は 巧 巧 巧の 建設を 菜を はじめ 香港、 シン ガポ I ル、 印 巧、 巧洋 その 化の 巧 行 取引を ぶが 
し、 W 膀 取引 機厮 として アメリカ 、イギリス のが 曲と 巧 巧な 说 巧を 持つ てゐ る， 

一 化 一二 置 お 十】 月、 イギリスは 支那のを 姪 巧を 自己のを 媒 資本に ょつ てち 忠 んが ために 
經巧 特使と して ユダヤ人 リ I ス. 。スを 支那に 化 遺し、 が 巧 權の巧 试の巧 巧を をす 宋モ 义、 

. かが 熙 をのがな^ をして 巧 制 ホ ホを がは せた •卽 ち、 巧 ^ が にがて 流涵 して わたが 嘴を 
度 111 巧ち* 事* iT イ リカ •ユダヤ人 四 0 七 


3 sf-s 違よ 夕 言.： •一 '"*^? W 气,* 一* 3 .一、 ■ちに':^^^^: - i?v 
' 、0 . ' 

' 、 ' 

巧 八 巧 乂< 巧 巧 争と T ィリ カ •ユダヤ人 四〇ゾ 

をく をと 引換へ に菱へ 輪ぶ し、 秦 ょ。 をり 來 つたを を 保な 巧備 として アメリカ 銀 巧を し 
で襄 を谜れ せしめ、 をが す 畢れば 英米が 對蓋款 になず る ことにを つたので ぁろを の 
ために S 裹化 にを 支 貪 殺が は、 保 霞を 現奠 勘の 峯を なて 中央 銀が、 中 巧 銀れ 
ホ 通が けの 梵お餐 と 引が へに 引渡を 驳ボ をた が、 基の 日本 銀 巧は こを 拒んだ ために 保 
、有 煤の お 分に おして 大抵 酱を篆 つた。 これにち て、 英米 银巧 並に 支那の 浙茜 巧は 效め 
保 おがを 賣 巧して 巧 利を 愧し ちその 庭には 欄 かに 英米 ユダヤが 巧 P 巧 おがゎつ たので ゎつ 
'てサ ブス— ン はま 削た る 同年 お 巧に アメリカに 渡り、 ナシ ■ナル •シ テ/ニンク のぞ 
巧た る ユダヤ 人工 T ソン ( Emerson ) 度び おちのを に ホつ たリ 1ス •ロスと を 見して 巧 合 
せを やつ 一」 ねる • ( S を 川 去*! 巧 著 『田 巧な 密 力の W 究」 を 巧〕 

巧 お 化 おこょ つて、 まが 緒 巧は な 全に ユダヤ 的ち 米を 被 資本の 支配に ながす る ことにを つ 、 

ち.- - 、 


巧 巧が は昭巧 十一 一一 年の 一三 中を をに めて 检义 をる 中 巧 紹巧巧 巧 置 ケ年計 巧を 發 をした が そ 
化 t 全ぶ こわた るる 巧. な 道， 抗 を. 水 科、 巧裝 . ： し 莱宰〇 をを をを 因 I たもので を 0 巧 本 



はじと してち， ホ、 巧、® なび 支邪浙 なむ 网〇巧 搭 する ちので みつた。 しかも お •米， 巧 • 
.巧 寅 水 0 ホた る ものは 巧 ど 十べ てュダ 卞け閒 C 投資に かかる もので れつを • 

な のかを が お 日ち 邪の 烧满 的を 調で ホつた。 ， 

中团田 民ず をの 父 あを 仙は ハ ロィの アメ 》 '力 •ミ， シ ョン •スク ー ホで かちを 巧け、 をの 
をみ 巧 動に なつて は卜： お、 巧 巧を 中む に 巧 巧し 一、 ゐた ユゲャ .シナ ュ スト、 モー リス • n — 
ヘン ( Ivlcrri 定 Cohen ) を站 じて ュ， I ョ ー ク からち 大 をる 資 をを 巧 得して ねた •コ I ヘン 
は々 1 ン . 。 I ブを 社の ぶ K をボ I ル •ゥ * I バ J グの由 下で わる •巧に 遜を 仙は 巧 上海 ブ 
ナイ. ブリスの 离 巧フリ ー •メ I ソンで ある •彼の 後！！ 满 たる 巧 介 だ も ホ アメリカ、 マサ チ 
，—ャ ，ッ州 パ I ゴタお 社の フリ I •メ I ソンで わる •巧 州ず 巧な 巧 パリ J で 抗日の ために 
活 採した 巧が め、 王 正 廷のお 人 もが フリ I •メ I ソンで わり、 巧の 巧 巧 ドナルド ( Dona 己) 
は シド ニ I ホれ の ユダヤ人で ホる •おの 巧 支 イギリス 大使 ヒュ I ゲ ，セン (田 uges ちちを は 
じめ i 巧て アメリカのを 那な 巧で わつ た シン プッン ( Mimpso 己)、 闽巧瞄 閣の浦 ホが 長に して 
丈が 0 斯ホ西 問と なつた ライヒマン (巧 eichman ) 、一が のぎ 巧 わ. りし イギリス 系の エド ロ I 

WI 二の >4* 事 f ? と アメリカ .ユダヤ人 灼〇化 • 


第 八 ♦乂束 西 載 ザと ァ >9 力 •ユ グ卞人 巧 10 - 
ド • エズラ (Edward Ezra) のを 男で » 巧みが 貪 堯巧顧 巧た る セシル •エズラ (wecil Ezra) 
を もす ベて ユダヤ人で わつて、 は ホの 巧が は その 巧れ る K おの ぜ 後に めて はす ぺて 1 -Rs な 
馨 巧を 持つ てゐ たので わる" 

ちがに 於け る ユダヤ人は まとして 上 お、 を 港、 をに 居 化して ゐ るが、 化 巧め を闻 巧が 
市上 巧は そのを 大の巧 巧と をつて ゐた •一 化 一二 立 年上 巧 在 巧 ユダ卞 人 お 千 五 巧る 中 約 半 化は、 
ボンベイ、 バグ ダ， ド、 カイロ、 ギリシャ、 イギリス 等から ぞ 巧した ものである •彼等は ス 
ペインを まりのへ ブライ 語を 活卞シ •'フ ，ラ デ- I ム がで わつ て、 これが 上 おの ユダ卞 人 社 
をを^<^してわを。 それにをしてアシヶナジーム化に苗卞る ユダヤ人は、 が州が终の巧おに 
ょり ハルビン、 ホ 天、 大连方 おから 避難して 來 たもの が タレ • 

ま 那李巧 ホの 上 おには 約 四千 四百 名の アメリカ人が わたが、 ホ 巧 巧 巧 後を しくを の おを 減 
じて 昭巧十 見 年 一巧には ニモ 网百 一二 十八 名と なつた •そのぅち 何穏が ユグ卞 巧で あつたかは 
巧かでないが、 1化1二八年十1巧十四日の上^^1'イ1ヴュング*ポスト』 (円ジ'互コ》で|) 
に揭 載され た。 バ ー, I .•ベルコ フ (一ん。 IxTt 己 •で ミ kO こ 01 なじ ょれば、 アメリカ 巧 ユタ 


卞 人；^ その 巧 かく， I な ユダヤ人 沾か分 巧の かに 固 かれて & たとい ふ‘ 巧 •ホの 乂 がかは (ブ 
ライ 法を 沾ら ぬた めに シ ，フ マラ デ，— ふが のかを には 化 席し なかつ た。 アメリカ ホ ユダヤ 
人は 一 おに アィリ カ 人と して お披 はれ、 巧 等 自身 もむ しろ それを 望んで ねたので あつた。 恃 
に アメリカン •クラブに 屬ブ るア‘ メリ カホ ユダヤ人は アメリカ人 のが 巧 巧で をネ をし、 をの 
子 おを アメリカ人 ホ 巧に 入 學さ廿 る 等、 巧 ど亂巧 アメリカ人 としての み々 巧して ゐ たと 2 
ふ。 「アメリカ のた 汲 巧に 巧む 極 かなの シ * フ ，ラ デ • I ム系 ユダヤ人を 特異の 円を なて 見て 
わる アメリカ 入は 一、 上海に めける シ - フ 7 ラ デ a I ム糸 ユダヤ人が ィスラエル 人の 化 巧を ち 
出して ゐる ことを 曲いて 巧れ する で わらぅ」 と ベルコ フ はがべ てね る • 

しかし、 上 巧に かける アメリカ ホ ユダヤ人が ホして それほど までにが 力で れつた か、 また 
巧 等が アメリカ 市民と して その ユダヤ人 たる 特 巧を どの 程をまで な 巧して む たかはを くが 問 
で わる •上 巧 共同を 巧 H 巧 尉の ホを 巧 長で わ 0 わ スタ I リング •フ * ク セン デン (S す rlinw 
Fessenden ) —— 巧は H 本 おの 上 巧 占が 後 巧が 巧 止を かぜら れた 反；： 一巧 『チャイナ .プレス」 
(China す e をの 化を であ ツた ’ 度び エ 巧局巿 を# 會 » 段たり し C • S •フランクリン 

? lg ま！# 事 變 と アイ 9- R •ユ グヤ人 巧 一一 


# 八 ♦大度-曲度 争と アィ—々 ニグ ヤ人 ' 两 1 二 
(C. S. Irankun) はおに アメリカ 巧 ユダヤ人で わつ た。 

上 おの 巧 巣み 特に アメリカ 映 巧は を ど ユダヤ人の 手に おられて & た。 アメリカ •ユダヤ人 
は アメリカ 映* K 拾を 社 や 巧 巧 お 引が にがて 活動す るを やおが 記を 等が わり、 化の 乂 がみは 
苗 易に 從 李して わた，， 

昭和 十 1 年 (-化 一ー ニ ハち 卜 I ち 一十 五日、 自 •巧 •か 化 巧 あを のが な來巧 •乂を 先 巧 

とする 世 BU ダ卞 人のを H 巧 度は を 速に 恶 化し、 その 傍 巧は 么が におを おの お 日 挑 巧 激化と 
■ 

& つた •かくて 巧 十二 年 セ 月 セ H み 巧が 巧み 件 勃な となり •その 巧 火は をち 全ち に 波 度して 
巧つ たので ある •ぶが み夕 にょつ てサ ，ス ー ンが阳 をは じめ 化 米 諸 班の おち 巧を が 巧つ たが 
P は 芙义を もので わる •肤 米を 曲 ホに その ぜ 巧の ユダヤが 阀 がが 口ぶ が 巧 かの ために 乂 々的 
度巧動を關始したのはをふまで'<>'4:1いこ とである* 

巧 • 巧の反；11運助に巧なして、 メリカでもル 1ズヴ * ルト乂巧巧は 「惇略曲口本」 をな 
巧し、 外交 董貝畏 じ， ト マンは 日米 一一な 断 おを さへ 解# ナと首 明し ち 更に 財 巧 長を モ—ゲ 
ンゾー も アメリカは 巧 支 巧な にな 卡る柏 息が わる ことを が 明した。 か 乂人宰 は彼宰 おがの 巧 



坑裏 的を 違 t、 日 まむ 南 的を 巧は 保？*^ 鸦で t から ニケ 年 41 粗け f ば团 
內 めな 破綻を 來玉 をら 5 と 宵 供」 た •そ Q 宵 体 K 於て 冀 Q 新聞 巧奚を S 旁 ユダヤ人 
が 大き 襄剌 を. 曾た ことは I だふ畫 もない ことで 窒 。勿論 そ 居 謀黯寡 K けを ひな 
いが、 し わし 攀 ss は Kf ち S 如を ことが を 得べき ことで わる-^ をて わたので わ 
る •事 资勃鞋 巧 一 午 半ば かり 経過した 墳 、ヴ f クタ！： ス 1ン は 二 r ョ—ク にめ て、 
是围 のは 翼 的を が ‘忆 ょつ て ホ 化 寄 能 性が 受」 て わる、 夏 0 義物 S と 笛は お 
ホ佛が 供給」 て& るから、 一一 国が 藉」 \」 管 震を 断が す SU 本は 支那から 手を 引く 
であらぅ、 と 述べた と憐 へを て ゐろ昭 巧 十一 一幸の アメリカの お 基器 霞、 巧が 十 冗 ザ 
S 米 通商 お約囊 をは すべてち した 8 にを いを をた ので あろ 
巧 和主牵 十一 鸟不 五：：！、 日 i •伊 防共 瞄 i 結 二 周 ザ記营 になつ てがたに 日獨义 
化瞄‘^^が締おされた。 その 内容は：：：！ 獨巧 互の 民族 原則の 承 巧 並に 巧を 榮视 巧が 化 W 
ち ラジオ、 K ポ-ツ 等 奚化巧 動に わたる 廣況な 協を 規 をした もので、 防 か 協ぶ ので 
强 化を お味」 たも？ 一に ふこと が 出かる •因ち 第 i 世界 賊？ 態す る 日獨化 高の お 

第一 一一 陆 ホ ホ ザ « と アィリ カ •ユダヤ、 P ニー ー 




銷八 > 大東茜 U 爭と アイリ カ •ユ V ヤ乂 巧 19 
をには か < とも 二つの 里 巧なる 鼓 おの 段 巧が わつた •をの I は 防共 協を で わつて、 これは g 
ら共窒 ISK 勒 する 襄 Q た 《 S 巧で わつ た •ところが こ Q 脚 おは 更忆 震して、 世 巧に 
めける 突 奎巧巧 巧 巧 ホの 牙 巧た る英 •佛 •米を な 版 サん丰 る 協力 厮 巧に 丢货展 しち 
防 ホ 巧を が H •巧 •伊 軍 ホ 同盟にまで 巧 度した とき、 をれ はも 早 やお 純を る 巧 おみぶ ではな 
く & つたので わる •巧 本 主を はおを 主義の お 巧で わり、 巧者は 本來 その おおめ 性格を 同じぅ 
して* る C とが 暴！* される におつ たので わる。 

日 巧 文化 巧 巧の 巧 結は、 恰も 同月 セ H に 勃 巧した フ ♦ ン •ラ I ト ホが を 巧 巧と する ナナス • 
ドイツの な 巧を る ユダヤ人 巧 巧 直後の ことで あつたた めに、 化 巧 A ダヤ 人の 厢 むを おく jj と 
が 巧に 巧 かつた やぅで わろ* たこの 年は わが 西と しても ユダヤ 閒題 がま 巧 的な 阿 垣と して 
审：大なる患管持つ忆至つた年でををら、 ダヤ問涅忆巧す5夏0攻巧は弊ユグヤ人 
の 巧 別の なをを おいた ので わろ 卽ち同 至. 月、 巧 巧 合併に ょつ て寞 なるお 巧 5 ダヤ避 
難 K の】 巧が 海陣巧 曲から 滿 が， ちが、： n 本 巧へ 巧々 と 流入して ホた。 夏 巧からは イタ bl 
の 巧 ユダヤめ 巧に ょつ てイ タリ I 巧 ユダヤ人の 迸 巧 巧 もこれ で 化は つた。 トー リ〇フ ♦ ン • 



ラ— 卜蒂 かは をに 耕しい 巧 おおの あ視 をが つた •そのた わに、 夕 巧 おには め 阿で 人と 巧 おさ 
れてゐ た 上海の ユダヤ人は* 昭巧 十の ホ ホには 一ー ハ、 二 K 网 人の 多な に 透し、 两化 a 上に 巧 
化した ので ある， . 

當巧 はね も 巧 亞斩巧 巧の 巧 おが 巧く をのな に 巧かん としつつ あつたが 巧で、 大隨の 治 ホに 
ついては 幾夕 を 問 粗が 山 潰して &た〇 で、 梓殊の 民が 的 性 巧を 持つ 流 おお 宿の ユダヤ人 
がかく も夕巧 わが 巧 瓶 おがに 流入し 來るこ Lf は、 一の お 安の 上から I だつても またが ザ 的兒巧 
から 見ても 语 めて 蛋 乂な閒 おでなければ ならな かつた •わが 巧が ユダヤ 巧 逆 民のを 亞 大陸 お 
ほに お t て 巧 干の な 件を おした のはが ろな 巧の ことと 云は なければ ならぬ， 

U 上の やぅを 事 巧を ぜ毋 としてが おされた 口 獨义化 協ぶ に谢 し、 ユダヤ人が 日本に 封して 
巧 巧のを を 抱き. 巧々 のを 任 策謀を ぶら した ことは 云 ふを でもない ことで ある •アメリカ' 

上 お 署のユ ダヤ系 託ぶ 胡は、 日® 文化 隨 ぶに ょつて； n 本は^ にがつて 排 ユダヤ 巧 巧を 採用 
する におつ たと か、 口 本は ユダヤ 避 巧 おのが 州、 支が お 化を 紫 止した とか、 巧 だしを は大速 
にがて ユダヤ人 巧 巧が 巧 はれた を どと 宣 傅した •な ホ a では フ * ン •ラ— 卜# 件な が ドィツ 
巧 己 節ぶ 巧が 巧と ァゾ ，力 こ ダヤ人 ごな 


巧 八々 大巧が if 乎と アイ 》 力： ユ V ヤ人 '〜 田】 六 
なおに 巧す る ボイ コ ， 卜 がが はれて むた が、 それは： をに： 2 本随 品に 波及し また H 巧讲 斥まで 
巧 はれた •アィリ カ •ユダヤ人が その 巧を で 巧 動して わた ことは 勿論で わるが、 巧 等は かく 
の 化き 反日な おを 巧卽 する 反面に 於て 、 U 本は 明を 錐 巧な 嗦 人® ザち の々 巧を 採用した 的 だ- 
から H 没 文化 按定は そのな が 的 方 巧を 巧へ る ものでは をい とのな がを 公表して 巧みに：： 一本が 
をの 手段を 巧 じた。 しかしな 等の 反日 的 巧 巧は を々 な 化する 一方で あつた。 昭巧 十一 一一 年 未に 
は アメリカの モ I ゲン ソ ー 巧 巧は 二 千 置 百 巧 ドルの お ま 併 款を巧 表し、 これと"： 刖 巧して イギ 
リス も ホ ー千ち ポンドの おぶ クレディ ブトを 設 ぶした • 

日本 おのが 巧く 巧捷 にょつ てで がに 最大の か 巧を おする サ ，ス I ン W 隅は 動搖 した。 昭和 
十置年二月二十巧目 の上お諸お巧にょれば、 當時ア メ リ カみ地を旅巧中でわ つわヴ ィ ク タ I • 
サ ，ス ー ン は、 二- *1 ョ I クに めける 公開の が 上で 束 亜 問 蹈に言 度し 「日ち 巧爭 にょる： n 本 
巧な 力の お 巧は 豫 想な 上で わつ て …… 今や アメリカは 正に 日本に おしてを 殺 巧 ぞ のがを 巧つ 
て わる」 と 巧べ、 アメ y 力のを 日 霎を巧 巧して ゐる •彼は イギリス のま 巧に 列せられ イず 
リス 人と して 巧 おして わるが、 それは 巧ら く 大巧 巧 巧が 彼の 安 ホと 地 化と を 庇 巧し 巧る おり 


にがてで わつ て、 丢 " K が 支が にめ ける 苗 力を 巧 華れば がは をの； ャ 人の 蠢を雲 
して 英を 米に 乘 9 かへ る— をして わる かも か : ス ，ン は？ 重 •卜 某が をち し 
てわたが、 ィ； Nil — ミギ " xl @ ll 」5 が S 拽し たの 

で— 、 お笑—と 奪 養 7 メ " i 、 替秦祖 I す こ— 金 

して ゐ るので わる • . 

フランスの 拟 度ょ？ 乂 f 田が 孤が 管の 巧を ちし つつ わると を、 ユダヤ 的ア メリ 

が こたが つて 冀白窒 をのを 後の ザ 巧を しつつ ぁるので わろ 
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巧巧甫 tt 町 K お 田 町 一/ニニ 

巧 曲 巧 ホ ホ 印刷が 


巧 おが 芝 お ぞ平町 一二た をみ ピん 
巧 巧が 闻巧が 論 か 
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東な 巧# 田 K 巧な W 二/九 日丰出 巧が わ 巧を 會化 


巧 巧 十 セ 年へ 巧 サ赶日 切 R 巧 « アメブ カ •ユダヤ人 閒销 
巧 巧 十七 年 八月' ホ ー 曰 巧な 》 巧 - 巧 巧 一二 曲 


(巧乘 9 6 の 



跨 一—- 

* 譚 ‘，. ，. 

♦巧が 巧な なを 巧 民 田 


I さ触寞 S 小が 健 一二 著 B 6 S 一 0 ゴ賣定 さ- 160 (をち 一〇】 


國體思 おお 論 • 

ネ 香は 田*! の 巧の 巧な ナる お據を ホし、 みお 4 して タサ 巧に がける 田 « 巧な たの 庙 巧を の 
# 巧に々 け、 夫* の々 の 巧 立 ■度 巧 •巧 »4 をネ 巧した る も C にて、 著 ホの 巧々 たる* 巧の 
まが tR 舉 なる W 巧 4 ボ巧 おして 本書は 巧った 0 • 

【巧 «】 巧】 ホな #11 山 tt 索 行の 巧 (や 巧#* 論) 典 己 水戶 ホ ーホ戶 
巧の 本 K と 其 era 度 一玄な 論と 其の 意# 成 四 An * 円の 思な 1 云 t 
- C 软靑靖 神 I 二 まか かなに M ナる W 究 巧 五 致學 の# ネな ♦ホ 巧 學〇押 押 
(巧 g ネを 中む として) # セ gstt への 撤 
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